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第Ⅰ章　研究の目的と概要第Ⅰ章　研究の目的と概要

山本悦世

１．目的

　本研究では中部瀬戸内地域を研究対象として、縄文時代の環境変化と人間活動との関係を具体的に描き出す

ことを目的としている。同地域は、縄文時代早期～前期に「海進」によって形成された海域に臨む環境が広がり、

沿岸部における活動域が形成される。海域環境の影響を強く受けることなった同地域での人間活動を理解する

ためには、その環境変化の実態を可能な限り描き出すことが必要となる。

　同地域における既往研究では、山陽地域の貝塚遺跡の研究が盛んに行われており、遺跡立地や貝種の分析な

どから環境変化との関係が積極的に論じられている（間壁忠彦・葭子 1971）。また、集落遺跡のデータも含めて、

遺跡の立地や分布から活動域の変化と環境変化を関連付ける意見も多い（平井 1987、髙橋護 1991、渡邊 2002

ほか）。しかし、いずれもその環境変化を裏付ける地質学的データの提示に乏しい点は否めない。一方、環境面

で大きな要素の一つである海水準の問題については、遺跡の立地レベルに注目した考古学的視点からの分析（河

瀬 2006）のほか、自然科学的な研究視点から、ボーリング調査・分析のデータや考古資料も参考にした研究が

進んでおり（藤原・白神 1986、髙橋学 2003、鈴木 2004・2012、佐藤 2002・2008、佐藤他 2011 など）、より詳

細な数値や変化が提示されている。こうした調査遺跡数の増加や各遺跡における詳細な科学的分析が積極的に

取り組まれるなかで、近年は、貝塚形成時期に注目し、各地域での遺跡動態を再検討する研究も発表されてお

り（田嶋 2014、山本 2020）、環境と生業活動との関係を考える重要な成果をあげている。また、本研究の目的

のためには各時期の海岸線復元案も提示されたが（山本ほか 2018b・山本 2020）、それについては実証性を高め

る必要がある。

　本研究では、こうした議論や成果を検証するために、ボーリングコアの分析をもとにした地質学的分析と考

古資料から環境関連データを蓄積すること、そして、個別遺跡について詳細なデータを集成し分析すること、

この二つを軸に据えて、本研究に関連して取り組んできた研究成果を踏まえつつ 1
、作業を進めることとした。

その過程で、特に環境と生業活動の関係にも注目した。

２．研究成果の概要

　本研究で実施した研究概要は以下の項目にまとめられる。

①ボーリングコアの調査・分析と古地形・古環境復元（第Ⅱ章 1）

 旭川下流域に位置する岡山大学の敷地内において、3 箇所でボーリングコアを採取 ･ 分析し、縄文時代早期～

晩期の海水準変動および土地形成に関するデータを入手した。地質観察の他に珪藻化石と電気伝導率の分析を

実施し、共に得られた年代測定値を合わせて、より具体的で詳細な環境変化の解明を目指した。

　同調査地域では、2015 年～ 2017 年に実施したボーリング調査・分析によって、環境復元に向けて一定の成

果と展望を報告しているが（山本ほか 2018a・2019）、本研究で得られた新たなデータの追加によって、その仮

説を補強し、さらに土地形成の推移を探る上でも重要な知見を得た。特に、中期の時期に想定されることとなっ

た大きな環境変化は、津島岡大遺跡における同時期の人間活動を評価する上で貴重な成果となると同時に、本

研究対象地域での遺跡動態の理解においても注目される。また、海水準変動の状況についても、その方向性を

示すことができた。
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② GISを活用した旧石器時代の地形復元および縄文時代各時期の海岸線復元による環境変化の可視化（第Ⅱ章 3）

　ボーリングデータをもとに沖積層基底面の地形復元を行った。「縄文海進」以前の地形復元である。この成果

は、その後の縄文時代における生活空間の基盤を形成する地形的特徴を把握することに繋がり、今後の研究の

推進において期待がもてる。

③各時期における海岸線の復元と遺跡分布状況の可視化（第Ⅱ章 4）

　本研究の目的である遺跡動態と環境の関係を理解するために海岸線の復元に取り組んだ。その手がかりをボー

リングデータと考古資料に求め、陸域に対して海の影響が及ぶ最高位ライン（平均高潮位）を海岸線と見なし、

縄文代早期～晩期の各時期に対してその復元を試みた。その結果可視化された古地形の変化をもとに、各時期

の遺跡分布状況を検討することで、遺跡動態から想定される人間活動とそれを取り巻く環境との関係を考察し

た。

④個別遺跡の重点的分析（第Ⅱ章 5）

　現在の旭川下流域に位置する津島岡大遺跡を重点的に取り上げた。同遺跡では、豊富な考古資料にボーリン

グ調査の自然科学的データを加えることができる点に注目した。それらのデータを総合的に判断して、早期～

晩期への地形環境の変化と遺跡動態の面で特に注目される後期の集落遺跡の実態について、中部瀬戸内地域を

代表する一つのモデル事例として提示した。

⑤縄文時代の遺跡データベース作成と分析（第Ⅱ章 6 ～ 8・第Ⅲ章）

　岡山県南部地域（旧国では備前および備中南部）～広島県南西部（旧国では備後南部）の山陽地域に、四国

の香川県域を加えた中部瀬戸内地域の遺跡データベースを作成した。何らかの報告がなされているデータを可

能な限り入手し、遺跡数の増減あるいはその分布・立地環境などの情報を一覧表にまとめた。その過程で、貝

塚遺跡出土の貝の年代測定を実施し、貝塚形成時期の絞り込みを積極的に進めた。その結果、真徳貝塚Ｂでは、

本地域では報告例のない早期後葉～前期前半（羽島下層式）の貝塚の存在が、地下深くに埋もれているという

新知見を得た。また、以上のデータをもとに、分析を試みた。

【註】

1．2015 年度～ 2017 年度に実施した JSPS 科研費 15K02980 が本研究に先駆けて行った研究である。
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第Ⅱ章　研究成果

1. ボーリング調査結果と海水準変動

鈴木茂之・山口雄治・山本悦世

(1) はじめに

　本研究チームでは、岡山大学津島キャンパスと鹿田キャンパスにおいて、洪積層にとどくボーリング調査を

実施し、オールコアの採取と分析を行ってきた。すでに、2015 年度～ 2017 年度までに、前者の敷地で合計 4

か所（T-No.1 ～ 4）、後者で 1 か所 (S-No.1) の調査を終えて、その成果報告をしている（山本ほか 2018・2019）。

その成果を踏まえた上で、さらなるデータの追加を目指して、本研究では津島キャンパスで 2 か所、鹿田キャ

ンパスで 1 か所のボーリングを実施した。その結果、いずれの地点も、これまでの調査とは異なる環境のデー

タを入手することができた。ここでは、その分析結果を報告するとともに、参考として過去のデータも合わせ

て示す。調査対象地域にあたる旭川下流域の環境変動については、次節でその全体像をまとめる。

　ボーリングコアについての分析は、地質学的な視点に加えて、珪藻化石あるいは電気伝導率の分析による海

環境の影響に視点をおいたものとなった。年代測定データを合わせることで、約 2 万年前～ 2000 年前の土地環

境の推移を、ある程度復元することが可能となった。地質学的分析あるいは電気伝導率の分析は鈴木が担当した。

珪藻化石の分析成果は、パレオ・ラボの野口・辻両氏から玉稿（次節）をいただいた。　　� （山本）

（2）調査地点の位置と試料採取・分析

　ボーリング調査地点は、岡山大学津島キャン

パスの北西部～中央部の 2 点と鹿田キャンパス

の南西部の１点である（図 1）。T-No.5 はグラウ

ンド西部に位置しており、キャンパス北西部の

古環境を知るために設定した。標高は約 4.6m で

ある。T-No.6 は、津島岡大遺跡第 23 次調査地点

の南側に当たる。同調査地点で検出された縄文

時代後期の河道の堆積環境および津島キャンパ

ス中央部への海の侵入を確認するために設定し

た。標高は約 4.7m である。S-No.2 は、鹿田キャ

ンパスの南西端部にあたる。本地点はグラウン

ドとなっており、発掘・立会調査や建物建設に

伴うボーリング調査がほとんどないため詳細な

データが得られていない地点である。同域中央

部に位置するS-No.1との比較を行うために、キャ

ンパス南端に設定した。標高は約 2.2m である。

詳細な位置・標高は表 1 の通りである。

　ボーリングコアの掘削にあたっては、株式会

社フジタ地質に委託して、2018 年 7・10 ～ 11 図 1　調査地点と周辺環境
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研究メンバーの他に辻康男氏（（株）パレオ・ラボ）の協力を得て地質学的および考古学的観点から観察・協議し、

最終的に岡山大学大学院自然科学研究科鈴木研究室において図化した。ボーリングコアの分析は、海水の影響

を評価するために電気伝導度の調査を鈴木が行った。また、年代測定と珪藻分析を（株）パレオ・ラボに委託

し 2019 ～ 2020 年度に行った。試料の点数は、T-No.5 では年代測定 5 点、珪藻分析 8 点、T-No.6 では年代測定 4 点、

珪藻分析 3 点、S-No.2 では年代測定 7 点、珪藻分析 9 点である（表 2）。　　　　　　　　　　　　　　（山口）

（3）コアの地層観察結果

　ボーリング掘削で得られた柱状試料を縦に切断し、地層観察用と保存用と各種分析試料採取用に分割した。

試料の堆積物観察、堆積構造観察、電気伝導測定、炭素同位体年代測定、火山灰の供給源判定、珪藻化石分析

の結果を総合して、柱状図を作成し、ユニット区分を行った。堆積物観察では、堆積物のサイズ・淘汰度によっ

て、水流の強さ（サイズ）、水流が恒常的だったかかどうか（淘汰度）が推測できる。電気伝導率測定後、水に

浸かった試料をよく攪拌して安置すると、礫から粘土の粒子に分級される。これを乾燥させて実体顕微鏡で観

察すると、砕屑物サイズの確認と砂や礫を構成する鉱物や岩石を知ることができる。堆積構造では、水流があっ

たことを示す砂の葉理、海棲生物の巣穴跡、陸上植物の根の跡などが今回のコアで観察された。電気伝導率測

定によって大まかに海水の影響が明瞭な堆積物かどうか判別できる。珪藻化石は種によって生息場が異なるの

で、内湾や河川など当時の環境が検討できる。少量の植物遺骸からでも炭素同位体年代測定が出来るようにな

り、年代決定に有効である。年代値は歴年代に較正した 2σ 暦年較正用範囲 (cal BP) を用いた。約 7300 年前の

広域火山灰であるアカホヤ火山灰のガラスの存在も堆積年代の推定に有効である。以上の検討結果を総合して、

堆積相、年代、堆積環境でユニットに区分した。ユニット区分はボーリング掘削を行った場所の地理条件によっ

て堆積の仕方が大きく異なるため、それぞれの掘削地点ごとで行った。同じ泥層でも、年代値が数百年以上隔

たる場合異なるユニットとした。珪藻化石と堆積物の電気伝導率で陸成と海成に区別した。電気伝導率伝導率

は淡水を示すが、海棲珪藻を伴う部分は中間として区別した。

①　S-No.2 コア

１ユニット（標高 1.05m ～ 0.25m）：砂まじり泥：泥に細粒から中粒の砂を含み、淘汰度は悪い。塊状で酸化鉄

や酸化マンガンの斑点として認められる根の跡が多い。最下部の 10 ㎝ほどは腐植質である。陸成氾濫原堆積物

で、最下部を除いて水田の耕作土層とみなされる。1 ユニットの基底の暗色の泥と 2 ユニット上部の灰色の泥

の境界はやや明瞭である。

２ユニット（標高 0.25m ～ -1.1m）：泥質細粒砂と砂質泥：下半部の泥質砂と上半部の砂質泥からなる。試料番

号 S-No.2 ⑨、⑩、⑪の 3 層準で年代測定がなされ、約 4600 ～ 4900 年前の狭い年代値が得られていることから、

一連の堆積によると考えた。上半部の泥は塊状で、下位ほど砂質になる傾向があり、下半部の泥質砂との境界

は不明瞭である。中央部にやや腐植質な部分がある。植物片を伴う。下半部の泥質砂は塊状で淘汰が悪い細粒

砂から泥で構成される部分と最下部の砂と泥の互層からなる。最下部 15 ㎝ほどは 1~3cm ほどの細粒砂と泥が

地点 X(m) Y(m) Z(m)

T-No.5 -145295.499 -38128.035 4.59

T-No.6 -145471.223 -38020.406 4.73

S-No.2 -149774.401 -38068.834 2.15

※ 座標は平面直角座標第 V 系の値　※※X・Y 値は Magellan 社 ProMark3 を使用して測位し、

Z 値は周辺街区多角点よりレベル移動

月に採取した。掘削孔径 66mm でオールコア

によるボーリング調査を実施した。本調査で

はすべての地点において沖積層基底面（礫層）

までを対象とし、掘削深度は T-No.5 では地表

下 8m、T-No.6 では同 8m、S-No.2 では同 10m

まで達した。

　ボーリングコアの土質記録については、本

表 1　ボーリングコアの位置
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互層する。この細粒砂は上位の塊状の砂よりやや淘汰が良く、葉理が認められ、弱い流れの影響を受けたこと

を示す。この互層部分の泥には、砂サイズの植物片による葉理を伴う。電気伝導率は下半部では海水の影響を

示すが、上半部では淡水の値を示す。しかし両者とも内湾の珪藻化石を有意に伴う。特に干潟潮間帯環境の指

標となる種である Tryblionella granulata が多く検出された。堆積環境は干潟で、下半部は潮間帯あたりで、上部

は潮上帯の環境が推測される。2 ユニット基底の泥と 3 ユニットの砂との境界はやや明瞭である。

３ユニット（標高 -1.1m ～ -2.75m）：細粒～中粒泥質砂：細粒から中粒の砂が多くを占めるが、シルトを含む。

粗粒な砂や礫が混じるところがある。塊状で淘汰はあまり良くない。植物片が認められる。このユニットの中

間あたりに細粒砂と泥の偽礫が存在する。砂サイズの植物片の葉理を伴う特徴とあわせて、ユニット 2 最下部

の砂泥互層の堆積相と似ている。S-No.2 ⑥、⑦、⑧の 3 試料で年代測定がなされ、約 5100 ～ 6100 年前の年代

値が得られている。電気伝導率の値は高く海水の影響を示している。内湾に棲む珪藻化石が多く、外洋種も検

出されている。以上のことから波や潮流の影響をあまり受けていない内湾の底で、砂は近くにあった河口部か

らもたらされたと推測される。下位の 4 ユニットとの境界は明瞭ではない。

４ユニット（標高 -2.75m ～ -5.35m）：砂混じり泥：塊状の泥からなるが、少量の細粒から粗粒の砂を含む。上

部で巣穴の跡が一つ認められた。最下部には固化した砂質泥の礫が存在する。S-No.2 ③からは内湾種が優勢で

外洋種を伴う珪藻化石群集が得られている。電気伝導率は高い。やや深い内湾の環境が推測され、縄文海進最

盛期の堆積物と考えられる。下位の 5 ユニットとの境界は明瞭ではない。本ユニット最下部の試料 S-No.2-S1 で

約 8400 年前の年代値が得られた。

５ユニット（標高 -5.35m ～ -6.65m）：細粒～中粒泥質砂：中粒砂が多いが、粘土から粗粒砂で構成される。塊

状で淘汰は良くない。泥で充填された巣穴跡が所々認められる。アカホヤ火山灰が最上部で検出された。電気

伝導率は 500 ～ 900 ｍ S/m で海水の影響を受けている。内湾の環境で堆積したものと推測される。

６ユニット（標高 -6.65m 以深）：礫：中礫サイズの円から亜円礫からなる。基質は砂で淘汰はやや良い。締まっ

ており洪積層の河川成の堆積物とみなされる。

②　T-No.5 コア

１ユニット（標高 3.2m ～ 1.85m）：砂まじり泥：泥に砂を含み、淘汰度は悪い。砂は粗いものが目立ち、花崗

岩由来の石英や長石が多い。塊状で酸化鉄や酸化マンガンの斑点として認められる根の跡が全体に行きわたっ

ている。水田の耕作土層とみなされる。

２ユニット（標高 1.85m ～ 0.8m）：泥：砂を含まず、粘土からシルトサイズの泥からなる。電気伝導率は低く

淡水を示す。珪藻化石は検出できず、陸域にあったと推測される。最上部 T-No.5 ⑨試料から約 3700 ～ 3800 年

前の年代が得られている。海に近い湿地が想像される。

３ユニット（標高 0.8m ～ 0.5m）：泥：粘土質な泥からなり砂を含まない。電気伝導率は低いが、2 ユニットよ

りは高く 150 ｍ S/m 程度の値を示す。T-No.5 ⑥試料から潮上帯を示す Pseudopodosira kosugii を、潮間帯を示す

Tryblionella granulata と共に多く検出された。また同試料から約 4600 ～ 4800 年前の年代が得られている。内湾

の奥まった干潟の潮上帯の堆積環境が推測される。

４ユニット（標高 0.5m ～ -2.0m）：泥：最上部は砂を含まないが全般に少量砂を含み、最下部では砂が多い部

分が薄く存在する。砂粒は北に隣接する半田山を構成する古生層泥岩ホルンフェルス片がほとんどで、最下部

では半田山麓に分布する花崗岩由来と考えられる石英、長石片が含まれる。散在的に少量の植物片が含まれ

る。電気伝導率は 800 ～ 1100 ｍ S/m 程度と高く海水の影響が残っている。珪藻化石では本ユニット上半部の

T-No.5 ④、⑤試料からは潮間帯を示す Tryblionella granulata が多く検出された。下半部の T ５①、②試料から

は珪藻化石の保存が悪く、少数であるが海棲から淡水棲の種が得られている。T-No.5 ④、⑤試料からは約 6800

～ 7000 年前の年代が得られている。おそらく縄文海進最盛期の内湾干潟潮間帯の環境であったと推測される。
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５ユニット（標高 -2.0m 以下）：礫：1 ～ 2cm の中礫サイズの礫が多く、基質として細礫から砂を含む。淘汰度

はやや良い。基質はやや泥質である。亜円礫が多く、続いて亜角礫が目立ち、円礫は少ない。締まっており洪

積層の河川成の堆積物とみなされる。

③　T-No.6 コア

１ユニット（標高 2.3m ～ 0.45m）：泥：砂はまれで、粘土質である。上部には根の跡が多い。標高 1m では厚さ

約 10 ㎝の範囲で、腐植質な薄いレンズが数条挟まれる。下部はやや腐植質になっている。堆積物の電気伝導率

は低い。構内発掘調査によって本地点は北東から南西に向かう、幅 30m ほどの谷であったことが分かっている。

この谷を埋める小川の氾濫堆積物とみなされる。

２ユニット（標高 0.45m ～ -1.75m）：泥質砂を挟む泥：泥はシルト質で粘土から細粒砂からなり、淘汰は良く

ない。泥質砂は泥から中粒砂が主体で、礫を含む。砂は黒色のホルンフェルスがほとんどである。礫は細礫か

ら 1 ㎝以下でまれに 2 ㎝のものもある。角礫から亜円礫で、礫種はホルンフェルスのみで、稀に石英脈がある。

淘汰は良くない。全般に植物片が所々に含まれる。太さ 15cm 材も泥質砂の層に挟まれていた。堆積物の電気

伝導率は低いが、T-No.6 ①、⑦、⑧試料から干潟環境などの海に棲む珪藻化石を含む。珪藻化石の保存は悪く、

検出数が少ないのは、時折離水する環境になったためと推測される。T-No.6 ①、⑤、⑦、⑧試料から約 4100 ～

4900 年前の年代値が得られている。小さい奥まった谷を、最終の海水準上昇によって堆積した、潮上帯の堆積

物と推測される。これ以前の海進期の堆積物がないのは、その後の海退期に浸食された可能性がある。

３ユニット（標高 -1.75m 以深）：砂質礫：粗粒砂から中礫からなる。礫径は 2cm 以下である。亜円礫がほとん

どで円礫も認められる。淘汰は良い。締まっており洪積層の河川成堆積物とみなされる。

④　電気伝導率

　測定は山本ほか（2018）が報告した津島岡大遺跡南東部におけるボーリング調査と同じ方法で行った 1
。珪

藻化石分析と堆積物の検討による堆積場の考察と合わせて、3 つのケースが考えられた。電気伝導率 500 ～

1700mS/m で海棲珪藻化石を産する海成堆積物、電気伝導率 15 ～ 200mS/m で干潟など保存の良くない海棲珪藻

化石を含む中間の堆積物、電気伝導率 10 ～ 50mS/m で海棲珪藻化石を含まない陸成堆積物である。中間の堆積

物中の珪藻化石は保存が悪く、陸化による影響が考えられることは、電気伝導率が低いことと調和する。

（4）　海水準変動

　ボーリング試料による堆積相観察、珪藻化石分析、電気伝導率測定から、試料を海成、中間、陸成に区別した。

中間は潮上帯など海水の影響を時折受けるが、地表の状態が多い環境に堆積したものと想定される試料である。

おそらく地表になって乾燥した状況のために、珪藻化石の保存が悪いと考えられ、僅かな保存が悪い海棲珪藻

化石を含むことから中間と判断した。電気伝導率は低いが、一部ではやや高めのものがある。地表の環境を示

す指標として、遺跡発掘による生活面を用いた。高さは発掘地での最低位である。

　図 3 はボーリング柱状図を標高に従った位置で配列したものである。分析試料位置が番号と共に記されてい

る。これを基に、図 4 に示すように、試料の標高を縦軸に、2σ 暦年較正用範囲 (cal BP) を横軸にとって、岡山

大学キャンパス周辺での相対的海水準変動曲線図を作成した。図中 a ～ d は第 Ⅱ 章 4 の表 1 に引用された、考

古学発掘資料に基づく生活面や貯蔵穴のおおよその高さと年代を示す。これらは海水準より高い位置を示す。

図中①、②は真徳貝塚 B の試料を本研究で測定したもので、①が貝殻、②が植物片による年代値である。図中

a に示した生活面は羽島貝塚のもので、年代は炭素同位体年代測定値を用いた。図中 b は津島岡大遺跡の発掘調

査で得られた生活面で、年代は遺物から推定されたものである。図中 c は船津原遺跡の貯蔵穴から推定された

生活面である。図中 d は津島岡大遺跡発掘による貯蔵穴の最も低いもので、年代は炭素同位体年代測定値による。

　図 3 の海成層と陸成層及び遺跡生活面との間が、当時の海水準であることが読み取れる。年代値には誤差が
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あり、また測定した植物遺骸が古い地層から再堆積したものの可能性もあり得るので、真のプロット位置は幾

分年代の横軸方向にずれる可能性がある。しかし以下のような海水準の変動が認められる。7000 ～ 6000 年前

あたりの縄文前期に海進が認められる。縄文海進に対応するとみなされる。岡山大学キャンパス内では標高 0m

まで海成層が確認されている。その前の 7200 ～ 7000 年前あたりの縄文早期に小海退が考えられる。海水準は

生活面より 1m 程度以上低いと推測されるので、それ以前の海成層の標高より低く、おそらく -3m だったと推

定される。5200 ～ 4500 年前あたりの縄文中期に海退が認められる。縄文中期の小海退に対応すると考えられる。

-1.5m 程度まで海退したと推測される。4300 ～ 3200 年前あたりの縄文時代後期には海水準が数 10 ㎝程度現在

より高かった可能性がある。また 3000 ～ 2800 年前あたりの縄文晩期は遺跡発掘によって、低いレベルの生活

面が多くの箇所で得られていることから、低い海水準が想定される。　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）

【註】

1. 一般財団法人日本建設総合試験所

　http://www.gbrc.or.jp/assets/test_series/documents/so_16.pdf  を参照（2020 年 12 月 25 日最終確認）
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図 4　海水準変動曲線
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2. 堆積物中の珪藻化石群集からみた環境変動　

野口真利江・辻　康男（パレオ・ラボ）

(1) はじめに

　珪藻は、10 ～ 500μm ほどの珪酸質殻を持つ単細胞藻類で、殻の形や刻まれた模様などから多くの珪藻種が

調べられ、現生の生態から特定環境を指標する珪藻種群が設定されている（小杉 1988、安藤 1990）。一般的に、

珪藻の生育域は海水域から淡水域まで広範囲に及び、中には河川や沼地などの水成環境以外の陸地においても、

わずかな水分が供給されるジメジメとした陸域環境（例えばコケの表面や湿った岩石の表面など）に生育する

珪藻種が知られている。こうした珪藻群集の性質を利用して、堆積物中の珪藻化石群集の解析から、過去の堆

積物の堆積環境について知ることができる。

　ここでは、岡山県岡山市北区に所在する鹿田遺跡および津島岡大遺跡のボーリング調査で採取された堆積物

試料中の珪藻化石群集を調べ、堆積環境について検討した。

(2) 試料と方法

　試料は、鹿田遺跡の S-No.2、津島岡大遺跡の T-No.5 と T-No.6 の 3 本のボーリングコアから採取された堆積

物である（表 1）。

　各試料について以下の処理を行い、珪藻分析用プレパラートを作製した。

　（1）湿潤重量約 1.0g を取り出し、秤量した後ビーカーに移して 30% 過酸化水素水を加え、加熱・反応させ、

有機物の分解と粒子の分散を行った。（2）反応終了後、水を加え 1 時間程してから上澄み液を除去し、細粒の

コロイドを捨てる。この作業を 15 回ほど繰り返した。（3）懸濁残渣を遠心管に回収し、マイクロピペットで適

量取り、カバーガラスに滴下し、乾燥させた。乾燥後は、マウントメディアで封入し、プレパラートを作製した。

　作製したプレパラートは顕微鏡下 600 ～ 1000 倍で観察し、珪藻化石 200 個体以上について同定・計数した。

珪藻殻は、完形と非完形（原則として半分程度残っている

殻）に分けて計数し、完形殻の出現率として示した。さらに、

試料の処理重量とプレパラート上の計数面積から堆積物 1g

当たりの殻数を計算した。また、保存状態の良好な珪藻化

石を選び、写真を図版 1 に載せた。なお、珪藻化石の少な

い試料については、プレパラートの面積の 2/3 以上につい

て同定・計数した。

　　　　　　　　　　　　

(3) 珪藻化石の環境指標種群

　珪藻化石の環境指標種群は、主に小杉（1988）および安

藤（1990）が設定し、千葉・澤井（2014）により再検討さ

れた環境指標種群に基づいた。なお、環境指標種群以外の

珪藻種については、海水種は海水不定・不明種（?）として、

海～汽水種は海～汽水不定・不明種（?）として、汽水種は

汽水不定・不明種（?）として、淡水種は広布種（W）として、

その他の種はまとめて不明種（?）として扱った。また、破

表 1　試料一覧表
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片のため属レベルの同定にとどめた分類群は、その種群を不明（?）として扱った。以下に、小杉（1988）が設

定した海水～汽水域における環境指標種群と、安藤（1990）が設定した淡水域における環境指標種群の概要を

示す。

［外洋指標種群（A）］：塩分濃度が 35 ﾊﾟｰﾐﾙ以上の外洋水中を浮遊生活する種群である。

［内湾指標種群（B）］：塩分濃度が 26 ～ 35 ﾊﾟｰﾐﾙの内湾水中を浮遊生活する種群である。

［海�水藻場指標種群（C1）］：塩分濃度が 12 ～ 35 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の海藻や海草（アマモなど）に付着生活する種群

である。

［海�水砂質干潟指標種群（D1）］：塩分濃度が 26 ～ 35 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の砂底（砂の表面や砂粒間）に付着生活する

種群である。この生育場所には、ウミニナ類、キサゴ類、アサリ、ハマグリ類などの貝類が生活する。

［海�水泥質干潟指標種群（E1）］：塩分濃度が 12 ～ 30 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の泥底に付着生活する種群である。この生育

場所には、イボウミニナ主体の貝類相やカニなどの甲殻類相が見られる。

［汽水藻場指標種群（C2）］：塩分濃度が 4 ～ 12 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の海藻や海草に付着生活する種群である。

［汽�水砂質干潟指標種群（D2）］：塩分濃度が 5 ～ 26 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の砂底（砂の表面や砂粒間）に付着生活する種

群である。

［汽�水泥質干潟指標種群（E2）］：塩分濃度が 2 ～ 12 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の泥底に付着生活する種群である。淡水の影響

により、汽水化した塩性湿地に生活するものである。

［上�流性河川指標種群（J）］：河川上流部の渓谷部に集中して出現する種群である。これらは、殻面全体で岩にぴっ

たりと張り付いて生育しているため、流れによってはぎ取られてしまうことがない。

［中�～下流性河川指標種群（K）］：河川の中～下流部、すなわち河川沿いで河成段丘、扇状地および自然堤防、

後背湿地といった地形が見られる部分に集中して出現する種群である。これらの種には、柄またはさやで基

物に付着し、体を水中に伸ばして生活する種が多い。

［最�下流性河川指標種群（L）］：最下流部の三角州の部分に集中して出現する種群である。これらの種には、水

中を浮遊しながら生育している種が多い。これは、河川が三角州地帯に入ると流速が遅くなり、浮遊生の種

でも生育できるようになるためである。

［湖�沼浮遊生指標種群（M）］：水深が約 1.5m 以上で、岸では水生植物が見られるが、水底には植物が生育してい

ない湖沼に出現する種群である。

［湖�沼沼沢湿地指標種群（N）］：湖沼における浮遊生種としても、沼沢湿地における付着生種としても優勢な出

現が見られ、湖沼・沼沢湿地の環境を指標する可能性が大きい種群である。

［沼�沢湿地付着生指標種群（O）］：水深 1m 内外で、一面に植物が繁殖している所および湿地において、付着の

状態で優勢な出現が見られる種群である。

［高層湿原指標種群（P）］：尾瀬ケ原湿原や霧ケ峰湿原などのように、ミズゴケを主とした植物群落および泥炭

層の発達が見られる場所に出現する種群である。

［陸�域指標種群（Q）］：上述の水域に対して、陸域を生息地として生活している種群である（陸生珪藻と呼ばれ

ている）。

［陸生珪藻Ａ群（Qa）］：耐乾性の強い特定のグループである。

［陸生珪藻Ｂ群（Qb）］：Ａ群に随伴し、湿った環境や水中にも生育する種群である。

(4) 結果

　鹿田遺跡の S-No.2 コアの堆積物から検出された珪藻化石は、海水種が 26 分類群 23 属 20 種、海～汽水種が 4

分類群 4 属 3 種 1 変種、汽水種が 7 分類群 6 属 6 種 1 変種、淡水種が 41 分類群 27 属 24 種 1 変種であった（表 2）。



No. 分類群 種群 11 10 9 8 7 3 12 2 
1 Actinocyclus spp. ? 1 
2 Actinoptychus senarius ? 2 1 1 1 
3 Biddulphia spp. ? 1 1 
4 Campylodiscus cocconeiformis ? 1 3 3 10 1 1 
5 Cerataulus turgidus ? 1 
6 Chaetocerous spp. ? 4 1 
7 Cocconeis scutellum C1 1 2 
8 Coscinodiscus spp. ? 1 1 
9 Cyclotella litoralis B 12 11 2 19 26 13 39 75 
10 C. striata B 36 24 4 51 55 30 70 57 
11 Cymatosira lorenziana ? 2 2 
12 Cymatotheca weissflogii B 6 1 4 1 3 
13 Dimeregramma minor D1 1 
14 Diploneis dimorpha ? 1 2 
15 Grammatophora marina ? 1 1 2 
16 Navicula granulata ? 1 
17 N. marina E1 5 6 
18 Nitzschia cocconeiformis E1 42 14 3 5 6 1 6 1 
19 N. panduriformis ? 4 
20 Paralia sulcata B 56 53 9 64 53 6 15 29 
21 Planothidium delicatulum D1 1 2 1  
22 Rhizosolenia spp. ? 3 1 2 2 1 
23 Rhoicosphenia abbreviata C1 2 
24 Thalassionema nitzschioides A 14 5 53 3 1 
25 Thalassiosira spp. ? 2 1 7 9 17 12 5 
26 Tryblionella granulata E1 42 70 1 9 8 5 10 7 
27 Actinocyclus octonarius ? 2 2 2 
28 Navicula directa ? 1 
29 Nitzschia constricta ? 2 1 2 
30 Tryblionella compressa var. elongata ? 8 
31 Diploneis bombus E2 2 3 5 10 
32 D. interrupta ? 1 1 
33 Melosira nummuloides C2 1 
34 Navicula capitata var. hungarica ? 1 
35 Pseudopodosira kosugii E2 4 1 1 1 
36 Terpsionoe americana E2 1 
37 Thalassiosira lacustris ? 1 
38 Achnanthes crenulata W 1 1 
39 A. spp. ? 3 16 2 2 1 1 
40 Achnanthidium convergens J 77 1 1 
41 A. minutissimum Qb 1 
42 Amphora copulata W 1 1 
43 A. spp. ? 2 1 
44 Aulacoseira ambigua N 1 1 
45 A. canadensis W 1 
46 A. italica M 1 
47 A. valida M 2 
48 A. spp. ? 2 
49 Cocconeis placentula W 11 2 
50 Cyclotella radiosa W 2 3 2 3 
51 C. spp. ? 2 2 2 1 6 1 
52 Cymbella tumida W 4 
53 C. turgidula K 7 1 
54 C. spp. ? 3 1 
55 Diadesmis contenta Qa 1 
56 Diploneis spp. ? 3 4 1 1 10 12 3 
57 Epithemia spp. ? 1 1 
58 Eunotia spp. ? 1 1 
59 Fragilaria brevistriata N 1 1 
60 F. capucina N 1 1 
61 F. vaucheriae K 1 
62 F. spp. ? 1 
63 Gomphonema truncatum W 1 
64 G. spp. ? 27 2 1 1 
65 Gyrosigma spp. ? 8 
66 Hannaea arcus K 3 
67 Luticola mutica Qa 1 
68 Martyana martyi W 3 1 1 
69 Meridion circulae var. constricta K 1 
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表 2-1　S-No.2 コアにおける堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（2014）による）



No. 分類群 種群 11 10 9 8 7 3 12 2 
70 Navicula spp. ? 2 1 1 10 1 
71 Neidium spp. ? 1 
72 Nitzschia spp. ? 1 2 1 3 
73 Orthosira roeseana Qa 1 
74 Planothidium lanceolatum K 14 1 
75 Reimeria sinuata K 10 2 1 
76 Stephanodiscus spp. ? 1 4 
77 Surirella spp. ? 1 1 1 1 
78 Synedra ulna W 2 
79 Unknown ? 3 1 5 3 3 7 7 1 

外　洋 A 14 5 53 3 1 
内　湾 B 110 89 15 138 135 52 124 161 

海水藻場 C1 2 1 2 
海水砂質干潟 D1 1 1 2 1 
海水泥質干潟 E1 89 90 4 14 14 6 16 8 

海水不定・不明種 ? 4 7 2 19 21 28 23 9 
海～汽水不定・不明種 ? 2 5 11 2 

汽水藻場 C2 1 
汽水泥質干潟 E2 4 1 3 5 5 10 

汽水不定・不明種 ? 1 2 1 
上流性河川 J 77 1 1 

中～下流性河川 K 35 1 2 3 
湖沼浮遊生 M 1 2 
湖沼沼沢湿地 N 1 1 2 1 1 

陸生Ａ群 Qa 2 1 
陸生Ｂ群 Qb 1 
広布種 W 6 18 6 5 2 3 

淡水不定・不明種 ? 5 9 54 7 9 39 22 13 
その他不明種 ? 3 1 5 3 3 7 7 1 

海水種 203 187 24 188 176 141 166 179 
海～汽水種 2 5 11 2 
汽水種 4 2 2 3 5 6 11 
淡水種 5 15 187 14 16 44 30 20 
合　計 215 205 218 208 202 203 225 202 

完形殻の出現率 (%) 57.2 50.7 60.1 46.2 56.4 59.6 56.0 63.9 
堆積物 1g 中の殻数 ( 個 ) 1.5E+05 1.9E+05 1.1E+06 3.5E+05 2.1E+05 3.1E+05 1.1E+05 7.4E+04
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　津島岡大遺跡の T-No.5 コアの堆積物から検出された珪藻化石は、海水種が 23 分類群 16 属 18 種、海～汽水

種が 1 分類群 1 属 1 種、汽水種が 8 分類群 8 属 7 種、淡水種が 29 分類群 22 属 14 種であった（表 3）。

　津島岡大遺跡の T-No.6 コアの堆積物から検出された珪藻化石は、表 4 の通りである。

　これらの珪藻化石は、海水域における 5 環境指標種群（A、B、C1、D1、E1）、汽水域における 2 環境指標種群（C2、

E2）、淡水域における 7 環境指標種群（J、K、M、N、O、Qa、Qb）に分類された（図 1 ～ 3）。珪藻化石群集の

特徴から、S-No.2 コアは Ⅰ ～ Ⅴ 帯、T-No.5 コアは Ⅰ ～ Ⅳ 帯、T-No.6 コアは Ⅰ と Ⅱ 帯にそれぞれ分帯された。

　以下では、コア毎に各珪藻帯における珪藻化石の特徴とその堆積環境について述べる。

(1) 鹿田遺跡　S-No.2 コア

・・ⅠⅠ 帯（試料帯（試料 No.2No.2、、1212））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 7.4×104
個および 1.1×105

個、完形殻の出現率は 63.9% および 56.0% である。おも

に海水種からなり、淡水種や海～汽水種、汽水種をわずかに伴う。堆積物中の珪藻殻数は、やや少ない～多い。

環境指標種群では、内湾指標種群（B）が特徴的である。

・・ⅡⅡ 帯（試料帯（試料 No.3No.3））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 3.1×105
個、完形殻の出現率は 59.6% である。主に海水種からなり、淡水種を伴い、

海～汽水種と汽水種をわずかに伴う。堆積物中の珪藻殻数は多い。環境指標種群では、外洋指標種群（A）と内

湾指標種群（B）が多い。

表 2-2　S-No.2 コアにおける堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（2014）による）



No. 分類群 種群  9 8 6 5 4 2 1 

1 Campylodiscus cocconeiformis ? 3 9 
2 C. spp. ? 3 
3 Chaetocerous spp. ? 1 
4 Cocconeis scutellum C1 1 
5 Coscinodiscus spp. ? 1 
6 Cyclotella litoralis B 4 7 3 1 
7 C. striata B 1 11 19 14 
8 Cymatosira lorenziana ? 1 1 
9 Cymatotheca weissflogii B 2 2 
10 Diploneis smithii E1 8 27 9 
11 Navicula marina E1 1 
12 N. pygmaea ? 1 
13 Nitzschia cocconeiformis E1 6 31 14 1 
14 N. lanceola ? 1 
15 N. panduriformis ? 2 1 
16 Paralia sulcata B 9 15 1 1 
17 Planothidium delicatulum D1 2 1 
18 Rhizosolenia spp. ? 2 2 
19 Thalassionema nitzschioides A 8 3 
20 Thalassiosira spp. ? 1 1 
21 Tryblionella compressa E1 8 13 
22 T. granulata E1 35 33 29 1 
23 T. littoralis E1 3 1 
24 Cyclotella kohsakaensis ? 1 
25 Achnanthes brevipes ? 6 1 1 
26 Caloneis spp.-1 ? 2 
27 Diploneis bombus E2 4 1 
28 Melosira nummuloides C2 2 
29 Nitzschia levidensis ? 1 4 
30 Pseudopodosira kosugii E2 28 1 3 
31 Rhopalodia acuminata ? 1 
32 Thalassiosira lacustris ? 1 
33 Achnanthes crenulata W 1 
34 A. inflata W 1 
35 A. spp. ? 3 4 11 
36 Achnanthidium convergens J 1 
37 Amphora spp. ? 4 3 
38 Aulacoseira ambigua N 2 
39 A. spp. ? 1 
40 Caloneis spp.-2 ? 3 
41 Cyclotella atomus W 1 
42 C. radiosa W 1 4 10 7 
43 C. spp. ? 3 
44 Cymbella spp. ? 2 
45 Diadesmis contenta Qa 2 
46 Diploneis spp. ? 14 26 13 2 
47 Eunotia spp. ? 1 
48 Gomphonema gracile O 1 
49 G. parvulum W 1 1 
50 G. spp. ? 1 1 1 
51 Gyrosigma spp. ? 2 
52 Luticola mutica Qa 1 3 1 
53 Martyana martyi W 1 
54 Navicula spp. ? 14 7 35 
55 Nitzschia spp. ? 11 2 20 1 
56 Pinnularia spp. ? 1 2 
57 Planothidium lanceolatum K 1 
58 Rhopalodia gibberula W 1 
59 Staurosirella pinnata N 1 
60 Stephanodiscus spp. ? 1 
61 Surirella spp. ? 2 10 
62 Unknown ? 5 8 1 1 1 
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表 3-1　T-No.5 コアにおける堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（2014）による）



No. 分類群 種群 9 8 6 5 4 2 1 
外　洋 A 8 3 
内　湾 B 1 24 43 20 2 

海水藻場 C1 1 
海水砂質干潟 D1 2 1 
海水泥質干潟 E1 60 91 67 2 

海水不定・不明種 ? 8 14 6 2 
海～汽水不定・不明種 ? 1 

汽水藻場 C2 2 
汽水泥質干潟 E2 32 1 4 

汽水不定・不明種 ? 11 5 1 
上流性河川 J 1 

中～下流性河川 K 1 
湖沼沼沢湿地 N 1 2 

沼沢湿地付着生 O 1 
陸生Ａ群 Qa 3 3 1 
広布種 W 1 4 4 2 11 7 

淡水不定・不明種 ? 1 52 45 98 4 1 
その他不明種 ? 5 8 1 1 1 

海水種 1 92 158 98 6 
海～汽水種 1 
汽水種 43 1 11 1 
淡水種 1 1 60 56 101 16 8 
合　計 1 2 200 223 211 23 11 

完形殻の出現率 (%) 100.0 50.0 67.0 61.4 66.2 56.5 90.9 
堆積物 1g 中の殻数 ( 個 ) 4.0E+02 7.8E+02 4.7E+05 6.0E+05 8.0E+05 2.4E+04 1.2E+04

No. 分類群 種群 8 7 1 

1 Biddulphia spp. ? 1 
2 Campylodiscus cocconeiformis ? 1 5 
3 Cocconeis scutellum C1 1 1 2 
4 Coscinodiscus spp. ? 1 
5 Cyclotella litoralis B 7 7 17 
6 C. striata B 6 21 33 
7 Cymatosira lorenziana ? 1 
8 Cymatotheca weissflogii B 3 4 
9 Diploneis smithii E1 10 2 
10 D. suborbicularis E1 1 
11 Grammatophora marina ? 1 
12 Navicula marina E1 1 
13 N. pygmaea ? 1 2 
14 Nitzschia cocconeiformis E1 2 2 
15 N. lanceola ? 1 
16 Paralia sulcata B 11 13 30 
17 Planothidium delicatulum D1 4 1 1 
18 Rhizosolenia spp. ? 3 3 2 
19 Rhoicosphenia abbreviata C1 7 3 1 
20 Thalassionema nitzschioides A 1 1 5 
21 Thalassiosira spp. ? 1 1 5 
22 Tryblionella acuminata E1 1 
23 T. compressa E1 4 1 1 
24 T. granulata E1 14 7 6 
25 T. littoralis E1 1 
26 Actinocyclus octonarius ? 1 
27 Navicula peregrina ? 4 
28 Achnanthes brevipes ? 4 1 
29 Catacombas obtusa ? 1 
30 Diploneis bombus E2 2 2 
31 Navicula yarrensis ? 1 
32 Nitzschia levidensis ? 5 
33 N. levidensis var. salinarum ? 4 
34 Pseudopodosira kosugii E2 13 13 2 
35 Rhopalodia acuminata ? 1 
36 Thalassiosira lacustris ? 3 
37 Achnanthes crenulata W 1 1 
38 A. spp. ? 2 6 7 
39 Achnanthidium convergens J 5 3 16 
40 A. minutissimum Qb 1 
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表 3-2　T-No.5 コアにおける堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（2014）による）

表 4-1　T-No.6 コアにおける堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（2014）による）



No. 分類群 種群 8 7 1 

41 Amphora copulata W 2 
42 A. spp. ? 3 4 2 
43 Aulacoseira granulata M 1 
44 A. italica M 5 
45 Caloneis spp.-2 ? 1 1 
46 Cocconeis placentula W 1 4 2 
47 Cyclotella radiosa W 1 3 7 
48 Cymbella mesiana W 1 
49 C. tumida W 1 
50 C. turgidula K 2 
51 C. spp. ? 2 1 1 
52 Diadesmis confervacea Qb 7 1 
53 D. contenta Qa 1 2 2 
54 Diploneis yatukaensis W 1 
55 D. spp. ? 13 12 6 
56 Eunotia spp. ? 5 
57 Fragilaria brevistriata N 17 2 2 
58 F. capucina N 2 
59 F. parasitica N 1 
60 F. spp. ? 6 
61 Gomphonema spp. ? 19 5 
62 Gyrosigma spp. ? 4 2 
63 Hantzschia amphioxys Qa 1 
64 Luticola mutica Qa 3 4 
65 Martyana martyi W 2 
66 Meridion circulae var. constricta K 1 
67 Navicula spp. ? 23 7 6 
68 Neidium spp. ? 1 
69 Nitzschia spp. ? 16 3 1 
70 Orthosira roeseana Qa 1 
71 Pinnularia gibba O 1 
72 P. subcapitata Qb 2 
73 P. spp. ? 1 7 
74 Planothidium lanceolatum K 1 2 1 
75 Reimeria sinuata K 2 2 4 
76 Rhopalodia gibba W 1 
77 R. gibberula W 1 3 
78 Stauroneis phoenicenteron O 1 
79 Staurosirella pinnata N 1 
80 Stephanodiscus spp. ? 1 
81 Surirella spp. ? 3 1 
82 Tryblionella debilis Qb 2 
83 Unknown ? 4 5 4 

外　洋 A 1 1 5 
内　湾 B 27 41 84 
海水藻場 C1 8 4 3 

海水砂質干潟 D1 4 1 1 
海水泥質干潟 E1 33 10 10 

海水不定・不明種 ? 7 7 15 
海～汽水不定・不明種 ? 4 1 

汽水藻場 C2
汽水泥質干潟 E2 13 15 4 

汽水不定・不明種 ? 13 6 1 
上流性河川 J 5 3 16 

中～下流性河川 K 3 5 7 
湖沼浮遊生 M 6 

湖沼沼沢湿地 N 18 3 4 
沼沢湿地付着生 O 1 1 

陸生Ａ群 Qa 4 4 6 
陸生Ｂ群 Qb 2 9 2 
広布種 W 4 15 13 

淡水不定・不明種 ? 71 72 29 
その他不明種 ? 4 5 4 

海水種 80 64 118 
海～汽水種 4 1 

汽水種 26 21 5 
淡水種 108 118 77 
合　計 218 212 205 

完形殻の出現率 (%) 56.9 55.9 57.6 
堆積物 1g 中の殻数 ( 個 ) 7.8E+05 3.7E+05 2.9E+05

表 4-2　T-No.6 コアにおける堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（2014）による）
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・・ⅢⅢ 帯（試料帯（試料 No.6No.6、、88））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 2.1×105
個および 3.5×105

個、完形殻の出現率は 56.4% および 46.2% である。主に

海水種からなり、汽水種や淡水種、海～汽水種をわずかに伴う。堆積物中の珪藻殻数は多い。環境指標種群では、

内湾指標種群（B）が多く、外洋指標種群（A）、海水泥質干潟指標種群（E1）などの海水種をわずかに伴う。

・・ⅣⅣ 帯（試料帯（試料 No.9No.9））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 1.1×106
個、完形殻の出現率は 60.1% である。主に淡水種なり、海水種と汽水種を

わずかに伴う。堆積物中の珪藻殻数は非常に多い。環境指標種群では、上流性河川指標種群（J）が多く、中～

下流性河川指標種群（K）を伴い、内湾指標種群（B）などの海水種をわずかに伴う。

・・ⅤⅤ 帯（試料帯（試料 No.10No.10、、1111））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 1.9×105
個および 1.5×105

個、完形殻の出現率は 50.7% および 57.2% である。主に

海水種からなり、淡水種と汽水種をわずかに伴う。堆積物中の珪藻殻数は多い。環境指標種群では、海水泥質

干潟指標種群（E1）と内湾指標種群（B）が多い。

(2) 津島岡大遺跡　T-No.5 コア

・・ⅠⅠ 帯（試料帯（試料 No.1No.1））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 1.2×104
個、完形殻の出現率は 90.9% である。淡水種、汽水種、海～汽水種が検出

された。堆積物中の珪藻殻数は少ない。環境指標種群は検出されなかった。

・・ⅡⅡ 帯（試料帯（試料 No.2No.2））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 2.4×104
個、完形殻の出現率は 56.5% である。淡水種と海水種が検出された。堆積

物中の珪藻殻数は少ない。環境指標種群では、内湾指標種群（B）、海水泥質干潟指標種群（E1）、沼沢湿地付

着生指標種群（O）がわずかに検出された。

・・ⅢⅢ 帯（試料帯（試料 No.4No.4、、55））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 8.0×105
個および 6.0×105

個、完形殻の出現率は 66.2% および 61.4% である。主に

海水種からなり、淡水種を伴い、汽水種をわずかに伴う。堆積物中の珪藻殻数は多い。環境指標種群では、海

水泥質干潟指標種群（E1）が多く、内湾指標種群（B）を伴い、外洋指標種群（A）などの海水種をわずかに伴う。

・・ⅣⅣ 帯（試料帯（試料 No.6No.6））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 4.7×105
個、完形殻の出現率は 67.0% である。主に海水種からなり、淡水種と汽水

種を伴う。堆積物中の珪藻殻数は多い。環境指標種群では、海水泥質干潟指標種群（E1）が多く、内湾指標種群（B）

と汽水泥質干潟指標種群（E2）を伴い、陸生珪藻Ａ群（Qa）などの淡水種をわずかに伴う。

・・00 帯（分析帯（分析 No.8No.8、、99））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 7.8×102
個および 4.0×102

個、完形殻の出現率は 50.0% および 100% である。淡水種

と海水種が検出された。堆積物中の珪藻殻数は非常に少ない。環境指標種群は内湾指標種群（B）が 1 個体のみ

検出された。

(3) 津島岡大遺跡　T-No.6 コア

・・ⅠⅠ 帯（試料帯（試料 No.1No.1））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 2.9×105
個、完形殻の出現率は 57.6% である。主に海水種と淡水種からなり、汽水

種や海～汽水種をわずかに伴う。堆積物中の珪藻殻数は多い。環境指標種群では、内湾指標種群（B）が多く、

海水泥質干潟指標種群（E1）などの海水種や、上流性河川指標種群（J）、中～下流性河川指標種群（K）、陸生

珪藻Ａ群（Qa）などの淡水種をわずかに伴う。

・・ⅡⅡ 帯（分析帯（分析 No.7No.7、、88））

　堆積物 1g 中の珪藻殻数は 3.7×105
個および 7.8×105

個、完形殻の出現率は 55.9% および 56.9% である。主に
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Thalassionema nitzschioides

Cyclotella litoralis

Cyclotella striata

Cymatotheca weissflogii
Paralia sulcata

Cocconeis scutellum
Rhoicosphenia abbreviata
Dimeregramma minor
Planothidium delicatulum
Navicula marina
Nitzschia cocconeiformis

Tryblionella granulata

Actinocyclus spp.
Actinoptychus senarius
Biddulphia spp.
Campylodiscus cocconeiformis
Cerataulus turgidus
Chaetocerous spp.
Coscinodiscus spp.
Cymatosira lorenziana
Diploneis dimorpha
Grammatophora marina
Navicula granulata
Nitzschia panduriformis
Rhizosolenia spp.
Thalassiosira spp.
Actinocyclus octonarius
Navicula directa
Nitzschia constricta
Tryblionella compressa var. elongata
Melosira nummuloides
Diploneis bombus
Pseudopodosira kosugii
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海水種と淡水種からなり、汽水種をわずかに伴う。堆積物中の珪藻殻数は多い。環境指標種群では、内湾指標

種群（B）が多く、海水泥質干潟指標種群（E1）や汽水泥質干潟指標種群（E2）などの海水種～汽水種、上流

性河川指標種群（J）、中～下流性河川指標種群（K）、湖沼沼沢湿地指標種群（N）などの淡水種をわずかに伴う。

(5) 考察

①珪藻化石群集の特徴

［鹿田遺跡　S-No.2 コア］

　本コアでは、先行して実施された北東約 260m の地点に位置する S-No.1（山本ほか，2019）と同様に、礫層

で構成される陸成の河川堆積物からなる更新統の直上から珪藻化石群集が得られた。S-No.1 と No.2 では、とも

に更新統直上に完新統である沖積層である泥質砂層（層相の記載は、鈴木茂之氏の観察結果による、以下同様）

が累重する。更新統の砂礫層と完新統の泥質砂層の層界の標高は、S-No.1 が -6.10m、S-No.2 が -6.65m である。

泥質砂層では、S-No.1（Ⅰ 帯 :-5.98m）と No.2（Ⅰ 帯 :-5.78m,-5.30m）で、海水泥質干潟指標群や海水不定・不明

種をともない内湾指標種群が優占する共通した珪藻化石群集が得られており、内湾の環境下にあったと判断で

きる。

　S-No.2 では、泥質砂の上部に標高 -5.35m から標高 -2.75m まで、層厚 2.60m にわたって泥層が厚く累重する。

これに対し、S-No.1 では、泥層が標高 -4.50m までと層厚が 1.75m と相対的に薄い。S-No.1 の泥層の上部には、

砂層が厚く累重する。S-No.1 の泥層では、下位の泥質砂層とほぼ同様の内湾環境の珪藻化石群集が得られてい

る（Ⅱ 帯 :-4.78m）。これに対し、標高 -4.68m とほぼ同じ標高に位置する S-No.2 の泥層では、内湾指標種群とと

もに外洋指標種群も多産する（Ⅱ 帯）。よって、泥層の下部では、S-No.1 と No.2 では、ともに内湾環境下であっ

たものの、S-No.2 の地点の方が外洋からの海水流入の影響を相対的に強く受けていた可能性がある。ただし、

現段階では、両地点の珪藻化石群集の差を生じさせた要因が不明である。今回の珪藻分析では、標高 -4.68m 上

位の泥層において珪藻分析を実施しておらず、泥層内での層位的な珪藻化石群集と堆積環境変動に関して議論

できない。

　S-No.1 は、標高 -4.50m から -0.45m まで層厚約 4.0m にわたって厚く砂層が累重する。いっぽうで、S-No.2 で

は、標高 -5.35m ～ -2.75m まで厚く累重した泥層の上部に、標高 -2.75m ～ -1.10m にかけて層厚 2.60m の泥砂層

が堆積しており、泥質堆積物が連続して堆積しており、S-No.1 と No.2 で層相が大きく異なる。S-No.2 の標高

-2.75m から -1.10m の泥質砂層は、更新統直上の Ⅰ 帯の泥質砂層とほぼ同様の珪藻化石群集を示しており、本帯

においても内湾環境下にあったと考えられる。珪藻分析結果から、S-No.2 では、標高 -6.65m から -1.10m にか

けて泥底もしくは泥質砂底の内湾環境が連続していたとみられる。

　S-No.2 の標高 -1.02m の泥層の薄層の Ⅳ 帯では、下位の内湾指標群が優占する珪藻化石群集から、流水環境

下に生息する上流性河川指標種群が中～下流性河川指標群をともない多産する、淡水種が優占する珪藻化石群

集へ大きく変化する。珪藻化石の環境指標群の特徴と層位的変動から、S-No.2 の標高 -1.02m 付近の層準では、

それまで内湾であった場所において、河川からの淡水流入の影響を大きく受けるような環境変動が生じていた

と推定される。

　ただし、S-No.2 では、砂質泥層の標高 -0.42m と -0.11m が分析層準の Ⅴ 帯になると、内湾指標群が多産する

ようになり、再び海水の影響を強く受ける環境へ変化したと考えられる。ただし、Ⅴ 帯では、下位の海水種が

優占する分帯で目立たなかった海水泥質干潟指標種群の Tryblionella granulate が特徴的に多産するようになる。

既往の層相解析および地形発達史をふまえた珪藻分析事例において、Tryblionella granulate は、干潟潮間帯の潮

汐低地堆積物において、比較的多くの内湾標種群を伴って多産傾向が確認できる（パリノ・サーヴェイ株式会社，

1996；辻本・辻，2007 など）。これらの分析事例と Ⅴ 帯の岩相にもとづくと、Ⅴ 帯は干潟潮間帯の環境が推定
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される。なお、潮間帯は、平均低潮位と平均高潮位の間に位置する海面下と海面上の環境を周期的に繰り返す

領域を指す（中森，1998）

　珪藻分析結果から、S-No.2 では、標高 -2.75m ～ -0.11m の上位に向かって、Ⅲ 帯の内湾のから、比較的急激

と思われる河川からの淡水流入の影響を強く受けるような堆積作用が生じた Ⅳ 帯を経て、Ⅴ 帯において干潟が

形成されるといった層位的な環境変化が生じていたと考えられる。

[ 津島岡大遺跡　T-No.5 コア ]

　砂を含む泥層の標高 -2.00m（Ⅰ 帯）と -1.54m（Ⅱ 帯）の分析層準では、珪藻化石が少なく、化石群集から環

境復元を行えない。同様の岩相を示す砂を含む泥層の標高 -0.06m から -0.04m 付近の Ⅲ 帯では、上述で生態性

を示した海水泥質干潟指標種群の Tryblionella granulate が、内湾指標群をともない多産しており、干潟潮間帯の

環境が形成されていたと推定される。Tryblionella granulate が多産した本遺跡より下流側に位置する鹿田遺跡の

S-No.2 の Ⅴ 帯に比べ、津島岡大遺跡の T-No.5 の Ⅲ 帯では、内湾指標群の割合が少なくいっぽうで、淡水種の

産出がかなり目立つ。珪藻化石群集の対比から、T-No.5 の Ⅲ 帯では、S-No.2 の Ⅲ 帯に比べ、河川からの淡水

流入の影響を相対的にかなり強く受ける環境であったと推定される。

　標高 0.61m の砂を含まない泥層の Ⅳ 帯では、下位の Ⅲ 帯と類似する珪藻化石群集を示すが、Ⅲ 帯で

産出がごく僅かでであった汽水泥質干潟指標群の Pseudopodosira kosugii が特徴的に多産するようになる。

Pseudopodosira kosugii は、平均高潮位から大潮時の高潮位の範囲に生育するとされ（澤井，2001）、塩分濃度 12

～ 30 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の泥底に付着生活する（小杉，1998）、Tryblionella granulate といった海水泥質干潟指標種群

よりも塩分濃度の低い 2～ 12 ﾊﾟｰﾐﾙの水域の泥底で付着生活する種群である。Pseudopodosira kosugiiの多産から、

Ⅳ 帯では、Ⅲ 帯よりも河川からの淡水流入の影響をさらに強く受けるようになるとともに、潮間帯から平均高

潮位よりも高い位置に形成され、潮汐によって間欠的に海水が供給される蒸発が盛んで酸化的な領域となる潮

上帯（中森，1998）へと干潟の環境が変化しつつあった可能性がある。

　標高 1．24m と 1．78m の砂を含まない泥層では、珪藻化石がほとんど産出しなかった。そのため、珪藻化石

群集からの境復元を行えない（0 帯）。

[ 津島岡大遺跡　T-No.6 コア ]

　分析層準は、中粒砂主体で礫を含む泥質砂を挟在する泥層である。標高 -1.57m の Ⅰ 帯は、内湾指標群が多産し、

この指標群以外の海水種、海～汽水種、汽水種や淡水種が種類多く含まれる。標高 -0.27m ～ 0.21m の Ⅱ 帯では、

Ⅰ 帯と類似した産状を示すものの、内湾指標群が減少して、淡水種が多産するようになる。Ⅱ 帯では、海水種か

ら淡水種までの珪藻が多産種をともなわず、多くの種類が産出する特徴がある。このような珪藻化石群集は、「混

合化石群」の特徴（近藤，1998）を示しており、異地性の化石主体で構成されている可能性がある。

　後述するように、ボーリングコアの年代値と本地点での発掘調査結果にもとづくと、T-No.6 の分析層準は、

南東約 200m の地点の位置する T-No.5 の珪藻化石群集から干潟と考えられる Ⅲ 帯の堆積層を、谷状に侵食して

形成された堆積空間を新たに埋積した堆積物と判断できる。T-No.6 のコア堆積物の形成過程と上述の本地点で

の珪藻化石群集の特徴をふまえると、Ⅱ 帯については、周辺の堆積層から再堆積した珪藻化石を多く含む可能

性がある。Ⅰ 帯は、珪藻化石群集の特徴のみをふまえると、内湾環境が推定される。ただし、コア堆積物の形成

過程を考慮すると、Ⅰ 帯も基本的に再堆積した異地性の珪藻化石が多く含まれる珪藻化石群集である可能性があ

る。したがって、T-No.6 での珪藻分析については、後述する他の地点との層序対比にもとづく、コア堆積物の

形成過程と堆積環境に関する検討において評価したい。

②堆積環境の変遷

［鹿田遺跡］

　鹿田遺跡のボーリングコアの検討により確認された更新統と完新統の境界は、S-No.1 で標高 -6.10m、S-No.2
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で標高 -6.65m である。珪藻分析結果、更新統は、内湾の泥質砂底の海成の沖積層からなる完新統に直接被覆さ

れる状況が明らかとなった。本地点で堆積した海成層は、約 2.0 万年前の最終氷期最盛期（LGM）以降に始まり、

中期完新世（平林・横山，2020）の約 6000 年前に解け終わった氷床の融解により上昇した海水準変動（横山，

2019）に対応して形成された。ただし、更新統を直接覆う海成層からは、年代値が得られておらず、鹿田遺跡

において低位段丘相当層と推測される地形面上に海が侵入し始めた時期について不明である。

　S-No.2 では、基底部が更新統の境界である標高 -6.65m から -2.75m の 5 ユニットの泥質砂層（鈴木茂之氏の

地層区分、以下同様）、標高 -2.75m から -5.35m の 4 ユニットの泥層、標高 -1.10m から 2.75m の 3 ユニットの泥

質砂層まで内湾の堆積環境が継続しており、珪藻分帯の Ⅰ ～ Ⅲ 帯に対比される。海成層の上部の 3 ユニットでは、

放射性炭素年代値が得られている（図 4）。層位的に年代値の逆転が認められるが、逆転する相対的に古い年代

値を除外するとともに、後述する珪藻分析において上位の河川の影響を強く受けたと判断できる 2 ユニット最

下部（Ⅳ 帯）の年代値をふまえると、S-No.2 では、約 5300 ～ 5000 年前（5050±20BP,4500±20BP,5330±20BP、

2σ の放射性炭素年代測定の較正値、以下同様）まで内湾の堆積環境が形成されていたと捉えられる。

　いっぽうで、S-No.2 の北東約 260m に位置する S-No.1 では、S-No.2 で内湾泥層が連続して堆積する層準にお

いて厚い砂層が累重する。この砂層は、下部の標高 -4.50m から -1.30m の層準で、淘汰の良い粗粒砂で基質に泥
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を含まないと記載され（山本ほか，2019）、海成砂層の可能性が考えられる。S-No.1 の砂層は側方へ連続せずに、

同じ標高の S-No.2 において内湾の泥質堆積物が累重する。また、S-No.2 では、田辺ほか（2006）によって記載

された潮汐の影響した砂嘴縁辺堆積物の層相に類似すると思われる砂泥互層が観察される（2020 年 11 月 24 日

にコア観察）。上記から、S-No.1 の 4 ユニット下部の海成の可能性のある砂層については、比較的近接した地点

で S-No.2 の内湾相へと側方変化が生じている可能性や、さらに一部の層準で指交関係になる可能性がうかがえ

る。ただし、S-No.2 の内湾相の堆積層の下部付近は、S-No.1 の海成砂層の堆積後に累重している可能性もある。

年代値が得られておらず、上記した層準の S-No.1 と S-No.2 の堆積過程は不明な点が多いものの、S-No.1 の 4

ユニット下部の砂層については、S-No.2 が内湾の堆積環境であった時期に形成された、河口州などの砂州を構

成する砂碓の堆積物であったと推定される。

　標高 -1.02m の 2 ユニット最下部の泥層の薄層が分析層準の Ⅳ 帯では、直下の内湾の堆積環境から河川

からの淡水流入を強く受ける堆積環境へと急激に変化する。この時期は、Ⅳ 帯の年代値から、約 4800 ～

4600 年前（4155±20BP）である。さらに、急激な堆積環境変化が記録された Ⅳ 帯の約 60cm 上位の Ⅲ 帯

では、干潟潮間帯の潮汐低地が形成されていたと解釈される。層位的に年代値の逆転が認められるが、逆

転する相対的に古い年代値を除外すると、Ⅳ 帯と Ⅲ 帯に対比される 2 ユニットは、約 4800 ～ 4600 年前

（4310±20BP,4120±20BP,4155±20BP）に連続的な堆積層の積層によって形成されたと考えられる。内湾の 3 ユ

ニットから得られた最も新しい年代値と 2 ユニット最下部の年代値、層相および珪藻分析結果をふまえると、

S-No.2 では、約 5294 ～ 5048 年前（4500±20BP）以降から約約 4800 ～ 4600 年前（4155±20BP）の期間に、何ら

かの要因で付近の基準面の相対的な低下が生じて、内湾から陸域の干潟へと地形が変化したと考えられる。また、

放射性炭素年代値と堆積層の累重状況からは、約 5900 ～ 5700 年前の 3 ユニット上部と、約 4800 ～ 4600 年前

の 2 ユニット最下部において、ハイエイタスが生じている可能性がうかがえる。

　S-No.1 の 4 ユニット上部の標高 -0.73m から -0.45m と 3 ユニットの標高 -0.45m から 0.05m では、層位

的に年代値の逆転が認められるが、逆転する相対的に古い年代値を除外すると、ほぼ同じ標高の S-No.2

で 得 ら れ た 約 4800 ～ 4600 年 前（4310±20BP,4120±20BP,4155±20BP） よ り も 新 し い 約 3800 ～ 3600 年 前

（3415±20BP,3460±20BP,3930±50BP）に堆積したと捉えられる。S-No.1 の 4 ユニット上部の砂層は、下部と異な

り基質に泥を含む。また、S-No.1 の 3 ユニットは、泥質砂層で構成される。S-No.1 と S-No.2 での標高 -1.00 ｍ

から -0.00m 付近での年代値と層相および珪藻分析結果をふまえると、S-No.1 の 4 ユニット上部と 3 ユニットは、

S-No.2 の 2 ユニット下半部もしくは 3 ユニット上部付近を侵食して形成された堆積空間を新たに埋積した層準

と推測される。S-No.1 の 3 ユニットでは、内湾指標群が多産する珪藻分析結果（Ⅳ 帯）が得られている（山本

ほか，2019）。約 3800-3600 年前に鹿田遺跡では、再び海域となったかどうか、この点については今後さらに詳

細な検討が必要と思われる。

[ 津島岡大遺跡 ]

　津島岡大遺跡では、今回報告する T-No.5 と T-No.6 および既報の T-No.2 と No.4 の年代値と層相および珪藻分

析結果（山本ほか，2018・2019）から、中期完新世の高海水準（横山，2019）以降の堆積環境変化を詳細に捉

えることが可能である。

　発掘調査結果にもとづくと、T-No.6 は流路部分に位置すると考えられる。T-No.6 の南東約 200m の地点の

T-No.5 は、流路周囲の氾濫原上に位置しており、流路によって侵食された基盤層が累重すると考えられる。ま

た、T-No.6 の南西約 550 ｍの T-No.4 では、更新統の砂礫層の直上から連続した完新統の年代値と層相変化の情

報が得られている（山本ほか，2019）。さらに、T-No.6 の南東約 600 ｍの T-No.1 でも、層位的な年代値の逆転

が激しいものの、更新統の砂礫層の直上からの完新統の年代値と層相変化についての情報が存在する（山本ほか，

2018）。
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　以下に、T-No.1 と No.4 の既往のボーリングコアの研究成果を参照しながら、T-No.5 と T-No.6 の堆積環境に

ついて検討していきたい。

　T-No.5 では、標高 -2.00m の更新統と完新統の境界付近の年代値が得られていないものの、泥層からなる 4 ユ

ニットの上部から、標高 -0.06 ｍと 0.04m において約 7200 ～ 7000 年前（6175±20BP）と約 6900 ～ 6800 年前

（6005±20BP）の年代値が得られている（図 5）。4 ユニット下部では、珪藻化石の保存状態が悪く化石群集によ

る堆積環境の検討が行えなかった。年代値が得られた 4 ユニット上部の珪藻化石の産出状況は良好である。層

相をふまえると、4 ユニット上部では、河川からの淡水流入の影響を強く受ける干潟潮間帯の潮汐低地の堆積

環境が、約 7200 から 6800 年前（6175±20BP,6005±20BP）に形成されていたと考えられる。

　これに対し、流路部分に位置する T-No.6 では、標高 -1.75m の更新統と完新統の層界付近の標高 -1.57m の基

底部付近で、約 5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）の年代値が得られている。また、上記の基底部の上部の層準

のユニットと区分された堆積層からは、同じ標高において約 7200 から 6800 年前（6175±20BP,6005±20BP）の

年代値が得られた T-No.5 の 4 ユニットよりも新しい約 5000 から 4500 年前（4130±20BP,4295±20BP,4400±20BP）

の年代値が得られている。

　T-No.6 の流路基底部付近の年代値と、その側壁を構成する基盤層部分の T-No.5 の位置関係と年代値および堆

積状況をふまえると、T-No.6 では、約 7200 から 6800 年前（6175±20BP,6005±20BP）に形成された T-No.5 の干

潟堆積物を、約 5000 ～ 4800 年前以前（4295±20BP）のある段階に谷状に下刻して堆積空間を形成したと解釈

できる。T-No.6 の珪藻分析では、約 5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）の年代値を示した完新統の基底部で、内

湾指標群が多産している。上述では、T-No.6 の珪藻化石群集については、特に基底部より上部の分析層準につ

いて、内湾指標群などの海水種が目立つものの、多産種や優占種をともなわず産出する種類数の多い特徴から、

再堆積した珪藻化石を多く含むと考えた。T-No.6 の 2 ユニットで実施された電気伝導度の分析では、海水の影

響がほぼなかったと推定される低い値を示しており、海水種が再堆積であった可能性を支持する分析結果が得

られている。

　T-No.6 での谷状をなす流路形成や電気伝導度の分析結果にもとづくと、T-No.6 の谷埋め堆積物の 2 ユニッ

トに含まれる海水種などの珪藻は、侵食される基盤層から再堆積したものが多く含まれていると考えられる。

ただし、流路が深く侵食される状況から、谷底付近の層準に相当する 2 ユニットの下部では、当時の河口付

近の海面と比高がない状況が予想され、潮汐流になどによる海水遡の影響が強かった可能性も否定できない。

T-No.6 の 2 ユニットの堆積環境については、不明な点が多く、今後さらに検討していく必要がある。

　以上、T-No.6 については、堆積環境について解釈できない点が多いものの、年代値から約 5000 ～ 4800

年前（4295±20BP）以前のある段階に下刻して形成された谷状の流路において、完新統の基底付近の標高

-1.75m から標高 -0.27m 付近までの 2 ユニットの大半に相当する約 1.50m の層準が、約 5000 から 4500 年前

（4130±20BP,4400±20BP）に泥質砂を挟在する泥によって比較的早くに埋積されるという点は確実に言及できる。

　なお、T-No.6 では、泥質堆積物で連続的に埋積されており、一般的に活動的な流路の河床を充填する砂礫層

ないし粗粒の砂層の堆積が認められない。このような堆積状況は、T-No.6 の流路が当時の活動的な流路と接続

してなかったか、もしくは流路形成ではなく河口付近の海岸部から上流側へ波及した侵食によって下刻された

開析谷として形成されたなどの要因が推定される。

　いっぽうで、侵食された T-No.5 では、標高 0.04m の 4 ユニット上部の約 6900 ～ 6800 年前（6005±20BP）の

層準の約 60cm 上位と近接する 3 ユニットで約 4800 ～ 4600 年前（4165±20BP）と比較的大きな時間差のある年

代値が得られており、4 ユニット上部と 3 ユニットにおいてハイエイタスが生じている可能性がうかがえる。4

ユニット上部から 3 ユニットでは、電気伝導度の急減も認められる。ただし、珪藻分析では、4 ユニットから 3

ユニットにかけて干潟の潮間帯（Ⅲ 帯）から潮上帯（Ⅳ 帯）へ移行していくような連続的な化石群集の変化と
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して捉えられる結果を示しており、年代値と電気伝導度の分析結果と同調的ではなく、ハイエイタスが存在し

たかどうかついても、さらに検討が必要である。

　T-No.5 の 4 ユニット上部と 3 ユニットの境界においてハイエイタスが存在していた場合には、要因として約

5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）以前のある段階に生じたと考えられる氾濫原上に形成された T-No.6 での流路

もしくは開析谷の形成と連動した堆積環境変化である可能性が高いと考えられる。

　上述してきた完新統の基底から約 5000 ～ 4000 年前頃までの津島岡大遺跡での堆積環境変化と地形形成につ

いて、T-No.5 と T-No.6 の周辺の状況についてみてみると、標高の低い下流側の T-No.4 では、更新統と完新統の

層界の標高 -3.40m に近い標高 -3.32m の 9 ユニットの泥質砂層から約 8300 ～ 8200 年前（7410±25BP）の年代値

が得られている。9 ユニットの年代試料の採取層準では、珪藻化石群集において淡水種が優占しており、海水

の強い影響が認められない。ただし、珪藻と同じ分析層準で実施された電気伝導度分析では、値が比較的高く

海水の影響が示唆される。9 ユニットでの珪藻分析と電気伝導度分析結果と同調的でない点については、要因

が不明である。9 ユニット直上の標高 -3.05m から -2.40m の 8 ユニットの有機質の泥層の珪藻分析では、干潟の

堆積環境が確認できる。8 ユニットでは、約 7800 から 7400 年前（6605±25BP,6940±25BP）の年代値が得られて

おり、この時期には津島岡田遺跡の T-No.4 付近に海が確実に侵入し始めたと状況が確認できる。

　標高 -3.05m から -2.40m の 8 ユニットの上位では、標高 -2.40m から -0.65m の層厚約 1.8m にわたって、粗粒

の砂層が目立つ堆積層が累重するようになる。この層準では、標高 -2.40 から -1.40m の粗粒砂層の 7 ユニット、

標高 -1.40m から -0.65m の礫混じりの粗粒砂から泥質砂へ上方細粒化の 2 回のサイクルがある 6 ユニット、標

高 -0.65m から 0.05m の中粒砂層の 5 ユニットが累重する。7 ユニットから 5 ユニットでは、粗粒の砂層の 7 ユ

ニットで産状が不良であるが、この他のユニットにおいて基本的に海水種と汽水種をともなう淡水種が優占す

る珪藻化石群集を示す。7 ユニットから 5 ユニットの層相と珪藻分析結果をふまえると、これらのユニットでは、

河川堆積作用が強まっていたと考えられる。ただし、電気伝導度において高い値が得られており、海水種と汽

水種もある程度の割合で随伴する特徴、さらに本地域の潮位差が大きい点をふまえると、7 ユニットから 5 ユニッ

トでは、遡上するなどしてきた海水流入の影響を受けていたと推測される。7 ユニットから 5 ユニットについ

ては、海域に侵入した当時の河口付近に累重したデルタの堆積層の可能性がある。

　上記のような堆積環境が示される 7 ユニットから 5 ユニットでは、放射性炭素年代値から、約 6300 ～ 4900

年前（4430±25BP,4450±25BP,4520±20BP,5400±25BP,5355±25BP）かけて堆積したと捉えられる。7 ユニットから

5 ユニットで得られた約 6300 ～ 4900 年前の年代値は、上流側の T-No.5 の約 6900 ～ 6800 年前の 4 ユニット上

部（6005±20BP）と、約 4800 ～ 4600 年前（4165±20BP）の 3 ユニットの間において、T-No.6 での氾濫原の下刻

に伴うハイアタスが生じた期間に相当する。

　津島岡大で実施されたボーリング調査結果から、T-No.5 において氾濫原で堆積が不活発であった時期には、

下流側の標高の低い T-No.4 周辺で、氾濫原において海水の影響を受けながらデルタ性の河川堆積作用の影響

の強い埋積が生じていた可能性がある。このような T-No.4 については、ユニット 5 最上部の約 5300 ～ 4900

年前（4430±25BP）を示す標高 -0.04m の年代試料採取層準の直上の標高 0.29m のユニット 4 において約 4400

～ 4100 年前（3825±20BP）の年代値が得られており年代差が認められる。T-No.4 では、約 5300 ～ 4900 年前

（4430±25BP）以降から約 4400 ～ 4100 年前（3825±20BP）以前の間に、堆積速度が減少した可能性がある。

　T-No.5 および T-No.4 の年代値と堆積層の累重状況をふまえると、氾濫原部分では、氾濫原の埋積によって形

成された T-No.4 の 5 ユニット最上部の年代の約 5300 ～ 4900 年前（4430±25BP）以降から、干潟堆積層の上部

において再び堆積が始まる T-No.5 のユニット 3 の約 4800 ～ 4600 年前（4165±20BP）以前の間の時期に、何ら

かの要因で基準面が低下して、堆積が不活発になった可能性が指摘される。そして、この要因としては、流路

もしくは開析谷の基底部付近で、約 5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）の年代値が得られている T-No.6 で確認さ
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れる氾濫原での下刻をともなう地形変化が関係していると考えられる。年代値の層位的な逆転が激しく、堆積

時期を特定するのは難しいものの、T-No.6 の南東約 600 ｍの T-No.2 では、更新統の上部がすべて河川堆積物で

あり、再堆積でない年代値として更新統に近い層準で、約 4600 ～ 4400 年前（4050±20BP）の年代値が得られ

20003000400050006000700080009000

Calibrated date (calBP)

OxCal v4.4.2 Bronk Ramsey (2020); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

No.4：海進直前？陸成層（-3.32m）

(　)内の数字は、標高を示す。

No.4：内湾泥層（-3.02,-2.57m）

No.5：干潟潮間帯泥層（-0.06,0.04m）

No.4：内湾泥層を覆う粗粒の砂層（-2.57,-1.73m）

No.4：河川堆積作用卓越？泥混じり砂層（-0.97,-0.57,-0.04m）

No.6：流路埋積層（-1.57,-1.27,-0.27m）

No.6：流路埋積層基底部付近
No.6での流路下刻後の
埋積初期の年代値

デルタの埋積？

No.5：干潟潮上帯？泥層（0.61m）

No.4：海水の影響を受ける河川
　　　氾濫泥質砂層？（0.29m）

No.6：海水の影響を受ける河川
　　　氾濫泥質砂層？（0.21m）

No.5：珪藻化石の産状不良（1.79m）

No.4：海水の影響を受け
　　　る河川氾濫泥質
　　　砂層？（0.58m）

図 6　津島岡大遺跡の T-No.4、No.5、No..6 の暦年代マルチプロット図
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図 6　津島岡大遺跡の T-No.4、No.5、No.6 の暦年代マルチプロット図
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ている（山本ほか，2018）。T-No.2 の河川堆積物で得られた年代値と堆積状況は、T-No.6 の氾濫原の下刻を伴う

流路ないし開析谷形成とよく似た時期となる可能性がある。

　以上から、津島岡大遺跡では、約 5300 ～ 4900 年前以降から約 5000 ～ 4800 年前以前のある時期に、相対的

な付近の流域の基準面が低下して、氾濫原上において開析流路もしくは開析谷が形成されるとともに、その周

囲の氾濫原で埋積が不活発となり、安定した堆積環境へと転じた可能性がある。遺跡内の複数地点で実施され

たボーリング調査のコア堆積物の詳細な層相記載と多数の放射性炭素年代値にもとづくと、氾濫原において下

刻が進行した時期は、T-No.6 の基底部で得られた約 5000 ～ 4800 年前（4295±20BP）に極めて近い時期である

可能性がうかがえる（図 6）。

　なお、約 5300 ～ 4900 年前以降から約 5000 ～ 4800 年前以前に生じた氾濫原上での相対的な基準面の低下と

関係しそうな層序・年代は、上述の鹿田遺跡の S-No.2 のコアでも認識される。従って、約 5300 ～ 4900 年前以

降から約 5000 ～ 4800 年前以前に生じた氾濫原の環境変化は、津島岡大遺跡だけでなく鹿田遺跡にも及んでい

たと推測される。

　津島岡田遺跡では、堆積層の累重状況にもとづくと、T-No.5 の干潟潮間帯堆積物の直上の 3 ユニットの年代

値である約 4800 ～ 4600 年前以降（4165±20BP）になると再び氾濫原での埋積が進行していくと解釈される。

この段階の堆積ユニットは、津島岡田遺跡の T-No.5 の 3 と 2 ユニット、T-No.6 の 2 ユニット最上部、T-No.4

の 4 と 3 ユニット、鹿田遺跡の S-No.1 の 4 ユニット上部、3 ユニット、S-No.2 の 2 ユニットである。T-No.4 や

S-No.1 の珪藻分析結果をみると、この段階にも潮位差などによって場所によって海水の影響を強く受けながら、

氾濫原の埋積が進行していたと推測される。約 4800 ～ 4600 年前以降の氾濫原は、T-No.4 の 3 ユニットの年代

値から、約 3000 ～ 2900 年前（2810±20BP）にいったん埋積が静穏化した可能性がある。約 4800 ～ 4600 年前

以降の堆積状況は、各ボーリング地点での 1 ないし 2 ユニットに対比される発掘調査でも確認される堆積層の

層序・年代を併せて、さらに詳細に検討していく必要がある。
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図版1　堆積物中の珪藻化石の顕微鏡写真

1.Cyclotella striata (S-No.2:2)  2.Cyclotella striata (S-No.2:8)  3.Cyclotella litoralis (T-No.6:1)
4.Nitzschia cocconeiformis (T-No.5:5） 5.Rhopalodia acuminata (T-No.6:8)  6.Rhizosolenia spp. (S-No.2:6) 
7.Paralia sulcata (S-No.2:10)  8.Terpsionoe americana (S-No.2:6)  9.Achnanthes crenulata (T-No.5:2）
10.Cymbella turgidula (S-No.2:9)  11.Tryblionella granulata (S-No.2:10)  12.Fragilaria capucina (T-No.6:1)
13.Achnanthidium convergens (S-No.2:9)  14.Reimeria sinuata (S-No.2:9)  15.Planothidium delicatulum (T-No.6:8)
16.Planothidium lanceolatum (S-No.2:9)
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図版2　堆積物中の珪藻化石の顕微鏡写真

1.Actinocyclus octonarius (S-No.2:12)  2.Paralia sulcata (S-No.2:11)  3.Paralia sulcata (S-No.2:12)
4.Coscinodiscus spp. (T-No.5:5） 5.Cyclotella striata (S-No.2:12)  6.Thalassiosira spp. (S-No.2:12) 
7.Nitzschia cocconeiformis (S-No.2:11)  8.Tryblionella granulata (S-No.2:11)  9.Rhizosolenia spp. (S-No.2:11）
10.Navicula marina (S-No.2:11)  11.Chaetocerous spp. (S-No.2:12) 
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3. 岡山平野における沖積層基底面と遺跡立地

山口雄治

(1) はじめに

　沖積層基底面とは、最終氷期以前に形成された面のことである。堅い砂礫層であることから比較的容易に判

定が可能であり、これまでのボーリングコアの調査においても AT 火山灰が確認されている（山本ほか 2018）。

関東平野や大阪平野では、縄文海進や地形発達の検討において、この沖積層基底面の分析が行われている（例

えば伊藤ほか 2015、遠藤 2015、田辺ほか 2014、増田 2019 など）。そこで本論では、岡山平野における沖積層

基底面の復元を行うことを目的とする。これは、沖積地の発達過程と人類の活動との関連をさぐるための基礎

情報となるはずである。岡山平野のボーリングコアをデータベース化し、クリギングという手法を用いて沖積

層基底面の予測を行うことで、面的に検討してみたい。またその後、津島岡大遺跡、鹿田遺跡の沖積層基底面

も予測し、それと各遺跡で集落が形成された段階の立地および遺構配置との関連性について展望したい。

(2) クリギング

　クリギングとは、地球統計学ないしは空間統計学における既知の空間データから未知の空間データを推計す

る空間補間（内挿）法の１つである（例えば貞広ほか編 2018、瀬谷・堤 2014、間瀬 2010、Wackernagel 2003 な

ど）。鉱山学、生態学、気象学、地理学、経済学、農学、疫学など数多くの分野において利用されており、考古

学においても、例えば土器型式の空間分布を予測する方法としてクリギングが用いられている
1
（山口 2006）。

クリギングの特徴については、「①空間的自己相関を考慮する、②観測値同士の相対的位置関係を考慮する、③

回帰モデルを組み合わせて様々なトレンド要因を考慮できる、④観測地点では観測誤差がなければ観測地と予

測値が一致する、⑤予測誤差が計算可能」（瀬谷・堤 2014：65 頁）といった点が挙げられる。

　他の空間補間（内挿）法として逆距離加重法（IDW）や回帰モデルを用いた予測などもある。前者は空間的

自己相関情報のみから予測を試みるものであり、観測点相互の位置関係は考慮されない。また後者は確率的に

予測値を求めることが可能となるために予測値の誤差を評価できるものの、基本的には空間自己相関は考慮さ

れない。クリギングは、両者の方法を考慮した手法であり、空間予測の精度や正確度が高いものと評価されて

いる（瀬谷・堤 2014）。すなわち、観測点の位置と空間的自己相関を考慮しつつ、未知の空間データについて

確率的に予測値を求めることが可能となる。これによって、予測誤差を分散として出力でき、予測値の信頼性

を評価することも可能となる。

　したがって、ここではクリギングを用いてボーリングコアの各層上面データの空間予測を行うことで埋もれ

た地形を復元してみたい。なお、クリギングには通常型（Ordinary Kriging）と普遍型（Universal Kriging）があ

るが、ここでは最も一般的に幅広く使用されている前者の手法を用いることとする 2
。

(3) 岡山平野の沖積層基底面予測

　岡山平野の沖積層基底面については、高橋（1983）によって復元されたものがあるが、ここでは新たなボー

リングデータを加え、上記クリギングを用いて基底面の予測を試みた。データは、国土地盤情報検索サイト
3

およびおかやま全県統合型 GIS4
に掲載されている岡山平野のボーリングコアデータであり、その数は 1784 本

におよぶ
5
。それぞれのコアの標高値は、国土地理院数値地図 5m の値を利用した。また、沖積層基底面の判定

にはこれまでのボーリングコアデータを参照し（山本ほか 2018・2019、第 Ⅱ 章 1）、土質と N 値からその深度
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を判断した。そして、得られた現地標高から沖積層基底面までの深度を減算することで沖積層基底面の標高を

求めた。

　沖積層基底面は、最も深いところで -20mにおよぶ（図 1）。南部ほど深い場所に沖積層基底面が存在するが、所々

周囲より高い場所があり、複雑な地形を呈していることが想定される。これを面的に検討するために、クリギ

ングしたものが図 2 である。点密度のうすい場所の予測精度は悪いことがクリギング分散の分布から判断でき

るが（図 3）、全体としてみれば概ね良いと判断できる（表 16
）。

　旭川流域では、半田山の南側はおおよそ現状と同様の地形を示す。この地域は旭川によって形成された扇状

地であり、沖積層もそこまで厚くはない。また、半田山から京山、および京山から操山に至る地域は緩やかに

傾斜している一方、操山や早島以南になると急激に地形が落ち込む様子がわかる。高梁川流域では、八幡山か

ら連島にかけての地域はそこまで深い谷は形成されておらず、深く落ち込むのは連島以南であるとわかる。吉

井川流域では、その右岸側（操山の東側）にいくつもの半島状に突き出てた地形が復元できる。こうした地形

は、沖積層の堆積の仕方に大きく影響したはずである。それぞれの流域ごとに環境条件が異なる背景の 1 つには、

沖積層基底面の地形があったものと考えられる。そしてそれはおそらく、縄文時代貝塚の展開とも関係するも

のと考えられる（第Ⅱ章 4・6）。

(4) 津島岡大遺跡、鹿田遺跡の沖積層基底面予測と遺跡立地

　次に、津島岡大遺跡と鹿田遺跡を取り上げ、これまでに行われてきたボーリングコアを用いて沖積層基底面

を予測し、集落立地や遺構配置との関連性についてみてみたい。なお、沖積層基底面の判定および標高は、上

記と同様の方針・方法で行っている。

【津島岡大遺跡】

　津島岡大遺跡
7
では、これまで 185 本のボーリング調査が行われている。そのうち、沖積層基底面にまで達

していると判断したものは 137 本である。本遺跡の現地標高は 4.5 ～ 5.5m であるが、最も低い地点はおよそ

-12.2m、最も高い地点は 3.3m であり、その比高は約 16m に達する。このデータをクリギングして予測面を作成

したものが図 4 である。

　全体として予測値の信頼性は高く（表 2）、地形はよく表現されていると評価できるが、点群データには例え

ば南西部や南東部に密度の薄い部分が存在する。建物建設に伴うボーリングデータであることもあり、現代の

キャンパス利用のバイアスを受けているため、クリギング分散を参照しながら予測面を評価する必要はあるだ

ろう（図 5）。

　沖積層基底面をみてみると、遺跡北東部・南東部には高位部が存在し、その間に谷が入っていることが読み

取れる。北東部の高位部は、遺跡北側にある半田山の裾部が埋没していることを示唆していよう。実際、遺跡

北側には古第三紀の残丘が保存されており、このことと整合的である。南東部も点密度は低いもののほぼ高い

標高を示す。この他、西部および南部にも高位部が存在するが、大きく広がっている訳ではなさそうである。

概して西部、南西部は低位部が広がっているものと考えられる。

　こうした地形は、集落が形成される縄文時代後期の推定地形と大枠では似通っているといえるだろう（山本

ほか 2018、第 Ⅱ 章 5）。北東部にある沖積層基底面の高位部には津島岡大遺跡第 17 次調査地点があり、縄文時

代後期の住居址が検出されるなど居住地が形成されている。この居住地の南側には河道が流れていることも明

らかになっているが、これも沖積層基底面の影響を受けていることがわかる。つまり、沖積作用によって沖積

層基底面の地形が埋没しつつも地形的な特徴は踏襲されており、もともとの高位部が居住地として選択されて

いたものと考えられる。
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図 1　岡山平野における沖積層基底面の標高（背景）と現標高（ドット）の関係

図 2　岡山平野における沖積層基底面予測
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Count 1784
Mean 0.033

Root-Mean-Square 4.561
Mean Standardized 0.001

Root-Mean-Square Standardized 0.964

表 1　モデルの統計情報

図 4　津島岡大遺跡における沖積層基底面予測

図 3　クリギング分散の空間分布
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Count 60
Mean 0.020

Root-Mean-Square 0.824
Mean Standardized 0.017

Root-Mean-Square Standardized 0.931

Count 137
Mean 0.023

Root-Mean-Square 2.566
Mean Standardized 0.010

Root-Mean-Square Standardized 0.951

表 2　モデルの統計情報

表 3　モデルの統計情報

図 7　クリギング分散の空間分布図 6　鹿田遺跡における沖積層基底面予測（山口 2020 を一部改変）

図 5　クリギング分散の空間分布
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【鹿田遺跡】

　鹿田遺跡では、これまで 60 本のボーリング調査

が行われており、そのすべてが沖積層基底面にま

で達している。最も低い地点は -8.9m、最も高い地

点で -4.3m であり、その比高は 4.6m に達する。こ

のデータをクリギングして予測面を作成したもの

が図 6 である（山口 2020）。

　点群データには粗密があり、例えば遺跡の北西、

北東、南西端部にはデータが存在していないこと

から空間補間が内挿ではなく外挿となっている。

また南西部や点群間の密度が低い部分については、

予測値の信頼性が低い可能性もある。これは、ク

リギング分散の空間分布を見ても明らかである（図

7）。しかしながら、予測値の信頼性は高く（表 3）、

全体として地形をよく表現していると評価するこ

とができる。

　沖積層基底面は、北東－南西方向に丘陵状の高

まりがあり、その頂部は遺跡の中央部やや北より

に位置する。他にも所々に高まりがあり、複雑な

0 200m

水田域水田域

住居

井戸

土坑

墓

土器溜り

溝

畦畔

高

低

河道

河道

地形を呈する。北西部や南東部は低地となっており、南流する旭川の分流が流れていたと考えられる。

　この地形と鹿田遺跡で集落が営まれる弥生時代後期の地形および遺構分布と比較してみたい（図 8）。弥生時

代後期には、旧旭川の沖積作用による土砂の供給によって微高地が 3 つ形成されていると考えられている（岡

山大学埋蔵文化財調査研究センター 2016）。そのうち最も高い微高地は中央部にあり、そこに住居や井戸が形

成されて、集落が営まれている。西側にも 2 つの微高地が存在するが、これは中央部より一段低くなっており、

活動痕跡は希薄である。これら 3 つの微高地の間や南部は一段低くなっており、一部では水田として利用され、

周囲には河川が流れていた。すなわち、集落が営まれた地点は、沖積層基底面の高位部が踏襲されており、そ

こに集落を営んだことがわかる。鹿田遺跡の南部についても水田としてしか利用できない低位部であり、ここ

にも沖積層基底面の影響が看取される。

(5) まとめ

　本論では、ボーリングコアから読み取れる岡山平野、津島岡大遺跡、鹿田遺跡の地下にある沖積層基底面に

ついて、クリギングという手法を用いて面的に予測した。そして、岡山平野では現状の地形、津島岡大遺跡で

は縄文時代後期の集落立地、鹿田遺跡では弥生時代後期の集落立地との比較を試みた。沖積層基底面は現在の

地形とは大きく異なり、大小様々な埋没谷が存在することが明らかとなった。そして、津島岡大遺跡、鹿田遺

跡では居住地の立地・遺構配置や環境が沖積層基底面に大きく影響を受けていることも明らかとなった。これ

はすなわち、沖積層基底面がどのように形成されているのか、がある程度わかれば、逆に当時の集落立地や古

環境を具体的に予測することが可能になるということでもあるだろう。既存のボーリングコアデータはデータ

ベース化されており、考古学的にもその利用価値は非常に高いといえよう。

　今回は予測された地形について詳述することはできなかったが、今後は沖積層基底面上面にどのように沖積

層が堆積していったのか、という地形発達について明らかにしなければならない 8
。こうした情報と考古資料を

図 8　鹿田遺跡における弥生時代後期の推定地形

と遺構分布（岡山大学埋蔵文化財調査研究セン

ター編 2016 を一部改変）
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【註】

1. �このほかに、デジタル測量における空間補間（内挿）法としても利用されている（例えば早川・津村 2008、津村ほか

2011、寺村 2008）。

2. �分析に際しては、ArcGIS Pro2.6.3 の Geostatistical Analyst エクステンションを用いた。背景図は、国土地理院数値地図 5m、

国土地理院基盤地図情報基本項目を一部利用した。

3. http://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/index.html

4. http://www.gis.pref.okayama.jp/pref-okayama/Portal

5. ここでは空間スケールが異なるために、後述する津島岡大遺跡と鹿田遺跡のボーリングコアは含めていない。

6. �Mean は交差検証誤差の平均値で、0 に近いほどバイアスが少ないことを示す。Root-Mean-Square（RMS）は測定値と予測

値が二乗平均誤差平方根でどの程度異なるかを示す指標であり、0 は誤差がないことを示す。Mean-Standadized は標準化さ

れた平均誤差で、0 に近いほどバイアスが少ないことを示す。Root-Mean-Square Standardized は標準化された RMS であり 1

に近いほどよい。表 2・3 も同様。

7. ここでは遺跡内ではなく、岡山大学津島キャンパス内で行われたすべてのボーリングデータを用いた。

8. �鹿田遺跡では沖積層基底面～弥生時代後期までの地形発達過程についてまとめた（山口 2020）。平野全体の研究は、本研究

（第 Ⅱ 章 1・2）の他にも、例えば鈴木（2005・2012a・b）、竹内ほか（2014）などがある。
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4. 山陽地域の海岸線復元と遺跡分布
- 岡山県南部地域を中心に -

山本悦世・山口雄治

(1) 海岸線復元の手がかりを求めて

　海進は、本地域において海に臨む新たな環境を生みだし、同地域における生業に強く影響を与えたことは、

貝塚形成の推移などからも明らかである。よって本研究では、人間活動と環境との関係をより具体的に復元す

るための一つの取り組みとして、縄文時代各時期の海岸線復元を試みた。本地域の縄文遺跡分布図には、これ

までも復元された海岸線が記された図も多く見受けられるが、作図に関する基準が不明確であり、前期の海進

ピーク時の状態を示すにとどまる場合が多い。そうした中で本研究チームでは、各時期の復元ライン案を提示

してきた（山本ほか 2018、山本 2020）、その成果を踏まえつつ、新たな資料を追加して再検討を行った案を、

ここに改めて報告する。

　本作業には、海岸線復元に必要な基準データを、①平均高潮位と②各時期の活動面から現地表面までの堆積

層の厚さに求め、両要素を合計して得られた数値を現地表からのマイナス値として海岸線を復元することとし

た 1
。ただし、両要素の抽出が可能なデータは少ない。平均高潮位については、岡山大学敷地内の津島岡大遺

跡（旭川下流域、130：第 Ⅲ 章 1- 表 1a の遺跡番号、以下略す）｡ のボーリングデータと岡山県南部地域の遺跡

データで得られる低位部の遺構面レベルを、そして堆積層の厚さについても遺跡の低位部における遺構面レベ

ルに注目して、作業上の数値を求めた。以下、その基準データを提示しつつ、同時期の海域環境にも触れたい。

参考にしたデータは表 1 にまとめた。取り上げる遺跡のデータは、第 Ⅲ 章１の表 1a を参考にされたい。また、

T 番号は岡山大学津島キャンパス（津島岡大遺跡）、S 番号は同鹿田キャンパス（鹿田遺跡：旭川下流域、137）

におけるボーリングデータをそれぞれ示す。その成果は本書の第 Ⅱ 章 1・2 を参照されたい。

【早期後葉～前期初頭：海進ピーク前】　

　海域環境を示すボーリングデータは、7800 ～ 7700 cal BP の年代値を示す T-No.4 の試料が上げられる。標高

-2.5 ｍに内湾状態が確認されたことから、平均高潮位は標高 -1.5m 以上と考えた。同ボーリング地点は津島岡大

遺跡の外周域にあたっており、すでに同時期には前期に近い位置まで海進が及んでいた可能性を示すものであ

る。

　次の早期末～前期初頭では、T-No.5 において 7200 ～ 6800 cal BP の年代が得られた標高約０ｍに、潮間帯環

境が示された。その他に、児島南岸に位置する出崎船越南遺跡（181）では、7000 ～ 6400 cal BP の年代を示す

試料から、海水準上昇期に一時的な停滞が海抜 -1 ～ 0m 付近であり、その後 6200 cal BP にかけて上昇した可能

性が指摘されている（別所 2007）。シンフォニーホール地点（旭川下流域）の調査では標高約 -0.6 ｍ付近でカ

キ礁の形成が報告されている（高橋学 2003）。こうしたデータも合わせると、平均高潮位を標高 0 ～ 1m 程度に

予想させるデータが多い。その中で、真徳貝塚Ｂ（吉井川下流域、148）では、6940 ～ 6625 cal BP の年代を示

す純カキ層が標高 -1.1 ～ -1.8m に認められる（第 Ⅲ 章 1- 表 1a・3a）。同層の下面は未確認のためレベルはもう

少し下がることが予想される。カキ層の堆積状況に乱れは確認できないことから平均高潮位は標高 -2m 以下が

予想されるが、他のデータとの差が大きい点が問題となろう。この点については、同時期における海水準の上

下動に起因する可能性も否定できないが、丘陵裾部から一段下がった水田部に位置する立地環境から、地盤沈

降の影響も考慮する必要もあろう。ここでは、これまで確認されていない同時期の貝塚形成という新資料とし
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て報告し、海水準の問題は今後の試料の増加を待ちたい。

　こうした分析結果から、海進は早期後葉において旧旭川河口にまで到達し、新たに形成された海浜部という

環境下で、早い段階に貝塚形成を可能とする環境が一部で成立していたと理解される。なお、同時期に海水準

の停滞状態が指摘されている点は、貝塚形成の背景を探る上でも注目しておきたい。

【前期：海進ピーク時】

　ボーリングデータでは、T-No.5 において標高約 0.5m まで海の影響が認められ、干潟環境が指摘されている。

また、津島岡大遺跡の南に位置する津島遺跡（旭川下流域、132）では、標高 -1m までが内湾環境とされる（パ

リノ ･ サーヴェイ 1999）。同遺跡の南東に位置するシンフォニーホール地点のカキ礁については前述したが、そ

のレベルから海進ピーク時の平均海水準は 0m を超えないとされる（高橋学 2003）。以上のデータから、海進ピー

ク時における平均高潮位を概ね 0.8 ～ 1m 程度に設定した。このレベルでは、満潮時とはいえ、例えば、前期①（羽

島下層式）の遺物出土レベルが標高 0.5m 付近とされる羽島貝塚（高梁川下流域、95）のような遺跡の立地が問

題となり、これまでも平均海水準の検討時に取り上げられてきた（髙橋護 1991・河瀬 2006 など）。この点につ

いては、海進のピーク時と遺跡形成時期との対応関係を整理する必要があろう。同貝塚では、続く前期③④（彦

崎 Z Ⅰ・Ⅱ式）になると標高 1.2m・1.4m へと上昇しており、海進ピーク時に向けて活動面も上昇していた可能

性も考えられる。

　堆積層の厚さは、朝寝鼻貝塚（旭川下流域、129）・里木貝塚（高梁川下流域、92）のデータを取り上げ、発

掘当時ではなく現地表面までの厚さから約 3.8m と判断した。想定した平均高潮位の数値と合わせて、遺跡分布

の状態も参考にしつつ、作業上のレベルは 4.5 ～ 4.8m となるが、概ね 4.5 ｍに設定した。

【中期：海退状態へ】

　中期における平均高潮位は T-No.2 ～ 6 と S-No.2（旭川下流域）のボーリングデータおよび津島岡大遺跡の遺構・

遺物検出レベルから、そして堆積層の厚さも同じく津島岡大遺跡のデータに手がかりを求めた（Ⅱ 章 5- 表 2）。

　津島岡大遺跡のボーリング調査では、中期に形成された開析谷・同河道が複数箇所で確認されており、その

底面レベルは標高約 -2 ～ -1.4m に位置する。T-No.4 では珪藻化石・電気伝導率の分析結果から淡水状態を示

す堆積層の下面が標高 -0.5m に認められる（5000 ～ 4900 cal BP）。S-No.2 では、早期以来の海域環境が大きく

変化して約 -1m 付近に河川の河口環境が形成される（4800 ～ 4600 cal BP）。こうしたデータから標高 -0.5 ｍ～

-0.3 ｍ程度に平均高潮位を想定した。なお、この数値は海水準の絶対的上下を示すものではなく相対的な変動

を表しているものであるが、現象的には前期から海退状態への変化と捉えられる。時期としては概ね中期後半

であろうか。

　堆積層の厚さは、津島岡大遺跡で確認された遺構・遺物の検出レベルである標高 1.7 ～ 2m 前後を参考に 3m

の厚さを見込んで、両データから作業上のレベルを 2.5m に設定した。

【後期：海域環境の影響】

　平均高潮位の参考値は、T-No.4 と S-No.1 のボーリングデータの他に、津島遺跡およびその西側に位置する伊

福定国前遺跡のデータを加えた。これらは旭川下流域西岸に位置する遺跡である。両遺跡では T-No.4 と同様に

標高 0.7 ～ 0.8m に汽水域・干潟環境の広がりが報告されている（パリノ・サーヴェイ 1999・2004）。こうした

遺跡群の南側に立地する S-No.1 では、標高 0 ～ 0.5m に海水泥質干潟や湖沼湿地などを伴う内湾環境が認められ、

それまでの陸域環境から海の影響をうける環境への変化が指摘されている（野口 2019）。T-No.4 と S-No.1 の年

代値は、4300 ～ 4150 cal BP と 3700 ～ 3600 cal BP である。一時的な変化の可能性もあるが、後期に入って、同

域では全体的に海の影響が強まった点は注意しておきたい。また、南方釜田遺跡（旭川下流域、136）では標高 0.5m

で遺物が確認されており、そうした状況を踏まえて、平均高潮位を標高 0.5 ～ 0.7m に想定した。つまり、中期

後半の海退状態が、何らかの要因で、現象的には海進状態へ転じたと理解される。
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　堆積層の厚さは、旭川下流域の津島岡大遺跡・南方釜田遺跡などの低位部における遺構・遺物の検出データ

から 3.5m とし、作業上のレベルを 4m とした。

【晩期：海退状態へ】

　ボーリングデータでは、T-No.4 において 0.5m 以上に汽水環境から淡水環境への変化を示すデータが得られた。

こうした珪藻化石の分析結果と年代測定値から、3000 ～ 2800 年前に海退状態になっていた可能性が指摘され

る（第 Ⅱ 章２）。

　一方、遺跡のデータからは、特に低地に形成される貯蔵穴の上面レベルを手がかりとして、菅生小学校裏山

遺跡（高梁川下流域、101）・舟津原遺跡（児島北岸、104）で求められる標高 0.5m 前後の値に注目した。遺構

の性格を考慮し、平均高潮位を標高 0m 前後とし、堆積層の厚さは現地表面レベルが地形的に安定している津

島岡大遺跡周辺の資料を手がかりに、作業上の数値を 3m に設定した。

(2) 海岸線復元と遺跡分布

　前期～晩期の各時期における海岸線の復元に際しての設定基準を前述したが、参考データの大半が旭川下流

域に限定される点は気がかりなところである。環境復元では地域ごとの検討が重要ではあるが、現状の乏しい

データでは困難である。よって、ここでは限定的な地域のデータを山陽地域に広げて各時期の海岸線復元を試

みることでその傾向を知る手がかりとし、将来的に精度の高い状態に改善していくことを目指したい。また、

ここで提示する海岸線案は、最も影響が発現した状態である点は注意が必要である。それを踏まえて、海域形

成後の前期～晩期における環境と遺跡分布との関係について触れておこう。

【前期の海進ピーク時の復元から（図 1）】

　岡山県南部地域全体に、海域が谷部の奥深くまで侵入して丘陵裾部に到達した状態がみてとれる（図 1）。そ

の中で、旭川下流域の東西両岸では、河口部に形成された扇状地あるいは氾濫原が陸域として描き出される。

同域西岸では津島岡大遺跡（130）・朝寝鼻貝塚（129）周辺がその範囲に当たる。早期後葉には、津島岡大遺跡

の西側縁辺に海進が到達するが、その東側の同遺跡範囲は陸域状態の継続が確認されている（山本ほか 2019）。

対象域内で、こうした土地環境が確認される地域は限定的であり、多くの遺跡では海域が丘陵裾部に迫りその

周辺に形成された小規模な砂州状地形での活動（間壁忠彦 ･ 葭子 1971）や、彦崎貝塚のように標高 3 ～ 5m 程

度の低丘陵台地部での活動が復元される 2
。海岸部の貝塚分布や立地レベルがそれを示す（第 Ⅲ 章 1- 表 1a・

3a）。

　その中で注目されるのが、高梁川河口部に弧を描いて小さく張り出す地形が出現している点である（図 1)。

その前面には、児島北西部や大小の島々で取り囲まれた海域が見て取れる。その海域を取り囲むように磯の森

貝塚（児島北岸、105）・羽島貝塚（高梁川下流域、95）・里木貝塚（同、92）等の遺跡が分布する（図 1）。その

周辺は中期の復元図ではまだらな色調を呈しており、地形としては傾斜が弱い状態の広がりが予想される。同

地域に特徴的な様相である。また、沖積基底面の復元図でも起伏の少ない平坦面の広がりが予測されている（第

Ⅱ 章 3- 図 2）。こうした土地環境が海進に伴って浅い海域をもたらしたのではなかろうか。前期～中期の貝塚遺

跡集中域にあたる本地域での貝塚形成を考える上で興味深い。

【中期の海退環境の中で（図 2）】

　前期から地形変化が顕著に確認されるのは、東から吉井川・砂川・旭川・足守川・高梁川の河口部である。（図

2）。特に、吉井川河口部では、前期には広く開放した状態であった海域が狭まり、河川に沿って陸域化の進行

が認められる。海域の狭小化の程度については幅をもって考える必要はあるが、同地域の地形的な特徴と捉え

たい。内湾状態から河口付近の汽水域へ変化が予想される。同域の貝塚ではヤマトシジミが主体をなすことが

知られており（田嶋 2014）、環境と整合的なデータを示す。また、同地域における貝塚形成の最盛期は前期であり、
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代表的な大橋貝塚（吉井川下流域、149）でも中期後半以降には貝塚形成活動は衰退する。同貝塚ではハイガイ

が下層に多く、上層ではヤマトシジミの比率が高い点も汽水域への変化と矛盾しない（第 Ⅲ 章 1- 表 1a・3a）。

こうした背景に沖積作用の進行を予想することが多いが、そうした要因も含めて、海岸線の復元作業の結果描

き出された海退状態は、貝の生息環境に影響を与えた可能性を考える上で見逃せない。同域の西側に隣接する

砂川下流域でも、前期の海岸線の後退によって海域は河川状へと変化しており、貝塚形成活動は前期で途絶え

ている（第 Ⅲ 章 1- 表 3a）。

　旭川河口部や足守川河口部では海岸線の後退が現れる。前者では遺跡が点在する程度で活動は微弱である。

これについては、後述する津島岡大遺跡の状態が参考になろう。後者では、足守川下流域で遺跡数が増加する。

新規に活動が確認される矢部貝塚（116）ではヤマトシジミが主体であることから、同域周辺には汽水域環境の

広がりが想定される（第 Ⅲ 章 1- 表 3）。

　一方、高梁川河口部では、前期の海岸線が同心円状に後退し、前期の海域は狭小な環境に至ったことが予想

される。中期後半の海退については前述したが、遺跡数にも変化が現れている点は注意が必要であろう。これ

については第 Ⅱ 章 6 で触れたい。

【後期における海域環境の影響（図 3）】

　中期の海退から海域の回復が見て取れる（図 3）。作図上では前期に近い地形となったが、沖積作用の進展を

加味できていないため、場所によっては、この海進状況が表出しない可能性も考えておく必要はあろう。

　旭川下流域西岸の津島岡大遺跡（130）周辺では、海岸線は前期のライン付近まで押し上げられるが、前期と

後期では海域環境に明瞭な違いが指摘される。早期～前期のボーリングデータでは外洋の影響や海水干潟を伴

う内湾環境を示すが、後期には汽水干潟を伴う環境へと変化している（山本ほか 2019）。後述する津島岡大遺

跡の発掘調査成果からも、中期末～後期初頭あるいは前葉に盛んな土砂の供給が確認されており、そうした河

川活動が浅海化に影響したことは明らかであろう。こうした海岸線の位置だけでは見えない海域環境の変化は、

新たに形成された朝寝鼻貝塚（129）におけるヤマトシジミを主体とした貝塚形成状況からも窺われる（第 Ⅲ

章 1- 表 3）。また、同地域で確認される活発な河川活動が、陸域形成にも強く影響した可能性について触れてい

るが（山本ほか 2019）、内陸部の遺跡急増の背景としても重要な要因となったことは十分考えらる。

　一方、貝塚形成遺跡の中心的分布域にあたる高梁川河口部あるいは、足守川河口部でも同様の海岸線移動が

予想される。同域では、後期における遺跡数が増加する中で、一部に遺跡数の減少や貝塚形成遺跡の衰退傾向

が認められる（第 Ⅲ 章 1- 表 1a・3a）。そこには、中期後半～後期に進行する海退と海進状態という環境変動が

貝の生息域に影響が与えた可能性を考える必要があろう。詳細は第 Ⅱ 章 6 で後述する。

【晩期の海退と土地環境の変化（図 4）】

　海退を想定した海岸線復元からは、河川河口部に小規模な沖積平野が出現する。その中で、貝塚形成遺跡の

減少（図 4：高梁川河口周辺）と、河口部での遺跡増加（同：旭川・吉井川・足守川河口周辺）が対比をみせる。

内陸部では、晩期前半の南溝手遺跡（総社平野・旧高梁川流域、34）で土砂の供給が活発化し（平井 1995）、沿

岸部の一部では「黒色土」形成をもたらすなど、河川活動の影響について地域間の違いはあるが（第Ⅱ章 6 参照）、

そうした中で、本時期は広範囲に沖積平野部の陸域化が始まることが復元図から読み取れる（図 4）。

【註】

1. �遺跡立地やその変化あるいは生業活動を理解するためには、陸域での活動可能ラインの復元、言い換えれば、海域環境の

到達ラインを復元することを目指した。そのため平均海水準ではなく、平均高潮位を探ることとした。ただし、同作業のベー

スには現地形であること、あるいは関連データもかなりの幅を想定することが必要であることなどから高い精度は求められ
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ない。こうした状況下での作業であり、最終的には海水準レベルの設定を 1m ピッチで行うことから、全ての数値がこの誤

差の中で集約できればよいという考え方で図化している。なお、潮位変化は ±0.8 ～ 1m を想定した。

2. �海岸線復元によって、復元図のなかでは海域に当たる位置に遺跡のドットが印される場合がある。例えば「児島」北西部

の対岸に分布する、里木貝塚（92）から中津貝塚（76）の間には顕著に認められる。こうした状況が表出する要因として、

設定基準値の問題も拭えないが、現在の比較的平坦な地形からの復元では描ききれない、当時の起伏の存在を想定している。

同地域周辺では大小の島が点在する状態が現れており、そうした島状の高まりに遺跡が立地した可能性は十分考えられる。

そのほかにも河川の河口部などでは、砂州状の高まりの存在が予想される。
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図 1　前期の遺跡分布

図 2　中期の遺跡分布
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図 4　晩期の遺跡分布

図 3　後期の遺跡分布
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5. 津島岡大遺跡の遺跡動態と環境変化

山本悦世

　津島岡大遺跡は、ボーリング調査を実施した岡山大学津島キャンパスに位置しており、環境変化と人間活動

を考える上で重要な遺跡である。改めて同遺跡における縄文時代の遺構・遺物の状況をまとめよう。

（1）概要

　津島岡大遺跡（岡山市北区津島中）は岡山県南部のほぼ中央部を南流する旭川下流域に形成された現平野部

の北端に位置する（第 Ⅱ 章 1- 図 1）。地形としては、北側の半田山丘陵裾部に広がる扇状地地形の末端付近にあ

たるが、縄文時代の地形を復元すると、旧旭川の河口部に立地する遺跡といえる（第 Ⅱ 章 4- 図 3. 130）。

　本格的な発掘調査は岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが実施しており、1983 年から現在までに 37 回を

数える。調査面積の大小はあるが、調査地点は同大学の敷地全体に広がる。また、北東部には、敷地に近接し

て朝寝鼻貝塚（129：第 Ⅲ 章 1- 表 1a の遺跡番号、以下略す）が立地しており、同貝塚を含む一つの縄文集落が

想定される（山本 2004）。集落のまとまりが把握されるのは、時期的な継続を踏まえると中期末葉（矢部奥田式）

～後期中葉（彦崎Ｋ Ⅱ 式）および晩期後葉 1
（津島岡大式）であるが、活動痕跡をたどると、中期前半（船元式）

に遡る資料や晩期末葉（沢田式以降）に下る資料が確認される（表 1）。さらに、前期後半の里木 Ⅰ 式あるいは

彦崎 ZⅡ 式とされる土器小片数片（同一個体）が後期の河道埋土から出土しており、周辺域の状況を探る手が

かりとなっている。

　以上の資料を踏まえて、前期～晩期の各時期の人間活動の痕跡について、環境変化との関係に視点をおきな

がらまとめよう（表 1・2）。なお、遺跡内の調査地点や遺構の位置は、ボーリングデータと発掘等の調査デー

タを総合して作成した後期の地形復元図を踏まえて説明する（図 1）。また、各調査地点の引用文献は第 Ⅲ 章 6

の文献一覧に委ねる。

（2）各時期の活動痕跡と環境

【前期】

　本遺跡周辺における人間活動の始まりは、朝寝鼻貝塚の縄文時代前期前半 （羽島下層式）に求められる。一方、

本遺跡では、河道埋土である後期土器包含層中から前期後半（里木 Ⅰ 式あるいは彦崎 ZⅡ 式）の土器小片わずか

に出土している（第 5 次調査）。流入遺物であることは明らかであり、同地点が朝寝鼻貝塚に比較的近い位置で

あること、北東から南西方向に走る同河道の上流に同貝塚が位置することを考えあわせると、本遺跡北側の丘

陵部裾～緩斜面付近での小規模な活動が予想される。

　こうした遺物の出土状況を理解するために、当時の地形・環境を復元してみよう。注目したのは以下の点で

ある。①ボーリング調査から得られた前期における土砂供給の急増と海岸線の近接を示す海岸線の復元（図 1）

と、②後述する中期の遺構・遺物の検出面レベル値（標高 1.6 ～ 2m）から、本時期の活動面が少なくとも標高

1m 前後まで下がる可能性が高い点である。この数値は、山陽地域の前期貝塚形成遺跡の活動面レベルに近似す

る（第 Ⅲ 章１- 表 3）。この 2 点を考慮すると、河口付近の海水面レベルに近い場所で、活発な河川活動の影響

を直接的に受ける環境の広がりが求められる。活動するには非常に不安定な環境であったと理解される。

【中期】

　中期前半（船元 Ⅱ・Ⅲ 式）の遺構・遺物が報告されている。後期以降の状況と比較すると、その情報量は極



- 53 -

めて少ない。また、その分布域は第 26･27 次調査地点・第 33 次調査地点そして第 21 次調査地点に限定される。

本遺跡の中央部に当たる第 21 次調査地点以外は全て南西部に位置する（表 1・図 1）。その他に、年代測定から

第 8 次調査地点の土坑にその可能性が求められる。詳細な時期は決め手に欠けるが、この地点も南西部に位置

しており、多くの資料が遺跡の南西部に集中する傾向が指摘される。活動痕跡は僅少であるが、第 26 次・27 次

調査地点では確実な掘り方を有し大形の土器片を共伴する土坑や炉の形成が報告されており、作業空間の存在

を窺わせる。出土土器は摩耗度が低く原位置を保つ可能性が高い。さらに、土器と共伴する石器では、石錘が

４点集中して出土した例もあり（第 33 次調査）、本遺跡内での水産資源の獲得を示す生業活動痕跡を残す。小

規模ながらも生業活動と作業空間の存在が確認される点は、前期からの大きな変化として認識される。

　具体的に、当時の環境はどうであろうか。遺構・遺物の検出レベルは標高 1.6 ～ 1.9m 程度で、かなり低い値

が示される（表 2）。その基盤層は、南西部では後期と同じ均質な黄色砂層あるいは同砂質土層で構成されてい

るため、遺構面を確認することは非常に困難な状態を呈している。第 26 次調査地点では、後期基盤層の下 0.6m

程度で土器が出土したが検出面は確認できていない。第 33 次調査地点では、わずかにマンガンの沈着が目にと

まる程度である。こうした状態からは洪水砂状の均質な土砂が頻繁に供給される環境が予想される。本遺跡で

の人間活動は、砂ないし砂質土の堆積が進行する環境下にあったと考えられる。また、本時期の活動は、量的

にも空間的にも限定的であり、こうした活動を支える土地形成は、河口付近のごく限られた場所にとどまって

いた可能性が想定される。ただし、本時期の資料検出レベルの低さから、他地点で未検出となっている可能性

は残る。

　続く中期後半（船元 Ⅳ 式・里木 Ⅱ 式）では、第 3 次 ･15 次調査地点と第 17 次 ･22 次調査地点で、土器小片

が後期土器に混入して数点確認されるのみである。中期後葉（里木 Ⅲ 式）では遺構・遺物とも未確認となる（表

1）。中期後半には活動痕跡は減少し、中断状態に至ったと理解される。注目されるのは、その資料の分布が前

段階の活動域ではなく、本遺跡では高い位置にあたる北東部に変化している点である（表 1･ 図 1）。後期に居

住域となる場所である。遺物量が僅少であるため流動的見解ではあるが、その後の遺跡動態につながる動きと

して注意しておきたい。

　同時期については、環境面の変化がボーリング調査の分析から指摘されている（第 Ⅱ 章 2）。船元 Ⅳ 式・里

木 Ⅱ 式段階に想定される開析流路あるいは開析谷の形成とそれに伴う環境変化の進行であり、海退の動きとし

て捉えられている。考古資料の出土域の変化や数量的減少傾向にみる活動痕跡の低下を積極的に評価するなら

ば、そうした環境変化の影響を考えることができるかもしれない。

【中期末葉（矢部奥田式）～後期中葉（彦崎 K Ⅱ式）】

　本時期には遺構・遺物が遺跡全域に広がりを見せるが、中期末葉～後期初頭（中津式）と後期前葉（福田 KⅡ

式新段階）～中葉では、遺物の出土量や遺構の種類・密度に明瞭な違いが認められる（表 1）。

　前者の時期、資料数は明らかに前段階から増加するが、後期と比較すると圧倒的に少ない。また、遺構の種

類は土坑・炉を中心とする点で中期と共通する。一方、後者では、遺構の種類や空間利用形態が前者とは大き

く異なる。

　具体的には、本遺跡の北東部に活動拠点が新たに形成され、微高地部に竪穴住居・大小土坑群・溝で構成さ

れる居住域、その周囲の谷地形あるいは河道部といった低湿地に貯蔵穴を形成する貯蔵域、さらに、その外周

を取り巻くように炉等の加熱関連遺構・土坑が点在する作業空間の広がりが確認される。また、本遺跡の北東

部に位置する朝寝鼻貝塚の後期前葉のデータからは、同集落の背後に貝塚形成空間を加えることとなる（図 1）。

出土遺物も、多量の遺物が出土する居住域・貯蔵域に対して、少量で石器を主体とするような作業域という明

確な違い見せる。このような状態から計画的な空間利用形態の存在が指摘される（山本 2004）。さらに、各空

間を構成する遺構検出レベルは、居住域あるいはそれを取り巻く貯蔵域では、微高地部は標高 2.7～ 3mを保つが、
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その周辺にあたる作業空間では、比較的高い場所で 2.5 ～ 2.8m、低い場所では 1.6 ～ 2m 程度であり、両者間に

は明らかに高低差が認められる（表 2）。各活動空間によって形成された集落の規模は、少なくとも東西 1 ㎞ ×

南北 0.7 ㎞程度が確認される（山本 2004）。この状態は後期前葉～中葉を通じて維持されており安定した活動の

継続を示す。これらのデータは、いずれも集落形成当初から完成された計画のもとに活動空間が設定され、そ

の選地において明確な土地条件の選択があったことを裏付けている。また、後期前葉から低湿地に形成される

貯蔵穴群、それに続く後期中葉に確認される栽培植物（ダイズ・アズキ）（那須ほか 2020）は、現状では、い

ずれも岡山県域の緒言となる資料である。そこには集落形成当初から貯蔵穴を組み入れた生業体制と積極的な

植物資源獲得志向にみる先進性が示されているが、その背景が気になるところである。

　環境面に視点を変えると、本遺跡において後期前葉の集落形成を可能にした要因の一つに、土地形成にみる

環境変化が考えられる。まず注目されるのが、中期後半に形成が想定された開析谷あるいは河道
2
の埋没である。

発掘調査およびボーリング調査成果から、そうした地形が中期末～後期初頭に急速に埋没し、さらに後期前葉

にかけて進行する黄色砂層あるいは黄色砂質土層の厚い堆積が微高地形成を促し、後期集落の基盤層となって

いくことを論じた（山本 2018a）。地形的に丘陵部に近く、高位部にあたる遺跡北東部に居住域が形成される要

因の一つであろう（第 17 次・3 次・15 次調査地点）。また、居住域を取り巻く谷部（第 6 次・9 次・32 次・28 次・

33 次ほか）あるいは河道部（第 15 次・5 次調査）では、微高地との比高差が約 0.6 ～ 2m の幅を有しており（表

2）、規模の大小や比高差の違いなどからも多様な環境の創出が予想される。微高地形成を促した活発な土砂の

供給は、谷部や河道部では後期中葉に継続するが、微高地上では後期前葉以降、その痕跡を十分に確認できない。

こうした状況から、活発な土砂供給環境によって安定性を欠いた環境が予想される後期初頭を経て、安定した

居住域形成条件が整った後期前葉の中でも、やや新しい時期に本格的な集落形成に至ったと理解される。この

黄色砂層は旭川下流域だけでなく岡山県南の平野部で広く確認されており、津島岡大遺跡で起きた環境変化が

広域で起きていたことを推し量ることができる。

【後期後葉～晩期中葉】

　本遺跡では、前段階の後期中葉を最後に集落は中断し、本時期の考古資料は得られていない（表 1）。ボーリ

ング調査からは、約 3000～ 2900年前に埋積が静穏化に転じた可能性が述べられている（第Ⅱ 章 2）。本時期は、「千

年をこえるような大きな周期での気候変動」、「数十年位以下の時間スケールでの激しい環境変動」が指摘され

る時期に対応する（中塚 2019）。そうした環境変化が本遺跡の活動に影響を与えた可能性が考えられるが、そ

の検討については今後の課題としておきたい。

【晩期後葉 - 突帯文期 -】

　本遺跡で活動が再開するのは晩期③（晩期後葉の津島岡大式頃以降）である。ここでは、対応層位や資料の

出土状況の違いから二時期に分けて説明しよう。境界となるのは「黒色土」の存在である（表 1）。

　同層は旭川下流域に広く堆積が認められる土層である。その上面では弥生時代前期の水田畦畔が報告される

場合が多く、縄文時代晩期～弥生時代前期に形成された土層として理解されている。津島岡大遺跡では第 15 次

調査の河道部埋土において、津島岡大式の土器包含層上部に同層の堆積が確認されることから、同層下の津島

岡大式段階以前と、同層中～上面の時期に分けられる（表 1）。

　津島岡大式段階の明らかな資料は、第 3 次・15 次調査地点で報告された谷部の貯蔵穴群と土器群である。一

方、同時期以前とされるのは第 22 次調査地点の土坑 1 基と第 23 次調査地点の溝 1 条・河道出土土器である（中

村 2006）。第 23 次調査以外は本遺跡の北東部に位置しており、後期の居住域・貯蔵域の場所が、結果的に引き

継がれた状態を示す（図 1）。特に、貯蔵穴は後期の貯蔵穴分布域の上部に、確実性の高い遺構に限定しても約

10 数基が重複して構築されている。10 基以上が群集する状況や規模・形態そして共伴遺物の多さなどの共通性

の高さから、後期と本時期間に基本的な違いは認めがたい（表 1）。
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　一方、「黒色土」中～上面で検出された遺構は、同じく谷部に形成された貯蔵穴であるが、その分布や構築数

などには、「黒色土」下の状況とは明らかな違いが確認される。分布域は、新たに遺跡の南西部に広がり（第 5 次・

23 次・26 次調査地点）、各調査地点の貯蔵穴数は 3 ～ 4 基で、遺物をほとんど共伴しない（図 1、表 1）。

　こうした変化の境界にある「黒色土」形成の背景については、海退状態や土砂供給の低下が想定されている（山

本 2019）。後期と本時期の貯蔵穴が重複する第 3・15 次調査地点では、顕著な水量を示す河道の斜面部に並ぶ

状態にある後期の配置が、本時期では谷の中央部にまでに広がっており、谷地形内での環境の変化として、流

量の低下とそれに伴う埋積土の減少が予想される。ボーリングデータからは、本時期の前段階にあたる約 3000

～ 2900 年前における埋積の静穏化が述べられている（第 Ⅱ 章 2）。こうした環境を受けて、続いて形成された

「黒色土」の上面で出土する突帯文土器の一括資料は、沢田式の次段階、長原式並行に位置づけられる（中村

2006）。その「黒色土」中からは籾圧痕土器（第 2 次調査）が出土しており、同層を境とした貯蔵穴の変化と合

わせて、本遺跡における生業活動の変化を予想させる。

　以上のように、晩期後葉には、本遺跡の集落が再開する時期と相前後して形成された「黒色土」を境に、本

遺跡における活動域は大きく変化し、貯蔵穴の形成も衰退傾向が進む中で弥生時代に入っていく。同層上には、

弥生時代前期には水田が形成されており、同層が形成される環境が、こうした状況を生む要因の一つになった

のかもしれない。

【註】

1.�岡山大学埋蔵文化財調査研究センターでは、津島岡大式段階以降の時期を弥生時代早期として報告している。本報告書では、

同時期を縄文文化の継続という点で、同時期の最後に位置づけて晩期後葉として取り扱うこととする。

2.�本書第 Ⅱ 章 2 において、津島岡大遺跡におけるボーリング調査成果をもとにした環境変化がまとめられている。そのなかで、

5000 年～ 4900 年前における開析谷・開析河道の形成についてその可能性が指摘されている。
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6. 山陽地域の遺跡動態と環境
－岡山県南部地域を取り上げて－

山本悦世・山口雄治

　本地域の遺跡動態については、各遺跡の継続と断絶に注目した集落論や遺跡数変化あるいはそれに伴う立地

の変化などに触れる既往研究も多い（高橋 1965、平井 1987、渡邊 2002、田嶋 2014、山本 2019･2020 ほか）。こ

うした研究を踏まえて改めて基礎的なデータを整理し、環境変化との関係に視点をおいた分析を行うこととす

る。

　本研究では中部瀬戸内地域を対象に作業を進めたが、ここでは山陽地域を代表して岡山県南部地域の状況を

取り上げ、広島県東南部については、遺跡数が少なく詳細な情報が限定されるため一覧表による基礎データの

提示にとどめる。各遺跡の情報は巻末の第 Ⅲ 章 1 に掲載した。海域環境の影響に注目して沿岸部と内陸部とに

領域を大別し 1
、その比較と貝塚形成遺跡

2
の動向に注目して論を進めたい。

（1）遺跡数の変化と変動期の抽出

a. 遺跡数変化の概要

　現在、山陽地域の縄文遺跡は合計 212 遺跡（岡山県域 193 遺跡、広島県域 19 遺跡）が確認される（第 Ⅲ 章

１- 表１）。その中で岡山県南部地域に注目すると、出土土器から時期が把握できる遺跡数は 188 遺跡となる。

それらについて遺跡数の変化を確認しよう。時間軸を大区分・中区分・小区分
3
に設定し、そこから得られる

情報を参考に各時期の様相をまとめる。

　全体的推移を示す大区分では、前期以降の遺跡について遺物の僅少遺跡
4
を除くと、その合計数は早期 39 遺

跡、前期 41 遺跡（43 遺跡：僅少遺跡含む、以下略す）、中期 50 遺跡（56 遺跡）、後期 98 遺跡（126 遺跡）、晩

期 71 遺跡（94 遺跡）を数える。中期に約 1.2 倍の増加、後期には約 2 倍に倍増する。その後、晩期は 0.7 倍強

の減少に転じるが、晩期の数値は中期に比べると約 1.4 倍を保っており、高止まりした状態といえる（図１a）。

その中で、沿岸部の数値は中期の数値に回帰した状態を示しており、同域においては後期の増加が一時的なも

のであったと理解される。一方、内陸部では後期の数値が緩やかな上昇傾向を示す点で沿岸部とは異なっており、

高止まりする要因に同域の状況が強く影響していることがわかる。以下、沿岸部と内陸部について、より実態

に即した変化を確認しよう。特に沿岸部では貝塚形成遺跡の動向に注目する。

b. 沿岸部の遺跡数変化

【全体的変化】

　沿岸部の遺跡数は早期 34 遺跡、前期 38 遺跡、中期 47 遺跡、後期 77 遺跡、晩期 46 遺跡を数えるが、内陸部

を含めた遺跡合計数に占める比率は前期～中期では 90％以上、また後期でも約 80％、減少する晩期でも約 65％

を有す。こうした状況から、沿岸部の遺跡数と全体の遺跡合計数の変化は、ほとんど一致あるいは概ね共通す

ることとなる（図 1a）。それは小区分の型式別でも確認される（図 1b）。海域に臨む環境が成立したのち、本域

に活動痕跡が残る前期以降について、時間軸を狭めて遺跡数の変化をみてみよう（図 2）。それは全体的傾向を

示すことにも繋がる。

　沿岸部では、前期①（羽島下層式）に遺跡数は 20 数遺跡（遺物の僅少遺跡を除く、以下略す。）に増加したのち、

前期②～④（磯の森式～里木 Ⅰ 式・彦崎 ZⅡ 式）では 15 遺跡程度に落ち着く。そして、中期①～④（船元 Ⅰ ～
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里木 Ⅱ 式）では 20 遺跡程度から約 30 遺跡程度に増加する（図 2b）。こうした遺跡数の変化は、前期～中期前

半において安定期を経て緩やかな拡大傾向が進行した状態と理解される。

　その後、中期⑤（里木 Ⅲ 式・福田Ｃ式）では、遺跡数は 28 遺跡から 16 遺跡まで減少する。中期の増加分が

消失して前期に回帰した状態である。それが後期①（中津式）には一転して、約 2.6 倍の 43 遺跡へと急増する。

続く後期②～④（福田Ｋ Ⅱ ～彦崎Ｋ Ⅱ 式）には 30 遺跡程度に落ち着き、中期⑤の減少期直前の状態（中期③④）

に回帰していることから、後期①（後期初頭）が一時的な遺跡増加期であると認識される。こうした遺跡数の

増減がもたらす遺跡数の変動期の存在が、中期④～後期①（中期後半～後期初頭）におけるグラフ線の落ち込

みで視覚化されたことになる（図 1b）。

　同様の変動が、後期④～晩期②（後期中葉～晩期中葉）にも認められる。後期④の約 30 遺跡から後期⑤には

23 遺跡へ、さらに晩期①には 14 遺跡まで減少する。この数値は前期の数値にあたる。そして晩期②（晩期中葉）

には 24 遺跡に増加し、続く晩期③（晩期後葉）に 32 遺跡へと、Ｖ字回復して後期程度の数値に戻る。この時

期の減少と増加への転換は急激な変化を呈しており、中期後半～後期初頭以上に激しい状態であることがグラ

フからも読み取れる（図 1b・2b）。後期②～④（後期前葉～中葉）の安定期からの大きな変化が、後期④以降、

後期⑤～晩期②（後期後葉～晩期中葉）に指摘される。

　こうした遺跡数の変化の中で、後期①を除くと、遺跡数の増減幅は前期の 15 遺跡程度から中期の 30 遺跡程

度のなかで推移しており、中期以降、全体的に右肩上がりにはなっていない点は興味深い。ただし、晩期③に

ついては、その後の展開がこの限りではないかもしれない。

【貝塚形成遺跡の動向】

　沿岸部の遺跡で主要な位置を占めるのが貝塚形成遺跡である。岡山県南部地域における貝塚形成遺跡数は、

詳細が不明な遺跡を除いて 46 遺跡が抽出された（第 Ⅲ 章 1-3a）。その中で、貝塚形成時期について確実性の高

い時期に絞り込むと、各時期の遺跡数は早期 4 遺跡、前期 10 遺跡、中期 9 遺跡、後期 18 遺跡、晩期 5 遺跡となる。

前期と後期に増加し晩期に減少する点は全体的な遺跡数の変化と共通する（図 2a）。ただし、晩期における遺跡

数減少傾向の中で、本遺跡が示す 0.3 倍以下への低下は際立つものである（図 1a）。

　以下、確実性の高い貝塚形成遺跡を取り上げて、時間軸を狭めてその動きを確認しよう（図 2b･2c）。

　前期の増加時期は貝塚形成遺跡以外の遺跡（以下、「他の遺跡」とする。）とは異なる。前期①（羽島下層式）

の 1 遺跡が 7 遺跡に急増するのが前期②（磯の森式）の段階である。前期①での遺跡数増加を示す他の遺跡と

の時期差については、土地形成と貝塚形成活動との段階的進行の中で評価されている（間壁忠彦ほか 1971 ほか）。

その後、前期③～中期④（前期後半～中期中頃）は概ね 4 ～ 5 遺跡で安定的に推移する。同時期は、前述した

沿岸部での遺跡数の緩やかな増加期に対応しており、安定的な貝塚形跡活動と遺跡数の増加との連動性が認め

られる。その状態は中期⑤⑥（中期後葉）に変化する。2 ～ 3 遺跡へと低下したのち後期①（後期初頭）には 7

遺跡に上昇する。こうした減少と増加の変化は他の遺跡と共通する。

　貝塚形成遺跡数が増加したのちの後期②～④（後期前葉～後葉）の状況は、後期②③について課題を残して

いる。両時期の遺跡数は 2 遺跡という低い値となったがその評価は難しい。中区分を参考にすると、後期①②

では 8 遺跡、後期③④で 6 遺跡となりと平均化する（図 2c）。問題は残るが、両時期の数値については今後の検

討課題とし、ここでは平均化した状態を支持して論を進めたい。このように考えると、中期⑤～後期①（中期

後葉～後期初頭）の遺跡数変動期を除くと、前期③～後期④（前期後半～後期中葉）では貝塚形成遺跡数は安

定的に推移し、各時期の貝塚形成遺跡数も概ね 4 ～ 5 遺跡前後に収まる。この数値は、他の遺跡数が変動する

中で一定の幅を保っており、全体としては安定的な点が注目される。

　前期～後期の状態が大きく変化するのが、後期⑤（後期後葉）である。後期⑤～晩期①（後期後葉～晩期前

葉）には 2 ～ 3 遺跡へ、さらに晩期②～③（晩期中葉～後葉）には各 1 遺跡へと減少傾向が継続する。前者に
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みる減少傾向は他の遺跡と共通するが、後者では、その数を急速に回復させる他の遺跡とは逆の変化を示す点

で重要である。同時期までは他の遺跡と共通した遺跡数変化を保ってきたなかで、前述した後期⑤～晩期②（後

期後葉～晩期中葉）の遺跡数変動期を境に貝塚形成遺跡に転機が訪れたと理解される。大きな画期であろう。

　ここで、貝塚形成遺跡の占める割合に目を向けると、遺跡合計数あるいは沿岸部遺跡数に対しても、大区分

では前期 25％前後、中期～後期 20％前後、晩期は 8％前後、そして小区分では前期②では 40％前後であるが、

その後、前期③～⑤（前期後半）では型式別に各 30％前後、中期①～③（中期前半）は各 20％前後、中期④～

晩期①（中期後半～晩期前葉）で各 15％前後、そして晩期②～③（晩期中葉～後葉）では 3％前後に変化する。

注目されるのは、中期前半以降に比率が徐々に下降する点と晩期②～③（晩期中葉～後葉）における数値の落

ち込みの大きさである。前者は、遺跡数が緩やかに増加する中での貝塚形成遺跡における緩やかな比率の低下

と捉えられ、前述したように貝塚形成遺跡数の一定枠内での安定的推移に繋がる。後者にみる同時期の比率の

急落は、貝塚形成遺跡数自体も減少しており、前期～後期における貝塚形成活動の急速な低下を裏付ける。後

期後葉～晩期前葉が貝塚形成活動において決定的な転機となったことがわかる。そこには、貝塚形成の社会的

位置づけの変化を予想させる。

c. 内陸部における遺跡数変化

　内陸部の遺跡数は前期～中期では極めて低い値で推移しており（図 3a）、常態的な活動域とは言いがたい。そ

の状態が一変するのが後期①（後期初頭）である。中期⑥（中期末葉）で 3 遺跡の増加を経て、後期①では 11

遺跡（13 遺跡：遺物の僅少遺跡を含む、以下省略）に急増し、後期②～④（前期前葉～中葉）には 6 ～ 8 遺跡（11

～ 13 遺跡）に落ち着く（図 3b）。この状況は沿岸部と共通するが、後期⑤における減少傾向が明瞭でない点が

沿岸部とは異なる。また、沿岸部ではその存在が目立たない 5
「遺物の僅少遺跡」が、後期②～④では遺跡内で

40％前後という高い占有率を示す。この状況は遺跡を取り巻く不安的な環境を予想させる。しかし、遺構を有

する遺跡も確実に存在しており（図 3）、遺跡数の増加を同域への活動域の拡大という点で評価しておきたい。

　その後、遺跡数は晩期①（晩期前葉）に 2 遺跡まで減少するが、晩期②（晩期中葉）には 9 遺跡に増加して

晩期③（晩期後葉）にもその傾向は継続する。こうした推移は沿岸部の遺跡と概ね共通するが、晩期③への上

昇は緩やかである。内陸部での本格的活動を示唆する「遺構が確認される遺跡」数は、大区分では後期から約

3 倍に増加する。そして小区分では、その時期が晩期②③であることを示しており（図 3）、晩期②（晩期中葉）

に一つの転機が確認される。貝塚形成遺跡の衰退時期に対応する点が注目される。一方、遺物の僅少遺跡は、

その実数も占有率も合わせて後期⑤～晩期①（後期後葉～前期前葉）に極めて希薄となり、増加に転じるのは

晩期③（晩期後葉）である。同遺跡の減少期と遺跡数の減少期が重なる点は、同時期における遺跡動態を環境

変化との関係において気になるところである（図 3b）。

d. 遺跡数変動期の抽出

　以上、沿岸部と内陸部そして貝塚形成遺跡の遺跡数変化を検討した。その結果、海域環境が創出された前期

以降において、遺跡数の変化が特に際立つ変動期を中期後半～後期初頭と後期後葉～晩期中葉に求めることが

できる（図 1b）。前者では、中期⑤（里木 Ⅲ 式ころ）に遺跡数が底を打つことから、その変化は中期④（里木

Ⅱ 式ころ）に始まると考えられるかもしれない。沿岸部では貝塚形成遺跡を含めて減少と増加が生じるなかで、

その増加時期に合わせて内陸部の遺跡数が急増する点が一つの大きな特徴である。その増加は後期①における

一時的なものであった可能性が高く、それが比較的急激な変化となって現れていると理解される。後者では、

晩期①（晩期前葉）における非常に深い落ち込みが注目される（図 1b）。沿岸部では貝塚形成遺跡を含めて後

期⑤（後期後葉）に、すでに減少傾向が現れているが（図 2b）、内陸部の遺跡の減少が加わることでその変化
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は激しくなっている。そして重要な変化は、晩期②に遺跡数が急速に回復する中で、貝塚形成遺跡だけはさら

に下降傾向が継続してほとんど姿を消すことである。その背景には環境だけではない社会的変化を窺わせる。

(2) 遺跡の分布状況と各領域における遺跡構成の特徴

a. 領域の設定

 作業するに当たって、遺跡間の距離関係だけでなく立地環境（丘陵との関係や河川との関係）などを重視して

作業上の領域を設定した（第 Ⅲ 章 1- 図 1）。その枠組みをもとに注目点などをまとめたい。

【沿岸部】

　Ａ域：�笠岡湾をめぐる地域。1 域は津雲貝塚周辺、2 域はその北側、3 域は南側の島嶼部、そして 4 域は、東

側の浅口市沿岸域を加えた。

　Ｂ域：高梁川下流域西岸。1 域は中津貝塚周辺の玉島地区、2 域は、その南側の島嶼部である。

　Ｃ域：�高梁川下流域両岸～周辺の島嶼部。1 域は同西岸の里木貝塚周辺、2 域は羽島貝塚などが分布する児島

北側（当時は島嶼部）、3 域は同域の対岸である。

　Ｄ域：児島北岸～西岸域。1 域は彦崎貝塚などが立地する北岸域、2 域は福田貝塚が立地する西岸域である。

　Ｅ域：�足守川下流域。1 域は矢部奥田遺跡周辺、3 域はその東側、2 域は南側の大内田貝塚周辺（当時は島嶼部）

である。

　F 域：笹ヶ瀬川下流域（1 域）と旭川下流域西岸（2･3 域）。

　　　   2 域は津島岡大遺跡周辺で 3 域はその南側の範囲である。

　Ｇ域：旭川下流域東岸。1 域は百間川遺跡群周辺、2 域はその北側、3 域は南側の島嶼部とした。

　Ｈ域・I 域：Ｈ域は砂川下流域。Ｉ域は吉井川下流域で、北側を 1 域とし南側の河口部を 2 域とした。

　Ｊ域：片上湾周辺。1 域は沿岸部、2 域は島嶼部とした。

　Ｋ域：児島南岸～以南の島嶼部。西から 1 ～ 3 域に細分した。

【内陸部】

　a 域は浅口市域、b 域は矢掛町域、c 域は総社平野（d 域）を取り囲む地域で、北側を 1 域、南側を 2 域とした。

d 域は総社平野を中心に足守の平野部を含む。総社平野と一連のつながりをもつ地域で、旧高梁川や足守川の

影響がおよぶ。総社平野内の西半を 1 域、東半を 2 域、足守地区を 3 域とした。e 域は足守川下流域で d3 域の

南側にあたる。E 域の北側であるが、海岸線復元からは ､ 沿岸部に入る可能性を残す。F 域は岡山市北区御津町

の領域で F 域の北側にあたる。g 域は赤磐市域を中心に H 域の北側にあたる。

b. 中心的遺跡と単発的遺跡

　出土遺物の時期から長期間にわたる継続性の高い遺跡を中心的遺跡とすると、細分した各領域に１～２遺跡

の存在が抽出される。こうした遺跡の存在や各地域における遺跡構成については、既往研究でも指摘されてき

た（髙橋 1965、平井 1987、田嶋 2014 ほか）。それらとは領域区分が必ずしも一致しないが、中心的な遺跡は概

ね共通する。以下、各遺跡の情報は第Ⅲ章 1- 表 1a にゆだねる。

【沿岸部】　

　中心的遺跡として上げられるのは、A1 域の津雲貝塚（遺跡番号 59：以下番号のみとする。）、A3 域の黒土遺

跡（67）、B1 域の中津貝塚（76）、B2 域の上水島西の浜遺跡（90）、C1 域の里木貝塚・涼松貝塚（92・93）、Ｃ

2 域の船倉貝塚・羽島貝塚（94･95）、D1 域の彦崎貝塚・舟津原遺跡（102・104）、D2 域の福田貝塚・広江浜遺

跡（110・111）、F1 域の田益田中遺跡（127）、F2 域の津島岡大遺跡（130）、G1 域の百間川沢田遺跡・同原尾

島遺跡（138・139）、I 域の大橋貝塚（149）、K1 域の阿津走出遺跡（171）である。E1 域の矢部奥田遺跡（116）
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も比較的短期間であるが含まれるかもしれない。一方、F1 域の田益田中遺跡は流路中からの遺物出土であり、

同地点が活動地を直接示すものではないが、周辺の丘陵部裾に対応する遺跡の存在が想定される。この中心的

遺跡が数多く確認されるのが、前期以降に貝塚形成遺跡が集中する C ～ D 域であり、各領域に 4 遺跡で合計 8

遺跡が形成されている。その多さは同域の特徴といえる。

　これら継続性の高い遺跡の周囲には、単発的な遺跡の増減が時期を追って認められる。

【内陸部】

　後期以降に遺跡分布が広がる中で、比較的広い面積を有する総社平野を中心とした d 域に立地する南溝手遺

跡（34）が中心的遺跡として上げられる。同平野部では西半にあたる総社市三輪地区に後 ･ 晩期の遺跡の報告

が多い。詳細は不明だが、同域にも中心的遺跡の存在が予想される。d 域以外では、晩期の g 域において、低

湿地に貯蔵穴が形成される南方前池遺跡（55）や遺構が確認される斎富遺跡（54）が点在するがいずれも単発

的であり、今後の資料の増加待ちたい。

c. 各時期における分布の特徴

　図 4 は、縄文時代全時期にわたる遺跡分布と遺跡密度を示した図である。濃い色の遺跡集中域は内陸部であ

る d 域、沿岸部の F・G 域と I 域に認められる。これらの領域は、河川流域あるいは河口部に形成されている。

また、立地する遺跡の大半は、後 ･ 晩期に新たに形成される遺跡であり、遺物の僅少遺跡の比率が高い特徴を

有している。そうした遺跡の多さも遺跡密度を高める一因となっている。一方、前期以来の活動域を形成する

沿岸部の A ～ E 域・K 域では、B 域でやや密度が濃いが、比較的均質で薄めの色調を呈している。これは遺跡

が分散的配置を示すものであり、前者との違いとして認識される。両者の違いは、それぞれの環境あるいは活

動内容を背景とした遺跡形成の在り方の違いを示しているのかもしれない。

①沿岸部

【前期～中期－貝塚形成遺跡集中域の成立－（図 6・7）】

　沿岸部において遺跡分布の中心を占めるのは貝塚形成遺跡である。よって、同遺跡の分布状況と合わせて特

徴を説明する。

　遺跡の分布は、前期①（羽島下層式）段階から岡山県南部地域の東西全域（Ａ～Ｋ域）に広がる（図 10）。同

時期に進行する海水準上昇の中で ､ 最も古い貝塚形成が確認されたのが、Ｉ域の真徳貝塚 B（148）である。同

貝塚は児島の東側から内湾部に海が浸入する際の入り口付近に立地しており（図 6・10）、カキの純貝層が報告

されている（第 Ⅲ 章 1- 表 3a）。近辺には、同域の中心的遺跡で前期②（磯の森式）に貝塚形成を開始する大橋

貝塚（149）が立地する。同遺跡では、早期あるいは前期①の遺物も出土しており、古くからの活動が予想され

る（図 10）。前期①に含まれる貝塚形成遺跡は、現在 1 遺跡のみであるが、同時期の貝塚が同域に埋もれてい

る可能性は十分に考えられよう。

　その後、遺跡数の増減や領域内での活動域の変化はあるが、同時期の分布範囲が晩期まで踏襲されている点

は本地域における沿岸部の遺跡を理解する上で興味深い。次に、遺跡の継続性や遺構形成などの点で本格的な

活動時期に注目すると、細分した小領域間あるいは小領域内における遺跡の継続時期の違いが読み取れる（第

Ⅲ 章 1- 表 1a）。

　前期②～③（磯の森式～彦崎 Z1 式）には、本格的な活動を開始する領域が広がり、以下のような中心的遺跡

が成立する。A1 域の津雲貝塚（59）、C1 域の里木貝塚・涼松貝塚（92・93）、C2 域の船倉貝塚・羽島貝塚（94・

95）、D1 域の彦崎貝塚・舟津原遺跡（102・104））、D2 域の福田貝塚（110）、I 域の大橋貝塚（149）である。そ

れに加えて H 域でも単発的な活動痕跡を残す（図 6）。その多くが貝塚形成に関わる領域を示しており、A1 域

の原貝塚（60）、C1・2 域の中心的遺跡をなす 3 貝塚（船倉貝塚以外）、D1 域の彦崎貝塚・磯の森貝塚（105）、
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H 域の沼貝塚（144）、I 2 域の大橋貝塚・宮下貝塚（150）で貝塚形成が確認されており、各地で貝塚形成への積

極的な取り組みが始まったことが読み取れる。その分布は、早期の貝塚が集中する児島南側の K2 ～ 3 域（黄島

貝塚 192・犬島貝塚 190 ほか）から大きく変化しており、海水準上昇の中で新たに創出された環境への対応が

視覚的に捉えられる（図 5・6）。

　前期に開始された貝塚形成遺跡には単発的な遺跡も多く含まれる。貝塚形成活動が後・晩期に継続するのは

C 域（前期～後期）と D 域（前期～晩期）である。I 域では大橋貝塚が中期まで確認されるのみで、A 域・H 域

における同活動は前期で中断する。当時の地形を念頭に置くと、C・D域は高梁川河口周辺と児島北岸域にあたり、

既往研究でも貝塚集中域として認識されている。中でも D1 域では貝塚形成当初からハイガイが採取されるのに

対して、C1 域の里木貝塚では、前期のカキ主体から中期初頭のハイガイへ、そして中期には大形のハイガイへ

という貝種の変化や（第 Ⅲ 章 1 表 3a）、貝塚形成が本格化するのが前期④（里木 Ⅰ 式）となることから、海域

環境が前期から中期に向けて貝塚形成環境に適した状態に変化したとされる（間壁忠彦・葭子 1971）。こうした

C 域の状況から、貝塚形成域で中心的存在となる C・D 域の中でも、成立期における D1 域の優位性が窺われる。

　中期の貝塚形成遺跡の分布は、この C・D 域両域に加えて、その東側に位置する E1・2 域で矢部貝塚・大内

田貝塚（116・121）が活動を開始する一方で、A1 域・H 域で姿を消した結果、I 域の 1 遺跡を残して、高梁川

河口部～足守川河口部を取り囲むＣ～Ｅ域に貝塚形成遺跡の集中域が形成される（図 7）。前期に集中傾向を示

した高梁川河口部の範囲が東に拡大し、東西の貝塚形成域の衰退によって同域が傑出した存在となったと理解

される。一方、貝塚形成遺跡以外の遺跡の分布は、前期からの中心的遺跡が継続する A1 域、D2 域のほかに A3

域、Ｂ域、K1 域に広がり、それぞれに中心的遺跡が新たに加わる。黒土遺跡（67）、中津貝塚（76）、阿津走出

遺跡（171）である。このように中期における貝塚形成域を伴う分布域の拡大は、中期の遺跡数増加傾向とも整

合的であり、前期からの安定した活動の進行が予想される

【後期－新たな環境への進出－（図 8）】

　後期は、ほとんどの領域で様々な変化が際立つ時期である。その変化をまとめると、新規の分布域の形成と

従来の分布域の衰退と消失という二つの方向が抽出される。

　新規の分布域の形成で特に象徴的なのが、中期以前の活動痕跡が希薄な F・G 域への分布域形成である。両

域は中心的遺跡の形成を伴う点で際立つ領域となる。そのほかに、従来の活動領域内での新たな分布形成も多

く確認されるが（A2・4 域、H 域、I 1 域、K1･2 域）、これらは単発的な遺跡が多く継続性に乏しい点で前者と

異なる。貝塚形成においても新たな分布域での開始が確認されるが（詳細は後述する）、単発的な遺跡が多い点

は他の遺跡と同様である。一方、従来の分布域の衰退と消失傾向は、前期・中期から中心的遺跡を有していた

領域（C1・2 域、E1 域、I 域の一部）に顕著に認められる。

　こうした状況を背景に、本時期を境に遺跡分布は変化を見せていく。また、単発的遺跡の急増や、F 域・I 域

に顕著に認められる遺物の僅少遺跡そして河道や流路の増加は（第 Ⅲ 章 1- 表 1a）、後期における沖積作用の進

行などの環境変化を予想させる。本時期に顕著な遺跡数の増加や遺跡分布の変化に、こうした様々な要因が影

響を与えたものと考えられる。

　先に触れた貝塚形成遺跡について説明を加えておこう。後期にその分布は大きく変化する。従来の貝塚形成

遺跡分布域は、一部で衰退傾向を有しながらも後期に維持される中で、新たに A1 域（津雲貝塚）、B1 域（中津

貝塚）、F ～ H 域に分布を広げる。その結果、C ～ E 域に際立つ集中域を形成していた中期の分布状態はくずれ、

東西に拡散した分布状態に至る。西側に拡大した A ～ B 域ではハイガイを、東側の F ～ H 域ではヤマトシジミ

が主体をなす点は、両域間の海域環境の違いが垣間見える。

　ここで注目されるのは、それまで本格的な活動痕跡が希薄であった旭川下流域の F・G 域における貝塚形成

である。両域への進出時期は内陸部への進出と一致しており、その背景に共通の契機が考えられる地域である。
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同域の貝塚形成遺跡は、後期前葉の朝寝鼻貝塚（129）と後期中葉および晩期後葉の百間川沢田遺跡（138）である。

前者は住居や貯蔵穴を有する津島岡大遺跡で想定された集落内に位置づけられ（山本 2004）、後者も貯蔵穴を

有した集落の存在が予想される。すなわち、いずれも新たに形成された集落内に組み込まれた小貝塚という特

徴で一致する。また、百間川沢田遺跡で報告される晩期の貝塚は河道の底に溜まった状態にあり、通常の貝塚

形成とは一線を画すものである。このような状況から、両遺跡の貝塚は、植物資源獲得への志向が強く意識さ

れた集落内において多様な生業戦略に組み込まれた貝塚と理解される。その点で、従来の貝塚形成域の在り方

とはやや異なる貝塚の可能性を考えておきたい。

【晩期－貝塚分布域の消失－（図 9・11）】

　晩期の分布は大きな変化を見せる。A1・2 域は小領域の中心的遺跡である津雲貝塚の 1 遺跡のみとなり、同

様のことが D 域にも認められる。前期以降、主体的位置にあった両域の動きは象徴的である。後期に貝塚形成

遺跡が衰退した C 域では、C3 域に新たな遺跡が低地に貯蔵穴をもって形成される。また、E 域と I 域でも沖積

平野形成の進行が予想される河口部への遺跡分布が認められる。

　貝塚形成遺跡は晩期全体で 5 遺跡が確認されるが、その分布は面的な分布域を抽出できない状態へと大きく

変わる（図 9）。詳細な情報が得られるのはその内 4 遺跡であるが、G 域の百間川沢田遺跡については、前述し

たように他の貝塚形成遺跡と区別すると、従来からの貝塚形成遺跡は D1 域の彦崎貝塚（102）と舟津原貝塚（103）、

そして A1 域の津雲貝塚（59）に絞られる。彦崎貝塚・津雲貝塚はともにハイガイを主とした貝種構成が確認さ

れる。舟津原貝塚は舟津原遺跡（104）に付随する位置にあることから、いずれも前期から継続されてきた中心

的遺跡である点は興味深い。それも、晩期①②（晩期前葉～中葉）には順次貝塚形成活動を終える。それと相

前後して、D1 域の舟津原遺跡（104）と C3 域の菅生小学校裏山遺跡（101）で確認される低湿地型貯蔵穴の存

在は、晩期における貝塚の終焉を考える上で示唆的といえよう。

　その結果、晩期③（晩期後葉）には、確実性が高い貝塚形成遺跡は百間川沢田遺跡のみとなり、全体的な遺

跡分布の中心は同遺跡が立地する旭川下流域の F・G 域と吉井川下流域のＩ域そして内陸部（旧高梁川流域）

の d 域（総社平野）に移り、かつての貝塚形成遺跡の分布域を構成した沿岸部は中心的遺跡が点在するのみと

なる（図 11）。遺跡分布の中心となる前者では、平野形成が予想されるのに対して、後者では土地環境において

狭小な状態が続いているように、両者の土地環境は対照的である。こうした状況は、後期に開始する新たな活

動域に求められた土地環境が、F 域・I 域のように沿岸部に位置していても、海域に臨む環境以上に安定的な沖

積平野にあったことを考えさせる。晩期③が示す中心的分布域と水量の多い河川との有機的位置関係や、具体

的には後述するが、後期の遺物の僅少遺跡分布域に晩期遺跡が進出している点からも、そうした理解は可能で

あろう。この時点において、遺跡の立地は、前期～後期に継続される丘陵裾部周辺から沖積平野への進出が確

認される。後期の百間川沢田遺跡と晩期の同原尾島遺跡との位置関係は、丘陵近辺から平野部への進出を示す

好例といえる。

②内陸部（図 8・9）

　遺跡数が増加する後・晩期の遺跡分布で注目されるのが d 域である。同域は、総社平野を中心に比較的広い

平地の広がりが確認される。d2 域では後期に中心的遺跡をなす南溝手遺跡（34）が形成され、晩期には全域に

遺跡分布を拡大させる。一方、それ以外の領域では、後・晩期を通じて、その多くが小規模な平地や盆地ある

いは狭小な谷間などに点在する状態にあり、単発的で散在的な分布にとどまる（図 8）。また、内陸部では遺物

が僅少な遺跡の比率が高く、流路出土との報告が多い点も指摘される。d・g 域では、そうした状態の後期から

晩期に遺構を伴う遺跡が形成される点は注目される（Ⅲ 章 1- 表 1a）。
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d. 遺跡分布と遺跡数、そして環境変化との関係

　遺跡分布の推移から遺跡数の変化を考えると、前期～中期への安定的な分布域の拡大は緩やかな遺跡数の増

加と整合的である。後期における遺跡数増加については、前・中期から継続した遺跡分布域に新たな環境への

分布が追加されるだけなく、領域内における単発的な遺跡の増加も一因となるのだろう。そこには、前期以来

の活動の衰退時期の中で、新たな方向性を模索する動きが隠れているようにも見える。

 こうした遺跡数や分布の変動期は環境変化の時期に概ね対応しているようである。各時期に復元された海岸線

の位置の変化は、特に遺跡分布が後期～晩期に急速に変化する地域（C・D 域、F・G 域、I 域）に強く表れている（第

Ⅱ 章 4- 図 1 ～ 4）。多様な環境変化が人間活動に強い影響を与えたことは無理のない理解であろう。

（3）遺跡動態と環境変化

　以上、遺跡数の変化や分布状態から前期～晩期の状況を整理した。ここでは土地形成の視点で、いくつかの

問題に触れたい。

a. 遺跡数増加の背景－遺物出土が僅少な遺跡の増加と活発な河川活動－

　情報を丹念に集成するなかで、土器が 1 ～数片出土する遺跡の理解が問題となる。同遺跡については、前項（1）

において遺物の僅少遺跡として他の遺跡とは区別して扱い、その基準や評価の考え方については註 4・5 に記し

た。ここでは、改めて自然環境との関係を視野に入れて評価しておこう。

　遺物の僅少遺跡の報告が多く確認されるのが後期と晩期である。同遺跡が占める比率は後期・晩期には各

30％を占める。その報告が多い領域は、内陸部では総社平野東半で旧高梁川流域や足守川流域にあたる d2・3

域のほかに、小盆地を形成する a 域・f 域・g 域、沿岸部では旭川下流域（当時は河口部）の F・G 域、吉井川

下流域（当時は河口部）の I 域である（第 Ⅲ 章 1- 表 1a）。また、こうした領域では、河道や流路の存在や同場

所あるいは基盤層からの出土遺物の報告が多く、こうした自然環境と遺物の僅少遺跡の出現に強い関連性を持

つことは容易に想像がつく。具体的な事例を紹介しよう。

　同遺跡が多いＦ域では、津島岡大遺跡（130）が立地する F2 域とその南側の F3 域との関係をみると、F3 域

に遺物の僅少遺跡が顕著に現れる（第 Ⅲ 章 1- 表 1a）。両域における後期の土地環境を復元すると、Ｆ 2 域は陸

域となるが F3 域の陸域化は晩期に下ることが確認される（第 Ⅱ 章 4- 図 3・4、同 5- 図 15）。また、津島岡大遺

跡では中期後半頃に環境変化に伴う開析谷・開析河道が形成された可能性が指摘され（第 Ⅱ 章 2）、中期末～後

期前葉における微高地形成をもたらした多量の土砂の供給の進行、つまり活発な河川活動の存在が想定される

（第 Ⅱ 章 5）。こうした環境復元から、河川活動によって F3 域に F2 域由来の後期土器片が分散した可能性は高い。

F2 域と F3 域の関係は、南溝手遺跡が立地する d2 域と遺物が希薄で散発的な d3 域にも共通する（第 Ⅲ 章 1- 表

1a）。河川流域や河口部において、本来の生活地から遊離して流れ込んだ地点の遺跡が点在する可能性を十分に

考えておく必要があろう。また、遺物の僅少遺跡を沖積作用がもたらした結果との理解に立てば、それは、同

地域における沖積作用の進行を具体的に示す資料として注目される点で重要である。これまでも沖積作用の進

行を予想する論議の中で具体的状況を知るデータには乏しい感がある。こうした遺跡はそれを知る手がかりに

なるのではなかろうか。

ｂ．中期後半～後期前葉における環境変化とその影響

　中期後半～後期前葉に進行する開析谷の形成とその背景にある海退状態（第 Ⅱ 章 2）、そしてそれに続く活発

な河川活動がもたらす多量の土砂の供給などの環境変化（山本ほか 2018）は、遺物の僅少遺跡の分布が重なる

領域が示すように、貝塚形成域とは異なる新たな土地環境を創出する一因になったと考えられる。それは、後

期に同域に進出する契機にもなる要素であるが、同域における本格的な活動が顕在化する領域は、後期前葉か
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ら確認される F2 域と後期中葉以降の G 域・d2 域に限られる。こうした現状を踏まえると、それを可能とする

環境条件が整う範囲は意外と限定的であり、その時期もさほど早い段階ではなかったのかもしれない。

　一方で、同時期の環境変化は、海域環境にも影響したことが貝塚形成遺跡の動向から予想される。例えば、

D1 域の彦崎貝塚（102）では、その時期に貝塚形成が一時中断する一方で、E1 域の矢部貝塚（116）で貝塚形

成が行われる状況は気になるところである。これまでも、後期の貝塚形成に対して、沖積作用の進展による海

退の進行が悪影響を与えたとの論は多い（平井 1987 ほか）。しかし、海岸線の復元からは、明確な海退状態を

確認することはできない（第 Ⅱ 章 4）。一部地域では海域環境が強まる状態が確認されており、必ずしも一律に

海退が生じたとは言い切れない。海退の有無はさておき、後期に確認される貝塚形成遺跡の様々な変化の背景に、

同時期に進行する環境変化の影響を求める点では既往研究の論を否定するものではない。津島岡大遺跡周辺の

環境の説明において指摘したが、後期には浅海化への変化が生まれている（第 Ⅱ 章 4）。こうしたデータを増や

していくことで、その実態を探っていきたい。

ｃ．晩期における遺跡動態と環境変化

　後期⑤～晩期①（後期後葉～晩期前葉）は遺跡数（貝塚形成遺跡を含む）の減少からも大きな変化が指摘される。

この時期に何が生じているのか。環境分析からは、約 3000 年前頃における激しい環境変動の存在が報告されて

いる（中塚 2019）。本研究でも、3000 年前～ 2900 年前に土砂の埋積の静穏化が進行していることが指摘される

（第 Ⅱ 章 2）。また、前述した遺物の僅少遺跡の比率が本時期に極端に低下している点も見逃せない（図 1b）。こ

れは埋積の沈静化と整合的なデータといえるかもしれない。こうした環境変化と遺跡動態との関係については、

同時期を境に大きく変化する貝塚形成遺跡の衰退から消失傾向、そして低湿地に形成される貯蔵穴の分布域の

広がりを手がかりにすると、生業への環境からの強い影響が考えられる。それは、遺跡分布の変化にも繋がる

ものであろう。

　続く晩期②③（晩期中葉～後葉）には、遺物の僅少遺跡の比率が再び上昇する（図 1b）。その分布は、内陸

部の d ～ f 域と I 域で顕著である（図 9、第 Ⅲ 章 1- 表 1a）。d 域に立地する南溝手遺跡（59）の発掘調査では、

後期後葉～晩期中葉における厚さ 1m におよぶ多量の土砂の供給が報告されている（平井 1995）。一方、沿岸部

では、旭川下流域西岸の F 域において、晩期③（後期後葉）～弥生前期に形成された「黒色土」の存在が注目

される。同層は、津島岡大遺跡から南側の津島遺跡周辺を含め広範囲に分布しており、同時期における陸域の

拡大、すなわち現象的には海退の状態を示す。内陸部や吉井川河口周辺で進行する沖積作用、そして、旭川河

口で確認される海退状態など、地域によって環境の現れ方は異なるが、津島岡大遺跡に見られるような緩やか

な起伏を有した地形の出現とその安定化を伴う陸域の広がりが、沖積平野部へ活動域を広げる大きな要因となっ

たと理解される。渡邊も晩期での立地の変化を指摘しているが（渡邊 2002）、ここで初めて、遺跡の立地は丘

陵部裾部からの離脱し、平野部への移動傾向を強める。こうした環境が、同域での遺跡数の増加をもたらす一

因となり、大きな転機となったはずである。縄文時代前期からの大きな変化が、前期①と晩期③の遺跡分布の

違いからも明瞭に見てとれる（図 10・11）。

【註】

1. �内陸部と沿岸部の区分は、海岸線復元をもとに海域に近接する環境を沿岸部、丘陵に囲まれる状態あるいは海岸線から 1km

以上離れる状態を目安とする環境を内陸部して、作業上の区分とした。

2. �貝塚形成遺跡は、貝塚形成が確認される遺跡を指すが、貝塚形成時期のみを対象とする点で注意しておきたい。例えば、

前期～後期の活動痕跡を有す遺跡で、中期のみに貝塚形成が確認される場合は同時期のみを貝塚形成遺跡とし、前期と後期
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は貝塚以外の遺跡として取り扱う。時期が確定できない場合あるいは意見が分かれる場合は、貝塚一覧では「or」を伏して

確実性の高い時期と区別し、ここでは、遺跡数は少なくなるが確実性の高い貝塚遺跡を対象として論を進める。ただし挿図

等には、可能性がある遺跡も含めた状態を合わせて表記している。

3. �型式別の遺跡数変化を目指したが、それを可能とする良好な資料は限定される。ここでは、なるべく多くの資料を生かす

ために、型式別を小区分、原則的に 2 型式別を中区分、時期別を大区分として検討した。型式名については、丸数字で記号

化し、その対応型式は巻末の第 Ⅲ 章表紙に凡例として記した。

4. �本論では、便宜上、出土遺物が 1 ～数片の状態を示す遺跡のうち、遺構（貝塚含む）のような確実な活動痕跡を伴わない

時期について「遺物の僅少遺跡」として他の遺跡とは区別して扱うこととした。本来の活動地点からの遊離遺物の可能性が

考えられるためである。同遺跡の評価については、改めて後述する。

5. �「遺物の僅少遺跡」の報告については、具体的に点数が明記される事例は多くはない。報告者によって、その報告の基準が

異なる中で、同遺跡数について地域を比較することは意味が無いという考えもあろう。ここでは、そうした遺跡が見当た

らない状態を評価するのではなく、そうした遺跡が多く広がっている点を評価し、入手できた情報からの理解を高めるこ

ととした。
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図 1a　遺跡数の増減 -大区分 -

図 1b　遺跡数の増減 -型式別小区分 -
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図 3a　内陸部における遺跡数変化 -大区分 -

図 3b　内陸部における遺跡数変化 -型式別小区分 -
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図 10　前期①期の遺跡分布

図 11　晩期③期の遺跡分布
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貯蔵穴：３地点
各３～４基計11基

炭化ダイズ･アズキ
ダイズ圧痕土器
(5･6次調査)

籾圧痕土器
(２次調査)

138
百間川沢田

遺跡
貯蔵穴3基 籾圧痕土器

139
百間川原尾

島遺跡

140
百間川米田

遺跡

吉井川下流
域：H域

146 里前遺跡 籾圧痕土器

晩期後葉
立地環境
：領域

後期後葉～
晩期前葉

後期中葉後期前葉遺跡名
遺跡
番号

旭川下流
域：G1域

貝塚形成遺
跡集中域：

D1域

※各遺跡および津島岡大遺跡の詳細はⅢ章1-表１a遺跡一覧・同６の文献一覧および第Ⅱ章５-表１を参照のこと
　炭化マメ類・籾圧痕土器については、以下の文献からデータを引用している。
・小畑弘己2010「縄文時代におけるアズキ・ダイズの栽培について」『考古学・先史学論究』Ⅴ
・山本悦世2012「縄文時代後期～『突帯文期」におけるマメ・イネ圧痕」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2010』
・那須浩郎・山本悦世・岩﨑志保・山口雄治・富岡直人・米田穣2020「津島岡大遺跡から出土した植物種子の再検討」『岡山大学埋蔵文化財調査
　研究センター紀要2018』

130
津島岡大

遺跡

34 南溝手遺跡
炭化マメ(南溝手Ⅰ土坑23）

102 彦崎貝塚

貯蔵穴1基

貯蔵穴１基

貯蔵穴：４地点で約60基

内陸部:
ｄ2域

旭川下流
域：F2域
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7. 縄文時代の植物資源関連資料の動向
－岡山県南部地域を取り上げて－

山本悦世

　岡山県南部地域における植物資源関連資料としては、低湿地に形成された貯蔵穴（以下、貯蔵穴と称す）及

びそれに伴う堅果類のほかに、マメ関連資料（炭化アズキとダイズ、圧痕土器）およびイネ関連資料（圧痕土器）

が上げられる（表 1）。出現時期は、確実性の高い資料に限ると、同貯蔵穴とマメ関連資料が後期から、イネ関

連資料は晩期後葉である。この時間差の持つ意味は重要であろう。堅果類は同貯蔵穴の動向に含めて取り扱う

こととし、この 3 者についてその動向をまとめよう。

【低湿地型貯蔵穴】

後期：　貯蔵穴は、後期前葉の津島岡大遺跡（130）の資料が本地域での始まりであり、同遺跡では後期中葉ま

で継続する。後期中葉には百間川沢田遺跡（138）と彦崎貝塚（102）が加わる。その分布は、旭川下流域（第

Ⅱ 章 6- 図 8：F2・3 域・G 域）と児島北岸地域（同：D1 域）に限定される。前者は、後期に新たに活動を開始

表 1　岡山県南部における植物資源関連資料



- 80 -

する領域であるが、後者は前期以来の貝塚形成遺跡集中域である点に違いが指摘される。しかし、いずれも地

域を代表する中心的遺跡である点は興味深い。

　旭川下流域の両岸に位置する津島岡大遺跡と百間川沢田遺跡は、出土する土器型式が補完的な傾向を示して

おり（第 Ⅲ 章 1- 表 1a）、関係性の高さを予想される。その後の貯蔵穴の推移を見ても、後期後葉～晩期前葉の

中断期を経て、晩期後葉を中心に再び貯蔵穴を形成しており、同域における長期的で積極的な植物資源獲得へ

の志向が、集落形成当初の後期から窺うことができる。ただし、後期に新たに形成される遺跡の中で、貯蔵穴

を有す遺跡は他に確認されていない。こうした生業への取り組みは限定的であったと捉えられる。

　一方、彦崎貝塚は貝塚形成遺跡集中域の中でも、前期～晩期の長期にわたって活動が継続する。さらに貝塚

形成が晩期に及ぶ点でも、特に中心的な遺跡に位置づけられる。そうした遺跡における貯蔵穴の導入は生業面

での転換を考えさせるが、その数は少なく（1 基）単発的な様相を呈しており、旭川下流域の状態とは明らか

に異なる。同時期の貝塚形成状況からも海産資源志向の状況は変わらないと考えられる。

晩期中葉：　後期後葉～晩期前葉における中断期を経て、晩期中葉には、貯蔵穴の分布状況は大きく変化する。

同時期に新たに登場する貯蔵穴形成遺跡は、児島北岸に位置する舟津原遺跡（104）とその対岸の菅生小学校裏

山遺跡（101）である。分布領域としては、前期～後期の貝塚形成遺跡集中域に広がる（第 Ⅱ 章 6- 図 9：C3・D1 域）。

同時期には、岡山県北部域でも宮ノ前遺跡（真庭市）や久田原遺跡（鏡野町）で報告があり、分布域の拡大と

いう点で画期と言える。舟津原遺跡は中心的遺跡の一つであり、舟津原貝塚（103）が付随する位置関係にある。

一方、菅生小学校裏山遺跡は、貝塚形成遺跡集中域に含まれるが、本時期に本格的な活動を開始する遺跡であ

る点は新たな動きとして注目される。これらの遺跡が立地する C・D 域では、すでに貝塚形成遺跡集中域は姿

を消している。全体でも貝塚形成遺跡はわずかに 1 ～ 2 遺跡まで減少する中で（第 Ⅲ 章 1- 表 3a）、本時期にお

ける貯蔵穴の出現は生業面での転機を予想させる。

晩期後葉：　本時期の資料としては、新たに内陸部の南方前池遺跡（g 域、55）が上げられるほか、後期の貯蔵

穴分布域であった旭川下流域で報告が増加する（第 Ⅱ 章 6- 図 5）。津島岡大遺跡（130）のほか、百間川沢田遺

跡（138）・同原尾島遺跡（139）などの百間川遺跡群である。ここで注目されるのは、晩期中葉の貯蔵穴形成遺

跡が引き継がれていない点である。また、津島岡大遺跡では、晩期後葉～弥生前期に形成された「黒色土」の中で、

貯蔵穴の分散化と衰退傾向が指摘されている（第 Ⅱ 章 5）。こうした状況から、堅果類の保存利用を示す貯蔵穴

も長期的な生業には繋がっていかない状況が予想される。後述するイネ関連資料の出現が、本時期である点は

象徴的である。

【マメとイネ】

　マメ関連資料の中で、具体的な内容が判明しているのは津島岡大遺跡（130）の資料である。調査された 2 地

点において、それぞれ 1 基の貯蔵穴内から出土している。第 5 次調査地点でまとまって出土した 100 点以上の

炭化粒はアズキとダイズ、そして第６次調査地点では炭化アズキ粒数点が確認され、年代測定からいずれも中

期中葉の時期が確定された（那須ほか 2020）。また、第 5 次調査地点では同時期の土器にダイズの可能性がある

圧痕も見つかっている（山本 2012）。そのほかには、後期中葉とされる彦崎貝塚（102）の炭化粒と南溝手遺跡

（34）で晩期後葉とされる土坑出土の炭化マメの資料が上げられる（小畑 2011）。こうした資料が栽培種かどう

かは慎重であるべきだが、津島岡大遺跡の例では栽培化の過程における品種との評価を得た（那須ほか 2020）。

少なくとも野生種ではなく人間の手が加わっていることは言えそうであり、マメの利用や栽培が、何らかの形

で後期中葉には始まったと考えられる。

　一方、イネ関連資料では、確実性の高い資料は晩期後葉に確認される籾圧痕土器であろう。総社平野に位置

する南溝手遺跡（34）のほか、当時の地形を復元すると旭川の河口付近に位置した津島岡大遺跡（第 2 次調査）・

百間川沢田遺跡（138）、足守川の河口部に当たる上東中嶋遺跡（119）、そして吉井川河口の里前遺跡（146）で
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出土している（表 1）。これらの遺跡の環境は、南溝手遺跡以外は全て河川の河口部に位置しており、海岸線復

元からは新たに陸域化した沖積平野部に分布が確認される（第 Ⅱ 章 4- 図 4）。また、南溝手遺跡についても、立

地する総社平野には旧高梁川の流路が想定されており、そうした河川流域という点で共通した環境と考えられ

る。

　ところで、旭川西岸域の津島岡大遺跡周辺では、同域に特徴的な「黒色土」上に、津島江道遺跡（131）では

突帯文土器を伴う水田畦畔が報告されるほか（神谷 1992）、同層中からは津島岡大遺跡で籾圧痕土器が出土し

ている（第 2 次調査）。同層は晩期後葉～弥生前期はじめに形成される土層であり、その上面には津島岡大遺跡

～津島遺跡（132）周辺で弥生時代前期に至る水田畦畔が報告され、津島遺跡では前期古段階の集落も確認され

ている。こうした状況から、同層の形成とイネ関連資料との有機的関連性が窺われる。同時期に新たに創出さ

れた沖積平野の環境が、同地域の生業活動において重要な要因となったと考えてもよいだろう。

　以上、植物資源関連資料の動向をみてきたが、いくつかの点が指摘される。まずは後期であるが、同時期は

植物資源志向への動きとして評価されることが多い。しかし、本研究では、それを示す直接的なデータは限定

的であり、従来からの海産資源への志向が、依然として強く残る状態を改め考えさせられることとなった。し

かし、限定的ではあるが、植物資源獲得への積極的志向を強くもつ地域が出現したことは、大きな画期と評価

できよう。一方、晩期中葉には貝塚から貯蔵穴へ、そして晩期後葉には貯蔵穴からイネへという流れを示すこ

ととなった。そうした活動の背景には、後期後葉～晩期前葉の大きな環境変動、そして続いて生じる晩期中葉

～後葉の陸域拡大をもたらす環境変化が一つの重要な要因となったことは十分に考えられる。

　そして、こうした動きをリードしたのが中心的遺跡である点を確認すると同時に、新たな生業に関わる情報

を積極的に受け入れた社会的要因についても評価していくことが必要であろう。
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8. 香川県域の遺跡動向

岩﨑志保

　本研究では香川県域の縄文時代遺跡のうち、何らかの報告が行われている 80 遺跡を取り上げた。香川県にお

いては、山陽地域のように貝塚遺跡が発達しておらず、6 遺跡を示したのみである。貝塚以外の遺跡でも詳細

内容のわかる遺跡は山陽地域に比べて格段に少ない。ここでは、香川県域の縄文時代遺跡の立地・分布の特徴を、

2 つのグループに分けて述べる。その作業にあたっては、これまでに報告されている香川県下の遺跡立地環境

および旧地形復元についての分析を参考とした（高橋 1992、木下 1995 ほか）。また時期区分については、第 Ⅲ

章資料編に凡例として挙げている早期①～晩期③の土器型式に準じて記述する。早期～中期は遺跡数が少ない

こともあり、山陽地域と同じ型式名が通用する。唯一、坂出市大浦浜遺跡では、前期 7 類・中期 25 類・後期 4

類の設定がなされている。後期～晩期については善通寺市永井遺跡における「永井 Ⅰ ～ Ⅸ 式」、観音寺市なつ

めの木貝塚の「なつめの木式」が設定される等の香川での型式設定が行われている。

　香川県域の遺跡を図 3 に示し、分布のまとまりから A ～ F の領域を設定した。

Ａ領域：�香川県の北部の島嶼部にあたる。小豆島・豊島を A1 領域、櫃石島～沙弥島の南北に連なる島々を A2

領域とした。

Ｂ領域：東かがわ市北部にあたる。標高 15m 前後～ 30m の丘陵地に立地する遺跡が確認される。

Ｃ領域：�讃岐平野のうち最も東に位置する大川平野の南側丘陵～山地部にあたる。標高 35 ～ 45m に立地する

遺跡がある。

Ｄ領域：�高松平野を中心とする一帯である。その中で東側の新川・春日川流域を D1 領域、西側の香東川・本津

川流域を D3 領域、その間の扇状地帯を D2 領域とした。

Ｅ領域：�丸亀平野を中心とする一帯である。東側の大束川流域を E1 領域、土器川・金倉川流域を E2 領域、大

束川の上流域および綾川上流域を E3 領域とした。

Ｆ領域：�荘内半島周辺～観音寺市の一帯である。荘内半島と栗島を F1 領域、小蔦島と観音寺市沿岸を F2 領域

とした。

　この領域分類を念頭に遺跡数の時期ごとの変化をみて、A・B・F 領域の島嶼部および香川県域の東西の端に

あたる領域と、C ～ E 領域の平野部を中心にまとまる領域の 2 つに分ける点に有意性を考えた。両グループで

最も異なるのは、前者が早期～晩期まで遺跡が確認されるのに対し、後者では中期まで遺跡がごく少なく、後

期から増加が見られ、晩期にさらに増加する点である。全体に遺跡数が少なく、あまり踏み込んだ検討に至ら

ないが、以下、< 島嶼部・外縁部 > と < 平野部 > と称して、遺跡数の動きや分布の特徴を概観する。個別の遺

跡の内容については第 Ⅲ 章資料編表２を参照されたい。また遺跡数の変化について時期別（図 1）と土器型式

別（図 2）に示している。なお、図 1 では島嶼部・外縁部と平野部に分けてカウントした。図 2 では前者をさ

らに島嶼部・外縁部に分けて示し、検討を試みた。

（1）島嶼部・外縁部

　島嶼部・外縁部とした A・B・F 領域について概観する。本島と四国の間に連なる、小豆島・豊島・櫃石島・羽佐島・

与島・沙弥島に立地する A 領域の 13 遺跡と、栗島・小蔦島を含む F 領域の 13 遺跡が含まれる。また分布圏内
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で東の端にあたる B 領域で 3 遺跡がある。図 2 で島嶼部は A 領域を、外縁部は B・F 領域を指す。また香川県

の貝塚 6 遺跡はいずれもこのグループに含まれる。

　遺跡の時期を大区分でみると、早期 6 遺跡、前期 9 遺跡、中期 9 遺跡、後期 20 遺跡、晩期 9 遺跡を数える（図

1）。貝塚の形成は早期①に 3 遺跡（A・F2 領域）、前期②に 1 遺跡（F2 領域）、後期③に 1 遺跡（F2 領域）が認

められる（図 2）が、いずれも単発的な状況である。貝塚は後期③で終焉する点に注意しておく
1 。

　各領域に 1 遺跡ずつ中心的な遺跡が認められ、A1 領域の神子浜遺跡、A2 領域の大浦浜遺跡、F1 領域の須田・

中尾瀬遺跡、B 領域の原間遺跡は、前期～後期まで土器の出土が確認されており、人の活動痕跡が認められる。

そのなかで遺構が確認されるのは、大浦浜遺跡と須田・中尾瀬遺跡の 2 遺跡のみで、いずれも後期の遺構である。

この 2 遺跡について詳しくみてみよう。

　A 領域で中心的な遺跡とみなされる大浦浜遺跡（坂出市）は 2 つの小丘陵と海に囲まれた三角地に形成され

ている。活動域は縄文前期には丘陵裾に認められる。中期～後期には海側に自然堤防上の砂州が発達していき、

砂州上にも生活の痕跡が広がる。標高 0.5 ～ 0.9 ｍに縄文後期以前の生活面が想定されており、前期①（羽島下

層式）～後期④（彦崎 K2 式）の土器が出土している。その上に最も厚いところで 2m におよぶ砂の堆積が認め

られ、この上面が弥生時代以降の生活面である。砂の堆積は後期⑤以降で、福田 KⅢ 式～晩期の遺物は全く確

認されない。後期末葉～晩期に厚い土砂の堆積＝大きな環境変化が認められる状況である。本遺跡では貝塚は

形成されず、確認された遺構はわずかに土坑数基であり、報告では定住性に乏しいと評価される。

　F 領域の須田・中尾瀬遺跡は、荘内半島の基部に位置し、南側には妙見山（319m）をはじめとする山塊が連なり、

北側には独立丘陵の塩生山（141m）がそびえる。遺跡はこの間に、海に面して立地する。標高 5m を測り、地

形区分では更新世段丘面にあたる。ここでは、前期～晩期の遺物が確認されている。また後期②に貯蔵穴 12 基

が検出されている。貯蔵穴からはアラカシ・イチイガシ、コナラ属アカガシ亜属の堅果類が出土している 2 。

　以上みてきた島嶼部・外縁部では、早期～中期に 3～ 6遺跡を前後する数で確認されるが、総じて遺跡は少ない。

められる（表2）が、いずれも単発的な状況である。貝塚は後期③で終焉する点に注意しておく1。 

各領域に 1 遺跡ずつ中心的な遺跡が認められ、A1 領域の神子浜遺跡、A2 領域の大浦浜遺跡、F1 領域の須田・

中尾瀬遺跡、B 領域の原間遺跡は、前期～後期まで土器の出土が確認されており、人の活動痕跡が認められる。

そのなかで遺構が確認されるのは、大浦浜遺跡と須田・中尾瀬遺跡の2遺跡のみで、いずれも後期の遺構である。

この2遺跡について詳しくみてみよう。 

 A 領域で中心的な遺跡とみなされる大浦浜遺跡（坂出市）は 2 つの小丘陵と海に囲まれた三角地に形成されて

いる。活動域は縄文前期には丘陵裾に認められる。中期～後期には海側に自然堤防上の砂州が発達していき、砂

州上にも生活の痕跡が広がる。標高0.5～0.9ｍに縄文後期以前の生活面が想定されており、前期①（羽島下層式）

～後期④（彦崎K2式）の土器が出土している。その上に最も厚いところで2ｍにおよぶ砂の堆積が認められ、こ

の上面が弥生時代以降の生活面である。砂の堆積は後期⑤以降で、福田KⅢ式～晩期の遺物は全く確認されない。
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り、北側には独立丘陵の塩生山（141ｍ）がそびえる。遺跡はこの間に、海に面して立地する。標高 5ｍを測り、

地形区分では更新世段丘面にあたる。ここでは、前期～晩期の遺物が確認されている。また後期②に貯蔵穴12基
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以上みてきた島嶼部・外縁部では、早期～中期に 3～6 遺跡を前後する数で確認されるが、総じて遺跡は少な

い。遺跡数の変動は、特に中期⑥→後期①間と後期④→⑤に顕著な現象として認められる。大浦浜遺跡、東風浜

遺跡は後期④で、しのだ遺跡、箱遺跡、生里遺跡は後期⑤で終わる。また、ナカンダ遺跡、須田・中尾瀬遺跡な

ど晩期に継続する遺跡でも、後期⑤に中断が認められる。また晩期の遺跡は、前期～中期の遺跡数と同等の数と

なり、後期に増えたものの晩期に元に戻る状況である。また表2で島嶼部と外縁部を分けてみるとばらつきはあ
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遺跡数の変動は、特に中期⑥ → 後期①間と後期④ → ⑤に顕著な現象として認められる。大浦浜遺跡、東風浜

遺跡は後期④で、しのだ遺跡、箱遺跡、生里遺跡は後期⑤で終わる。また、ナカンダ遺跡、須田・中尾瀬遺跡

など晩期に継続する遺跡でも、後期⑤に中断が認められる。また晩期の遺跡は、前期～中期の遺跡数と同等の

数となり、後期に増えたものの晩期に元に戻る状況である。また表 2 で島嶼部と外縁部を分けてみるとばらつ

きはあるものの類似する傾向を示すが、後期③では外縁部と平野部とがともに増加する点が、その時期に増加

のない島嶼部と異なる。

（2）平野部

　C ～ E 領域を平野部とまとめた。C 領域は大川平野、D 領域は高松平野、E 領域は丸亀平野をそれぞれ中心

としたまとまりとして設定した。大区分時期での変化をみると早期には尾崎西遺跡、前期に小山・南谷遺跡と

西内遺跡で散発的に遺物が認められるが、中期には遺跡は確認されておらず、後期から増加する点が各領域と

も共通する。後期に 21 遺跡、晩期に 42 遺跡がプロットされる（図 1）が、より実態を捉える型式別変化（図 2）

では、後期③での顕著な増加と、その後すぐ、後期④～晩期①での減少が目立つ。この後期～晩期の遺跡数変

化と分布の特徴についてみてみよう。

　D 領域とした高松平野は、西側を、南から五色台へと続く山地に、東側を立石山山脈によって取り囲まれて

いる。香東川・春日川・新川などが瀬戸内海へ注ぐが、香東川によって扇状地が形成されており、春日川・新

川流域では扇状地は狭小である。扇状地面の標高は現地表11～12m、旧河道の川底はそれより約10m下とされる。

扇状地面はたびたび洪水に見舞われる不安定な土地で、後期中葉になるまで遺跡が認められないことが指摘さ

れている（高橋 1992）。

　D 領域のなかで、東側の春日川・新川の流域（D1 領域）と西側の香東川・本津川の流域（D3）、つまり高松

平野の外縁部では、早期と前期に遺物が確認されるが全体に希薄である。後期③に落とし穴・土坑・貯蔵穴が

検出されるなど、後期に遺跡数が増加するが単発的であり、奥ノ坊奥西遺跡、川島本町遺跡、川島本町山田遺跡、

正箱遺跡などは後期で終わる。

　高松平野中央部（D2）では、後期の間も遺跡は確認されず、晩期に入ってから遺跡が出現し、増加する。D2

領域の大半は扇状地にあたり、そこに網目状に走る旧河道やその間の中州地形を覆うように土砂の堆積が進ん

だことが、発掘調査でも指摘されている。旧河道が埋没したところは低湿環境であることは、その後の水田耕

作との関係で留意される。

　生業面からみると、遺構では落とし穴が D1 領域の丘陵部～山地斜面で確認され、後期～晩期のものと報告さ

れている。また本郷遺跡で後期③に貯蔵穴 1 基が、尾崎西遺跡では晩期③に貯蔵穴 5 基が検出されている。落

とし穴や貯蔵穴は平野の外縁に位置し、依然として狩猟・採集活動は継続していることがうかがえる。その間

に領域全体で晩期の扇状地面への活動域の広がりが見て取れ、本格的に水田耕作へと進む前の様相と捉えられ

る。

　E 領域とした丸亀平野では、E1 領域の大束川流域と E2 領域の土器川・金倉川流域で扇状地の発達がみられる。

E1 領域の川津川西遺跡では後期③に土器の出土が確認されるが、単発的なものであり、次に晩期③に土器が出

土する。川津川西遺跡が立地する「段丘 Ⅰ 面」は更新世段丘崖にあたり、その基盤を形成する土層は大束川の

旧流路を埋める土層である 3
。扇状地面にはこうした流路が網目状に流れていたことが想定される。同様に、E2

領域で後期中葉以降中心的な遺跡とみなされる永井遺跡では、後期③の縁帯文成立期～晩期前半の土器がまと

まって出土している。遺構としては晩期前半の土坑が検出されたのみであるが、後期③～晩期において複数の

旧河道が確認されており、遺物は旧河道埋土から多数出土している。

　平野部について高松平野・丸亀平野の状況をみてきた。平野部では後期中葉に遺跡数の増加が際立つ。後期
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の遺跡は丘陵上～丘陵裾に立地するもので、確認される遺構は落とし穴・土坑が目立つ状況である。その後、

後期④～⑤には遺跡数は減少し、この間に旧流路や河道が埋まっている。こうした状況は、川津川西遺跡や永

井遺跡などの発掘調査でも確認されている。晩期前半にも引き続き扇状地での堆積作用が進んだことは、同時

期に確認される遺跡で、河道の検出例が際立つことからもうかがわれる。

（3）小結

　2 つのグループを設定し、遺跡数の変化をみてきた。両グループで早期～中期の遺跡数は少なく、後期に増

加という状況は同様である。その内容を見ると、早期①と前期②に貝塚の単発的な形成があるものの、中期ま

であまり活発な状況は認められない。両地域の早期～中期の遺跡数の増減傾向も同様である。後期に入ると遺

跡数の増加がみられるが、島嶼部・外縁部では後期①から、平野部では後期③の増加が顕著である。この違い

については、山陽地域と地理的に近しい島嶼部において、山陽側の遺跡の動態と連動した状況を反映したもの

とも考えられよう。

　次いで後期後半～晩期中葉には遺跡数が減少する点は、再び両グループで共通する。その時期に、前述した

ように大浦浜遺跡では砂層の堆積が進み、高松平野・丸亀平野等の扇状地では、旧河道や中州を埋めていく活

発な堆積作用が進行している。ここに環境の大きな変化が見て取れる。平野部ではその結果、平野中央部へ活

動域が広がり、晩期③に遺跡数が顕著に増加する。一方で、島嶼部・外縁部では、堆積作用によって形成され

た土地の広さは限定的なものであり、大浦浜遺跡や、荘内半島の須田・中尾瀬遺跡等の限られた遺跡が活動域

として利用されたものと推定される。

　生業面では、島嶼部・外縁部で貝塚が後期③に終焉し、相前後して後期②・③に貯蔵穴が検出されている。

一方で後期～晩期には平野部で安定した土地の形成が進んでおり、発掘調査では多くの埋没河道や埋没谷が確

認される。狩猟・採集活動が継続するなかで、新たな展開が進みつつある。

　以上、香川県域の遺跡の動向について遺跡数の変化を主軸に、後期①、後期③の増加、後期④～晩期②の減少、

そして晩期③の顕著な増加を概観した。後期後半～晩期の遺跡数の減少時に、特に平野部において活発な堆積

が進む環境の変化がうかがえた。本稿では及ばなかったが、本来は石器の出土状況や、弥生時代前期の遺跡動

態も含めて検討することで生業の変化や人間活動をより具体的に描けるだろう。

【註】

 1. �貝塚の内容については、礼田崎貝塚で 8400 ～ 7800 cal BC 頃の年代測定値が得られている（遠部ほか 2007）。礼田崎貝塚

の出土貝類の構成はヤマトシジミ主体で、かいとく鼻貝塚もヤマトシジミ主体であるが、同じ早期①でも F 領域に位置す

る小蔦島貝塚では、ハマグリ 80％・ハイガイ 10％とされ、大きく異なる構成がみられる。これについては瀬戸内海の海化

の進行が、地域ごとの差が大きいものであり、海環境の差異が大きかったことを示すとの評価がある（丹羽 2010）。

 2. �出土した炭化材・堅果類の年代測定が実施されており、炭化材では中期後葉～後期中葉の、種実では後期初頭～中葉の幅で、

複数のデータが得られている。

 3. �この土層出土資料から放射性炭素年代測定により 2430±70 yrBP の値が得られている。また旧流路埋土から得られた花粉分

析では、遺跡周辺はアカガシ亜属がもっと多く、次いでスギ属、コナラ属、シイノキ属と続く暖温帯常緑広葉樹林の展開

がしめされている。

【引用 ･参考文献】

渡部明夫 1990『永井遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告９　香川県教育委員会

高�橋　学 1992「高松平野の地形環境 ― 弘福寺領山田郡田図比定地付近の微地形環境を中心にー」『讃岐国弘福寺領の調査』



- 86 -

高松市埋蔵文化財調査報告 19　高松市教育委員会

外�山秀一 1993「丸亀平野における遺跡の立地とその環境」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第 12 冊郡

家一里家遺跡』香川県教育委員会

木下晴一 1995「立地と環境」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査第 16 冊川津二代遺跡』香川県教育委員会

香�川県埋蔵文化財センター 1999『川津川西遺跡・飯山一本松遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 33　

香川県教育委員会

遠�部慎・宮田佳樹・加藤久雄・米田穣 2007「瀬戸内海最古の貝塚 ― 豊島礼田崎貝塚の再評価 ―」『LAGUNA 汽水域研究』14　

島根大学汽水域研究センター

幸泉満夫 2010「四国」『西日本の縄文土器　後期』真陽社

丹�羽佑一 2010「香川県における縄文集落の様相」『遺構から見た中四国地方の縄文集落像』第 21 回中四国縄文研究会島根大

会発表資料集　中四国縄文研究会

香�川県埋蔵文化財センター 2018『尾の上遺跡　須田・中尾瀬遺跡』県道紫雲出山線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告２　

香川県教育委員会



第Ⅲ章　資料編

- 87 -

【遺跡一覧】

　・�掲載した遺跡は縄文土器が出土した遺跡を対象とし、石器のみの報告は含め

ていない。

　・�領域の表示については、アルファベットの小文字表記が内陸部を、大文字表

記が沿岸部を示す。

　・�遺跡番号 ･ 領域名は、本報告に掲載の表あるいは文中の記載など全てに共通

する。

　・�現標高値は、多くの遺跡について国土地理院地図から求めており、発掘時の

標高値とは異なる場合も多い。

 ＜「時期」欄の表記＞

　・時期区分は、右表の通りである。

　・�△・○・◎：土器の出土が確認される時期を示す…△は少量、◎は特に多い

時期をそれぞれ示す。「僅少」は出土点数が1～数片と把握できた場合に付した。

　・�▲・●・■：貝塚形成時期を示す（遺物の出土も含める )。…▲は小規模、■

は最も規模が大きいことを示す。

　・☆：遺構の存在が報告された時期

　　※ただし、いずれの量的差も相対的なものである。　

　・�出土土器の時期あるいは貝塚形成時期について、意見が分かれる場合や確認

が取れない場合は「？」あるいは、その有無の可能性を「or」として表記した。？

のみの場合は、確認がとれないことを示す。

　・�出土土器の型式が特定できない場合は、欄をまたいで可能性のある時期を示

した。

　・太線枠は低湿地型貯蔵穴が存在する可能性を示す。

＜「遺構」の表記＞

　・「河道」：自然流路にあたる。谷地形の場合も含む。

　・「ピット」：土坑・柱穴のほかに住居も含めるが、その場合は「住」を記した。

　・「炉」：火処、焼土 ･炭の集中域を含めた。加熱作業空間を考えている。

表記載の 

時期表記
型式名

早期① 黄島式以前

早期② 高山寺式

早期③ 繊維土器

前期① 羽島下層

前期② 磯ノ森式

前期③ 彦崎 ZⅠ 式

前期④ 里木 Ⅰ 式、彦崎 ZⅡ 式

前期⑤ 田井式

中期① 船元 Ⅰ 式

中期② 船元 Ⅱ 式

中期③ 船元 Ⅲ 式

中期④ 船元 Ⅳ 式、里木 Ⅱ 式

中期⑤ 里木 Ⅲ 式・福田 C 式

中期⑥ 矢部奥田式

後期① 中津式

後期② 福田 KⅡ 式、松ノ木式

後期③ 津雲 A 式、彦崎 KⅠ 式

後期④ 四元式、彦崎 KⅡ 式

後期⑤ 福田 KⅢ 式、宮滝式、馬取式

晩期① 黒土 BⅠ 式

晩期② 舟津原式、原下層式、谷尻式

晩期③ 黒土 BⅡ 式、前池式～沢田式

凡例

【貝塚一覧】

　・貝塚形成に関連したデータが得られない遺跡は除外した。

　・表中の表記方法は表 1 と共通する。

　・各時期に示したトーンは、活動時期は薄いトーンで、貝塚形成の可能性が高い時期を濃いトーンで示した。

表中および本文中の
時期表記と土器型式との対応
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☆
△

☆
〇

領領 域域
遺遺

跡跡
名名

（
　

）
別

名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置
立立

　　
地地

時時
  
  
  
期期

遺遺 跡跡 番番 号号

ｃｃ
11

ｃｃ
22

△
僅

少

△
僅

少

△
僅

少

△

△
僅

少

△

△
僅

少

△

晩晩
期期

△

ａａ ｂｂ

遺遺
構構

・・
遺遺

物物
・・

堆堆
積積

状状
況況

  
ほほ

かか

北北
緯緯

東東
経経

現現
標標

高高
ｍｍ

(
遺

構
面

等
ｍ
））

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

詳詳
細細

おお
よよ

びび
特特

記記
事事

項項
ピピ ッッ トト

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

河河 道道 他他
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表
１
a
　
遺
跡
一
覧
（
岡
山

1
）



度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

領領 域域
遺遺

跡跡
名名

（
　

）
別

名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置
立立

　　
地地

時時
  
  
  
期期

遺遺 跡跡 番番 号号

晩晩
期期

遺遺
構構

・・
遺遺

物物
・・

堆堆
積積

状状
況況

  
ほほ

かか

北北
緯緯

東東
経経

現現
標標

高高
ｍｍ

(
遺

構
面

等
ｍ
））

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

詳詳
細細

おお
よよ

びび
特特

記記
事事

項項
ピピ ッッ トト

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

河河 道道 他他

3
2

服
部

遺
跡

総
社

市
黒

尾
3
4

4
1

2
0

1
3
3

4
6

2
7

1
1
ｍ

平
野

部
〇

〇
河

道
：

晩
期

3
3

北
溝

手
遺

跡
総

社
市

北
溝

手
3
4

4
1

2
7

1
3
3

4
6

5
2

９
～

1
0
ｍ

平
野

部
☆

△
☆

△
○

〇
晩

期
①

②
：

土
坑

・
柱

穴
少

3
4

南
溝

手
遺

跡
総

社
市

南
溝

手
3
4

4
1

1
0

1
3
3

4
6

3
0

8
.
5
ｍ

（
後

期
：

7
ｍ

前
後

・
7
.
6
ｍ

、
晩

期
：

約
7
.
8

～
8
.
3
ｍ

）

丘
陵

裾
～

平
野

部
△

△
☆

△
～

〇
〇

？
☆

◎
☆

◎
○

〇
〇

〇
〇

土
器

溜
ま

り

後
期

～
晩

期
：

河
道

（
晩

期
②

堅
果

類
多

）
後

期
：

集
石

遺
構

後
期

④
：

土
坑

１
・

マ マ
メメ

関関
連連

資資
料

晩
期

②
：

土
坑

・
柱

穴
・

土
器

溜
ま

り
・

火
処

晩
期

③
：

土
坑

と
柱

穴
多

・
火

処
・

埋
葬

→
居

住
域

・
籾 籾

圧圧
痕痕

土土
器器

・
孔

列
文

土
器

堆
積

層
：

晩
期

は
黄

色
砂

質
土

/
後

期
は

暗
褐

色
粘

質
土

　
＊ ＊

堆堆
積積

層層
のの

変変
化化

年
代

測
定

あ
り

3
5

窪
木

遺
跡

総
社

市
窪

木
3
4

4
1

1
5

1
3
3

4
7

5

９
ｍ

（
後

期
：

約
7
.
2
ｍ

、
基

盤
層

6
.
8
ｍ

･
斜

面
6
.
5
～

5
.
5
ｍ

）

丘
陵

裾
部

～
平

野
部

後
期

：
舌

状
に

張
り

出
し

た
丘

陵
裾

部
斜

面
〇

△
△

☆
◎

☆
〇

○
〇

〇
〇

土
器

溜
ま

り

後
期

土
器

：
斜

面
堆

積
後

･
晩

期
：

火
処

晩
期

②
：

土
坑

・
ピ

ッ
ト

群
・

土
器

溜
ま

り
晩

期
③

：
土

坑
･
河

道

3
6

長
良

山
遺

跡
総

社
市

長
良

3
4

4
1

2
5

1
3
3

4
7

9
1
5
ｍ

独
立

小
山

塊
の

斜
面

丘
陵

裾
〇

3
7

高
松

田
中

遺
跡

岡
山

市
北

区
高

松
田

中
3
4

4
1

3
7

1
3
3

4
7

4
5

９
ｍ

平
野

部
、

水
田

地
帯

3
8

延
寿

寺
跡

遺
跡

岡
山

市
北

区
上

土
田

3
4

4
2

2
6

1
3
3

4
8

1
6

1
1
.
2
ｍ

丘
陵

裾
を

巡
る

河
道

部
△

僅
少

△
？

〇
遺

物
：

河
道

出
土

･
石

棒

3
9

足
守

庄
関

連
遺

跡
岡

山
市

北
区

足
守

3
4

4
3

2
7

1
3
3

4
8

2
0

2
0
ｍ

（
約

1
8
.
5
ｍ

）
丘

陵
に

挟
ま

れ
た

狭
い

平
野

部
中

央
、

自
然

堤
防

上
☆

〇
〇

晩
期

③
：

土
坑

晩
期

①
②

：
ピ

ー
ト

層
弥

生
前

期
：

シ
ル

ト
層

　
　

※ ※
環環

境境
変変

化化

4
0

余
町

遺
跡

岡
山

市
北

区
足

守
3
4

4
3

3
7

1
3
3

4
7

5
0

2
1
ｍ

丘
陵

裾
△

僅
少

4
1

大
森

遺
跡

岡
山

市
北

区
大

井
3
4

4
4

4
5

1
3
3

4
8

1
5

3
0
ｍ

丘
陵

裾
の

舌
状

地
形

＋
丘

陵
裾

を
め

ぐ
る

河
道

☆
〇

○
？

〇
○

？
溝

？

河
道

：
洪

水
で

埋
没

・
腐

食
土

層
形

成
微

高
地

上
に

土
坑

･
ピ

ッ
ト

･
溝

＝
晩

期
中

葉
～

中
世

と
報

告
、

遺
物

僅
少

の
た

め
時

期
決

定
困

難
だ

が
、

縄
文

の
遺

構
形

成
の

可
能

性
が

指
摘

さ
れ

る
。

石
棒

が
微

高
地

端
部

で
出

土

4
2

津
寺

遺
跡

岡
山

市
北

区
津

寺
・

加
茂

3
4

4
0

2
4

1
3
3

4
9

2
9

５
～

６
ｍ

丘
陵

下
の

平
野

部
△

僅
少

△
僅

少
堆 堆

積積
層層

はは
砂砂

･･
砂砂

礫礫
層層

→→
河河

川川
由由

来来
・・

河河
川川

のの
影影

響響
がが

強強
いい

環環
境境

4
3

津
寺

三
本

木
遺

跡
岡

山
市

北
区

津
寺

3
4

4
0

3
2

1
3
3

4
9

2
9

4
.
6
ｍ

平
野

部

4
4

加
茂

政
所

遺
跡

岡
山

市
北

区
加

茂
3
4

4
0

1
5

1
3
3

4
5

4
7

５
ｍ

平
野

部

4
5

甫
崎

天
神

遺
跡

岡
山

市
北

区
津

寺
3
4

4
0

2
9

1
3
3

4
9

0
7
ｍ

前
後

丘
陵

緩
斜

面
～

低
地

△
△

〇
〇

？
○

？
土

器
溜

ま
り

4
6

黒
住

遺
跡

岡
山

市
北

区
津

寺
3
4

4
0

2
3

1
3
3

4
8

5
4

2
0
ｍ

丘
陵

裾
～

傾
斜

部
、

谷
部

中
期

：
後

半
の

可
能

性
が

高
い

。
後

期
：

各
時

期
の

可
能

性
あ

る
が

、
い

ず
れ

も
小

片
・

摩
滅

4
7

鍛
冶

屋
谷

遺
跡

岡
山

市
北

区
御

津
新

庄
3
4

4
8

5
3

1
3
3

5
8

2
1

5
8
.
8
～

6
1
.
6
ｍ

（
5
9
ｍ

前
後

）
丘

陵
裾

部
～

谷
部

、
緩

斜
面

（
河

川
の

氾
濫

原
)

△
？

僅
少

△
僅

少
△

僅
少

△
僅

少
△

僅
少

△
？

僅
少

4
8

平
岡

西
遺

跡
岡

山
市

北
区

御
津

平
岡

西
3
4

4
9

4
2

1
3
3

5
8

9
7
4
ｍ

谷
入

口
、

平
野

部
△

僅
少

4
9

寺
部

遺
跡

岡
山

市
北

区
御

津
新

庄
3
4

4
9

2
1

1
3
3

5
8

2
5

6
5
～

8
0
ｍ

丘
陵

裾
の

斜
面

5
0

伊
田

沖
遺

跡
岡

山
市

北
区

御
津

伊
田

3
4

4
8

2
1

1
3
3

5
7

4
7

5
4
ｍ

丘
陵

裾
の

緩
斜

面
～

平
野

部
△ 僅

少
△ 僅

少
△

僅
少

△
僅

少

5
1

原
遺

跡
岡

山
市

北
区

御
津

宇
垣

3
4

4
6

5
8

1
3
3

5
5

4
2

3
3
ｍ

平
野

部
〇

〇

5
2

酒
屋

谷
遺

跡
岡

山
市

北
区

御
津

伊
田

3
4

4
8

8
1
3
3

5
7

3
1

4
7
ｍ

（
地

表
下

5
0
～

7
0
㎝

で
包

含
層

）

盆
地

に
開

口
し

た
谷

の
前

面
、

河
川

脇
の

平
地

部
〇

〇
〇

○
○

〇
堆

積
層

は
砂

層
後 後

期期
:
ピ

ッ
ト

2
･
旧

河
道

痕
跡

確
認

5
3

鍛
冶

屋
Ｄ

遺
跡

岡
山

市
東

区
瀬

戸
町

鍛
冶

屋
3
4

4
5

3
1

1
3
4

4
8

1
6
～

1
7
ｍ

丘
陵

裾
部

に
広

が
る

狭
小

な
平

野
部

（
微

高
地

の
肩

部
～

流
路

）

△
僅

少
△

△
△

△
△

△
☆

◎
○

〇
〇

晩
期

②
：

微
高

地
に

土
坑

1
後

･
晩

期
：

複
数

の
流

路
＝

濁
流

で
埋

没
晩

期
流

路
：

砂
層

で
埋

ま
る

。
晩

期
②

(
谷

尻
)

土
器

多
く

出
土

、
底

部
の

ピ
ー

ト
層

か
ら

竪
櫛

出
土

晩
期

流
路

出
土

試
料

の
年 年

代代
測測

定定
ああ

りり

5
4

斎
富

遺
跡

赤
磐

市
山

陽
町

斎
富

3
4

4
5

0
1
3
4

2
1
5

1
6
～

2
4
ｍ

丘
陵

裾
部

、
扇

状
地

状
谷

入
口

の
前

面
△

僅
少

△
僅

少
☆

〇
○

〇
溝

晩
期

②
：

坑
･
土

器
溜

ま
り

(
硬

玉
製

丸
玉

)
･
溝

後
期

：
土

器
小

片
・

摩
滅

△
△

△
△

ｆｆdd
33 ee ｇｇｄｄ
22

△
僅

少

△
僅

少

△

△
僅

少

△
僅

少

△
僅

少

△
僅

少

☆
〇

△
僅

少

〇
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表
１
a
　
遺
跡
一
覧
（
岡
山

2
）



度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

領領 域域
遺遺

跡跡
名名

（
　

）
別

名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置
立立

　　
地地

時時
  
  
  
期期

遺遺 跡跡 番番 号号

晩晩
期期

遺遺
構構

・・
遺遺

物物
・・

堆堆
積積

状状
況況

  
ほほ

かか

北北
緯緯

東東
経経

現現
標標

高高
ｍｍ

(
遺

構
面

等
ｍ
））

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

詳詳
細細

おお
よよ

びび
特特

記記
事事

項項
ピピ ッッ トト

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

河河 道道 他他

5
5

南
方

前
池

遺
跡

赤
磐

市
山

陽
町

南
方

3
4

4
5

0
1
3
4

0
1
5

2
5
ｍ

丘
陵

裾
の

緩
斜

面
、

谷
口

に
近

い
湧

水
湿

地
☆

〇
○

〇

晩
期

③
(
前

池
式

)
：

貯
蔵

穴
1
1
集

中
、

重
複

な
し

＝
堅

果
類

保
存

3
o
r
4
基

(
イ

チ
イ

ガ
シ

･
ト

チ
)
、

使
用

済
み

状
態

は
3
o
r
4
基

、
1
基

は
蔓

な
ど

の
保

存
穴

、
未

調
査

3
基

基
盤

層
：

砂
礫

層
･
花

崗
岩

風
化

バ
イ

ラ
ン

層
酸

化
砂

礫
層

が
谷

状
の

浸
食

を
行

い
つ

つ
堆

積
し

た
＝

扇
状

地
形

成
と

同
様

年年
代代

測測
定定

ああ
りり

5
6

西
の

谷
遺

跡
赤

磐
市

吉
井

町
黒

本
3
4

5
5

1
5

1
3
4

4
2
3

1
0
6
ｍ

山
麓

斜
面

△
僅

少
△

僅
少

5
7

辺
谷

中
田

遺
跡

赤
磐

市
熊

山
町

奥
吉

原
3
4

4
7

2
6

1
3
4

7
3
3

2
0
ｍ

（
1
8
ｍ

前
後

）
扇

状
地

、
谷

の
前

面
△

僅
少

△
？

僅
少

△
僅

少
☆

〇
○

〇
晩

期
②

(
谷

尻
)
：

柱
穴

複
数

石
棒

5
8

笠
岡

工
業

高
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
遺

跡
笠

岡
市

横
島

鳴
ヶ

鼻
3
4

2
9

8
.
3

1
3
3

3
1

3
3

５
ｍ

丘
陵

斜
面

～
裾

部
（

島
嶼

部
）

？
〇

〇
〇

◎
◎

◎
△

○
貝

塚
を

含
め

消
滅

5
9

津
雲

貝
塚

笠
岡

市
西

大
島

3
4

2
9

2
.
5

1
3
3

3
2

0

５
～

８
ｍ

（
包

含
層

３
～

4
.
5

ｍ
、

貝
層

上
5
.
6
～

5
.
7

ｍ
、

貝
層

下
は

5
.
3

ｍ
）

丘
陵

緩
斜

面
、

谷
の

出
口

（
島

嶼
部

）
△

△
〇

△
○

〇
〇

〇
？

〇
◎

〇
◎

△
●

遺
物

量
◎

☆
■

〇
△

僅
少

○
○

〇
◎

焼 土 層

遺
構

は
晩

期
①

、
基

盤
層

は
粘

土
層

年年
代代

測測
定定

ああ
りり

6
0

原
貝

塚
笠

岡
市

西
大

島
3
4

2
8

5
9

1
3
3

3
2

3
9

6
.
5
～

７
ｍ

（
表

土
下

１
～

1
.
5
ｍ

に
貝

層
）

谷
間

の
丘

陵
緩

斜
面

、
谷

口
（

島
嶼

部
、

狭
い

入
り

江
の

奥
）

？
？

△
▲

●
△

○
○

○
埋

葬
人

骨
2
体

以
上

：
時

期
不

明

6
1

大
殿

洲
遺

跡
笠

岡
市

横
島

大
殿

洲
3
4

2
8

3
4

1
3
3

3
1

2
3

３
～

４
ｍ

小
島

の
砂

浜
（

島
嶼

部
）

△
△

△
〇

〇
◎

？
△

海
流

で
消

失

6
2

東
村

(
神

島
東

村
)

貝
塚

笠
岡

市
神

島
東

村
3
4

2
8

2
0

1
3
3

3
1

1
3

1
4
ｍ

？
島

嶼
部

、
丘

陵
先

端
裾

　
畑

地
○

○
〇

人
骨

出
土

6
3

有
田

貝
塚

笠
岡

市
有

田
3
4

3
1

1
3

1
3
3

2
7

5
1

９
ｍ

丘
陵

裾
の

水
田

（
狭

い
入

り
江

の
最

奥
部

）
？

☆
●

？
○

○
○

人
骨

出
土

6
4

助
実

貝
塚

(
東

大
戸

）
笠

岡
市

東
大

戸
助

実
3
4

3
2

1
4

1
3
3

3
0

5
2
0
～

3
0
ｍ

尾
根

先
端

部
上

、
台

地
緩

斜
面

（
狭

い
入

り
江

の
最

奥
部

）
？

☆
●

o
r
〇

○
○

〇

6
5

大
道

遺
跡

１
笠

岡
市

神
島

外
浦

3
4

2
6

5
8

1
3
3

2
9

5
4

５
ｍ

島
嶼

部
、

浜
、

谷
口

縄
文

土
器

6
6

大
道

遺
跡

２
（

神
島

外
浦

）
笠

岡
市

神
島

外
浦

3
4

2
7

3
.
1

1
3
3

2
9

5
8

７
～

８
ｍ

島
嶼

部
、

丘
陵

裾
、

浜
縄

文
土

器

6
7

黒
土

遺
跡

笠
岡

市
高

島
黒

土
3
4

2
5

4
3

1
3
3

3
0

1
0

５
ｍ

前
後

島
嶼

部
、

丘
陵

裾
に

広
が

る
海

岸
砂

州
上

、
谷

口
△

△
△

△
△

△
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
△

〇

6
8

王
泊

遺
跡

笠
岡

市
高

島
王

泊
3
4

2
5

5
2

1
3
3

3
0

3
4

５
ｍ

島
嶼

部
、

丘
陵

裾
に

広
が

る
海

岸
砂

州
上

△
△

6
9

高
島

山
頂

=
高

島
遺

跡
第

１
～

4
・

6
地

点
笠

岡
市

高
島

3
4

2
5

5
0

1
3
3

3
0

4
6

1
5
～

7
0
ｍ

島
嶼

部
、

丘
陵

上
〇

7
0

小
高

島
笠

岡
市

高
島

小
高

島
3
4

2
5

2
2

1
3
3

3
0

4
9

2
6
～

3
5
ｍ

島
嶼

部
、

丘
陵

上
〇

7
1

尾
中

遺
跡

（
白

石
島

小
学

校
）

)

笠
岡

市
白

石
島

尾
中

3
4

2
4

1
3

1
3
3

3
0

5
7

５
ｍ

前
後

島
嶼

部
、

丘
陵

裾
、

谷
部

〇

7
2

田
ノ

浦
遺

跡
笠

岡
市

白
石

島
宮

ノ
端

3
4

2
4

1
1
3
3

3
1

2
2

2
.
2
5
～

3
.
2
ｍ

島
嶼

部
、

海
岸

砂
州

上
、

東
端

は
舌

状
丘

陵

7
3

首
峠

遺
跡

笠
岡

市
北

木
島

首
峠

3
4

2
3

3
8

1
3
3

3
3

1
6

３
ｍ

島
嶼

部
、

砂
州

○

7
4

東
安

倉
遺

跡
浅

口
市

寄
島

町
東

安
倉

3
4

2
9

4
6

1
3
3

3
5

5
4

1
5
ｍ

丘
陵

裾
の

台
地

、
谷

口
〇

○
○

7
5

安
倉

八
幡

遺
跡

浅
口

市
寄

島
町

東
安

倉
3
4

2
9

3
8

1
3
3

3
5

4
1

７
ｍ

丘
陵

裾
、

谷
口

〇

7
6

中
津

貝
塚

倉
敷

市
玉

島
黒

崎
3
4

3
1

3
0

1
3
3

3
8

2
9
４

～
５

ｍ
谷

あ
い

の
扇

状
地

末
端

が
海

進
で

浸
食

さ
れ

て
で

き
た

低
段

丘
上

、
谷

口
△

？
？

△
？

○
？

？
〇

〇
〇

〇
〇

〇
☆

●
〇

o
r
●

〇
〇

〇
○

○
○

○
○

〇
後

期
①

･
晩

期
：

埋
葬

(
人

骨
）

周
辺

の
扇

状
地

上
に

早
期

押
型

文
･
前

～
晩

期
各

型
式

の
土

器
散

布

7
7

西
元

浜
貝

塚
倉

敷
市

玉
島

黒
崎

3
4

3
2

6
.
8

1
3
3

3
8

2
5

７
ｍ

丘
陵

斜
面

、
谷

口
〇

〇
？

〇
？

〇
〇

〇
〇

？
〇

？
？

○
〇

遺
構

の
時

期
不

明

7
8

東
元

浜
貝

塚
倉

敷
市

玉
島

柏
島

3
4

3
2

6
.
7

1
3
3

3
8

4
3

７
～

８
ｍ

丘
陵

斜
面

、
谷

口
〇

？
〇

？
○

○
？

7
9

畑
の

前
遺

跡
倉

敷
市

玉
島

道
越

3
4

3
3

1
5

1
3
3

3
9

1
3

約
２

ｍ
丘

陵
裾

8
0

阿
原

貝
塚

倉
敷

市
玉

島
道

越
3
4

3
3

5
.
9

1
3
3

3
8

5
7

２
ｍ

丘
陵

裾
の

段
丘

南
端

●
？

△
？

○

8
1

島
地

貝
塚

倉
敷

市
玉

島
八

島
3
4

3
3

2
1

1
3
3

3
9

5
5

裾
部

:
0
.
6
～

1
ｍ

、
丘

陵
部

:
5
～

7
ｍ

（
2
.
5
～

３
ｍ

）

畑
地

、
丘

陵
部

～
斜

面
～

裾
部

（
島

嶼
部

）
？

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
△

？
丘

陵
部

で
は

前
期

土
器

の
み

出
土

8
2

浜
遺

跡
倉

敷
市

玉
島

八
島

3
4

3
3

4
7

1
3
3

3
9

3
8

２
ｍ

丘
陵

裾
の

平
野

部
（

島
嶼

部
）

8
3

岸
本

貝
塚

倉
敷

市
玉

島
道

口
3
4

3
3

5
3

1
3
3

3
9

9
.
6
３

～
４

ｍ
･
７

～
８

ｍ
扇

状
地

上
～

端
部

、
谷

口
△

〇

AA
33

AA
44

ｇｇ AA
11

AA
22

BB
11

〇

○

〇

〇

△

☆
●

○
○ ○

- 91 -

表
１
a
　
遺
跡
一
覧
（
岡
山

3
）



表
１
a
　
遺
跡
一
覧
（
岡
山

4
）

度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

領領 域域
遺遺

跡跡
名名

（
　

）
別

名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置
立立

　　
地地

時時
  
  
  
期期

遺遺 跡跡 番番 号号

晩晩
期期

遺遺
構構

・・
遺遺

物物
・・

堆堆
積積

状状
況況

  
ほほ

かか

北北
緯緯

東東
経経

現現
標標

高高
ｍｍ

(
遺

構
面

等
ｍ
））

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

詳詳
細細

おお
よよ

びび
特特

記記
事事

項項
ピピ ッッ トト

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

河河 道道 他他

8
4

山
の

神
西

遺
跡

倉
敷

市
玉

島
道

口
3
4

3
4

2
8

1
3
3

3
8

4
1

約
2
5
ｍ

丘
陵

上
〇

8
5

道
口

遺
跡

倉
敷

市
玉

島
道

口
3
4

3
3

5
8

1
3
3

3
9

2
.
9
６

～
９

ｍ
狭

い
谷

部
に

向
か

う
丘

陵
裾

の
緩

斜
面

〇
△

〇
〇

○
？

〇
基

盤
層

は
黄

橙
色

砂
層

8
6

道
口

川
床

遺
跡

倉
敷

市
玉

島
道

口
3
4

3
3

3
6

1
3
3

3
9

2
4

約
0
.
3
ｍ

河
口

の
砂

州
△

僅
少

？
△

△
△

△
〇

〇
◎

◎
〇

△

8
7

み
な

と
橋

東
（

東
郷

遺
跡

）
浅

口
市

金
光

町
下

竹
3
4

3
3

6
1
3
3

3
8

2
4

４
ｍ

河
口

付
近

、
丘

陵
裾

の
平

地
（

砂
州

か
）

8
8

長
尾

神
社

南
倉

敷
市

玉
島

長
尾

3
4

3
4

1
0

1
3
3

4
1

6
.
5
１

ｍ
前

後
独

立
丘

陵
～

砂
州

上
(
海

岸
線

付
近

)
〇

8
9

上
水

島
遺

跡
倉

敷
市

上
水

島
3
4

2
7

4
5

1
3
3

4
2

4
1

2
0
～

5
1
ｍ

島
嶼

部
、

丘
陵

尾
根

○
○

○
〇

9
0

上
水

島
西

の
浜

遺
跡

倉
敷

市
上

水
島

3
4

2
7

5
3

1
3
3

4
2

4
2

４
ｍ

前
後

島
嶼

部
、

砂
堆

上
△

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

9
1

上
水

島
東

の
浜

遺
跡

倉
敷

市
上

水
島

3
4

2
7

4
4

1
3
3

4
2

5
9

３
ｍ

島
嶼

部
、

丘
陵

裾
、

海
浜

△
僅

少
△

僅
少

9
2

里
木

貝
塚

倉
敷

市
船

穂
町

里
木

3
4

3
5

2
4

1
3
3

4
2

2
3

約
４

ｍ
（

貝
層

底
面

３
～

3
.
2
5

ｍ
、

前
期

①
：

0
.
5
～

２
ｍ

⇒
砂

提
上

は
２

ｍ
前

後
）

丘
陵

裾
（

浜
堤

砂
州

上
）

△
▲

▲
●

●
●

●
●

☆
●

☆
●

☆
●

☆
▲

o
r
〇

△
△

△
△

△
僅

少
△

僅
少

○
○

〇

埋
葬

：
中

期
④

⑤
＜

後
期

①
・

貝
層

の
薄

い
場

所
に

形
成

後
期

①
：

貝
塚

衰
退

･
埋

葬
多

前
期

①
の

ベ
ー

ス
は

青
灰

色
砂

層
･
前

期
の

堆
積

層
は

砂 砂
層層

年年
代代

測測
定定

ああ
りり

9
3

涼
松

貝
塚

(
土

生
貝

塚
)

倉
敷

市
玉

島
長

尾
倉

敷
市

土
生

涼
松

3
4

3
5

1
.
5

1
3
3

4
1

2
3

約
５

ｍ
（

混
貝

層
上

面
３

ｍ
・

下
面

2
.
5
ｍ

）

丘
陵

裾
部

に
形

成
さ

れ
た

低
段

丘
、

谷
口

☆
△

△
〇

？
〇

●
▲

●
●

▲
●

●●
△

僅
少

△
僅

少
？

○
○

〇
〇

早
期

：
炉

中
･
後

期
：

埋
葬

（
人

骨
）

年 年
代代

測測
定定

ああ
りり

9
4

船
倉

貝
塚

倉
敷

市
船

倉
町

3
4

3
5

2
2

1
3
3

4
6

2
8

５
～

７
ｍ

（
貝

層
上

面
5
.
5
～

6
.
9

ｍ
、

埋
葬

6
.
4
ｍ

）

丘
陵

裾
の

緩
斜

面
＝

扇
状

地
状

、
谷

入
口

中
央

部
（

島
嶼

部
）

△
？

？
△

僅
少

△
☆

△
☆

○
o
r
●

△
o
r
▲

△
o
r

▲
少

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

☆
●

○
○

〇
〇

溝

前
期

③
：

埋
葬

、
前

期
④

：
埋

葬
・

土
坑

後
期

④
：

溝
遺

構
形

成
位

置
は

貝
層

と
別

、
基

盤
層

は
黄

灰
色

土

9
5

羽
島

貝
塚

倉
敷

市
羽

島
3
4

3
5

4
0

1
3
3

4
7

0
.
9

2
.
9
ｍ

（
前

①
：

約
0
.
5
ｍ

　
前

③
：

約
1
.
2
ｍ

　
前

④
：

1
.
4
ｍ

）

丘
陵

裾
、

谷
入

口
（

島
嶼

部
、

小
さ

な
溺

れ
谷

入
口

に
形

成
さ

れ
た

小
砂

州
上

）

△
僅

少
▲ o
r
△

●
■

▲
o
r
△

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

?
△

o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

○
○

〇

人
骨

出
土

基
盤

層
：

厚
さ

1
ｍ

の
砂

層
で

湧
水

レ
ベ

ル
･
そ

の
下

部
は

シ
ル

ト
層

、
前

期
終

末
以

降
：

土
砂

の
流

入
大

※ ※
海海

環環
境境

のの
変変

化化
のの

指指
摘摘

、、
年年

代代
測測

定定
ああ

りり

9
6

黒
崎

貝
塚

倉
敷

市
黒

崎
3
4

3
6

2
6

1
3
3

4
7

3
5

約
1
0
ｍ

丘
陵

裾
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
○

詳
細

不
明

9
7

中
帯

江
貝

塚
（

同
貝

塚
群

A
～

C
地

点
）

倉
敷

市
中

帯
江

3
4

3
6

7
.
9

1
3
3

4
8

8
.
8
５

ｍ
丘

陵
裾

、
広

い
谷

の
入

口

9
8

五
日

市
貝

塚
倉

敷
市

五
日

市
3
4

3
6

4
1
3
3

4
7

2
5

５
ｍ

丘
陵

裾

9
9

西
岡

貝
塚

(
子

位
庄

貝
塚

）
倉

敷
市

西
岡

3
4

3
7

8
.
1

1
3
3

4
6

1
5

約
６

ｍ
低

い
台

地
上

、
谷

入
口

○
o
r
●

〇
o
r
●

〇
o
r
●

△
○

○
〇

貝
塚

の
下

部
に

人
骨

多

1
0
0

西
坂

貝
塚

倉
敷

市
西

坂
〇

〇
〇

〇
〇

1
0
1

菅
生

小
学

校
裏

山
遺

跡
倉

敷
市

西
坂

3
4

3
7

3
6

1
3
3

4
6

2
5

４
～

1
0
ｍ

(
0
.
5
～

0
.
7
5
ｍ

)
谷

部
の

小
河

川
に

形
成

さ
れ

た
扇

状
地

末
端

の
緩

斜
面

、
山

裾
△

僅
少

△ 少
△

僅
少

☆
〇

○
○

〇
〇

晩
期

②
：

蔵
穴

複
数

・
土

坑
1
2
基

の
内

８
基

は
堅

果
類

(
ア

ラ
カ

シ
･
ク

ル
ミ

)
を

残
す

。
中

･
後

期
土

器
：

磨
滅

顕
著

･
流

入
晩晩

期期
～～

弥弥
生生

前前
期期

のの
包包

含含
層層

はは
ピピ

ーー
トト

層層
、、

そそ
のの

下下
部部

はは
砂砂

層層

1
0
2

彦
崎

貝
塚

岡
山

市
南

区
灘

崎
町

彦
崎

3
4

3
2

4
7

1
3
3

5
0

8

５
～

６
ｍ

（
前

期
：

５
ｍ

　
後

期
：

5
.
5
ｍ

　
晩

期
：

5
.
8
～

5
.
9

ｍ
）

海
岸

段
丘

上
、

谷
口

△
△

△
〇

☆
●

☆
■

☆
●

☆
▲

☆
▲

☆
▲

☆
△

△
△

△
△

☆
▲

☆
●

△
☆

▲
？

▲
△

○
○

〇
〇

〇
〇

祭
祀

遺
構

・
土

器
溜

ま
り

活
動

の
最

盛
期

は
前

期
③

前
～

後
期

：
土

坑
・

炉
後

期
④

：
貯

蔵
穴

１
(
イ

チ
イ

ガ
シ

)
･
栽栽

培培
植植

物物
関関

連連
資資

料料
((
ママ

メメ
資資

料料
））

晩
期

：
土

坑
･
炉

･
祭

祀
遺

構
･
土

器
溜

ま
り

年 年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
0
3

舟
津

原
貝

塚
倉

敷
市

粒
江

3
4

3
3

3
2

1
3
3

4
8

1
0

５
～

６
ｍ

台
地

上
、

広
い

谷
部

の
入

口
●

〇
〇

〇
〇

△
○

1
0
4

舟
津

原
遺

跡
倉

敷
市

粒
江

3
4

3
3

3
1

1
3
3

4
8

5
.
9
４

ｍ
（

晩
期

②
：

0
.
3
ｍ

～
約

0
.
5
ｍ

）
谷

部
△

僅
少

△
△

△
？

△
△

△
△ 少

〇
〇

〇
〇

△
△

☆
〇

〇
○

〇
晩

期
②

(
舟

津
原

式
)
：

貯
蔵

穴
3

後
期

⑤
の

終
末

～
晩

期
①

の
初

頭
は

欠
落

1
0
5

磯
の

森
貝

塚
倉

敷
市

粒
江

3
4

3
3

3
0

1
3
3

4
8

3
.
9
4
.
7
ｍ

（
貝

層
上

面
約

３
ｍ

）
低

台
地

緩
斜

面
、

広
い

谷
部

入
口

△
☆

●
△

？
△

○
○

〇

埋
葬

：
前

期
②

貝
層

直
下

に
黒

灰
色

土
･
そ

の
下

に
青

灰
色

砂
層

が
堆

積
、

同
砂

層
上

面
に

少
量

の
土

器
片

（
磯

の
森

下
層

式
）

、 、
年年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
0
6

船
元

貝
塚

倉
敷

市
粒

江
3
4

3
3

5
1

1
3
3

4
7

2
0

４
～

５
ｍ

谷
口

を
囲

む
よ

う
に

伸
び

た
舌

状
低

台
地

先
端

△
僅

少
〇

△
☆

●
☆

●
☆

●
△

〇
？

〇
o
r
●

○
○

〇
埋

葬
：

中
期

①
～

③
、

人
骨

1
6
体

DD
22

1
0
7

連
島

西
の

浦
貝

塚
倉

敷
市

西
の

浦
3
4

3
3

7
1
3
3

4
3

1
7

７
～

８
ｍ

高
梁

川
河

口
付

近
、

開
け

た
谷

の
奥

　
（

島
嶼

部
）

DD
11

BB
22

CC
11

BB
11

〇

○

△
△

○

CC
22

CC
33

●

△
僅

少

〇

△
？

〇

〇
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度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

領領 域域
遺遺

跡跡
名名

（
　

）
別

名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置
立立

　　
地地

時時
  
  
  
期期

遺遺 跡跡 番番 号号

晩晩
期期

遺遺
構構

・・
遺遺

物物
・・

堆堆
積積

状状
況況

  
ほほ

かか

北北
緯緯

東東
経経

現現
標標

高高
ｍｍ

(
遺

構
面

等
ｍ
））

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

詳詳
細細

おお
よよ

びび
特特

記記
事事

項項
ピピ ッッ トト

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

河河 道道 他他

1
0
8

浦
田

貝
塚

倉
敷

市
福

田
町

浦
田

3
4

3
3

2
8

1
3
3

4
5

2
4

７
～

1
4
ｍ

丘
陵

斜
面

、
狭

い
谷

部
奥

○

1
0
9

浦
田

船
着

遺
跡

倉
敷

市
福

田
町

浦
田

3
4

3
3

2
2

1
3
3

4
5

2
5

1
5
～

2
0
ｍ

丘
陵

斜
面

1
1
0

福
田

貝
塚

倉
敷

市
福

田
町

古
新

田
3
4

3
3

0
1
3
3

4
5

4
8

２
～

３
ｍ

丘
陵

裾
の

谷
口

（
海

岸
砂

州
上

）
〇

〇
〇

〇
〇

？
〇

〇
〇

〇
〇

〇
？

☆
●

☆
●

〇
〇

●
o
r
〇

〇
〇

〇
○

○
〇

埋
葬

：
後

期
①

②
最

下
層

:
青

色
粘

性
砂

質
土

･
貝

層
下

に
中

期
土

器 貝
層

無
い

地
点

で
は

黒
土

層
(
福

田
K
Ⅱ

式
)
有

:
中

･
後

期
土

器
包

含
層

＋
中

期
土

器
包

含
層

前
期

土
器

：
出

土
層

位
不

明
･
前

期
②

③
は

湧
水

線
付

近
で

土
器

出
土

年年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
1
1

広
江

・
浜

遺
跡

倉
敷

市
福

田
町

広
江

3
4

3
1

1
2

1
3
3

4
6

2
6

４
ｍ

（
縄

文
土

器
出

土
レ

ベ
ル

は
約

2
.
5
ｍ

）

扇
状

地
～

海
岸

砂
州

(
海

浜
)

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

1
1
2

宇
野

津
遺

跡
倉

敷
市

児
島

3
4

2
9

5
9

1
3
3

4
6

1
7

2
2
ｍ

水
島

灘
に

臨
む

旧
海

岸
（

浜
堤

）

1
1
3

金
浜

遺
跡

倉
敷

市
児

島
3
4

2
9

7
1
3
3

4
6

1
0

２
ｍ

丘
陵

裾
緩

斜
面

〇
古

墳
の

調
査

で
出

土

1
1
4

溝
落

遺
跡

倉
敷

市
児

島
3
4

2
9

9
1
3
3

4
6

1
7

７
～

９
ｍ

山
裾

、
谷

筋
に

形
成

さ
れ

た
扇

状
地

△
僅

少
〇

〇
◎

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

1
1
5

若
宮

神
社

東
遺

跡
倉

敷
市

山
地

3
4

3
9

2
6

1
3
3

4
9

8
2
4
ｍ

低
丘

陵
上

〇
〇

1
1
6

矢
部

奥
田

遺
跡

・
矢

部
貝

塚
倉

敷
市

矢
部

3
4

3
9

5
2

1
3
3

4
8

5
0

1
7
～

1
8
ｍ

（
遺

構
面

は
約

1
5
ｍ

、
貝

塚
上

面
は

1
4
.
7
～

1
5
.
2
ｍ

）

足
守

川
流

域
最

深
部

、
舌

状
台

地
斜

面
、

谷
の

入
口

△
僅

少
△

僅
少

▲
●

■
☆

▲
遺

物
量

◎
▲

◎
〇

○
○

〇
？

土
器

溜
ま

り

土
器

溜
ま

り
：

中
期

後
半

～
後

期
前

半
･
後

期
土

器
多

土
坑

：
1
基

は
貝

塚
形

成
期

、
他

は
不

明
中

期
⑤

⑥
･
後

期
②

：
安

定
し

た
居

住
域

(
特

に
後

期
②

）
中

期
⑥

：
遺

物
量

は
最

多
だ

が
、

貝
塚

出
土

遺
物

は
減

少
人

骨
出

土
：

分
布

域
は

貝
塚

と
重

複
し

な
い

。

1
1
7

西
尾

貝
塚

倉
敷

市
西

尾
3
4

3
9

2
7

1
3
3

4
9

4
9

３
ｍ

丘
陵

裾
（

島
嶼

部
、

砂
州

上
）

●
？

○

1
1
8

矢
部

寺
田

遺
跡

倉
敷

市
矢

部
3
4

3
9

5
4

1
3
3

4
9

7
６

ｍ
扇

状
地

末
端

緩
斜

面

1
1
9

上
東

中
嶋

遺
跡

倉
敷

市
上

東
3
4

3
9

1
7

1
3
3

4
9

4
4

2
.
4
ｍ

丘
陵

裾
部

を
巡

る
川

の
自

然
堤

防
上

～
縁

辺
部

〇
籾籾

圧圧
痕痕

土土
器器

1
2
0

上
東

遺
跡

倉
敷

市
上

東
3
4

3
8

5
2

1
3
3

4
9

4
7

1
.
6
～

1
.
7
ｍ

平
野

部
△

僅
少

1
2
1

大
内

田
貝

塚
岡

山
市

北
区

大
内

田
3
4

3
8

4
1
3
3

5
0

3
4

４
～

1
0
ｍ

（
表

土
下

0
.
3
ｍ

で
後

期
貝

層
）

丘
陵

先
端

裾
、

谷
の

入
口

（
島

嶼
部

）
？

△
僅

少
●

●
■

○

1
2
2

妹
尾

大
村

池
下

貝
塚

（
妹

尾
貝

塚
）

岡
山

市
南

区
妹

尾
3
4

3
6

5
8

1
3
3

5
2

9
.
9
３

ｍ
丘

陵
裾

○

1
2
3

妹
尾

住
田

遺
跡

岡
山

市
南

区
妹

尾
3
4

3
6

4
6

1
3
3

5
1

4
6

約
3
.
8
ｍ

丘
陵

裾
（

島
嶼

部
・

砂
浜

付
近

）
？

〇
○

1
2
4

吉
野

口
遺

跡
岡

山
市

北
区

吉
備

津
3
4

4
0

1
0

1
3
3

5
1

5
5

約
3
.
8
ｍ

(
晩

期
：

2
.
4
～

2
.
5

ｍ
）

河
川

脇
の

平
野

部
、

自
然

堤
防

上
？

☆
〇

○
〇

住
？

住
居

の
可

能
性

1
2
5

辛
川

大
池

遺
跡

岡
山

市
北

区
西

辛
川

3
4

4
1

5
1
3
3

5
1

1
9

1
4
ｍ

畑
地

、
狭

い
谷

部
〇

○
○

△

1
2
6

田
益

新
田

遺
跡

岡
山

市
北

区
田

益
3
4

4
2

4
9

1
3
3

5
4

3
1
0
～

1
1
ｍ

丘
陵

先
端

裾
～

谷
入

口
の

平
野

部
◎

遺
物

は
河

道
出

土
で

磨
滅

顕
著

1
2
7

田
益

田
中

遺
跡

岡
山

市
北

区
田

益
3
4

4
2

2
8

1
3
3

5
3

5
7

7
.
5
～

8
ｍ

（
河

道
上

6
.
5
～

7
ｍ

）
丘

陵
裾

と
河

川
間

に
広

が
る

平
野

部
・

水
田

△
△

〇
〇

◎
◎

△
△

☆
◎

☆
◎

○
◎

〇
溝

遺
物

は
河

道
出

土
、

草
創

期
・

前
期

の
記

載
晩

期
②

：
土

坑
、

晩
期

③
：

溝

1
2
8

津
島

東
遺

跡
岡

山
市

北
区

津
島

東
3
4

4
1

2
2

1
3
3

5
5

3
1

６
ｍ

丘
陵

斜
面

〇
〇

？
〇

1
2
9

朝
寝

鼻
貝

塚
岡

山
市

北
区

津
島

東
3
4

4
1

2
8

1
3
3

5
5

3
7

５
～

1
0
ｍ

（
前

期
：

３
ｍ

前
後

、
後

期
：

貝
層

4
.
5
～

4
.
9

ｍ
）

丘
陵

裾
、

丘
陵

台
地

端
部

、
谷

入
口

〇
△

●
o
r
〇

●
？

？
○

猿
埋

納
土

器
(
後

期
）

、
小

規
模

な
貝

塚
年年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
3
0

津
島

岡
大

遺
跡

岡
山

市
北

区
津

島
中

3
4

4
1

1
4

1
3
3

5
5

1
3

4
.
5
～

5
.
3
ｍ

（
遺

構
面

2
.
9
～

１
ｍ

、
黒

色
土

上
2
.
5
～

3
ｍ

）

丘
陵

裾
、

扇
状

地
端

部
△

僅
少

☆
△

☆
△

△
僅

少
☆

△
☆

△
☆

〇
☆

〇
☆

〇
☆

〇
○

〇
〇 住

〇
？

〇
溝

中
期

②
～

後
期

①
：

土
坑

･
炉

後
期

②
：

土
坑

･
炉

･
貯

蔵
穴

・
河

道
後

期
③

：
土

坑
･
炉

･
住

居
･
溝

･
貯

蔵
穴

･
河

道
後

期
④

：
土

坑
･
貯

蔵
穴

（
堅

果
類

･
ダ ダ

イイ
ズズ

・・
アア

ズズ
キキ

）
･
杭

列
・

河
道

･
ママ

メメ
圧圧

痕痕
土土

器器
晩

期
③

：
貯

蔵
穴

･
溝

･
河

道
･
籾籾

圧圧
痕痕

土土
器器

・・
石石

棒棒
各各

種種
年年

代代
測測

定定
ああ

りり

〇

EE
11

EE
33

EE
22

FF
11

FF
22

〇 〇

DD
22

●
●

〇

▲
僅

少

○
？

△
僅

少
△

僅
少
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表
１
a
　
遺
跡
一
覧
（
岡
山

5
）



度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

領領 域域
遺遺

跡跡
名名

（
　

）
別

名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置
立立

　　
地地

時時
  
  
  
期期

遺遺 跡跡 番番 号号

晩晩
期期

遺遺
構構

・・
遺遺

物物
・・

堆堆
積積

状状
況況

  
ほほ

かか

北北
緯緯

東東
経経

現現
標標

高高
ｍｍ

(
遺

構
面

等
ｍ
））

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

詳詳
細細

おお
よよ

びび
特特

記記
事事

項項
ピピ ッッ トト

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

河河 道道 他他

FF
22

1
3
1

津
島

江
道

遺
跡

岡
山

市
北

区
津

島
東

3
4

4
1

0
1
3
3

5
5

4
5

5
.
3
ｍ

（
晩

期
③

：
３

ｍ
　

後
期

：
2
.
9
ｍ

　
前

期
：

2
.
6
ｍ

)

丘
陵

裾
の

平
野

部
（

河
道

脇
？

)
〇

〇
☆

〇
〇

畦
畔

後
期

？
：

土
坑

、
晩

期
③

：
畦

畔

1
3
2

津
島

遺
跡

岡
山

市
北

区
い

ず
み

町
3
4

4
0

4
5

1
3
3

5
5

7
４

ｍ
前

後
（

１
ｍ

前
後

で
晩

期
土

器
出

土
）

平
野

部
☆

△
〇

晩
期

③
：

土
坑

？

1
3
3

北
方

中
溝

遺
跡

岡
山

市
北

区
学

南
町

3
4

4
0

5
4

1
3
3

5
5

2
8

4
.
5
～

５
ｍ

平
野

部
摩

滅

1
3
4

北
方

地
蔵

遺
跡

岡
山

市
北

区
学

南
町

3
4

4
0

5
3

1
3
3

5
5

3
7

4
.
5
～

５
ｍ

平
野

部
摩

滅

1
3
5

北
方

藪
ノ

内
遺

跡
岡

山
市

北
区

中
井

町
3
4

4
0

5
1

1
3
3

5
5

4
6

5
.
4
ｍ

平
野

部
摩

滅

1
3
6

南
方

釜
田

遺
跡

岡
山

市
北

区
南

方
3
4

4
0

2
9

1
3
3

5
5

2
3

４
～

4
.
5
ｍ

（
晩

期
中

葉
：

約
0
.
9

～
0
.
5
ｍ

、
後

期
：

0
.
5

ｍ
）

沖
積

平
野

、
自

然
堤

防
、

水
田

△
〇

後
期

：
河

道
(
土

器
出

土
･
砂

礫
層

）
晩

期
②

：
沼

沢
堆

積
年 年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
3
7

鹿
田

遺
跡

岡
山

市
北

区
鹿

田
町

3
4

3
9

2
1
3
3

5
5

1
2

2
.
5
ｍ

平
野

部
（

河
口

の
砂

堆
上

）
△

僅
少

△
？

僅
少

出
土

土
器

は
い

ず
れ

も
流

入

1
3
8

百
間

川
沢

田
遺

跡
岡

山
市

中
区

沢
田

3
4

4
0

1
3

1
3
3

5
7

4
5

<
四

元
調

査
区

>
３

～
3
.
5
ｍ

（
後

期
：

1
.
2
～

2
ｍ

　
晩

期
：

1
.
7
ｍ

）
<
高

縄
手

調
査

区
>

４
ｍ

（
晩

期
：

2
.
7
～

約
３

ｍ
）

<
四

元
調

査
区

>
丘

陵
端

部
裾

の
平

地
、

谷
入

口
<
高

縄
手

調
査

区
>

丘
陵

か
ら

離
れ

た
平

野
部

？
△

☆
●

△
☆

○
☆

〇
☆

▲
○

○
〇

〇
〇

○

石
器

集
積

土
坑

・
溝

・
土

器
溜

ま
り

中
期

土
器

僅
少

・
摩

滅
<
四

元
調

査
区

>
後

期
④

：
貝 貝

塚塚
（（

小小
規規

模模
))
･
土

坑
８

･
貯

蔵
穴

３
･
炉

･
土

器
溜

ま
り

晩
期

：
土

器
溜

ま
り

･
河

道
（

底 底
にに

貝貝
塚塚

形形
成成

）
<
高

縄
手

B
調

査
区

>
晩

期
①

：
炉

･
土

坑
群

、
晩

期
②

：
炉

晩
期

③
：

土
坑

･
溝

･
土

器
溜

ま
り

･
籾 籾

圧圧
痕痕

土土
器器 晩

期
：

石
器

集
積

土
坑

･
河

道
(
埋

土
は

粘
性

が
強

い
＝

日
常

的
な

流
水

の
な

い
谷

地
形

）
年 年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
3
9

百
間

川
原

尾
島

遺
跡

岡
山

市
中

区
原

尾
島

3
4

4
0

2
1

1
3
3

5
7

1
6

3
.
5
～

４
ｍ

(
後

期
：

２
～

2
.
2
ｍ

）
(
晩

期
：

1
.
7
～

3
.
1
ｍ

)
平

野
部

☆
〇

〇
〇

☆
〇

○
〇

〇
〇

土
器

溜
ま

り

後
期

⑤
：

土
器

溜
ま

り
（

住
の

可
能

性
）

晩
期

：
土

坑
複

数
･
河

道
･
貯

蔵
穴

1
年年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
4
0

百
間

川
米

田
遺

跡
岡

山
市

中
区

米
田

3
4

4
0

2
2

1
3
3

5
9

2
7

3
.
4
～

3
.
5
ｍ

（
貯

蔵
穴

0
.
7
ｍ

）
丘

陵
裾

の
平

地
☆

？
〇

☆
？

〇
○

〇
斜

面
堆

積
：

晩
期

②
、

微
高

地
上

：
晩

期
③

貯
蔵

穴
：

晩
期

1
(
晩

期
②

o
r
③

)

1
4
1

雄
町

遺
跡

岡
山

市
中

区
雄

町
3
4

4
1

4
1
3
3

5
8

7
4
.
5
ｍ

(
2
.
5
～

3
ｍ

）
平

野
部

、
扇

状
地

端
部

か
〇

〇

1
4
2

関
遺

跡
岡

山
市

中
区

関
3
4

4
0

4
6

1
3
3

5
8

1
6

５
ｍ

平
野

部
○

灰
黒

色
粘

土
層

か
ら

出
土

GG
33

1
4
3

備
前

高
島

遺
跡

岡
山

市
南

区
宮

浦
3
4

3
6

1
1

1
3
3

5
9

2
3

約
２

ｍ
島

嶼
部

○

1
4
4

沼
貝

塚
岡

山
市

東
区

上
道

3
4

4
2

3
5

1
3
4

2
9
.
2
５

ｍ
前

後

丘
陵

裾
、

小
さ

な
谷

の
入

口
、

前
面

の
畑

で
急

激
に

レ
ベ

ル
が

下
が

る
。

（
入

り
江

に
臨

む
岸

辺
）

●
●

？
●

○
焼

石
中 中

期期
：：

海海
退退

とと
沖沖

積積
作作

用用
のの

進進
行行

のの
指指

摘摘
年年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
4
5

竹
原

貝
塚

岡
山

市
東

区
上

道
3
4

4
0

6
0

1
3
4

2
4
7

５
ｍ

前
後

丘
陵

裾
、

谷
入

口
急

峻
な

崖
の

下
、

畑
●

○

1
4
6

里
前

遺
跡

岡
山

市
東

区
才

崎
3
4

4
1

3
1

1
3
4

3
4
9

３
ｍ

前
後

平
野

部
△

籾籾
圧圧

痕痕
土土

器器

1
4
7

金
山

西
貝

塚
岡

山
市

東
区

西
大

寺
3
4

3
9

3
6

1
3
4

1
4
8

９
～

1
0
ｍ

丘
陵

上
端

部
(
島

嶼
部

）
○

年 年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
4
8

真
徳

貝
塚

Ｂ
瀬

戸
内

市
邑

久
町

山
手

3
4

4
0

4
.
6

1
3
4

6
5
0

１
ｍ

（
貝

層
上

面
－

1
.
1
ｍ

･
下

面
―

1
.
8
ｍ

＋
α

）

水
田

、
丘

陵
端

の
台

地
先

端
裾

（
緩

斜
面

）
○

年年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
4
9

大
橋

貝
塚

（
豊

原
貝

塚
）

瀬
戸

内
市

邑
久

町
豊

原
3
4

3
8

5
4

1
3
4

5
1
2

２
～

８
ｍ

（
1
.
5
ｍ

前
後

）

丘
陵

裾
斜

面
、

深
い

谷
の

出
口

、
谷

川
の

脇
(
砂

州
状

の
微

高
地

)
△

〇
☆

■
〇

?
●

o
r
〇

〇
?

●
●

●
o
r
〇

●
▲

o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

○
○

〇
埋

葬
：

前
期

②
･
中

期
①

～
③

基
盤

層
：

厚
い

粗
砂

層
＋

中
砂

層
（

磯
の

森
出

土
）

、
年 年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
5
0

宮
下

貝
塚

瀬
戸

内
市

邑
久

町
山

田
庄

3
4

4
0

1
8

1
3
4

6
2
.
6
６

ｍ
丘

陵
裾

の
緩

斜
面

、
現

在
貝

塚
南

に
用

水
路

〇
●

〇
?

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

○

1
5
1

山
手

貝
塚

（
山

田
辻

畑
遺

跡
）

瀬
戸

内
市

邑
久

町
山

田
庄

3
4

4
0

2
0

1
3
4

6
2
3

５
～

1
0
ｍ

扇
状

地
状

緩
斜

面
の

奥
、

丘
陵

裾
〇

〇
？

詳
細

不
明

1
5
2

山
田

辻
畑

遺
跡

瀬
戸

内
市

邑
久

町
山

田
庄

3
4

4
0

2
0

1
3
4

6
2
3

６
ｍ

丘
陵

端
部

斜
面

○

1
5
3

下
笠

加
遺

跡
瀬

戸
内

市
邑

久
町

下
笠

加
3
4

4
0

5
0

1
3
4

5
4
0

2
.
7
ｍ

平
野

部
、

微
高

地
△

GG
22 HHFF
33

GG
11

II
11

●
△

僅
少

●

△
僅

少

△
僅

少

△

△
僅

少

△
僅

少
、

後
期

①
の

可
能

性
あ

り

●

△
僅

少
△

僅
少

〇

△
僅

少

△
僅

少
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表
１
a
　
遺
跡
一
覧
（
岡
山

6
）



度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

領領 域域
遺遺

跡跡
名名

（
　

）
別

名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置
立立

　　
地地

時時
  
  
  
期期

遺遺 跡跡 番番 号号

晩晩
期期

遺遺
構構

・・
遺遺

物物
・・

堆堆
積積

状状
況況

  
ほほ

かか

北北
緯緯

東東
経経

現現
標標

高高
ｍｍ

(
遺

構
面

等
ｍ
））

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

詳詳
細細

おお
よよ

びび
特特

記記
事事

項項
ピピ ッッ トト

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

河河 道道 他他

1
5
4

熊
山

田
遺

跡
（

月
ノ

木
遺

跡
）

瀬
戸

内
市

邑
久

町
山

田
庄

3
4

4
0

2
5

1
3
4

5
4
3

2
.
7
ｍ

（
基

盤
層

１
～

２
ｍ

）
平

野
部

、
微

高
地

△
僅

少
△

僅
少

1
5
5

円
張

東
貝

塚
瀬

戸
内

市
邑

久
町

豊
原

3
4

3
9

4
.
8

1
3
4

6
1
.
9
４

～
５

ｍ
（

0
.
4
ｍ

、
貝

塚
は

0
.
1

ｍ
）

丘
陵

尾
根

先
端

裾
、

谷
入

口
？

1
5
6

下
山

田
鳥

博
遺

跡
瀬

戸
内

市
邑

久
町

下
山

田
3
4

3
9

1
3

1
3
4

6
3
3

0
.
6
～

0
.
8
ｍ

(
約

0
.
5
ｍ

で
土

器
）

舌
状

丘
陵

裾
部

～
平

野
部

、
広

い
谷

の
入

口
△

1
5
7

本
庄

西
谷

貝
塚

･
本

庄
明

見
貝

塚
（

佐
井

田
遺

跡
）

瀬
戸

内
市

邑
久

町
佐

井
田

3
4

3
9

3
6

1
3
4

7
1
5

９
ｍ

丘
陵

先
端

裾
部

〇

1
5
8

堂
免

遺
跡

瀬
戸

内
市

邑
久

町
尾

張
3
4

3
9

5
5

1
3
4

5
3
3

2
.
5
～

2
.
6
ｍ

平
野

部
、

自
然

堤
防

上
〇

1
5
9

助
三

畑
遺

跡
瀬

戸
内

市
邑

久
町

尾
張

3
4

3
9

4
8

1
3
4

5
3
7

2
.
4
ｍ

平
野

部
、

自
然

堤
防

〇

1
6
0

黒
和

貝
塚

瀬
戸

内
市

邑
久

町
3
4

3
6

5
7

1
3
4

4
1
4

５
ｍ

(
基

盤
層

約
１

ｍ
）

丘
陵

裾
、

小
さ

な
谷

入
り

口
●

o
r
〇

？
△

△
△

△
△

○
中

期
後

半
の

土
器

１
点

（
集

落
形

成
前

）
基

盤
層

は
砂

層

1
6
1

尻
海

長
浜

遺
跡

瀬
戸

内
市

邑
久

町
尻

海
3
4

3
9

5
1
3
4

1
0

8
５

ｍ
丘

陵
裾

に
広

が
る

平
地

△

1
6
2

尻
海

才
ノ

峠
遺

跡
瀬

戸
内

市
邑

久
町

尻
海

才
ノ

峠
3
4

3
9

1
3

1
3
4

9
6
.
9
2
0
ｍ

丘
陵

斜
面

、
谷

底
平

野
の

最
奥

部
〇

後
期

o
r
晩

期
注

口
土

器
片

1
6
3

福
里

遺
跡

瀬
戸

内
市

長
船

町
福

里
3
4

4
1

3
4

1
3
4

7
1
4

4
.
5
ｍ

丘
陵

裾
の

平
地

△
？

僅
少

1
6
4

土
師

東
遺

跡
瀬

戸
内

市
長

船
町

土
師

3
4

4
1

3
4

1
3
4

6
5
5

4
.
5
ｍ

丘
陵

裾
の

平
地

△
？

僅
少

1
6
5

服
部

廃
寺

（
丸

山
遺

跡
含

む
）

瀬
戸

内
市

長
船

町
服

部
3
4

4
2

2
4

1
3
4

6
4
5

７
ｍ

丘
陵

下
の

平
野

部
、

小
河

川
脇

△
僅

少

1
6
6

新
庄

西
畑

田
遺

跡
備

前
市

新
庄

西
畑

田
3
4

4
2

4
4

1
3
4

6
4
5

６
ｍ

丘
陵

裾
の

水
田

部
〇

〇
〇

JJ
11

1
6
7

長
縄

手
遺

跡
備

前
市

西
片

上
3
4

4
4

5
1

1
3
4

1
1

2
6
.
5
ｍ

（
約

6
～

6
.
5
ｍ

）
谷

奥
部

の
扇

状
地

、
海

ま
で

3
0
0
ｍ

△
△

☆
〇

☆
〇

△
○

〇

集
石

遺
構

・
土

器
溜

ま
り

中
期

⑤
～

後
期

①
(
以

外
の

土
器

は
混

入
)

：
住

居
3
･
土

坑
6
･
土

器
溜

ま
り

･
集

石
遺

構
中中

期期
にに

谷谷
がが

埋埋
没没

しし
、、

そそ
のの

上上
部部

にに
集集

落落
形形

成成

1
6
8

鹿
久

居
島

千
軒

遺
跡

備
前

市
日

生
3
4

4
2

3
7

1
3
4

1
8

3
7

0
.
5
～

1
.
2
ｍ

島
嶼

部
、

丘
陵

裾
の

扇
状

地
、

浜
、

平
地

△
○

ベ
ー

ス
は

小
角

礫
層

、
後

期
は

宮
滝

式

1
6
9

鹿
久

居
島

(
5
地

点
)

備
前

市
日

生
3
4

4
3

8
1
3
4

1
8

2
6

1
.
4
～

３
ｍ

島
嶼

部
、

海
砂

鼻
岸

縄
文

土
器

の
表

記
の

み

1
7
0

鴻
島

(
5
地

点
）

備
前

市
日

生
3
4

4
2

2
1

1
3
4

1
5

2
2

1
.
6
～

５
ｍ

島
嶼

部
、

海
岸

砂
浜

縄
文

土
器

の
表

記
の

み

1
7
1

阿
津

走
出

遺
跡

倉
敷

市
児

島
3
4

2
7

4
1
3
3

4
8

2
6

1
.
4
～

7
.
5
ｍ

(
５

～
7
.
5
ｍ

、
後

･
晩

期
：

約
1
.
1
～

2
ｍ

）

丘
陵

裾
～

平
地

、
谷

部
入

口
(
砂

州
上

)
△

△
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

○
〇

〇
後

･
晩

期
：

土
坑

等
多

数
晩

期
？

：
埋

葬

1
7
2

堀
江

遺
跡

倉
敷

市
児

島
3
4

2
8

4
1

1
3
3

4
9

4
9

3
0
ｍ

丘
陵

裾
、

谷
部

入
口

1
7
3

琴
浦

向
山

遺
跡

倉
敷

市
児

島
3
4

2
8

4
7

1
3
3

5
0

4
5
0
ｍ

岬
状

の
小

丘
陵

上
〇

〇

1
7
4

鷲
羽

山
遺

跡
倉

敷
市

下
津

井
3
4

2
6

3
1
3
3

4
8

5
3

3
0
～

1
1
0
ｍ

丘
陵

尾
根

上
〇

1
7
5

菰
池

遺
跡

倉
敷

市
菰

池
3
4

2
7

8
1
3
3

4
7

3
0

2
6
ｍ

(
遺

構
面

2
1
.
7
ｍ

)
内

陸
、

丘
陵

先
端

部
裾

部
斜

面
、

谷
口

☆
〇

○
集

石
遺

構
早

期
：

集
積

遺
構

1
7
6

城
遺

跡
倉

敷
市

味
野

3
4

2
8

2
1

1
3
3

4
7

3
9

5
0
ｍ

内
陸

、
谷

部
斜

面
△

△

1
7
7

竪
場

島
遺

跡
倉

敷
市

竪
場

島
3
4

2
6

5
3

1
3
3

5
1

9
3
0
ｍ

島
嶼

部
、

丘
陵

上
〇

1
7
8

竪
場

島
海

岸
遺

跡
倉

敷
市

竪
場

島
3
4

2
6

4
9

1
3
3

5
1

1
3

４
ｍ

島
嶼

部
、

海
岸

1
7
9

柳
谷

遺
跡

倉
敷

市
六

口
島

3
4

2
5

3
2

1
3
3

4
6

1
2

０
～

1
1
ｍ

島
嶼

部
海

浜
砂

州
～

扇
状

地
〇

〇
？

六
口

島
で

は
早

期
押

型
文

土
器

が
出

土

1
8
0

出
崎

船
越

遺
跡

玉
野

市
沼

3
4

3
1

3
1
3
4

0
3

2
.
4
ｍ

海
岸

部
、

岬
の

裾
、

浜
辺

△
〇

〇
〇

〇
〇

△

1
8
1

出
崎

船
越

南
遺

跡
玉

野
市

沼
3
4

3
0

5
4

1
3
4

0
3

2
.
2
ｍ

岬
の

海
岸

砂
浜

〇
年年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
8
2

波
張

崎
遺

跡
玉

野
市

胸
上

3
4

3
2

4
0

1
3
4

1
1
0

1
0
ｍ

岬
、

丘
陵

台
地

斜
面

（
島

嶼
部

？
）

☆
●

○
○

礫
群

早
期

：
礫

群

1
8
3

田
井

1
号

台
地

遺
跡

玉
野

市
田

井
3
4

2
9

4
1

1
3
3

5
7

1
4

1
7
ｍ

丘
陵

上
、

丘
陵

（
島

嶼
部

）

1
8
4

向
日

比
遺

跡
玉

野
向

日
比

3
4

2
7

2
3

1
3
3

5
6

2
3

2
2
ｍ

丘
陵

　
(
島

嶼
部

）
〇

1
8
5

畑
ノ

浦
遺

跡
(
田

井
3
号

台
地

遺
跡

）
玉

野
田

井
3
4

3
0

8
1
3
3

5
7

3
0

７
～

８
ｍ

丘
陵

上
（

島
嶼

部
？

）
〇

1
8
6

田
井

長
崎

鼻
遺

跡
（

日
の

出
遺

跡
）

玉
野

市
田

井
3
4

2
9

5
8

1
3
3

5
7

4
3

２
～

５
ｍ

岬
状

の
舌

状
台

地
(
島

嶼
部

)
〇

〇
〇

1
8
7

大
入

崎
遺

跡
玉

野
市

番
田

3
4

3
3

7
1
3
4

1
5
2

1
5
ｍ

岬
上

（
島

嶼
部

）
〇

II
22

KK
11

〇
〇〇

△
僅

少

△
僅

少

II
11

〇

△

JJ
22

〇

KK
22

△
僅

少
△

僅
少

- 95 -

表
１
a
　
遺
跡
一
覧
（
岡
山

7
）



度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

領領 域域
遺遺

跡跡
名名

（
　

）
別

名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置
立立

　　
地地

時時
  
  
  
期期

遺遺 跡跡 番番 号号

晩晩
期期

遺遺
構構

・・
遺遺

物物
・・

堆堆
積積

状状
況況

  
ほほ

かか

北北
緯緯

東東
経経

現現
標標

高高
ｍｍ

(
遺

構
面

等
ｍ
））

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

詳詳
細細

おお
よよ

びび
特特

記記
事事

項項
ピピ ッッ トト

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

河河 道道 他他

1
8
8

坊
子

遺
跡

玉
野

市
胸

上
3
4

3
2

4
6

1
3
4

1
2
4

1
0
ｍ

島
嶼

部
、

小
島

、
丘

陵
上

〇

1
8
9

鉾
島

遺
跡

玉
野

市
番

田
3
4

3
3

2
8

1
3
4

1
5
6

1
8
ｍ

島
嶼

部
〇

1
9
0

犬
島

貝
塚

岡
山

市
東

区
犬

島
3
4

3
3

4
3

1
3
4

5
3
1

1
0
ｍ

前
後

島
嶼

部
、

頂
部

端
部

●
○

年 年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
9
1

黒
島

貝
塚

瀬
戸

内
市

牛
窓

町
黒

島
3
4

3
5

5
1

1
3
4

9
2
9

約
3
0
ｍ

(
表

土
下

1
.
3
5

ｍ
で

貝
層

)
島

嶼
部

、
舌

状
に

張
り

出
し

た
台

地
上

☆
●

○
○

〇
早

期
：

ピ
ッ

ト
群

、
前

期
土

器
は

小
細

片
1
点

年年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
9
2

黄
島

貝
塚

瀬
戸

内
市

牛
窓

町
黄

島
3
4

3
5

5
2

1
3
4

1
1

2
5

約
3
0
ｍ

（
貝

塚
面

は
1
3
.
5
～

1
6
.
1
7
ｍ

）
島

嶼
部

、
舌

状
台

地
中

央
部

～
斜

面
●

○
年 年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
9
3

黄
島

遺
跡

第
1
･
2
･

4
地

点
瀬

戸
内

市
牛

窓
町

黄
島

3
4

3
5

5
9

1
3
4

1
1

4
9

９
～

4
0
ｍ

島
嶼

部
、

丘
陵

尾
根

斜
面

、
谷

部
〇

○

【【
凡凡

例例
】】

掲
載

し
た

遺
跡

は
、

縄
文

土
器

の
出

土
し

た
遺

跡
、

石
器

の
み

の
報

告
は

含
め

て
い

な
い

。
　

・
遺

跡
番

号
･
領

域
名

は
、

本
報

告
に

掲
載

の
表

あ
る

い
は

文
中

の
記

載
な

ど
全

て
に

共
通

す
る

。
 
 
･
現

標
高

値
は

、
多

く
の

遺
跡

に
つ

い
て

国
土

地
理

院
地

図
か

ら
求

め
て

お
り

、
発

掘
時

の
標

高
値

と
は

異
な

る
場

合
も

多
い

。
 
＜

「
時

期
」

欄
の

表
記

＞
　

☆
：

遺
構

の
存

在
が

報
告

さ
れ

た
時

期
　

△
・

○
・

◎
：

土
器

の
出

土
が

確
認

さ
れ

る
時

期
を

示
す

…
△

は
少

量
、

◎
は

特
に

多
い

時
期

を
そ

れ
ぞ

れ
示

す
。

「
僅

少
」

は
出

土
点

数
が

1
～

数
片

と
把

握
で

き
た

場
合

に
付

し
た

。
　

▲
・

●
・

■
：

貝
塚

形
成

時
期

を
示

す
（

遺
物

の
出

土
も

含
め

る
)
。

…
▲

は
小

規
模

、
■

は
最

も
規

模
が

大
き

い
こ

と
を

示
す

。
　

　
※

た
だ

し
、

い
ず

れ
の

量
的

差
も

相
対

的
な

も
の

で
あ

る
。

　
・

出
土

土
器

の
時

期
あ

る
い

は
貝

塚
形

成
時

期
に

つ
い

て
、

意
見

が
分

か
れ

る
場

合
や

確
認

が
取

れ
な

い
場

合
は

「
？

」
あ

る
い

は
、

そ
の

有
無

の
可

能
性

を
「

o
r
」

と
し

て
表

記
し

た
。

？
の

み
の

場
合

は
、

確
認

が
と

れ
な

い
こ

と
を

示
す

。
　

・
出

土
土

器
の

型
式

が
特

定
で

き
な

い
場

合
は

、
欄

を
ま

た
い

で
可

能
性

の
あ

る
時

期
を

示
し

た
。

　
・

太
線

枠
は

低
湿

地
型

貯
蔵

穴
が

存
在

す
る

可
能

性
を

示
す

。
＜

「
遺

構
」

の
表

記
＞

　
・

「
河

道
」

：
自

然
流

路
に

あ
た

る
。

谷
地

形
の

場
合

も
含

む
。

　
・

「
ピ

ッ
ト

」
：

土
坑

・
柱

穴
の

ほ
か

に
、

住
居

も
含

め
る

が
、

そ
の

場
合

は
「

住
」

を
記

し
た

。
　

・
「

炉
」

：
火

処
、

焼
土

･
炭

の
集

中
域

を
含

め
た

。
加

熱
作

業
空

間
を

考
え

て
い

る
。

KK
33

△
僅

少

KK
22

- 96 -

表
１
a
　
遺
跡
一
覧
（
岡
山

8
）



A
2

A
2

A
1

A
1

B
1

B
1

B
2

B
2

C
1

C
1

C
2

C
2

a
1

a
1

a
2

a
2
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図
２
　
遺
跡
分
布
（
広
島
南
東
部
）



表
１
b
　
遺
跡
一
覧
（
広
島
）

度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

1
古

城
通

一
丁

目
遺

跡
三

原
市

寿
町

3
4

2
3

4
7

1
3
3

5
5
2

1
0
～

2
0
ｍ

丘
陵

台
地

上
～

斜
面

2
古

城
遺

跡
三

原
市

糸
崎

町
3
4

2
3

5
3

1
3
3

5
4
3

1
0
～

2
0
ｍ

（
地

表
下

3
～

1
ｍ

）
丘

陵
台

地
上

～
斜

面
○

○

3
時

貞
遺

跡
三

原
市

時
貞

町
3
4

2
3

5
1

1
3
3

6
2

1
0
～

2
0
ｍ

丘
陵

台
地

上
～

斜
面

○
○

4
大

将
軍

遺
跡

三
原

市
時

貞
町

3
4

2
3

5
1

1
3
3

6
9

2
0
ｍ

丘
陵

上

5
天

神
山

遺
跡

三
原

市
糸

崎
町

3
4

2
3

2
9

1
3
3

6
2
7

1
0
ｍ

丘
陵

裾

6
二

中
学

校
校

庭
遺

跡
三

原
市

糸
崎

町
3
4

2
3

4
5

1
3
3

5
5
8

1
1
ｍ

丘
陵

斜
面

A
2

7
北

浦
遺

跡
（

小
佐

木
島

遺
跡

）
三

原
市

鷺
浦

町
3
4

2
1

5
9

1
3
3

6
2
3

2
5
ｍ

丘
陵

裾

8
大

田
貝

塚
尾

道
市

高
須

町
3
4

2
5

4
0

1
3
3

1
3

3
1

３
ｍ

丘
陵

裾
☆

△
△

△
○

○
○

前
期

①
：

埋
葬

1
体

、
前

期
前

半
･
中

期
全

般
：

人
骨

約
7
0
体

9
妙

見
山

遺
跡

尾
道

市
山

波
町

3
4

2
5

3
1

1
3
3

1
3

3
0

９
ｍ

低
丘

陵
緩

斜
面

△
△

1
0

下
迫

貝
塚

福
山

市
柳

津
町

3
4

2
6

1
8

1
3
3

1
6

2
4

1
0
ｍ

丘
陵

裾
の

緩
斜

面
、

谷
の

出
口

○
○

○
●

○
土

偶
1
点

出
土

1
1

馬
取

遺
跡

福
山

市
柳

津
町

3
4

2
6

8
1
3
3

1
6

3
8

1
0
ｍ

丘
陵

末
端

部
、

谷
の

出
口

△
△

僅
少

△
●

○
○

1
2

洗
谷

貝
塚

福
山

市
水

呑
町

3
4

2
7

4
7

1
3
3

2
1

3
9
.
6

３
～

７
ｍ

洪
積

台
地

と
沖

積
台

地
の

境
界

線
に

立
地

△
△

△
△

△
●

○
○

☆
●

△
○

○
後

期
④

：
集

石
遺

構
2
基

1
3

浜
貝

塚
福

山
市

水
呑

町
3
4

2
6

5
5

1
3
3

2
2

4
5
.
5

３
ｍ

芦
田

川
に

注
ぐ

小
河

川
が

形
成

す
る

平
野

部
の

根
元

△
僅

少
☆

●
○

○
○

後
期

混
貝

土
層

下
に

人
骨

1
体

、
ほ

か
に

複
数

体
の

記
述

あ
る

が
詳

細
不

明

1
4

本
谷

遺
跡

福
山

市
津

之
郷

町
3
4

2
9

9
1
3
3

1
9

7
1
3
ｍ

丘
陵

先
端

△

1
5

木
之

庄
貝

塚
福

山
市

木
之

庄
町

3
4

2
9

5
8
.
8

1
3
3

2
1

2
9

６
ｍ

丘
陵

裾
、

谷
の

出
口

△
●

○
○

○
○

1
6

大
門

貝
塚

福
山

市
大

門
町

3
4

3
0

9
.
5

1
3
3

2
5

5
4

３
ｍ

洪
積

台
地

と
沖

積
低

地
の

境
○

○
○

○
○

○
○

○
△

○
○

○
○

○
○

○
貝

層
･
遺

構
の

時
期

は
記

載
な

し
。

1
7

大
宮

遺
跡

福
山

市
神

辺
町

3
4

3
3

2
6

1
3
3

2
3

1
3

1
3
ｍ

～
1
5
ｍ

谷
の

入
り

口
～

谷
中

の
平

野
部

☆
○

○
○

○
○

後
･
晩

期
：

河
川

、
土

坑
1
基

後
期

：
土

坑
1
基

、
晩

期
①

：
埋

葬
1
基

1
8

御
領

遺
跡

福
山

市
神

辺
町

3
4

3
3

4
4

1
3
3

2
3

5
9

1
7
ｍ

広
い

平
野

部
☆

○
○

☆
○

☆
○

○
○

○
○

○

後
期

③
：

土
坑

、
後

期
④

～
晩

期
③

：
河

川
、

後
期

⑤
（

馬
取

式
）

：
住

居
･
炉

、
晩

期
①

：
住

居
、

後
期

：
土

坑
･
ピ

ッ
ト

a
2

1
9

広
谷

小
学

校
遺

跡
（

寺
の

下
西

遺
跡

）
府

中
市

鵜
飼

町
3
4

3
4

1
6

1
3
3

1
4

4
1
.
9

2
9
ｍ

丘
陵

末
端

部
○

○

△

△
僅

少
B
1

B
2

C
2

☆
●

A
1

○○

a
1

☆
○

●

C
1

△

○

○

○ ○

○

遺遺
跡跡

名名
（

）
別

名

所所
在在

地地
住住

所所
現現

標標
高高

ｍｍ
（

遺
構

面
等

ｍ
）

現現
在在

のの
地地

形形
（（

旧旧
地地

形形
のの

環環
境境

））

位位
　　

置置

北北
緯緯

立立
　　

地地

晩晩
期期

東東
経経

早早
期期

前前
期期

中中
期期

○

領領 域域

遺遺 跡跡 番番 号号

時時
期期

  
遺遺

構構
･･
遺遺

物物
･･
堆堆

積積
状状

況況
　　

ほほ
かか

詳詳
細細

おお
よよ

びび
特特

記記
事事

項項
埋埋 葬葬

炉炉
そそ のの 他他

遺遺 構構 有有

河河 道道 他他

貝貝 塚塚 有有

後後
期期

ピピ ッッ トト

貯貯 蔵蔵 穴穴
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A
1

A
1

A
2

A
2

BB

CC
D

1
D

1

D
2

D
2

D
3

D
3

E
3

E
3

E
1

E
1

E
2

E
2

F
1

F
1

F
2

F
2

図
３
　
遺
跡
分
布
（
香
川
県
域
）



表
２
　
遺
跡
一
覧
（
香
川

1
）

度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

1
殿
山
遺
跡

内
海
町
片
城

3
4

2
9

1
1
3
4

1
8

4
1

４
ｍ

丘
陵
南
裾
、
内
海
湾
に
臨
む

△

2
伊
喜
末
遺
跡

土
庄
町
伊
喜
末

3
4

3
0

2
8

1
3
4

9
5
6

1
.
5
ｍ

小
丘
陵
裾
の
砂
嘴
、
谷
の
入
り

口
△

△
△

3
神
子
浜
遺
跡

土
庄
町
豊
島

3
4

2
8

3
3

1
3
4

2
5
1

３
ｍ
前
後

丘
陵
裾
の
砂
州
上
、
谷
部
入
口

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△

4
礼
田
崎
貝
塚

土
庄
町
豊
島

3
4

2
7

3
6

1
3
4

5
6

３
ｍ

岬
の
先
端
、
丘
陵
裾
部
の
台
地

上
●

〇
○

年
測
あ
り

5
か
い
と
く
鼻
貝
塚

坂
出
市
櫃
石
島

3
4

2
5

3
1

1
3
3

4
7

4
6

2
2
ｍ

岬
先
端
尾
根
上

●
〇

6
ガ
ン
ド
浜
遺
跡

坂
出
市
櫃
石
島

3
4

2
5

3
1

1
3
3

4
8

1
5

海
浜

◎
〇

〇
時
期
不
明
：
土
坑
1
基

7
ヤ
ケ
ヤ
マ
遺
跡

坂
出
市
櫃
石
島

3
4

2
5

1
2

1
3
3

4
8

1
4

1
5
～
2
2
ｍ

尾
根
上
平
坦
地
～
南
斜
面

8
大
浦
浜
遺
跡

坂
出
市
櫃
石
島

3
4

2
5

9
1
3
3

4
8

1
5

２
ｍ
前
後

（
後
期
0
.
9
ｍ
）

南
北
に
長
い
砂
州

△
△

△
△

△
○

○
○

△
○

☆
◎

○
○

○
○

〇
○

後
期
①
：
土
坑
2
基
･
敷
石
炉

9
大
浦
遺
跡

坂
出
市
櫃
石
島

3
4

2
5

1
0

1
3
3

4
8

8
2
5
ｍ

低
丘
陵
尾
根
上

〇

1
0

羽
佐
島
遺
跡

坂
出
市
羽
佐
島

3
4

2
3

4
3

1
3
3

4
8

4
1

1
8
～
2
8
ｍ

羽
佐
島
中
央
部
の
鞍
部

○

1
1

塩
浜
遺
跡

坂
出
市
与
島

3
4

2
3

1
0

1
3
3

4
9

5
２
ｍ
前
後

丘
陵
裾

○

1
2

し
の
だ
遺
跡

坂
出
市
与
島

3
4

2
3

1
1
3
3

4
9

8
１
～
4
0
ｍ

丘
陵
上
～
裾
部

1
3

沙
弥
ナ
カ
ン
ダ
遺

跡
坂
出
市
沙
弥

3
4

2
1

3
1
3
3

4
9

1
7

３
ｍ

沙
弥
島
、
丘
陵
裾
の
砂
堤
上

△
△

〇
△

○
〇

〇
〇

○
△

△

1
4

原
間
遺
跡

東
か
が
わ
市
東
原

間
3
4

1
3

5
1

1
3
4

2
0

3
1
4
.
4
ｍ

微
高
地
～
旧
流
路

△
△

△
△

△
△

△
△

○
晩
期
：
河
道

1
5

金
比
羅
山
遺
跡

東
か
が
わ
市
大
内

町
3
4

1
4

2
1
3
4

1
9

2
4

1
6
ｍ
前
後

金
毘
羅
山
東
斜
面
か
ら
平
地

△
△

〇

1
6

庵
の
谷
遺
跡

東
か
が
わ
市
引
田

町
3
4

1
2

9
1
3
4

2
4

5
9

3
0
ｍ
前
後

丘
陵
裾
の
谷
斜
面

〇

1
7

石
仏
遺
跡

さ
ぬ
き
市

3
4

1
4

5
4

1
3
4

1
5

4
4
5
ｍ
前
後

丘
陵
上

○

1
8

加
藤
遺
跡

さ
ぬ
き
市

3
4

1
5

4
7

1
3
4

1
2

4
7

3
5
ｍ
前
後

丘
陵
裾
、
微
高
地
上

1
9

森
広
遺
跡

さ
ぬ
き
市
寒
川
町

3
4

1
5

3
2

1
3
4

1
2

3
6

3
5
ｍ
前
後

丘
陵
裾
、
微
高
地
上

2
0

尾
崎
西
遺
跡

さ
ぬ
き
市
長
尾
町

3
4

1
5

3
0

1
3
4

7
4
7

3
8
～
4
0
ｍ
前
後

複
数
河
川
が
流
入
す
る
平
野
、

丘
陵
裾

☆
△

僅
少

△
☆
〇

〇
○

〇
○

落
と
し

穴

早
期
①
：
ピ
ッ
ト

晩
期
③
：
貯
蔵
穴
5
基

晩
期
：
落
と
し
穴
2
4
基
･
河
道

2
1

八
丁
地
遺
跡

さ
ぬ
き
市
志
度
町

3
4

1
8

4
5

1
3
4

1
0

8
1
1
～
2
2
ｍ

谷
底
平
野
の
丘
陵
裾

○

2
2

奥
の
坊
奥
池
西
遺

跡
高
松
市
高
松
町

3
4

1
9

3
0

1
3
4

7
3
0

4
1
ｍ
前
後

低
丘
陵
尾
根
先
端
～
谷
部

〇
〇

落
と
し

穴
後
期
：
落
と
し
穴
･
土
坑

2
3

小
山
･
南
谷
遺
跡

高
松
市
新
田
町
･
高

松
町

3
4

1
9

4
3

1
3
4

7
2
6

８
～
2
0
ｍ

丘
陵
尾
根
上
～
丘
陵
裾

☆
○

○
〇

〇
落
と
し

穴
後
期
③
：
落
と
し
穴

晩
期
③
：
流
路

2
4

前
田
東
･
中
村
遺

跡
高
松
市
前
田
東
町

3
4

1
7

4
0

1
3
4

7
1
2

1
9
～
2
0
ｍ

丘
陵
裾

☆
○

☆
△

〇
○

〇
溝

後
期
③
：
土
坑
･
溝
･
河
道

晩
期
：
土
坑
･
ピ
ッ
ト

晩
期
③
：
土
坑
･
河
道

2
5

川
島
本
町
山
田
遺

跡
高
松
市
川
島
本
町

3
4

1
6

3
1

1
3
4

5
1

2
0
.
5
ｍ
前
後

谷
の
出
口
の
沖
積
地
、
川
島
本

町
遺
跡
の
北

☆
○

〇
〇

後
期
③
：
土
坑
1
基

2
6

川
島
本
町
遺
跡

高
松
市
川
島
本
町

3
4

1
6

2
7

1
3
4

5
1
1

2
1
～
2
2
ｍ
前
後

春
日
川
西
岸
の
扇
状
地
、
谷
の

出
口

〇
○

○
風
倒
木

痕
弥
生
～
古
墳
の
溝
か
ら
後
期
土
器

2
7

三
谷
三
郎
池
C
地

区
遺
跡

高
松
市
三
谷
町

3
4

1
5

4
8

1
3
4

3
4
0

4
8
ｍ

丘
陵
裾

△
僅
少

2
8

竹
元
遺
跡

高
松
市
東
植
田
町

3
4

1
4

2
8

1
3
4

5
5
2

4
6
～
4
8
ｍ

丘
陵
裾
の
平
坦
地

〇
○

○
晩
期
：
土
坑
1
基

2
9

林
･
坊
城
遺
跡

高
松
市
林
町

3
4

1
8

1
6

1
3
4

4
2
5

1
0
ｍ

扇
状
地

☆
△

〇
○

晩
期
③
～
弥
生
前
期
初
頭
：
溝
･
流
路

3
0

ｻ
ｺ
･
長
池
遺
跡

高
松
市
林
町

3
4

1
8

2
0

1
3
4

4
6

1
1
ｍ
前
後

扇
状
地

○

3
1

井
手
東
Ⅰ
遺
跡

高
松
市
伏
石
町

3
4

1
8

2
4

1
3
4

3
3
4

1
2
.
3
ｍ

微
高
地
～
旧
河
道

○
地
表
下
0
.
7
m
で
ア
カ
ホ
ヤ
確
認

3
2

井
手
東
Ⅱ
遺
跡

高
松
市
伏
石
町

3
4

1
8

2
6

1
3
4

3
3
4

1
3
.
2
ｍ
前
後

微
高
地
～
旧
河
道

☆
〇

〇
溝

晩
期
③
～
弥
生
前
期
：
溝

3
3

居
石
遺
跡

高
松
市

3
4

1
8

1
6

1
3
4

3
4
1

1
2
～
1
3
ｍ

微
高
地
～
旧
河
道

☆
〇

〇
○

○
晩
期
③
：
土
坑
1
基
･
河
道

3
4

東
中
筋
遺
跡

高
松
市
桜
町

3
4

1
9

1
4

1
3
4

3
1
4

７
ｍ

丘
陵
裾
に
近
い
沖
積
平
野
平
坦

部
○

晩
期
：
河
道

3
5

大
田
下
･
須
川
遺

跡
高
松
市
太
田
下
町

3
4

1
8

4
2

1
3
4

3
5

1
5
～
1
7
ｍ

扇
状
地

○
晩
期
：
河
道

D
2

D
1

遺遺
構構

･･
遺遺

物物
･･
堆堆

積積
状状

況況
　　

ほほ
かか

前前
期期

中中
期期

後後
期期

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他
詳詳

細細
おお

よよ
びび

特特
記記

事事
項項

晩晩
期期

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

ピピ ッッ トト

時時
期期

  

B C
○

領領 域域

遺遺 跡跡 番番 号号

遺遺
跡跡

名名
（
）
別
名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置

○

A
1

A
2

早 早
期期

○

北北
緯緯

東東
経経

○
☆

○

河河 道道 他他

立立
　　

地地

〇 ○ △

△△

☆
△

現現
標標

高高
ｍｍ

（（
遺遺

構構
面面

等等
ｍｍ

））
現現

在在
のの

地地
形形

（（
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

○

○

△

△
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表
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遺
跡
一
覧
（
香
川

2
）
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表
２
　
遺
跡
一
覧
（
香
川

3
）

度度
分分

秒秒
度度

分分
秒秒

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

遺遺
構構

･･
遺遺

物物
･･
堆堆

積積
状状

況況
　　

ほほ
かか

前前
期期

中中
期期

後後
期期

貯貯 蔵蔵 穴穴

埋埋 葬葬
炉炉

そそ
のの

他他
詳詳

細細
おお

よよ
びび

特特
記記

事事
項項

晩晩
期期

貝貝 塚塚 有有

遺遺 構構 有有

ピピ ッッ トト

時時
期期

  

領領 域域

遺遺 跡跡 番番 号号

遺遺
跡跡

名名
（
）
別
名

所所
在在

地地
住住

所所

位位
　　

置置

早早
期期

北北
緯緯

東東
経経

河河 道道 他他

立立
　　

地地

現現
標標

高高
ｍｍ

（（
遺遺

構構
面面

等等
ｍｍ

））
現現

在在
のの

地地
形形

（（
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

7
4

生
里
遺
跡

三
豊
市
詫
間
町

3
4

1
5

2
5

1
3
3

3
4

3
4

４
ｍ

海
浜

7
5

東
風
浜
遺
跡

三
豊
市
詫
間
町
粟

島
3
4

1
6

3
4

1
3
3

3
7

4
6

３
ｍ

海
浜

△
〇

〇
〇

7
6

西
浜
遺
跡

三
豊
市
詫
間
町
粟

島
3
4

1
6

2
8

1
3
3

3
7

4
1

４
ｍ

海
浜

△
△

△
△

△
△

△
△

7
7

小
蔦
島
貝
塚

三
豊
市
仁
尾
町

3
4

1
1

2
3

1
3
3

3
8

1
5

９
～
1
2
ｍ

尾
根
縁
辺
部

●
〇

7
8

南
草
木
貝
塚

三
豊
市
仁
尾
町

3
4

1
1

3
4

1
3
3

3
9

1
0

1
2
ｍ

舌
状
低
丘
陵
上
斜
面

●
○

○
〇

△
△

○
〇

○
〇

前
期
：
ピ
ッ
ト
･
土
坑

7
9

な
つ
め
の
木
貝
塚

観
音
寺
市
高
屋
町

3
4

8
3
3

1
3
3

3
9

2
5

４
ｍ

海
浜
部
、
扇
状
地
端

○
○

●
〇

8
0

院
内
貝
塚

観
音
寺
市

3
4

3
4
2

1
3
3

3
9

1
9

4
0
.
5
ｍ

丘
陵
裾

〇

F
2

●

△

F
1
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①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

5
8

笠
岡
工
業
高
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
遺
跡

笠
岡
市
横
島
　
鳴
ヶ
鼻

５
ｍ

丘
陵
斜
面
～
裾
部

（
島
嶼
部
）

？
〇

〇
〇

◎
◎

◎
△

◎
◎

〇
貝
塚
形
成
期
は
特
定
で
き
な
い
。

遺
物
量
が
際
立
つ
時
期
に
可
能
性
求
め
る
と
後
期
か

5
9

津
雲
貝
塚

笠
岡
市
西
大
島

５
～
８
ｍ

（
包
含
層
３
～
4
.
5
ｍ
、
貝
層
上
5
.
6

～
5
.
7
ｍ
、
貝
層
下
は
5
.
3
ｍ
）

丘
陵
緩
斜
面
、
谷
の
出
口
（
島
嶼
部
）

△
△

〇
△

○
〇

〇
〇

？
〇

◎
〇

◎
△

●
遺
物

量
◎

☆
■

〇
△
僅
少

〇
〇

〇
〇

年 年
代代

測測
定定

ああ
りり

6
0

原
貝
塚

笠
岡
市
西
大
島

８
ｍ
～
1
2
ｍ

（
表
土
下
１
～
1
.
5
ｍ
に
貝
層
）

谷
間
の
丘
陵
緩
斜
面
、
谷
口
（
島
嶼
部
、

狭
い
入
り
江
の
奥
）

？
？

△
▲

●
△

？
〇

〇

6
2

東
村
(
神
島
東
村
)
貝
塚

笠
岡
市
神
島
　
東
村

1
4
ｍ
？

島
嶼
部
、
丘
陵
先
端
裾
、
　
畑
地

〇
〇

6
3

有
田
貝
塚

笠
岡
市
有
田

９
ｍ

丘
陵
裾
の
水
田
、

（
狭
い
入
り
江
の
最
奥
部
）

？
☆
●
？

◎
〇

6
4

助
実
貝
塚

(
東
大
戸
）

笠
岡
市
東
大
戸
助
実

2
0
～
3
0
ｍ

尾
根
先
端
部
上
、
台
地
緩
斜
面

（
狭
い
入
り
江
の
最
奥
部
）

？
☆
●
o
r

〇
◎

△
△

7
6

中
津
貝
塚

倉
敷
市
玉
島
　
黒
崎

４
～
５
ｍ

谷
あ
い
の
扇
状
地
末
端
が
海
進
で
浸
食
さ

れ
て
で
き
た
低
段
丘
上
、
谷
口

△
？

？
△

？
○

？
？

〇
〇

〇
〇

〇
〇

☆
●

〇
o
r
●

〇
〇

〇
○

○
○

◎
〇

◎

7
7

西
元
浜
貝
塚

倉
敷
市
玉
島
　
黒
崎

７
ｍ

丘
陵
斜
面
、
谷
口

〇
〇
？

〇
？

〇
〇

〇
〇
？

〇
？

〇
△

△
貝
塚
形
成
時
期
不
明
（
中
後
期
の
遺
物
混
在
）

7
8

東
元
浜
貝
塚

倉
敷
市
玉
島
　
柏
島

７
～
８
ｍ

丘
陵
斜
面
、
谷
口

〇
？

〇
？

○
○

？
？

？
詳
細
不
明

8
0

阿
原
貝
塚

倉
敷
市
玉
島
　
道
越

２
ｍ

丘
陵
裾
の
段
丘
南
端

●
？

△
？

〇
〇

貝
層
形
成
時
期
の
特
定
は
困
難
だ
が
、
貝
層
出
土
の

後
期
土
器
数
点
か
ら
可
能
性
を
記
し
た
。

8
1

島
地
貝
塚

倉
敷
市
玉
島
　
八
島

裾
部
:
0
.
6
～
1
ｍ
、
丘
陵
部
:
5
～
7
ｍ

（
2
.
5
～
3
ｍ
）

畑
地
、
丘
陵
部
～
斜
面
～
裾
部
　
　
（
島

嶼
部
）

？
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

△
〇

〇
詳
細
不
明

貝
層
中
に
縄
文
～
中
世
土
器
混
在
⇒
後
世
の
大
規
模
な
攪
乱
、
中
世
貝
塚
と
区
別
で
き
な
い

8
3

岸
本
貝
塚

倉
敷
市
玉
島
　
道
口

３
～
４
ｍ
・
７
～
８
ｍ

扇
状
地
上
～
端
部
、
谷
口

△
〇

〇
〇

貝
塚
形
成
時
期
不
明

9
2

里
木
貝
塚

倉
敷
市
船
穂
町
里
木

約
４
ｍ

（
貝
層
底
面
３
～
3
.
2
5
ｍ
、
前
期

①
：
0
.
5
～
２
ｍ
⇒
砂
提
上
は
２
ｍ
前

後
）

丘
陵
裾

（
浜
堤
砂
州
上
）

△
▲

▲
●

●
●

●
●

☆
●

☆
●

☆
●

☆
▲

o
r
〇

△
△

△
△

△
僅
少

△
僅
少

◎
中
期

◎
中
期

◎
前
期

＜
形
成
時
期
＞

前
期
④
：
本
格
的
な
貝
塚
形
成
期

後 後
期期

①①
：
貝
塚
上
部
に
土
器
薄
く
＝
衰衰

退退
期期

かか
＜
堆
積
状
況
＞

上
部
(
中
期
)
：
大
形
ハ
イ
ガ
イ
･
ハ
マ
グ
リ
の
純
貝
層
←
(
中
期
初
)
：
小
形
ハ
イ
ガ
イ
･
ハ
マ
グ

リ
←
(
前
期
)
：
小
形
巻
貝
･
カ
キ

＜ ＜
海海

環環
境境

のの
変変

化化
＞＞

前前
期期

かか
らら

中中
期期

①①
：：

岩岩
礁礁

性性
のの

海海
かか

らら
泥泥

海海
へへ

完完
全全

にに
変変

化化
⇒⇒

前前
期期

②②
のの

海海
進進

＋＋
中中

期期
①①

のの
海海

退退
がが

指指
摘摘

さ
れ
る
。

中 中
期期

のの
なな

かか
でで

、、
ハハ

イイ
ガガ

イイ
大大

形形
化化

＝
適
環
境
の
進
行
か

9
3

涼
松
貝
塚

(
土
生
貝
塚
)

倉
敷
市
玉
島
　
長
尾

倉
敷
市
土
生
　
涼
松

3
.
1
～
3
.
4
ｍ

（
混
貝
層
上
面
３
ｍ
・
下
面
2
.
5
ｍ
）

丘
陵
裾
部
に
形
成
さ
れ
た
低
段
丘
、
谷
口

☆
△

△
〇

？
〇

●
▲

●
●

▲
●

● ●
△
僅
少

△
僅
少

？
◎

〇
〇

9
4

船
倉
貝
塚

倉
敷
市
船
倉
町

５
～
７
ｍ

（
貝
層
上
面
5
.
5
～
6
.
9
ｍ
、
埋
葬
6
.
4

ｍ
）

丘
陵
裾
の
緩
斜
面
＝
扇
状
地
状
、
谷
入
口

中
央
部

（
島
嶼
部
）

△
？

？
△
僅
少

△
☆
△

☆
○

o
r
●

△
o
r
▲

△
o
r

▲
少

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

☆
●

〇
〇 5
％

◎
8
0
％

以
上

△

マ
ガ
キ
＞
ウ
ミ
ニ
ナ
類
＞
ハ
マ
グ
リ
・
ハ
イ
ガ
イ
・
ア
カ
ニ
シ
＞
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

貝
層
：
厚
さ
0
.
4
ｍ
・
谷
部
を
埋
め
る

北
区
貝
層
：
後
期
④

南
区
貝
層
:
前
期
②
～
後
期
④
の
土
器
混
在
、
時
期
の
確
定
は
困
難

9
5

羽
島
貝
塚

倉
敷
市
羽
島

2
.
9
ｍ

（
前
①
：
約
0
.
5
ｍ

　
前
③
：
約
1
.
2
ｍ

　
前
④
：
1
.
4
ｍ
）

丘
陵
裾
、
谷
入
口

（
島
嶼
部
、
小
さ
な
溺
れ
谷
入
口
に
形
成

さ
れ
た
小
砂
州
上
）

△
僅

少
▲ o
r
△

●
■

▲
o
r
△

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

?
△
o
r
▲

△
o
r
▲

△
o
r
▲

◎
〇

〇

＜ ＜
貝貝

種種
のの

変変
化化

＞＞
中中

・・
後後

期期
：：

ハハ
イイ

ガガ
イイ

←←
前前

期期
：：

カカ
キキ

・・
巻巻

貝貝
多多

＊＊
岩岩

礁礁
→→

泥泥
海海

へへ
のの

環環
境境

変変
化化

＜
堆
積
状
況
と
出
土
土
器
の
時
期
＞

〈
上
〉
中
･
後
期
＋
前
期
後
半
⇒
攪
乱
状
態

〈
中
〉
前
期
④

〈
下
〉
混
貝
土
層
～
砂
層
上
部
＝
前
期
③

〈
貝
層
下
部
～
貝
層
下
位
の
砂
層
〉
前
期
②
、
前
期
①
は
砂
層
中
か
ら
少
量

中
･
後
期
の
貝
塚
形
成
は
不
明
瞭
だ
が
可
能
性
は
残
る
。

＜
形
成
時
期
＞
年 年

代代
測測

定定
ああ

りり

9
6

黒
崎
貝
塚

倉
敷
市
黒
崎

約
1
0
ｍ

丘
陵
裾

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
？

形
成
時
期
は
確
認
で
き
な
い
。

C C
33

9
9

西
岡
貝
塚

(
子
位
庄
貝
塚
）

倉
敷
市
西
岡

約
６
ｍ

低
い
台
地
上
、
谷
入
口

○
o
r
●

〇
o
r
●

〇
o
r
●

△
〇

〇
〇

〇
残
存
厚
0
.
1
5
～
0
.
4
5
ｍ
、
破
壊
前
は
大
規
模
と
の
報
告

貝
塚
と
出
土
土
器
と
の
関
係
は
不
明
瞭
⇒
遺
物
量
の
多
さ
か
ら
中
期
の
貝
塚
の
可
能
性
あ
り

1
0
2

彦
崎
貝
塚

岡
山
市
南
区

灘
崎
町
彦
崎

５
～
６
ｍ

（
前
期
：
５
ｍ

　
後
期
：
5
.
5
ｍ

　
晩
期
：
5
.
8
～
5
.
9
ｍ
）

海
岸
段
丘
上
、
谷
口

△
△

△
〇

☆
●

☆
■

☆
●

☆
▲

☆
▲

☆
▲

☆
△

△
△

△
△

☆
▲

☆
●

△
☆
▲
？

▲
△

◎
前
期
晩

期

〇
前
期

〇
～
◎
中

期
後
期

△
後
期

＜
規
模
の
変
化
＞
前 前

期期
大大

規規
模模

前
期
②
：
3
～
4
ｍ
･
厚
さ
5
㎝
以
下
､
前
期
③
:
1
0
0
×
8
0
ｍ
･
厚
さ
1
.
7
ｍ
(
最
大
規
模
)
､
前
期
④
:
3
8

×
4
0
ｍ
･
厚
さ
0
.
6
ｍ

＊ ＊
中中

期期
以以

降降
貝貝

塚塚
縮縮

小小
中
期
①
～
③
：
3
2
×
2
8
ｍ
･
厚
さ
0
.
3
ｍ
、
後
期
③
：
1
4
×
2
4
ｍ
･
厚
さ
0
.
2
ｍ
､
後
期
④
：
2
2
×
3
2

ｍ
･
厚
さ
0
.
3
ｍ
、
晩
期
①
～
②
：
1
4
×
3
2
ｍ
･
厚
さ
0
.
2
ｍ

＜
貝
種
の
変
化
＞
※ ※

海海
環環

境境
のの

変変
化化

前
期
：
ハ
イ
ガ
イ
＞
マ
ガ
キ
＝
ハ
マ
グ
リ

中
期
前
半
：
マ
ガ
キ
（
ハ
イ
ガ
イ
激
減
）

後
期
：
マ
ガ
キ
＞
ハ
イ
ガ
イ
＞
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
(
初
出
）

晩
期
：
ハ
イ
ガ
イ

⇒
前 前

期期
・・

晩晩
期期

：：
泥泥

質質
化化

しし
たた

海海
域域

　　
中中

期期
・・

後後
期期

：：
岩岩

礁礁
・・

汽汽
水水

環環
境境

＝
中
期
以
降
の
貝
塚
縮
小
の
背
景
？

彦
崎
Z
1
期
:
熱
帯
系
硬
骨
魚
類
多
量
出
土
＝
温
暖
化
ピ
ー
ク

1
0
3

舟
津
原
貝
塚

倉
敷
市
粒
江

５
～
６
ｍ

台
地
上
、
広
い
谷
部
の
入
口

●
〇

〇
〇

〇
△

〇
〇

〇

1
0
5

磯
の
森
貝
塚

倉
敷
市
粒
江

4
.
7
ｍ

（
貝
層
上
面
約
３
ｍ
）

低
台
地
緩
斜
面
、
広
い
谷
部
入
口

△
☆
●

△
？

△
◎

◎
◎

△

＜
規
模
＞
3
0
×
1
0
ｍ
、
貝
層
３
層
(
長
さ
1
5
ｍ
・
厚
さ
1
.
2
ｍ
の
混
貝
土
層
と
純
貝
層
(
倉
敷
市
調

査
）
）

＜
貝
の
種
類
＞
調
査
地
点
で
異
な
る

・
ハ
イ
ガ
イ
・
ハ
マ
グ
リ
＞
カ
キ

・
マ
ガ
キ
主
体
･
下
層
で
ハ
イ
ガ
イ
増
加
(
倉
敷
市
報
告
）

年 年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
0
6

船
元
貝
塚

倉
敷
市
粒
江

４
～
５
ｍ

谷
口
を
囲
む
よ
う
に
伸
び
た
舌
状
低
台
地

先
端

△
僅
少

〇
△

☆
●

☆
●

☆
●

△
〇

？
〇
o
r
●

〇
〇

〇

1
0
8

浦
田
貝
塚

倉
敷
市
福
田
町
浦
田

７
～
1
4
ｍ

丘
陵
斜
面
、
狭
い
谷
部
奥

〇

1
1
0

福
田
貝
塚

倉
敷
市
福
田
町
古
新
田

２
～
３
ｍ

丘
陵
裾
の
谷
口

（
海
岸
砂
州
上
）

〇
〇

〇
〇

〇
？

〇
〇

〇
〇

〇
〇
？

☆
●

☆
●

〇
〇

●
o
r
〇

〇
〇

〇
◎
？

〇
〇

〇
貝
層
の
厚
さ
１
ｍ
前
後
：
上
半
に
後
期
⑤
・
中
位
に
後
期
③
・
下
位
に
後
期
①

1
1
6

矢
部
貝
塚

倉
敷
市
矢
部

1
7
～
1
8
ｍ
（
遺
構
面
は
約
1
5
ｍ
、
貝

塚
上
面
は
1
4
.
7
～
1
5
.
2
ｍ
）

足
守
川
流
域
最
深
部

、
舌
状
台
地
斜
面
、
谷
の
入
口

△
僅
少

△
僅
少

▲
●

■
☆
▲

遺
物
量

◎
▲

◎
〇

△
0
.
2
%

△
ご
く
僅

少

△
2
.
1
％

◎
9
5
％

＜
貝
塚
規
模
＞
調
査
区
内
：
6
×
3
ｍ
、
1
0
.
5
㎡
、
厚
さ
最
大
約
0
.
8
ｍ
、
斜
面
へ
の
投
棄

＜
貝
種
＞
貝 貝

層層
中中

心心
部部

下下
部部

でで
はは

ハハ
イイ

ガガ
イイ

増増
をを

確確
認認

（
倉
敷
市
保
管
の
資
料
調
査
で
）

＜ ＜
終終

焉焉
時時

期期
＞＞

後後
期期

①①
：
貝
塚
上
に
土
器
僅
少

1
1
7

西
尾
貝
塚

倉
敷
市
西
尾

３
ｍ

丘
陵
裾
（
島
嶼
部
、
砂
州
上
）

●
？

〇
〇

◎

☆
●

BB
11

CC
11

〇

AA
11

CC
22

DD
11

△

D D
22

貝貝
のの

種種
類類

貝貝
塚塚

関関
連連

情情
報報

ハハ
イイ

ガガ
イイ

ハハ
ママ

ググ
リリ

ママ
ガガ

キキ
ヤヤ

ママ
トト

シシ
ジジ

ミミ

●

△
△

○

〇

晩晩
期期

地地
区区

遺遺
跡跡

番番
号号

遺遺
跡跡

名名
（（

　　
））

別別
名名

所所
在在

地地
住住

所所

時時
  
  
  
期期

現現
海海

抜抜
高高

ｍｍ
((
遺遺

構構
面面

等等
ｍｍ

））

後後
期期

●
●

E E
11

立立
　　

地地

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期
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表
３
a
　
貝
塚
遺
跡
一
覧
（
岡
山

1
）



①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

貝貝
のの

種種
類類

貝貝
塚塚

関関
連連

情情
報報

ハハ
イイ

ガガ
イイ

ハハ
ママ

ググ
リリ

ママ
ガガ

キキ
ヤヤ

ママ
トト

シシ
ジジ

ミミ

晩晩
期期

地地
区区

遺遺
跡跡

番番
号号

遺遺
跡跡

名名
（（

　　
））

別別
名名

所所
在在

地地
住住

所所

時時
  
  
  
期期

現現
海海

抜抜
高高

ｍｍ
((
遺遺

構構
面面

等等
ｍｍ

））

後後
期期

立立
　　

地地

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

1
2
1

大
内
田
貝
塚

岡
山
市
北
区

大
内
田

4
～
1
0
ｍ
（
表
土
下
0
.
3
ｍ
で
後
期
貝

層
）

丘
陵
先
端
裾
、
谷
の
入
口
　
（
島
嶼
部
）

？
△
僅
少

●
●

■
〇

〇
〇

〇

＜
貝
層
堆
積
と
貝
種
の
変
化
＞
**
海海

環環
境境

のの
変変

化化
後後

期期
⑤⑤

(
馬
取
式
)
：
厚
さ
0
.
3
ｍ
の
純純

ヤヤ
ママ

トト
シシ

ジジ
ミミ

層層
←
後後

期期
③③

④④
：
厚
さ
0
.
3
5
ｍ
の
ハハ

イイ
ガガ

イイ
･･
カカ

キキ
･･
ハハ

ママ
ググ

リリ
･･
ヤヤ

ママ
トト

シシ
ジジ

ミミ
含
む
混
貝
土
層
←
〈
下
層
に
向
け
て
貝
減
少
〉
←
後

期
①
：
厚
さ
0
.
3
ｍ
･
貝
僅
少
←
中 中

期期
：
厚
さ
0
.
2
ｍ
の
カカ

キキ
純純

貝貝
層層

･
土
器
は
僅
少

1
2
2

妹
尾
大
村
池
下
貝
塚
（
妹

尾
貝
塚
）

岡
山
市
南
区

妹
尾

３
ｍ

丘
陵
裾

〇

F F
22

1
2
9

朝
寝
鼻
貝
塚

岡
山
市
北
区

津
島
東

５
～
1
0
ｍ

（
前
期
：
３
ｍ
前
後
、
後
期
：
貝
層

4
.
5
～
4
.
9
ｍ
）

丘
陵
裾
、
丘
陵
台
地
端
部
、
谷
入
口

〇
△

●
o
r
〇

●
？

？
◎

貝
塚
の
厚
さ
は
0
.
2
ｍ
程
度
、
小
規
模

G G
11

1
3
8

百
間
川
沢
田
遺
跡

岡
山
市
中
区

沢
田

<
四
元
調
査
区
>

３
～
3
.
5
ｍ

（
後
期
：
1
.
2
～
２
ｍ

　
晩
期
：
1
.
7
ｍ
）

<
高
縄
手
調
査
区
>

４
ｍ
（
晩
期
：
2
.
7
～
約
３
ｍ
）

<
四
元
調
査
区
>

丘
陵
端
部
裾
の
平
地
、
谷
入
口

<
高
縄
手
調
査
区
>

丘
陵
か
ら
離
れ
た
平
野
部

？
△

☆
●

△
☆
○

☆
〇

☆
▲

△
晩
期

◎
後
晩
期

後
期
：
３
×
1
.
7
ｍ
･
厚
さ
0
.
1
ｍ
程
度
（
小
規
模
）

　
　
　
微
高
地
斜
面
上
部

晩
期
：
河
道
底
部
に
形
成
（
標
高
-
1
.
5
ｍ
）

1
4
4

沼
貝
塚

岡
山
市
東
区

上
道

５
ｍ
前
後

丘
陵
裾
、
小
さ
な
谷
の
入
口
、
前
面
の
畑

で
急
激
に
レ
ベ
ル
が
下
が
る

（
入
り
江
に
臨
む
岸
辺
）

●
●
？

●
△
僅
少

？
△

◎
貝
層
の
厚
さ
：
0
.
1
5
～
0
.
3
ｍ
と
0
.
5
～
0
.
6
ｍ
の
報
告

1
4
5

竹
原
貝
塚

岡
山
市
東
区

上
道

５
ｍ
前
後

丘
陵
裾
、
谷
入
口

急
峻
な
崖
の
下
、
畑

●
△

△
僅
少

△
◎

厚
さ
約
0
.
4
ｍ
前
後
の
混
土
貝
層
、
そ
の
下
位
に
0
.
7
～
0
.
8
ｍ
・
1
.
4
ｍ
前
後
の
純
貝
層
、
砕
貝

に
よ
る
硬
化
部
・
カ
キ
付
着
の
大
形
礫
の
指
摘

1
4
7

金
山
西
貝
塚

岡
山
市
東
区

西
大
寺

９
～
1
0
ｍ

丘
陵
上
端
部

(
島
嶼
部
）

〇
〇

〇
〇

年 年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
4
8

真
徳
貝
塚
Ｂ
地
点

瀬
戸
内
市

邑
久
町
山
手

１
ｍ
（
貝
層
上
面
－
1
.
1
ｍ
･
下
面
―

1
.
8
ｍ
＋
）

水
田
、
丘
陵
端
の
台
地
先
端
裾
　
（
緩
斜

面
）

△
◎

△
ほ
と
ん
ど
純
カ
キ
層
、
貝
層
厚
:
0
.
8
ｍ
＋
α
、
礫
・
岩
が
多
く
混
在

年年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
4
9

大
橋
貝
塚

（
別
名
豊
原
貝
塚
）

瀬
戸
内
市

邑
久
町
豊
原

２
～
８
ｍ

（
1
.
5
ｍ
前
後
）

丘
陵
裾
斜
面
、
深
い
谷
の
出
口
、
谷
川
の

脇 (
砂
州
状
の
微
高
地
)

△
〇

☆
■

〇
?

●
o
r
〇

〇
?

●
●

●
o
r
〇

●
▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

○
下
層

△
中
層
以

下

○
中
層
以

下
に
◎

◎
上
～
中
層

＜
貝
種
＞
全
体
量
：
シ
ジ
ミ
＞
カ
キ
・
ハ
イ
ガ
イ

※ ※
鹹鹹

水水
環環

境境
かか

らら
汽汽

水水
環環

境境
へへ

＜
規
模
＞
1
2
0
ｍ
×
7
0
ｍ
・
面
積
6
0
0
㎡
・
厚
さ
0
.
3
5
ｍ

＜
時
期
＞

貝
層
の
下
位
に
前
期
①
、
貝
層
中
に
前
期
②
＋
中
･
後
期
の
土
器
少
量
(
船
元
式
･
彦
崎
K
Ⅱ
含
)

1
5
0

宮
下
貝
塚

瀬
戸
内
市

邑
久
町
山
田
庄

６
ｍ

丘
陵
裾
の
緩
斜
面
、
現
在
貝
塚
南
に
用
水

路
〇

●
〇
?

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

▲
o
r
△

〇
〇

〇
＜
時
期
＞

1
9
3
6
年
の
調
査
で
は
前
期
②
の
遺
物
が
主
体
＋
中
･
後
期
＝
形
成
時
期
、
た
だ
し
、
中
･
後
期
の

詳
細
は
不
明

1
5
1

山
手
貝
塚
（
山
田
辻
畑
遺

跡
）

瀬
戸
内
市

邑
久
町
山
田
庄

５
～
1
0
ｍ

扇
状
地
状
緩
斜
面
の
奥
、
丘
陵
裾

〇
〇

？
？

？
詳
細
不
明

1
5
2

山
田
辻
畑
遺
跡

瀬
戸
内
市

邑
久
町
山
田
庄

６
ｍ

丘
陵
端
部
斜
面

〇

1
5
5

円
張
東
貝
塚

瀬
戸
内
市

邑
久
町
豊
原

４
～
５
ｍ

（
0
.
4
ｍ
、
貝
塚
は
0
.
1
ｍ
）

丘
陵
尾
根
先
端
裾
、
谷
入
口

◎
詳
細
不
明

厚
さ
0
.
1
～
0
.
4
ｍ
の
貝
層
か
ら
弥
生
前
期
土
器
出
土

⇒
弥
生
貝
塚
の
可
能
性
も

1
6
0

黒
和
貝
塚

瀬
戸
内
市

邑
久
町

５
ｍ

(
基
盤
層
約
１
ｍ
）

丘
陵
裾
、
小
さ
な
谷
入
り
口

●
o
r
〇

？
△

△
△

△
△

？
？

貝
層
厚
さ
２
ｍ

貝
塚
出
土
土
器
(
各
時
期
)
は
一
括
取
り
上
げ
⇒
貝
塚
形
成
時
期
の
特
定
困
難
、
出
土
量
が
際
立

つ
後
期
①
に
そ
の
可
能
性
を
求
め
た
。

K K
11

1
7
9

柳
谷
遺
跡

倉
敷
市
六
口
島

０
～
1
1
ｍ

島
嶼
部

海
浜
砂
州
～
扇
状
地

〇
〇

詳
細
不
明

KK
22

1
8
2

波
張
崎
遺
跡

玉
野
市
胸
上

1
0
ｍ

岬
、
丘
陵
台
地
斜
面

（
島
嶼
部
？
）

☆
●

△
◎

1
9
0

犬
島
貝
塚

岡
山
市
東
区

犬
島

1
0
ｍ
前
後

島
嶼
部
、
頂
部
端
部

●
？

〇
◎
主
体

貝
塚
2
カ
所
の
規
模
:
厚
さ
0
.
4
ｍ
、
8
×
5
ｍ
以
上
と
1
0
×
５
ｍ
以
上
、
成
長
曲
線
分
析
、
年 年

代代
測測

定定
ああ

りり

1
9
1

黒
島
貝
塚

瀬
戸
内
市

牛
窓
町
黒
島

約
3
0
ｍ
(
表
土
下
1
.
3
5
ｍ
で
貝
層
)

島
嶼
部
、
舌
状
に
張
り
出
し
た
台
地
上

☆
●

◎
上
層

1
0
％

○
上
層

◎
下
層

8
0
％

貝
種
：
下
層
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
→
上
層
ハ
イ
ガ
イ
＋
カ
キ
混
入

規
模
：
1
0
㎡
程
度
・
厚
さ
は
下
層
約
0
.
2
ｍ
で
上
層
0
.
3
ｍ

年年
代代

測測
定定

ああ
りり

1
9
2

黄
島
貝
塚

瀬
戸
内
市

牛
窓
町
黄
島

約
3
0
ｍ
（
貝
塚
面
は
1
3
.
5
～
1
6
.
1
7

ｍ
）

島
嶼
部
、
舌
状
台
地
中
央
部
～
斜
面

●
◎
上
層

○
上
層

○
上
層

◎
下
層

規
模
：
直
径
5
ｍ
と
2
5
×
1
5
ｍ
の
2
地
点

貝
種
：
上
層
に
ハ
イ
ガ
イ
◎
･
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
･
ハ
マ
グ
リ
･
カ
キ
･
ア
カ
ニ
シ
他
、
下
層
：
ヤ
マ

ト
シ
ジ
ミ
◎
・
ハ
イ
ガ
イ
少
量
　
※※

海海
環環

境境
のの

変変
化化

　　
年年

代代
測測

定定
ああ

りり

【
凡
例
】
貝
塚
形
成
に
関
連
し
た
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
い
遺
跡
は
除
外
し
た
。

記
載
方
法
は
表
1
と
共
通
す
る

KK
33

△
僅
少

●
△
僅
少

▲
僅
少

○
？

●

△
僅
少

△
僅
少

II
11

△
僅
少
、
後
期
①
の
可
能
性
あ
り

●

H HEE
22
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表
３
a
　
貝
塚
遺
跡
一
覧
（
岡
山

2
）
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①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

A
1

4
礼

田
崎

貝
塚

土
庄

町
豊

島
３

ｍ
岬

の
先

端
、

丘
陵
裾
部
の
台

地
上

●
〇

○
早
期
①
：
貝
層
厚
さ
0
.
2
m
、
年 年

代代
測測

定定
ああ

りり

A
2

5
か

い
と

く
鼻
貝

塚
坂

出
市

櫃
石

島
2
2
ｍ

岬
先

端
尾

根
上

●
○

7
5

小
蔦

島
貝

塚
三

豊
市

仁
尾

町
９

～
1
2
ｍ

尾
根

縁
辺

部
●

○
○

○
早
期
①
：
貝
層
範
囲
は
経
3
0
ｍ

7
6

南
草

木
貝

塚
三

豊
市

仁
尾

町
1
2
ｍ

舌
状

低
丘

陵
上

南
斜
面

●
○

○
〇

△
△

○
○

○
○

前
期
②
：
貝
層
形
成
。
表
土
下
1
.
2
m
に
厚
さ
0
.
8
m
の
貝
層
。

7
7

な
つ

め
の

木
貝

塚
観

音
寺

市
高

屋
町

４
ｍ

海
浜

部
扇

状
地

端
○

○
●

○
1
9
5
8
年
調
査
：
表
土
下
0
.
2
m
に
厚
さ
0
.
2
5
m
の
貝
層
。
1
9
9
2
年
調

査
で
は
後
期
③
土
器
出
土
。

7
8

院
内

貝
塚

観
音

寺
市

4
0
.
5
ｍ

丘
陵

裾
○

貝貝
のの

種種
類類

貝貝
塚塚

関関
連連

情情
報報

現現
海海

抜抜
高高

ｍｍ
((
遺遺

構構
面面

等等
ｍｍ
））

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

晩晩
期期

ハハ
イイ

ガガ
イイ

立立
　　

地地
時時

  
  
  
期期

F
2

●

ハハ
ママ

ググ
リリ

ママ
ガガ
キキ

ヤヤ
ママ

トト
シシ

ジジ
ミミ

地地 区区

遺遺 跡跡 番番 号号

遺遺
跡跡

名名
（（

　　
））

別別
名名

所所
在在

地地
住住

所所

①①
②②

③③
①①

②②
③③

④④
⑤⑤

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
⑥⑥

①①
②②

③③
④④

⑤⑤
①①

②②
③③

8
大

田
貝

塚
尾

道
市

高
須

町
３

ｍ
丘

陵
裾

☆
△

△
△

△
△

○ 7
％

△

中
期
全
般
（
船
元
・
里
木
Ⅱ
・
福
田
C
）
：
上
層
（
黒
褐
色
有
機

土
層
・
貝
層
　
厚
さ
0
.
1
ｍ
）
、
中
期
④
：
貝
層
形
成

後
期
①
：
下
層
（
黒
褐
色
有
機
砂
層
な
い
し
黄
白
色
砂
層
　
厚
さ

0
.
2
ｍ
）

上
層
・
下
層
は
標
高
0
.
7
～
1
.
3
ｍ
に
位
置
す
る
。

貝
種
は
ウ
ミ
ニ
ナ
類
5
3
％
、
ス
ガ
イ
2
9
％
、
マ
ガ
キ
7
％
→
岩
礁

の
発
達
、
二
枚
貝
少
な
い
。

西
岸
（
馬
取
・
下
迫
）
に
比
べ
て
マ
ガ
キ
は
少
な
い
。
河
川
か
ら

の
淡
水
流
入
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

1
0

下
迫

貝
塚

福
山

市
柳

津
町

1
0
ｍ

丘
陵

裾
の

緩
斜

面
、
谷
の
出

口
○

○
○

●
○

△
◎

後
期
⑤
：
貝
層

馬
取

遺
跡

（
西

貝
塚

）
●

○
○

2
5
％

△
1
0
％

◎
5
0
％

後
期
⑤
：
表
土
下
0
.
2
ｍ
で
貝
層
（
厚
さ
0
.
8
ｍ
）
、
2
7
m
×
1
9
ｍ

の
範
囲
。

馬
取

遺
跡

（
東

貝
塚

）
△

△
僅
少

○
●

○
○

△
◎

中
期
（
船
元
式
）
・
後
期
⑤
：
2
4
ｍ
×
5
ｍ
の
範
囲
の
南
半
に
中

期
、
北
半
に
馬
取
式
出
土
。

1
2

洗
谷

貝
塚

福
山

市
水

呑
町

３
～

７
ｍ

洪
積

台
地

と
沖

積
台
地
の
境

界
線

に
立

地
△

△
△

△
△

●
○

○
☆
●

△
◎

5
0
％

○
3
0
％

△
後
期
①
貝
層
1
、
後
期
③
黒
色
泥
質
土
層
，
後
期
④
～
⑤
：
貝
層
2

（
混
貝
土
層
）
を
層
位
的
に
確
認
。

貝
層
2
で
は
ハ
イ
ガ
イ
５
割
、
ハ
マ
グ
リ
３
割
：
砂
泥
性
の
海
浜

1
3

浜
貝

塚
福

山
市

水
呑

町
３

ｍ
芦

田
川

に
注

ぐ
小
河
川
が
形

成
す

る
平

野
部

の
根
元

△
僅
少

☆
●

○
○

後
期
①
混
貝
土
層
下
に
人
骨
1
体
。
ほ
か
に
複
数
体
の
記
述
あ
る

が
詳
細
不
明
。

1
5

木
之

庄
貝

塚
福

山
市

木
之

庄
町

６
ｍ

丘
陵

裾
、

谷
の

出
口

△
●

○
○

○
○

○
○

○
後
期
①
：
貝
層
（
厚
さ
0
.
4
5
m
前
後
）
形
成
。

1
6

大
門

貝
塚

福
山

市
大

門
町

３
ｍ

洪
積

台
地

と
沖

積
低
地
の
境

○
○

○
○

○
○

○
○

△
○

○
○

○
○

○
○

形
成
時
期
は
特
定
で
き
な
い
。

☆
●

時時
  
  
  
期期

現現
海海

抜抜
高高

ｍｍ
((
遺遺

構構
面面

等等
ｍｍ
））

立立
　　

地地

現現
在在

のの
地地

形形
((
旧旧

地地
形形

のの
環環

境境
））

早早
期期

前前
期期

中中
期期

後後
期期

晩晩
期期

貝貝
塚塚

関関
連連

情情
報報

ハハ
イイ

ガガ
イイ

ハハ
ママ

ググ
リリ

ママ
ガガ

キキ

ヤヤ
ママ

トト
シシ

ジジ
ミミ

C
1

C
2

福
山

市
柳

津
町

貝貝
のの

種種
類類

1
0
ｍ

丘
陵

末
端

部
、

谷
の
出
口

●

地地 区区

遺遺 跡跡 番番 号号

遺遺
跡跡

名名
（（

　　
））

別別
名名

1
1

所所
在在

地地
住住

所所

B
1

表
３
b
　
貝
塚
遺
跡
一
覧
（
広
島
）

表
４
　
貝
塚
遺
跡
一
覧
（
香
川
）
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2. 岡山県域における縄文時代の放射性炭素年代測定値集成

山口雄治・山本悦世

(1) はじめに

　放射性炭素年代測定法は、資料の数値年代を考えるために考古学において最も用いられる方法であろう。考

古学における土器型式を単位とした時間尺度は、放射性炭素年代値よりも細かな目盛りとして利用可能な場合

もある一方、他分野との時間的対応をとることが難しい。環境変遷と人間活動の相互作用を考えることを目的

としてきた本研究にとっては、数値年代は考古学的時期区分と環境史の時間的対応をとる「繋ぎ」として必須

のものといえる。これまで各型式の年代推定が行われているものの、西日本では測定値そのものが少なく（小

林 2008 など）、各地の型式に対応した年代値を求めることが課題としてある。そこで本節では、現状で把握さ

れている岡山県域における縄文時代の放射性炭素年代測定値を集成し、簡単にその現状についてまとめたい。

(2) 集成項目について

　年代測定値の集成にあたっては、試料出土地点／遺構、試料、試料の考古学的時期、測定番号、δ13C 値、
14C

年代 (yrBP±1σ)、暦年較正用
14C 年代 (yrBP±1σ)、測定法、文献をその項目とした。基本的に各報告に記載され

ている情報を記載したが、試料の考古学的時期は報告書から判断したものもある。年代測定値や誤差は、測定

機関によって下一桁の数値の扱いが異なるために、中村 (1999)、西本 (2006) を参考に、下記のような方針で記

載した。
14C 年代 (yrBP±1σ) は、基本的に δ13C による同位体分別効果の補正を行った

14C 年代測定値またはそれ

を丸めた値、および慣用 14C 年代測定値を示す。なお、未補正値の場合はその旨記した。また、較正プログラム

の更新があった場合のために、較正用
14C 年代測定値も掲載した。暦年較正用

14C 年代 (yrBP±1σ) は、δ13C 値によっ

て同位体分別効果の補正を行った
14C 年代値ではあるが、暦年較正用として誤差が丸められていない値を指し、

各報告書にその旨記載されているものを示す。測定法は β線と AMS の区別しか行わなかった。前者には気体比

例計数管法、液体シンチレーション計数法等が含まれる。半減期は、集成した限りすべて Libby の 5568 年であっ

た。文献は巻末の文献一覧を参照されたい。

(3) 若干のまとめ

　今回集成できた測定値の件数は 25 遺跡、273 件である。彦崎貝塚 (91 件 )、津雲貝塚 (67 件 )、津島岡大遺跡

(40 件 ) で多く行われているほか、遠部慎による早期貝塚群 ( 黄島、黒島、犬島 ) や前～後期貝塚 ( 磯の森、里

木、福田 ) など体系的な調査計画に基づく年代学的研究も行われている（文献は表を参照）。こうした状況を受

け、資料の考古学的時期と年代測定値との対比が可能なものは早期、前期彦崎 ZI・II 式、後期前～中葉が多い。

一方で、中期や後期後葉、晩期前半の測定例は少なく、試料を得るに良好な遺跡そのものが非常に少ないとい

う現状を示してもいよう。本来であれば、これらを用いて本地域における土器型式と年代値の対応、他地域の

状況との整合性等をまとめて課題と展望について述べるべきではあるが、それは改めて別稿を用意したい。

【引用・参考文献】

西本豊弘編 2006『弥生時代の新年代　新弥生時代のはじまり　第 1 巻』雄山閣

中村俊夫 1999「放射性炭素年代測定法」長友恒人編『考古学のための年代測定学入門』古今書院

小林謙一 2008「縄文時代の暦年代」『歴史のものさし　縄文時代の考古学 2』同成社



- 107 -

遺
跡

番
号

遺
跡
名

試
料
出
土
地
点
／
遺
構

試
料

試
料
の

 
考
古
学
的
時
期

測
定
番
号

δ13
C

14
C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

暦
年
較
正
用

 
14

C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

測
定
法

文
献

34
南
溝
手
遺
跡

－
土
器
付
着
物

船
津
原
式
（
新
）

B
et

a-
18

99
31

-2
5.

6
29

50
±4

0
－

A
M

S
西
本
編

20
06

34
南
溝
手
遺
跡

－
土
器
付
着
物

前
池
式

B
et

a-
18

99
32

-2
6.

0
28

20
±4

0
－

A
M

S
西
本
編

20
06

34
南
溝
手
遺
跡

－
土
器
付
着
物

船
津
原
式
（
新
）

B
et

a-
18

99
33

-2
5.

8
30

00
±4

0
－

A
M

S
西
本
編

20
06

34
南
溝
手
遺
跡

－
土
器
付
着
物

前
池
式

B
et

a-
18

99
34

-2
6.

0
27

70
±4

0
－

A
M

S
西
本
編

20
06

34
南
溝
手
遺
跡

－
土
器
付
着
物

船
津
原
式
（
新
）

PL
D

-6
02

7
-2

4.
3

25
60

±2
0

－
A

M
S

西
本

20
07

34
南
溝
手
遺
跡

－
土
器
付
着
物

船
津
原
式
（
新
）

PL
D

-6
02

8
-2

5.
9

29
10

±2
5

－
A

M
S

西
本

20
07

34
南
溝
手
遺
跡

－
土
器
付
着
物

船
津
原
式
（
新
）

PL
D

-6
02

9
－

29
70

±2
5

－
A

M
S

西
本

20
07

34
南
溝
手
遺
跡

－
土
器
付
着
物

船
津
原
式
（
新
）

PL
D

-6
03

0
-2

5.
3

30
10

±3
0

－
A

M
S

西
本

20
07

34
南
溝
手
遺
跡

－
土
器
付
着
物

船
津
原
式
（
新
）

PL
D

-6
03

1
-2

6.
1

29
00

±2
5

－
A

M
S

西
本

20
07

55
南
方
前
池
遺
跡

－
種
実
（
ト
チ
皮
殻
）

前
池
式
？

B
et

a-
19

74
22

-2
7.

0
28

50
±4

0
－

A
M

S
西
本
編

20
06

53
鍛
冶
屋
Ｄ
遺
跡

流
路

6
ド
ン
グ
リ

－
B

et
a-

21
33

67
-2

6.
7

29
60

±4
0

－
A

M
S

岡
山
県
教
委

20
09

53
鍛
冶
屋
Ｄ
遺
跡

流
路

6
流
木

－
B

et
a-

21
33

68
-2

7.
4

31
00

±6
0

－
β
線

岡
山
県
教
委

20
09

53
鍛
冶
屋
Ｄ
遺
跡

流
路

17
土
器
付
着
炭
化
物

晩
期
中
葉

B
et

a-
23

23
51

-2
5.

5
29

00
±4

0
－

A
M

S
岡
山
県
教
委

20
09

53
鍛
冶
屋
Ｄ
遺
跡

流
路

17
種
実
（
ト
チ
ノ
キ
）

－
B

et
a-

23
23

52
-2

6.
6

37
30

±4
0

－
A

M
S

岡
山
県
教
委

20
09

59
津
雲
貝
塚

T2
7 　

23
～

24
層
（
河
道
内

）
木
片

－
B

at
a-

43
13

98
-2

7.
5

38
30

±3
0

－
A

M
S

笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T2
9 　

13
層

木
片

－
B

at
a-

43
13

99
-2

7.
9

35
90

±3
0

－
A

M
S

笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T2
3 　

11
a
層

炭
化
物

－
B

at
a-

43
14

00
-2

7.
4

35
20

±3
0

－
A

M
S

笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T1
0 　

2
層

ハ
イ
ガ
イ

晩
期
前
半

B
at

a-
43

14
02

0.
1

31
50

±3
0

－
A

M
S

笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T1
7 　

5
層

ハ
イ
ガ
イ

－
B

at
a-

43
14

03
-0

.9
32

30
±3

0
－

A
M

S
笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T2
1 　

8
層
（
遺
構
埋
土
？
）

炭
化
物

晩
期
前
半

B
et

a-
45

69
99

-2
7.

3
29

90
±3

0
－

A
M

S
笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T2
1 　

13
層

炭
化
物

後
期
前
半

B
et

a-
45

70
00

-2
6.

3
30

60
±3

0
－

A
M

S
笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T2
2 　

13
層

ハ
イ
ガ
イ

後
期
後
葉
～
晩
期
前
葉

B
et

a-
45

70
01

-1
.6

32
90

±3
0

－
A

M
S

笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T2
2 　

14
層

歯
（
イ
ノ
シ
シ
）

後
期
後
葉

B
et

a-
45

70
02

-2
0.

5
31

60
±3

0
－

A
M

S
笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

B
2
地
点
　
深
度

1.
46

m
生
材
（
広
葉
樹
）

－
PE

D
-3

57
83

-2
7.

71
±0

.1
8

61
75

±2
5

61
74

±2
6

A
M

S
笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

B
4
地
点
　
深
度

2.
42

-2
.4

8m
炭
化
材

－
PE

D
-3

99
67

-2
9.

27
±0

.3
4

64
30

±2
5

64
32

±2
7

A
M

S
笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T2
7 　

層
位
不
明

土
器
付
着
炭
化
物
（
外
面
）

－
PE

D
-3

80
11

-2
6.

07
±0

.3
0

37
95

±2
5

37
97

±2
4

A
M

S
笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T2
9 　

14
層
下
部

土
器
付
着
炭
化
物
（
外
面
）

－
PE

D
-3

80
12

-2
8.

99
±0

.3
1

35
85

±2
5

35
86

±2
3

A
M

S
笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

T2
2 　

14
層

シ
カ
頭
蓋
骨

後
期
後
葉

PE
D

-3
80

14
-2

5.
41

±0
.2

9
32

25
±2

5
32

25
±2

3
A

M
S

笠
岡
市
教
委

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

07
-1

6
47

35
±3

3
－

A
M

S
山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

99
-1

7.
6

39
01

±2
8

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

85
-1

8.
1

38
71

±3
0

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

97
-1

5.
3

39
51

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

93
-1

5.
3

39
31

±2
9

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

89
-1

6.
4

37
00

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

95
-1

7.
4

34
74

±2
8

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

98
-1

5.
1

35
28

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

95
-1

4.
6

33
04

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

91
-1

6
32

65
±3

3
－

A
M

S
山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

00
-1

6.
4

32
54

±2
8

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

92
-1

6.
3

32
42

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

05
-1

9.
6

31
28

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

96
-1

5.
6

32
29

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

09
-1

6.
4

31
85

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

06
-1

5.
6

32
05

±2
8

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

93
-1

7.
9

31
18

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

94
-1

9.
5

30
57

±3
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

表
１
　
年
代
測
定
値
一
覧



- 108 -

遺
跡

番
号

遺
跡
名

試
料
出
土
地
点
／
遺
構

試
料

試
料
の

 
考
古
学
的
時
期

測
定
番
号

δ13
C

14
C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

暦
年
較
正
用

 
14

C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

測
定
法

文
献

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

08
-1

7.
1

31
21

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

99
-1

4.
6

31
89

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

02
-1

6.
1

31
50

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

94
-1

9.
1

30
62

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

03
-1

6.
5

31
15

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

00
-1

5.
2

31
35

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

06
-1

9.
1

30
20

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

03
-1

7.
1

30
68

±3
1

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

98
-1

6.
2

30
90

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

02
-1

7.
4

20
57

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

87
-1

6.
3

30
74

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

97
-1

5.
6

30
96

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

01
-1

6.
2

30
72

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

90
-1

6.
5

30
62

±3
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

92
-1

6.
1

30
69

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

88
-1

4.
5

31
14

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

96
-1

6
30

69
±3

6
－

A
M

S
山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

88
-1

5.
7

30
76

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

90
-1

5.
5

30
82

±3
2

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

82
-1

6.
4

30
48

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

84
-1

5.
4

30
74

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

86
-1

6.
3

30
43

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

89
-1

5.
7

30
64

±4
1

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

91
-1

5.
4

30
68

±3
4

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

84
-1

6.
2

30
43

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

86
-1

9.
7

29
50

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

87
-1

5.
5

30
64

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

83
-1

6.
4

30
26

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

85
-1

5.
7

30
50

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
76

04
-1

5.
7

30
50

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
75

81
-1

5.
3

30
45

±2
5

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
79

14
-1

7.
8

29
74

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

05
-1

7.
3

29
67

±2
7

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

04
-1

7.
4

29
59

±3
1

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

59
津
雲
貝
塚

貝
塚

人
骨

晩
期

TK
A

-1
77

01
-1

7.
6

29
39

±2
6

－
A

M
S

山
田
ほ
か

20
20

92
里
木
貝
塚

貝
塚

ハ
イ
ガ
イ

－
TE

R
R

A
-0

51
40

4a
18

-2
0.

85
±0

.1
1

45
85

±5
0

－
A

M
S

遠
部
ほ
か

20
16

92
里
木
貝
塚

貝
塚

ハ
マ
グ
リ

－
TE

R
R

A
-0

51
40

4a
19

-2
5.

33
±0

.1
1

47
30

±5
0

－
A

M
S

遠
部
ほ
か

20
16

93
涼
松
貝
塚

 
（
土
生
貝
塚
）

貝
塚

炭
化
材

後
期

PL
D

-4
47

6
－

37
20

±2
5

－
A

M
S

西
本
編

20
06

95
羽
島
貝
塚

貝
塚

ハ
イ
ガ
イ

－
TE

R
R

A
-0

51
40

4a
23

-2
0.

85
±0

.1
1

50
90

±6
5

－
A

M
S

遠
部
慎
ほ
か

20
09

95
羽
島
貝
塚

貝
塚

マ
ガ
キ

－
TE

R
R

A
-0

51
40

4a
24

-2
5.

33
±0

.1
1

53
00

±5
5

－
A

M
S

遠
部
慎
ほ
か

20
09

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

B
et

a-
20

93
82

－
49

90
±4

0
－

A
M

S
西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

B
et

a-
20

93
83

－
50

90
±4

0
－

A
M

S
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

B
et

a-
20

93
84

－
12

15
0±

50
－

A
M

S
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

木
材

彦
崎

ZI
式

B
et

a-
20

93
85

－
49

40
±5

0
－

A
M

S
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

土
器
付
着
物

彦
崎

ZI
式

B
et

a-
20

93
86

－
45

60
±4

0
－

A
M

S
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06



- 109 -

遺
跡

番
号

遺
跡
名

試
料
出
土
地
点
／
遺
構

試
料

試
料
の

 
考
古
学
的
時
期

測
定
番
号

δ13
C

14
C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

暦
年
較
正
用

 
14

C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

測
定
法

文
献

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

羽
島
下
層
式

B
et

a-
20

94
88

－
48

30
±5

0
－

A
M

S
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

木
材

彦
崎

ZI
式

B
et

a-
20

98
17

－
47

40
±4

0
－

A
M

S
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

B
et

a-
21

18
38

－
49

90
±4

0
－

A
M

S
西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

鷹
島
式

B
et

a-
21

30
80

－
34

80
±4

0
－

A
M

S
西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

B
et

a-
21

30
81

－
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

B
et

a-
21

30
82

－
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
I 式

B
et

a-
21

54
60

－
47

20
±4

0
－

A
M

S
西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
I 式

B
et

a-
21

54
61

－
49

10
±4

0
－

A
M

S
西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

－
B

et
a-

21
54

62
－

44
90

±4
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

土
器
付
着
物

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
43

38
-2

5.
2

35
10

±5
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
43

42
-2

6.
1

35
50

±3
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
65

83
－

35
50

±3
5

－
A

M
S

西
本
編

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
65

84
－

35
95

±3
5

－
A

M
S

西
本
編

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
65

85
－

35
00

±6
0

－
A

M
S

西
本
編

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
65

86
－

35
50

±3
5

－
A

M
S

西
本
編

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
65

87
－

35
35

±3
5

－
A

M
S

西
本
編

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
65

88
－

35
85

±3
5

－
A

M
S

西
本
編

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
65

89
－

35
00

±3
5

－
A

M
S

西
本
編

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
65

90
－

35
50

±3
5

－
A

M
S

西
本
編

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

M
TC

-0
65

91
－

29
85

±3
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

M
TC

-0
65

92
－

38
80

±3
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

M
TC

-0
65

93
－

49
30

±3
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

M
TC

-0
65

94
－

-1
83

0±
40

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

M
TC

-0
67

38
－

-5
55

±2
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

M
TC

-0
67

39
－

-5
15

±3
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

M
TC

-0
67

40
－

49
40

±7
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
I 式

M
TC

-0
67

41
－

-1
46

0±
25

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
I 式

M
TC

-0
67

42
－

-1
51

5±
30

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
I 式

M
TC

-0
67

43
－

-1
36

5±
45

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
I 式

M
TC

-0
67

44
－

-1
26

5±
30

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
69

80
－

36
40

±1
90

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

福
田

K
II

I 式
M

TC
-0

69
81

－
34

65
±4

0
－

A
M

S
西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

福
田

K
II

I 式
M

TC
-0

69
82

－
34

85
±3

5
－

A
M

S
西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
69

83
－

26
05

±3
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

M
TC

-0
69

84
－

32
70

±4
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

鷹
島
式

M
TC

-0
69

85
－

36
30

±3
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

M
TC

-0
71

71
－

28
80

±3
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

M
TC

-0
71

72
－

23
5±

30
－

A
M

S
西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

M
TC

-0
71

73
－

29
10

±1
10

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

M
TC

-0
71

74
－

28
50

±3
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

M
TC

-0
71

75
－

33
15

±3
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

M
TC

-0
71

76
－

31
15

±3
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

M
TC

-0
71

77
－

16
10

±2
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
I 式

M
TC

-0
71

78
－

49
70

±4
5

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
I 式

M
TC

-0
71

79
－

49
95

±3
0

－
A

M
S

西
本

20
07



- 110 -

遺
跡

番
号

遺
跡
名

試
料
出
土
地
点
／
遺
構

試
料

試
料
の

 
考
古
学
的
時
期

測
定
番
号

δ13
C

14
C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

暦
年
較
正
用

 
14

C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

測
定
法

文
献

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

－
M

TC
-0

71
80

－
34

70
±3

0
－

A
M

S
西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

鷹
島
式

M
TC

-0
71

81
－

36
00

±3
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

鷹
島
式

M
TC

-0
71

82
－

36
45

±3
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

鷹
島
式

M
TC

-0
71

83
－

34
80

±3
0

－
A

M
S

西
本

20
07

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

PL
D

-4
75

5
－

22
60

±2
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

晩
期
前
～
中
葉

PL
D

-4
75

6
－

-5
25

±2
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
75

7
－

50
40

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
75

8
－

50
05

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
75

9
－

50
10

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

木
材

船
元
式

PL
D

-4
76

0
－

50
20

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
76

1
－

59
85

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
76

2
－

50
80

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

磯
の
森
式

PL
D

-4
76

3
－

35
20

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
76

4
－

35
05

±2
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
76

5
－

35
05

±2
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
76

6
－

35
10

±2
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

福
田

K
II

I 式
PL

D
-4

76
7

－
34

70
±2

5
－

A
M

S
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
76

8
－

34
65

±2
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
76

9
－

33
55

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
77

0
－

34
40

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
77

1
－

34
75

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
77

2
－

34
80

±2
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
77

3
－

31
70

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
77

4
－

30
95

±2
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
77

5
－

43
55

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
77

6
－

38
5±

25
－

A
M

S
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
77

7
－

49
75

±3
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
77

8
－

48
35

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
77

9
－

53
05

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
78

0
－

50
05

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06



- 111 -

遺
跡

番
号

遺
跡
名

試
料
出
土
地
点
／
遺
構

試
料

試
料
の

 
考
古
学
的
時
期

測
定
番
号

δ13
C

14
C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

暦
年
較
正
用

 
14

C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

測
定
法

文
献

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
式

PL
D

-4
78

1
－

36
30

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
II
式

PL
D

-4
78

2
－

30
75

±2
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

K
I 式

PL
D

-4
78

3
－

-9
05

±2
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

船
元
式

PL
D

-4
78

4
－

40
20

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

鷹
島
式

PL
D

-4
78

5
－

36
65

±2
5

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚

炭
化
材

彦
崎

ZI
I 式

PL
D

-4
78

6
－

45
55

±3
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚
　

T2
0-

24
層

炭
化
材

－
PL

D
-2

56
3

-2
5.

78
±0

.9
5

17
34

0±
80

－
A

M
S

パ
レ

オ
・

ラ
ボ

A
M

S
年

代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚
　

T4
-1

1
層

生
試
料
（
ア
カ
ガ
シ
亜
属
）

彦
崎

K
II
式

PL
D

-2
56

4
-2

9.
72

±0
.8

8
30

05
±3

5
－

A
M

S
パ

レ
オ
・

ラ
ボ

A
M

S
年

代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚
　

T9
-

サ
ブ
ト
レ
ン
チ

14
層

炭
化
物

彦
崎

ZI
式

B
et

a-
20

16
05

-2
5.

4
50

10
±6

0
－

A
M

S
（

株
）

古
環

境
セ

ン
タ

ー
20

06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚
　

T5
-6

層
土
器
付
着
炭
化
物

彦
崎

ZI
式

M
TC

-0
43

39
-2

6.
1

50
45

±4
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
2

彦
崎
貝
塚

貝
塚
　

T8
-1

2
層

土
器
付
着
炭
化
物

彦
崎

ZI
式

M
TC

-0
43

40
-2

5.
2

53
65

±4
0

－
A

M
S

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
・

年
代
測
定
グ
ル
ー
プ

20
06

10
5

磯
の
森
貝
塚

貝
塚

マ
ガ
キ

－
TE

R
R

A
-0

51
40

4a
28

-2
5.

33
±0

.1
1

48
90

±5
0

－
A

M
S

遠
部
慎
ほ
か

20
09

10
5

磯
の
森
貝
塚

貝
塚

ハ
イ
ガ
イ

－
TE

R
R

A
-0

51
40

4a
29

-2
5.

33
±0

.1
1

55
50

±6
0

－
A

M
S

遠
部
慎
ほ
か

20
09

10
5

磯
の
森
貝
塚

貝
塚

貝
殻

－
H

R
-0

44
－

54
20

±9
0

－
β
線

藤
原
ほ
か

19
86

11
0

福
田
貝
塚

貝
塚

マ
ガ
キ

－
TE

R
R

A
-0

51
40

4a
10

－
38

05
±5

0
－

A
M

S
遠
部
ほ
か

20
18

11
0

福
田
貝
塚

貝
塚

ハ
マ
グ
リ

－
TE

R
R

A
-0

51
40

4a
13

－
41

75
±6

0
－

A
M

S
遠
部
ほ
か

20
18

11
0

福
田
貝
塚

貝
塚

ハ
イ
ガ
イ

－
PL

D
-3

48
08

-2
.7

3±
0.

13
39

85
±2

0
－

A
M

S
遠
部
ほ
か

20
18

11
0

福
田
貝
塚

貝
塚
（
岡
山
理
科
大
学
）

ハ
イ
ガ
イ

後
期
前
葉

PL
D

-4
14

67
-3

0.
7±

0.
60

41
70

±2
5

41
69

±2
5

A
M

S
本
報
告

12
9

朝
寝
鼻
貝
塚

貝
塚

ハ
イ
ガ
イ

中
期
末
～
後
期
前
葉

PK
D

-4
14

68
-5

.1
5±

0.
17

41
55

±2
0

41
57

±2
0

A
M

S
本
報
告

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
5
次
　

27
b
層

土
器
付
着
炭
化
物
（
内
面
）

津
島
岡
大

Ⅳ
群
？

PL
D

-1
63

64
-2

4.
7

35
30

±2
0

－
A

M
S

工
藤

20
11

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
7
次
　
炉

1
炭
化
材

後
期

G
A

K
-1

61
60

－
50

30
±9

0
－

β
線

岡
山

大
学

埋
蔵

文
化

財
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー

19
95

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
8
次
　
土
坑

K
-1
　
炭
層

炭
化
物

後
期

G
A

K
-1

64
16

－
49

60
±1

10
－

β
線

岡
山

大
学

埋
蔵

文
化

財
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー

19
95

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
8
次
　
土
坑

K
-6
　
炭
層

炭
化
物

後
期

G
A

K
-1

64
18

－
44

90
±1

30
－

β
線

岡
山

大
学

埋
蔵

文
化

財
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー

19
95

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
27

次
　
炉

1
炭
化
材

中
津
式

B
et

a-
17

20
00

-2
7.

3
39

20
±6

0
－

β
線

岡
山

大
学

埋
蔵

文
化

財
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー

20
03

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
27

次
　
炉

2
炭
化
物

中
津
式

B
et

a-
17

20
01

-2
6.

7
39

10
±6

0
－

β
線

岡
山

大
学

埋
蔵

文
化

財
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー

20
03

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
17

次
　
土
坑

9 
1
層

炭
化
物

福
田

K
II
～
縁
帯
文
土
器
成

立
段
階

B
et

a-
19

46
39

-2
5.

7
38

90
±4

0
－

A
M

S
岡

山
大

学
埋

蔵
文

化
財

調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
05

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
17

次
　
土
坑

9 
3
層

炭
化
物

福
田

K
II
～
縁
帯
文
土
器
成

立
段
階

B
et

a-
19

46
40

-2
6.

1
38

50
±4

0
－

A
M

S
岡

山
大

学
埋

蔵
文

化
財

調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
05

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
15

次
　
貯
蔵
穴

SP
16

堅
果
類

福
田

K
II
～
縁
帯
文
土
器
成

立
段
階

B
et

a-
13

40
21

-2
7.

7
38

50
±5

0
－

A
M

S
古
環
境
研
究
所

20
04

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
17

次
　
住
居

1 　
炉

1
炭
化
物

縁
帯
文
土
器
成
立
段
階

B
et

a-
19

52
51

-2
3.

4
37

70
±4

0
－

A
M

S
岡

山
大

学
埋

蔵
文

化
財

調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
05

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
8
次
　
土
坑

K
5 　

炭
層

炭
化
物

後
期

G
A

K
-1

64
17

－
38

80
±1

30
－

β
線

岡
山

大
学

埋
蔵

文
化

財
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー

19
95

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
23

次
　
河
道

1 　
杭
群

杭
中
津
～
福
田

K
II
式

B
et

a-
20

66
70

-2
7.

5
36

30
±4

0
－

A
M

S
岡

山
大

学
埋

蔵
文

化
財

調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
23

次
　
河
道

1 　
杭
群

杭
中
津
～
福
田

K
II
式

B
et

a-
14

63
35

-3
0.

6
35

60
±7

0
－

β
線

岡
山

大
学

埋
蔵

文
化

財
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー

20
06
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遺
跡

番
号

遺
跡
名

試
料
出
土
地
点
／
遺
構

試
料

試
料
の

 
考
古
学
的
時
期

測
定
番
号

δ13
C

14
C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

暦
年
較
正
用

 
14

C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

測
定
法

文
献

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
23

次
　
河
道

1 　
杭
群

杭
中
津
～
福
田

K
II
式

B
et

a-
20

66
71

-2
7.

7
34

80
±4

0
－

A
M

S
岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
23

次
　
河
道

1 　
杭
群

杭
中
津
～
福
田

K
II
式

B
et

a-
17

20
02

-2
8

32
10

±7
0

－
β
線

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
17

次
　
竪
穴
住
居
状
遺
構

1 　
炉

3
炭
化
物

縁
帯
文
土
器
成
立
段
階

B
et

a-
13

40
22

-2
3.

8
29

50
±5

0
－

A
M

S
岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
05

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

20
00

年
度
試
掘
　

T6
「
黒
色
土
」

の
下
層

炭
化
物

－
B

et
a-

14
63

36
-2

3
28

40
±6

0
－

β
線

山
本

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
22

次
　
第

2
地
点
第

15
層

（
「
黒
色
土
」
の
下
層

炭
化
物

－
B

et
a-

13
40

19
-2

3
27

20
±5

0
－

A
M

S
岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
05

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
23

次
　
河
道

3
堰

木
材

弥
生
時
代
前
期
中
～
後
葉

B
et

a-
20

66
69

-2
8.

5
26

40
±5

0
－

β
線

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
23

次
　
河
道

3
堰

杭
弥
生
時
代
前
期
中
～
後
葉

B
et

a-
20

66
68

-2
9.

6
25

90
±6

0
－

β
線

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
3
次
　

13
層

土
器
付
着
炭
化
物

突
帯
文

B
et

a-
20

66
66

-2
6.

1
25

60
±4

0
－

A
M

S
山
本

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
3
次
　
貯
蔵
穴

SP
1

堅
果
類

突
帯
文

B
et

a-
13

40
20

-2
8.

4
25

60
±4

0
－

A
M

S
古
環
境
研
究
所

20
04

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
3
次
　

13
層

土
器
付
着
炭
化
物

突
帯
文

B
et

a-
20

66
67

-2
6.

1
25

50
±4

0
－

A
M

S
山
本

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
23

次
　
河
道

2
土
器
付
着
炭
化
物

突
帯
文

B
et

a-
20

69
42

-2
6.

6
25

20
±4

0
－

A
M

S
岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
23

次
　
河
道

3
堰

土
器
付
着
炭
化
物

弥
生
時
代
前
期
中
～
後
葉

B
et

a-
20

69
43

-2
6.

4
24

90
±5

0
－

A
M

S
岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
06

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
22

次
　
第

2
地
点
第

13
層

（
「
黒
色
土
」
）

炭
化
物

－
B

et
a-

13
40

18
-2

2.
3

25
30

±6
0

－
A

M
S

岡
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー

20
05

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
3
次
　

13
層

土
器
付
着
物

 
（
胴
部
外
面
・
煤
）

津
島
岡
大
式

IA
A

A
-4

05
23

-3
1.

34
±0

.9
6

25
50

±4
0

－
A

M
S

小
林

20
19

B
et

a-
20

11
41

-2
6.

3
25

50
±4

0
－

A
M

S
古
環
境
セ
ン
タ
ー

20
19

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
5
次
　
貯
蔵
穴

SP
1

土
器
付
着
物

 
（
胴
部
外
面
・
煤
）

彦
崎

K
I ～

II
式
の
間

IA
A

A
-4

05
24

-2
8.

16
±0

.7
1

35
70

±4
0

－
A

M
S

小
林

20
19

B
et

a-
20

11
43

-2
6

35
40

±4
0

－
A

M
S

古
環
境
セ
ン
タ
ー

20
19

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
15

次
　
谷
部

土
器
付
着
物

 
（
胴
部
外
面
・
煤
）

津
島
岡
大
式

IA
A

A
-4

05
25

-3
6.

64
±0

.7
7

25
50

±4
0

－
A

M
S

小
林

20
19

B
et

a-
20

11
44

-2
5.

4
24

80
±4

0
－

A
M

S
古
環
境
セ
ン
タ
ー

20
19

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
15

次
　
貯
蔵
穴

SP
13

土
器
付
着
物

 
（
胴
部
外
面
・
煤
）

福
田

K
II
式

IA
A

A
-4

05
26

-2
7.

6±
0.

86
40

90
±4

0
－

A
M

S
小
林

20
19

B
et

a-
20

11
42

-2
6.

1
40

10
±4

0
－

A
M

S
古
環
境
セ
ン
タ
ー

20
19

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
3
次
　
貯
蔵
穴

SP
I 6

層
種
実
（
ア
ラ
ア
シ
）

津
島
岡
大
式

M
TC

-0
43

44
-2

5.
9

25
40

±3
5

－
A

M
S

小
林

20
19

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
15

次
　
貯
蔵
穴

13
- 最

下
層

土
器
付
着
物
（
ド
ン
グ
リ
）

福
田

K
II
式

M
TC

-0
43

45
-2

9.
4

38
90

±3
5

－
A

M
S

小
林

20
19

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
15

次
　
貯
蔵
穴

19
種
実
（
ド
ン
グ
リ
）

津
島
岡
大
式

M
TC

-0
43

46
-2

6.
2

24
40

±3
5

－
A

M
S

小
林

20
19

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
30

次
　

3
九
土
坑

5
炭
化
物

突
帯
文

PE
D

-1
09

32
-2

6.
04

±0
.1

2
25

45
±2

5
－

A
M

S
古
環
境
研
究
所

20
09

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
30

次
　

1
区
焼
土
・
炭
化
物

集
中

1
炭
化
物

－
PE

D
-1

09
33

-2
7.

73
±0

.1
2

39
15

±2
5

－
A

M
S

古
環
境
研
究
所

20
09

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
32

次
　
河
道

18
h
層

樹
木

－
PE

D
-1

64
17

-3
0.

16
±0

.1
8

41
25

±2
5

41
24

±2
3

A
M

S
古
環
境
研
究
所

20
11

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
6
次
　

SP
00

3
ア
ヅ
キ

後
期
前
半

TK
A

-2
14

92
-2

8.
6 

± 
0.

3
34

45
±1

8
－

A
M

S
那
須
ほ
か

20
20
、
本
報
告

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
5
次
　

SP
02

-3
層

ダ
イ
ズ

津
島
岡
大

Ⅳ
群

TK
A

-2
14

93
-2

8.
3 

± 
0.

4
34

90
±1

9
－

A
M

S
那
須
ほ
か

20
20
、
本
報
告

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
5
次
　

SP
02

-3
層

ア
ヅ
キ

津
島
岡
大

Ⅳ
群

TK
A

-2
14

94
-2

9.
3 

± 
0.

3
34

57
±1

8
－

A
M

S
那
須
ほ
か

20
20
、
本
報
告

13
0

津
島
岡
大
遺
跡

第
3
次
　
貯
蔵
穴

SP
1 

6
層

ザ
ッ
ソ
ウ
メ
ロ
ン

津
島
岡
大
式

TK
A

-2
15

04
-2

6.
4 

± 
0.

5
24

40
±3

1
－

A
M

S
那
須
ほ
か

20
20
、
本
報
告

13
6

南
方
釜
田
遺
跡

－
土
器
付
着
物

晩
期

PL
D

-6
45

2
－

29
90

±3
5

－
A

M
S

西
本

20
07

13
8

百
間
川
沢
田
遺
跡

－
土
器
付
着
物

黒
土

B
I 式

IA
A

A
-4

11
19

-2
7.

8
29

50
±3

0
－

A
M

S
西
本
編

20
06

13
8

百
間
川
沢
田
遺
跡

低
位
部
河
道
埋
土

生
木
（
ム
ク
ロ
ジ
）

－
IA

A
A

-1
12

79
0

-3
0.

91
±0

.5
9

30
50

±3
0

30
49

±2
7

A
M

S
パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式

会
社

20
13

13
8

百
間
川
沢
田
遺
跡

炉
1

炭
化
材
（
コ
ナ
ラ
属
）

晩
期
中
頃

IA
A

A
-1

12
79

1
-2

9.
89

±0
.5

5
31

10
±3

0
31

06
±2

9
A

M
S

パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式

会
社

20
13

13
8

百
間
川
沢
田
遺
跡

微
高
地
形
成
前
河
道

木
材
（
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ

シ
亜
属
）

－
IA

A
A

-1
20

50
9

-3
3.

64
±0

.4
0

35
00

±2
0

34
97

±2
4

A
M

S
パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式

会
社

20
13

13
9

百
間
川
原
尾
島
遺
跡

土
坑

1 （
貯
蔵
穴
）

種
実
（
イ
チ
イ
ガ
シ
）

晩
期

IA
A

A
-1

20
50

5
-2

8.
00

±0
.4

6
28

00
±2

0
27

96
±2

3
A

M
S

パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式

会
社

20
13
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遺
跡

番
号

遺
跡
名

試
料
出
土
地
点
／
遺
構

試
料

試
料
の

 
考
古
学
的
時
期

測
定
番
号

δ13
C

14
C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

暦
年
較
正
用

 
14

C
年
代

 
(y

rB
P±

1σ
)

測
定
法

文
献

13
9

百
間
川
原
尾
島
遺
跡

－
土
器
付
着
物

－
IA

A
A

-4
08

37
－

29
00

±4
0

－
A

M
S

西
本
編

20
06

13
9

百
間
川
原
尾
島
遺
跡

－
土
器
付
着
物

黒
土

B
I 式

IA
A

A
-4

11
17

－
25

90
±3

0
－

A
M

S
西
本
編

20
06

13
9

百
間
川
原
尾
島
遺
跡

－
土
器
付
着
物

黒
土

B
I 式

IA
A

A
-4

11
18

-2
6.

4
27

70
±3

0
－

A
M

S
西
本
編

20
06

14
4

沼
貝
塚

貝
塚

貝
殻

－
H

R
-0

49
－

50
20

±8
0

－
β
線

藤
原
ほ
か

19
86

14
7

金
山
西
貝
塚

貝
塚

ハ
マ
グ
リ

－
－

－
後
期

－
－

遠
部
ほ
か

20
14

14
8

真
徳
貝
塚
Ｂ

貝
塚

カ
キ

－
PL

D
-4

14
70

-2
3.

35
±0

.1
5

61
35

±2
0

61
33

±2
2

A
M

S
本
報
告

14
8

真
徳
貝
塚
Ｂ

貝
塚

炭
化
材

 
（
最
終
形
成
年
輪
以
外
）

－
PL

D
-4

14
69

-2
.8

7±
0.

22
65

05
±2

0
65

06
±2

0
A

M
S

本
報
告

14
9

大
橋
貝
塚

 
（
豊
原
貝
塚
）

貝
塚

マ
ガ
キ
・
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

－
H

R
-1

00
－

49
65

±7
0

－
β
線

藤
原
・
白
神

19
86

18
1

出
崎
船
越
南
遺
跡

F
ト
レ
ン
チ
泥
炭

3
層

（
泥
炭
層
①
）

樹
木

 
（
コ
ナ
ラ
属
ク
ヌ
ギ
節
）

－
B

et
a-

22
30

84
-2

8.
1

57
20

±7
0

－
β
線

松
本
編

20
07

18
1

出
崎
船
越
南
遺
跡

D
ト
レ
ン
チ

2
同
上
面

樹
木

 
（
マ
ツ
属
複
維
管
足
亜
属
）

－
B

et
a-

22
30

85
-2

7.
3

59
40

±6
0

－
β
線

松
本
編

20
07

18
1

出
崎
船
越
南
遺
跡

F
ト
レ
ン
チ
泥
炭

7
層

（
泥
炭
層
⑤
）

樹
木

－
B

et
a-

22
30

86
-2

7.
9

55
90

±9
0

－
β
線

松
本
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測定番号 試料番号 試料データ 前処理

PLD-41470 試料 No.1 
層位：貝層中出土

種類：貝（海洋性：カキ） 
状態：dry

超音波洗浄 
酸エッチング（塩酸：1.2 mol/L)

PLD-41469 試料 No.2
種類：炭化材 
試料の性状：最終形成年輪以外　
　　　　　　部位不明 
状態：dry

超音波洗浄 
有機溶剤処理：アセトン 
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：
1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 
mol/L, 塩酸：1.2 mol/L） 
サルフィックス処理

写真 1　測定試料 No.1 写真 2　測定試料 No.2

- 114 -

3. 真徳貝塚 B の年代測定

パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤　茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・辻　康男

(1) はじめに

　真徳貝塚 B より採取され

た試料について、加速器質

量分析法（AMS 法）による

放射性炭素年代測定を行っ

た。

(2) 試料と方法

　測定試料の情報、調製デー

タは表 1 のとおりである。

測定試料を図 1 に示す。

　試料は調製後、加速器質

量分析計（パレオ・ラボ、

コンパクト AMS：NEC 製 

1.5SDH）を用いて測定した。

得られた 14C 濃度について

同位体分別効果の補正を行った後、
14C 年代、暦年代を算出した。

(3) 結果

　表 2 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した
14C 年代、暦年較正

結果を、図 1 に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今

後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

　
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。

14C 年代（yrBP）の算出には、
14C の半減期

として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した
14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差

等に基づいて算出され、試料の
14C 年代がその 14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の
14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された

14C 年代に対し、過去の宇宙線

測定番号
δ 13C 
(‰ )

暦年較正用年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-41469 
試料 No.2 -25.35±0.15 6133±22 6135±20 7153-7126 cal BP (22.2%) 

7014-6952 cal BP (46.0%)
7157-7097 cal BP (30.4%) 
7077-6943 cal BP (65.0%)

PLD-41470 
試料 No.1 -2.87±0.22 6506±22 6505±20 Marine20: 

6858-6695 cal BP (68.2%)
Marine20: 

6940-6625 cal BP (95.4%)

表 2　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

図 1　測定試料および処理（左：測定試料 No.1　右：測定試料 No.2）

表 1　測定試料および処理
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強度や地球磁場の変動による大気中の
14C 濃度の変動、および半減期の違い（

14C の半減期 5730±40 年）を較正

して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

　
14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線データ：IntCal20、海洋性試料については Marine20）を使用した。

なお、1σ 暦年代範囲は、OxCal の確率法を使用して算出された
14C 年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年

代範囲であり、同様に 2σ 暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範

囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は
14C 年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年

較正曲線を示す。

(4) 考察

　海洋性試料の
14C 年代は、海域ごとにリザーバー効果が異なるため海域差が生じる。したがって、より確か

な年代を求めるためには、試料が生息していた海域における補正値（ΔR）を用いて海域差を補正する必要がある。

今回は、Marine20 の暦年較正曲線をそのまま用いた。

　測定結果（以下の較正年代は 2σ の値）は、試料 No.1（カキ：PLD-41470）の
14C 年代が 6505±20 BP、較正

年代が 6940-6625 cal BP (95.4%)、試料 No.2（炭化材：PLD-41469）の
14C 年代が 6135±20 BP、較正年代が 7157-

7097 cal BP(30.4%) および 7077-6943 cal BP (65.0%) である。

　小林（2017）の縄文時代の土器型式および時期区分と暦年代の関係にもとづくと、試料No.1 と No.2 の暦年代は、

ともに縄文時代早期後葉に対比される。今回の測定では、炭化材片と海洋性のカキの双方の年代値が得られて

おり、本遺跡においても一木ほか（2015）によって東北地方の貝塚で研究されたような海洋リザーバー効果に

関しての検討を行える可能性がある。

　なお、木材の場合、最終形成年輪部分を測定すると枯死もしくは伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定

すると、最終形成年輪から内側であるほど古い年代が得られる（古木効果）。今回試料とした炭化材は、最終形

成年輪が確認できない部位不明の木片である。したがって、測定結果は古木効果の影響を受けている可能性が

あり、その場合、木が実際に枯死もしくは伐採されたのは測定結果よりもやや新しい年代であったと考えられる。

【引用・参考文献】

Bronk Ramsey, C. (2009) Bayesian Analysis of Radiocarbon dates. Radiocarbon, 51(1), 337-360.

He�aton, T.J., Köhler, P., Butzin, M., Bard, E., Reimer, R.W., Austin, W.E.N., Bronk Ramsey, C., Grootes, P.M., Hughen, K.A., Kromer, B., 

Reimer, P.J., Adkins, J., Burke, A., Cook, M.S., Olsen, J. and Skinner , L.C., (2020) Marine20—the marine radiocarbon age calibration 

curve (0–55,000 cal BP). Radiocarbon, 62(4), 1-42, doi:10.1017/RDC.2020.68. https://doi.org/10.1017/RDC.2020.68 (cited 12 August 

2020)

図 2　暦年較正結果
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測定番号
δ 13C 
(‰ )

暦年較正用年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-41468 
試料 No.1 -5.15±0.17 4157±20 4155±20 Marine20: 

4123-3958 cal BP (68.2%)
Marine20: 

4210-3877 cal BP (95.4%)

測定番号 試料番号 試料データ 前処理

PLD-41468 試料 No.1 
層位：4g 層

種類：貝（海洋性：ハイガイ） 
状態：dry

超音波洗浄 
酸エッチング（塩酸：1.2 mol/L)
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4. 朝寝鼻貝塚の年代測定

パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤　茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・辻　康男

(1) はじめに

　朝寝鼻貝塚より採取された試料について、加速器質量分析法（AMS 法）

による放射性炭素年代測定を行った。

(2) 試料と方法

　測定試料の情報、調製データは表 1 のとおりである。測定試料を図 1 に

示す。

　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：

NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた
14C 濃度について同位体分別

効果の補正を行った後、
14C 年代、暦年代を算出した。

(3) 結果

　表 2 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した
14C 年代、暦年較正

結果を、図 2 に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今

後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

　
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。

14C 年代（yrBP）の算出には、
14C の半減期

として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した
14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差

等に基づいて算出され、試料の
14C 年代がその

14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の
14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された

14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の
14C 濃度の変動、および半減期の違い（

14C の半減期 5730±40 年）を較正

して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

　
14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線データ：Marine20）を使用した。なお、1σ 暦年代範囲は、OxCal

の確率法を使用して算出された
14C 年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2σ 暦年代

図 1　測定試料 No.1

表 1　測定試料および処理

表 2　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
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95.4% probability

4210-3877 cal BP (95.4%)
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範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百

分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。

グラフ中の縦軸上の曲線は
14C 年代の確率分布を示し、二

重曲線は暦年較正曲線を示す。

(4) 考察

　海洋性試料の
14C 年代は、海域ごとにリザーバー効果が

異なるため海域差が生じる。したがって、より確かな年代

を求めるためには、試料が生息していた海域における補正

値（ΔR）を用いて海域差を補正する必要がある。今回は、

Marine20 の暦年較正曲線をそのまま用いた。

　試料 No.1（ハイガイ：PLD-41468）の測定結果（以下の較正年代は 2σ の値）は、
14C 年代が 4155±20 BP、較

正年代が 4210-3877 cal BP (95.4%) である。

　小林（2017）の縄文時代の土器型式および時期区分と暦年代の関係にもとづくと、試料 No.1 は、縄文時代中

期末に対比される。

図 2　暦年較正結果



測定番号 試料番号 試料データ 前処理

PLD-41467 試料 No.ⅡⅡA 種類：貝（海洋性） 
状態：dry

超音波洗浄 
酸エッチング（塩酸：1.2 mol/L)
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5. 福田貝塚の年代測定

パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤　茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・辻　康男

(3) 結果

　表 2 に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した
14C 年代、暦年較正

結果を、図 2 に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めていない値であり、今

後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

　
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。

14C 年代（yrBP）の算出には、
14C の半減期

として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記した
14C 年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差

等に基づいて算出され、試料の
14C 年代がその

14C 年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

　なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の
14C 濃度が一定で半減期が 5568 年として算出された

14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の
14C 濃度の変動、および半減期の違い（

14C の半減期 5730±40 年）を較正

して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

　
14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線データ：Marine20）を使用した。なお、1σ 暦年代範囲は、OxCal

測定番号
δ 13C 
(‰ )

暦年較正用年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-41467 
試料 No.ⅡⅡA -3.07±0.60 4169±25 4170±25 Marine20: 

4138-3969 cal BP (68.2%)
Marine20: 

4225-3885 cal BP (95.4%)

(1) はじめに

　福田貝塚（岡山理科大学所蔵）より採取された試料について、加

速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定を行った。

(2) 試料と方法

　測定試料の情報、調製データは表 1 のとおりである。測定試料を

図 1 に示す。

　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト

AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた
14C 濃度につい

て同位体分別効果の補正を行った後、
14C 年代、暦年代を算出した。

図 1　試料 No. Ⅱ Ⅱ A

表 1　測定試料および処理

表 2　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
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95.4% probability
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の確率法を使用して算出された
14C 年代誤差に相当する

68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2σ 暦年代範囲

は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率

の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラ

フ中の縦軸上の曲線は
14C 年代の確率分布を示し、二重曲

線は暦年較正曲線を示す。

(4) 考察

　海洋性試料の
14C 年代は、海域ごとにリザーバー効果が

異なるため海域差が生じる。したがって、より確かな年代

を求めるためには、試料が生息していた海域における補正

値（ΔR）を用いて海域差を補正する必要がある。今回は、Marine20 の暦年較正曲線をそのまま用いた。

　試料 No.ⅡⅡA（PLD-41467）の測定結果（以下の較正年代は 2σ の値）は、
14C 年代が 4170±25 BP、較正年代

が 4225-3885 cal BP (95.4%) である。

　小林（2017）の縄文時代の土器型式および時期区分と暦年代の関係にもとづくと、試料 No.ⅡⅡA は、縄文時

代中期末に対比される。

図 2　暦年較正結果
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　岡山県教育委員会 2001『岡谷大溝散布地・三須今溝遺跡ほか』岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告 156

30. 刑部遺跡

　岡山県教育委員会 2019『神明遺跡・刑部遺跡』岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告 249

31. 神明遺跡

　岡山県教育委員会 2019『神明遺跡・刑部遺跡』岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告 249

32. 服部遺跡

　岡山県教育委員会 1997『藪田古墳群・金黒池東遺跡ほか』岡山県

埋蔵文化財発掘調査報告 121 

　岡山県教育委員会 2002『服部遺跡・北溝手遺跡・窪木遺跡・高松

田中遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 162

33. 北溝手遺跡

　岡山県教育委員会 2002『服部遺跡・北溝手遺跡・窪木遺跡・高松

田中遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 162 

　岡山県教育委員会 2012『窪木遺跡・南溝手遺跡・北溝手遺跡』岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告 235

34. 南溝手遺跡

　岡山県教育委員会 1995『南溝手遺跡１』岡山県埋蔵文化財発掘調

査報告 100 

　岡山県教育委員会 1996『南溝手遺跡２』岡山県埋蔵文化財発掘調

査報告 107 

　岡山県教育委員会 2012『窪木遺跡・南溝手遺跡・北溝手遺跡』岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告 235 

　西本豊弘編 2006『弥生時代の新年代』雄山閣 

　西本豊弘 2007『弥生農耕の起源と東アジア』国立歴史民俗博物館

35. 窪木遺跡

　岡山県教育委員会 1997『窪木遺跡１』岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告 120 

　岡山県教育委員会 1998『窪木遺跡２』岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告 124

36. 長良山遺跡

　村上幸雄 1987「長良山遺跡」『総社市史』考古資料編　総社市

37. 高松田中遺跡

　岡山県教育委員会 2002『服部遺跡・北溝手遺跡・窪木遺跡・高松

田中遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 162

38. 延寿寺跡遺跡

　岡山県教育委員会 2009『延寿寺跡・倉ヶ市遺跡・下土田遺跡』岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告 222

39. 足守庄関連遺跡

　岡山市教育委員会 1994『足守庄 ( 足守幼稚園 ) 関連遺跡発掘調査

報告』

40. 余町遺跡

　小郷利幸他 1990「岡山市足守地域の地域史研究 ( １)」『古代吉備』

第 12 集　古代吉備研究会

41. 大森遺跡

　岡山市教育委員会 2014『大森遺跡』

42. 津寺遺跡

　岡山県教育委員会 1994『三手・津寺遺跡津寺遺跡２』岡山県埋蔵

文化財発掘調査報告 90 

　岡山県教育委員会 1995『津寺遺跡２』岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告 98

43. 津寺三本木遺跡

　岡山県教育委員会 1999『津寺三本木遺跡・津寺一軒屋遺跡』岡山

県埋蔵文化財発掘調査報告 142

44. 加茂政所遺跡

　岡山県教育委員会 1999『加茂政所・高松原古才遺跡・立田遺跡』

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 138

45. 甫崎天神山遺跡

　岡山県教育委員会 1994『山陽自動車道建設に伴う発掘調査８』岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告 89

46. 黒住遺跡

　岡山県教育委員会 1994『山陽自動車道建設に伴う発掘調査８』岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告 89

47. 鍛冶屋谷遺跡

　岡山県御津町教育委員会 1998『鍛冶屋谷遺跡』御津町埋蔵文化財

発掘調査報告９

48. 平岡西遺跡

　岡山県御津町教育委員会 1991『平岡西遺跡』Ⅱ 御津町埋蔵文化財

発掘調査報告７ 

　岡山県御津町教育委員会 1992『平岡西遺跡』Ⅰ 御津町埋蔵文化財

発掘調査報告８

49. 寺部遺跡

　岡山県御津町教育委員会 1990『寺部遺跡』御津町埋蔵文化財発掘

調査報告６

50. 伊田沖遺跡

　岡山県御津町教育委員会 1988『伊田沖遺跡』御津町埋蔵文化財発

掘調査報告４ 

　岡山市教育委員会 2015『酒屋谷遺跡』

51. 原遺跡	

　鎌木義昌 1986「備前原遺跡」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山

県 

　岡山県御津町教育委員会 1988『原遺跡』御津町埋蔵文化財発掘調

査報告３ 

　岡山県御津町教育委員会 2002『備前原遺跡』御津町埋蔵文化財発

掘調査報告 10

52. 酒屋谷遺跡

　岡山市教育委員会 2015『酒屋谷遺跡』

53. 鍛冶屋 D遺跡

　岡山県教育委員会 2009『鍛冶屋 D 遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘

調査報告 219

54. 斎富遺跡

　岡山県教育委員会 1996『斎富遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報
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告 105

55. 南方前池遺跡

　岡山県山陽町教育委員会 1995『南方前池遺跡』 

　西本豊弘編 2006『弥生時代の新年代』雄山閣

56. 西の谷遺跡

　吉井町史編纂委員会 1991『吉井町史』第二巻　史料編上　吉井町

57. 辺谷中田遺跡

　岡山県教育委員会 2014『辺谷製鉄遺跡・辺谷中田遺跡ほか』岡山

県埋蔵文化財発掘調査報告 240

58. 笠岡工業高校グラウンド遺跡

　間壁葭子 1966「笠岡市笠岡工業高校グラウンド遺跡」『倉敷考古

館研究集報』第１号　倉敷考古館

59. 津雲貝塚

　鎌木義昌 1986「津雲貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山県 

　田嶋正憲 2014「縄文貝塚群から見た吉備先史社会素描」『半田山

地理考古』第２号　岡山理科大学地理考古学研究会　 

　笠岡市教育委員会 2020『津雲貝塚』笠岡市埋蔵文化財発掘調査報

告６ 

　山田康弘ほか 2020「出土人骨の年代測定値に基づく津雲貝塚人の

社会の再検討」『津雲貝塚』笠岡市教育委員会

60. 原貝塚	

　清野謙次 1969『日本貝塚の研究』岩波書店 

　高橋護 1986「備中原貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山県 

　笠岡市教育委員会 2020『津雲貝塚』笠岡市埋蔵文化財発掘調査報

告６

61. 大殿洲遺跡

　間壁忠彦他 1976「笠岡市大殿洲の縄文時代遺跡」『倉敷考古館研

究集報』第 12 号　倉敷考古館

62. 東村 (神島東村 )貝塚

　間壁忠彦他 1976「笠岡市大殿洲の縄文時代遺跡」『倉敷考古館研

究集報』第 12 号　倉敷考古館

63. 有田貝塚

　笠岡市史編さん委員会 1983『笠岡市史』第１巻　笠岡市 

　笠岡市教育委員会 2020『津雲貝塚』笠岡市埋蔵文化財発掘調査報

告６

64. 助実貝塚（東大戸）

　笠岡市史編さん委員会 1983『笠岡市史』第１巻　笠岡市 

　笠岡市教育委員会 2020『津雲貝塚』笠岡市埋蔵文化財発掘調査報

告６

65. 大道遺跡１

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第４分冊　井笠

地区〉

66. 大道遺跡２

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第４分冊　井笠

地区〉

67. 黒土遺跡

　坪井清足 1956「黒土遺跡」『岡山県笠岡市高島遺跡調査報告』岡

山県高島遺跡調査委員会 

　鎌木義昌 1986「備中高島遺跡」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡

山県 

　矢野健一 2004「岡山県高島黒土遺跡資料」『山内清男考古資料

14』奈良文化財研究所史料第 66 冊　奈良文化財研究所

68. 王泊遺跡

　坪井清足 1956「王泊遺跡」『岡山県笠岡市高島遺跡調査報告』岡

山県高島遺跡調査委員会

69. 高島遺跡第１～４･６地点

　笠岡市史編さん委員会 1983『笠岡市史』第１巻　笠岡市

70. 小高島

　笠岡市史編さん委員会 1983『笠岡市史』第１巻　笠岡市

71. 尾中遺跡　(白石島小学校 )	

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館

72. 田ノ浦遺跡

　岡山県教育委員会 1987「確認調査概要　田ノ浦遺跡」『岡山県埋

蔵文化財報告』17

73. 首峠遺跡

　笠岡市史編さん委員会 1983『笠岡市史』第１巻　笠岡市

74. 東安倉遺跡	

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館 

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第４分冊　井笠

地区〉

75. 安倉八幡遺跡	

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館 

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第４分冊　井笠

地区〉

76. 中津貝塚

　倉敷考古館 1972『倉敷の古代』 

　鎌木義昌 1986「中津貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山県 

　草原孝典 1987「倉敷市中津貝塚採集の押型文土器」『古代吉備』

第９集　古代吉備研究会 

　間壁忠彦 1996『新修倉敷市史』第１巻考古　倉敷市 

　田嶋正憲 2010「岡山県における戦前戦後標識遺跡採集縄文土器の

研究 ( １)」『岡山市埋蔵文化財センター研究紀要』第２号　岡山市

教育委員会 

　間壁忠彦 2012「涼松貝塚」『倉敷考古館研究集報』第 21 号　倉敷

考古館

77. 西元浜貝塚

　平田英文 1952「三備地方の貝塚集成概説」『吉備考古』第 84 号　

吉備考古学会 

　藤田憲司 ･中山頼夫 1984「倉敷市玉島地区とその周辺の新発見縄

文時代資料」『倉敷考古館研究集報』第 18 集　倉敷考古館 

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館 

　田嶋正憲 2014「縄文貝塚群から見た吉備先史社会素描」『半田山

地理考古』第２号　岡山理科大学地理考古学研究会

78. 東元浜貝塚

　間壁忠彦 1985「岡山県児島湾岸の遺跡群」潮見浩編『探訪縄文の

遺跡西日本編』有斐閣 

　田嶋正憲 2014「縄文貝塚群から見た吉備先史社会素描」『半田山

地理考古』第２号　岡山理科大学地理考古学研究会

79. 畑の前遺跡

　藤田憲司 ･中山頼夫 1984「倉敷市玉島地区とその周辺の新発見縄

文時代資料」『倉敷考古館研究集報』第 18 号　倉敷考古館

80. 阿原貝塚

　藤田憲司 ･中山頼夫 1984「倉敷市玉島地区とその周辺の新発見縄

文時代資料」『倉敷考古館研究集報』第 18 号　倉敷考古館 
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　間壁忠彦 1985「岡山県児島湾岸の遺跡群」潮見浩編『探訪縄文の

遺跡西日本編』有斐閣 

　岡山県教育委員会 2003『改訂山岡山県遺跡地図』〈第５分冊　倉

敷地区〉

81. 島地貝塚

　岡山県教育委員会 1981『島地貝塚』岡山県埋蔵文化財発掘調査報

告 41

82. 浜遺跡

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館 

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第５分冊　倉敷

地区〉

83. 岸本貝塚

　藤田憲司 ･中山頼夫 1984「倉敷市玉島地区とその周辺の新発見縄

文時代資料」『倉敷考古館研究集報』第 18 号　倉敷考古館

84. 山の神西遺跡

　藤田憲司 ･中山頼夫 1984「倉敷市玉島地区とその周辺の新発見縄

文時代資料」『倉敷考古館研究集報』第 18 号　倉敷考古館

85. 道口遺跡

　岡山県教育委員会 1988『山陽自動車道建設に伴う発掘調査報告３』

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 69

86. 道口川床遺跡

　藤田憲司 ･中山頼夫 1984「倉敷市玉島地区とその周辺の新発見縄

文時代資料」『倉敷考古館研究集報』第 18 号　倉敷考古館

87. みなみ橋東（東郷遺跡）

　藤田憲司 ･中山頼夫 1984「倉敷市玉島地区とその周辺の新発見縄

文時代資料」『倉敷考古館研究集報』第 18 号　倉敷考古館

88. 長尾神社南

　藤田憲司 ･中山頼夫 1984「倉敷市玉島地区とその周辺の新発見縄

文時代資料」『倉敷考古館研究集報』第 18 号　倉敷考古館

89. 上水島遺跡

　小野雅明 1996「上水島遺跡」『新修倉敷市史』第１巻考古　付章　

倉敷市 

　倉敷埋蔵文化財センター 2017『酒津 - 水江遺跡範囲確認調査　上

水島遺跡範囲確認調査』倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告第 16 集

90. 上水島西の浜遺跡

　倉敷埋蔵文化財センター 2017『酒津 - 水江遺跡範囲確認調査　上

水島遺跡範囲確認調査』倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告第 16 集

91. 上水島東の浜遺跡

　倉敷埋蔵文化財センター 2017『酒津 - 水江遺跡範囲確認調査　上

水島遺跡範囲確認調査』倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告第 16 集

92. 里木貝塚

　倉敷考古館 1971「里木貝塚」『倉敷考古館研究集報』第７号　倉

敷考古館 

　間壁忠彦 2012「涼松貝塚」『倉敷考古館研究集報』第 21 号　倉敷

考古館 

　遠部慎ほか 2016「里木貝塚の年代学的研究」『中央史学』39　中

央史学会

93. 涼松貝塚（土生貝塚 )	

　間壁忠彦 2012「涼松貝塚」『倉敷考古館研究集報』第 21 号　倉敷

考古館 

　西本豊弘編 2006『弥生時代の新年代』雄山閣 "

94. 船倉貝塚

　倉敷埋蔵文化財センター 1999『船倉貝塚』倉敷市埋蔵文化財発掘

調査報告第８集

95. 羽島貝塚

　藤田憲司他 1975「羽島貝塚の資料」『倉敷考古館研究集報』第 11

号　倉敷考古館 

　高橋護 1986「羽島貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山県 

　遠部慎ほか 2009「羽島貝塚・磯の森貝塚の年代学的研究」『倉敷

の歴史』第 19 号　倉敷市

96. 黒崎貝塚

　間壁忠彦 1985「岡山県児島湾岸の遺跡群」潮見浩編『探訪縄文の

遺跡西日本編』有斐閣 

　倉敷市史研究会 1996『新修倉敷市史』第１巻考古　倉敷市

97. 中帯江貝塚

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第５分冊　倉敷

地区〉　　

98. 五日市貝塚

　倉敷市史研究会 1996『新修倉敷市史』第１巻考古　倉敷市

99. 西岡貝塚 (子位庄貝塚）

　清野謙次 1969『日本貝塚の研究』岩波書店 

　髙橋護 1986「西岡貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山県 

　倉敷市史研究会 1996『新修倉敷市史』第１巻考古　倉敷市 

　間壁葭子 2012「里木・涼松貝塚出土人骨とその性差が示す問題」『倉

敷考古館研究集報』第 21 号　倉敷考古館

100. 西坂遺跡

　田嶋正憲 2014「縄文貝塚群から見た吉備先史社会素描」『半田山

地理考古』第２号　岡山理科大学地理考古学研究会

101. 菅生小学校裏山遺跡

　岡山県教育委員会 1993『山陽自動車道建設に伴う発掘調査５』岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告 81

102. 彦崎貝塚

　岡山市教育委員会 2006『彦崎貝塚 - 範囲確認調査報告書 -』 

　国立歴史民俗博物館・年代測定グループ 2006「彦崎貝塚出土試料

の炭素 14 年代測定結果」『彦崎貝塚』岡山市教育委員会 

　パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ 2006「放射性炭素年代測定」

『彦崎貝塚』岡山市教育委員会 

　古環境センター 2006「彦崎貝塚における放射性炭素年代測定」『彦

崎貝塚』岡山市教育委員会 

　西本豊弘編 2006『弥生時代の新年代』雄山閣 

　西本豊弘 2007『弥生農耕の起源と東アジア』国立歴史民俗博物館

103. 舟津原貝塚

　藤田憲司 1981「倉敷市舟津原貝塚の資料」『倉敷考古館研究集報』

第 16 号　倉敷考古館

104. 舟津原遺跡

　岡山県教育委員会 1988『阿津走出遺跡ほか』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告 71

105. 磯の森貝塚

　池田次郎・鎌木義昌 1951「岡山県磯の森貝塚発掘調査報告」『吉

備考古』第 81･82 号合併号　吉備考古学会 

　鎌木義昌 1986「磯の森貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山

県 

　倉敷埋蔵文化財センター 2019『磯の森貝塚　広江・浜遺跡２　新

熊野山遺跡』倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告第 17 集 
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　中越利夫 1987「岡山県磯の森貝塚出土の遺物について」『広島大

学文学部帝釈峡遺跡群発掘調査室年報』Ⅴ 

　遠部慎ほか 2009「羽島貝塚・磯の森貝塚の年代学的研究」『倉敷

の歴史』第 19 号　倉敷市 

　藤原健蔵ほか 1986「広島大学メタノール－液体シンチレーション

14C 年代測定」『瀬戸内海地域における完新世海水準変動と地形変化』

広島大学文学部

106. 船元貝塚

　藤田憲司 ･間壁忠彦 1984「船元貝塚の資料」『倉敷考古館研究集報』

第 18 号　倉敷考古館

107. 連島西の浦貝塚

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館

108. 浦田貝塚

　倉敷埋蔵文化財センター 1999『船倉貝塚』倉敷市埋蔵文化財発掘

調査報告第８集 

　間壁忠彦 1985『岡山県児島湾岸の遺跡群」潮見浩編『探訪縄文の

遺跡西日本編』有斐閣

109. 浦田船着遺跡

　倉敷考古館 1979「広江・浜遺跡」『倉敷考古館研究集報』第 14 号　

倉敷考古館

110. 福田貝塚

　鎌木義昌 1986「福田貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山県 

　奈良文化財研究所 1989『福田貝塚資料』文献史料第 32 冊 

　遠部慎ほか 2018「福田貝塚の年代学的研究」『倉敷の歴史』28 倉

敷市 

　本報告

111. 広江・浜遺跡

　倉敷考古館 1979「広江・浜遺跡」『倉敷考古館研究集報』第 14 号　

倉敷考古館

112. 宇野津遺跡

　倉敷市史研究会 1996『新修倉敷市史』第１巻考古　倉敷市

113. 金浜遺跡

　倉敷考古館 1979「金浜古墳」『倉敷考古館研究集報』第 14 号　倉

敷考古館

114. 溝落遺跡

　倉敷埋蔵文化財センター 2013『朝原寺跡２・溝落遺跡』倉敷市埋

蔵文化財発掘調査報告第 15 集

115. 若宮神社東遺跡	

　倉敷市史研究会 1996『新修倉敷市史』第１巻考古　付章　倉敷市 

　間壁忠彦 2012「涼松貝塚」『倉敷考古館研究集報』21 号　倉敷考

古館

116. 矢部奥田遺跡・矢部貝塚

　岡山県教育委員会 1993『山陽自動車道建設に伴う発掘調査６』岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告 82

117. 西尾貝塚

　藤田憲司 1974「王墓山遺跡群　周辺遺跡」『倉敷考古館研究集報』

第 10 号　倉敷考古館

118. 矢部寺田遺跡

　倉敷市教育委員会 1993「矢部寺田遺跡発掘調査報告」『倉敷市埋

蔵文化財調査年報』２

119. 上東中嶋遺跡

　岡山県教育委員会 2010『上東中嶋遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調

査報告 226

120. 上東遺跡

　岡山県教育委員会 1974『山陽新幹線建設に伴う調査 Ⅱ』岡山県埋

蔵文化財発掘調査報告２

121. 大内田貝塚

　鎌木義昌 1949「岡山県玉野市長崎鼻遺跡」『日本考古学年報』２　

日本考古学協会 

　鎌木義昌 1986「大内田貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山

県

122. 妹尾大村池下貝塚（妹尾貝塚 )

　岡山市教育委員会 2003『妹尾住田遺跡』 

　早島町史編集委員会 1997『早島の歴史』１通史編 ( 上 )　早島町

123. 妹尾住田遺跡

　岡山市教育委員会 2003『妹尾住田遺跡』

124. 吉野口遺跡

　岡山市教育委員会 1997『吉野口遺跡』

125. 辛川大池遺跡

　岡山市教育委員会 1993『小丸山 ( 中山中 ) 遺跡発掘調査報告』

126. 田益新田遺跡

　岡山県教育委員会 1996『西山古墳群・田益新田遺跡』岡山県埋蔵

文化財発掘調査報告 109

127. 田益田中遺跡

　岡山県教育委員会 1999『田益田中 ( 笹ヶ瀬川調整池 ) 遺跡』岡山

県埋蔵文化財発掘調査報告 140 

　岡山県教育委員会 2011『田益田中遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調

査報告 231

128. 津島東遺跡

　石坂俊郎 1988「外国人宿舎建設予定地」『岡山大学構内遺跡調査

年報』５　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 

　加計学園埋蔵文化財調査室 2001『津島東遺跡土生地点発掘調査概

報』加計学園埋蔵文化財調査室発掘調査報告書３

129. 朝寝鼻貝塚

　鎌木義昌・亀田修一 1986「朝寝鼻貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古

資料　岡山県 

　加計学園埋蔵文化財調査室 1998『朝寝鼻貝塚発掘調査概報』加計

学園埋蔵文化財調査室発掘調査報告書２ 

　本報告

130. 津島岡大遺跡

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1992 ～ 2015『津島岡大遺

跡３～ 21』（下段に詳細あり）

131. 津島江道遺跡

　神谷正義 1992「最古の水田」『吉備の考古学的研究』山陽新聞社 

　岡山市教育委員会 2011『津島江道遺跡』 

　柳瀬昭彦 1988「津島江道遺跡」『日本における稲作農耕の起源と

展開 - 資料集 -』日本考古学協会静岡大会実行委員会

132. 津島遺跡

　岡山県教育委員会 1999『津島遺跡１』岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告 137 

　岡山県教育委員会 2001『津島遺跡３』岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告 160 

　岡山県教育委員会 2004『津島遺跡５』岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告 181
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133. 北方中溝遺跡

　岡山県教育委員会 1998『北方下沼遺跡・北方横田遺跡ほか』岡山

県埋蔵文化財発掘調査報告 126

134. 北方地蔵遺跡

　岡山県教育委員会 1998『北方下沼遺跡・北方横田遺跡ほか』岡山

県埋蔵文化財発掘調査報告 126

135. 北方藪ノ内遺跡

　岡山県教育委員会 2000『北方地蔵遺跡２・北方籔ノ内遺跡』岡山

県埋蔵文化財発掘調査報告 149

136. 南方釜田遺跡

　柳瀬昭彦 1988「南方釜田遺跡」『日本における稲作農耕の起源と

展開－資料集 ―』日本考古学協会静岡大会実行委員会 

　西本豊弘 2007『弥生農耕の起源と東アジア』国立歴史民俗博物館

137. 鹿田遺跡

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1988『鹿田遺跡 Ⅰ』岡山大

学構内遺跡発掘調査報告第３冊

138. 百間川沢田遺跡	

　岡山県教育委員会 1984『百間川原尾島遺跡２』岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告 56 

　岡山県教育委員会 1985『百間川沢田遺跡２・百間川長谷遺跡２』

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 59 

　岡山県教育委員会 1993『百間川沢田遺跡３』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告 84 

　岡山県教育委員会 1997『百間川兼基遺跡３・百間川今谷遺跡３・

百間川沢田遺跡４』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 119 

　岡山県教育委員会 2007『百間川兼基遺跡４・百間川沢田遺跡５』

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 208 

　岡山県教育委員会 2013『百間川原尾島遺跡８・百間川沢田遺跡６』

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 239 

　パリノ・サーヴェイ株式会社 2013「百間川沢田遺跡の放射性炭素

年代測定」『百間川原尾島遺跡８・百間川沢田遺跡６』岡山県教育

委員会 

　西本豊弘編 2006『弥生時代の新年代』雄山閣

139. 百間川原尾島遺跡

　岡山県教育委員会 1980『百間川原尾島遺跡』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告 39 

　岡山県教育委員会 1984『百間川原尾島遺跡２』岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告 56 

　岡山県教育委員会 1995『百間川原尾島遺跡４』岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告 97 

　岡山県教育委員会 1996『百間川原尾島遺跡５』岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告 106 

　岡山県教育委員会 2004『百間川原尾島遺跡６』岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告 179 

　岡山県教育委員会 2008『百間川原尾島遺跡７』岡山県埋蔵文化財

発掘調査報告 215 

　岡山県教育委員会 2013『百間川原尾島遺跡８・百間川沢田遺跡６』

岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 239 

　パリノ・サーヴェイ株式会社 2013「百間川原尾島遺跡の放射性炭

素年代測定」『百間川原尾島遺跡８・百間川沢田遺跡６』岡山県教

育委員会 

　西本豊弘編 2006『弥生時代の新年代』雄山閣

140. 百間川米田遺跡

　岡山県教育委員会 2002『百間川米田遺跡４』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告 164

141. 雄町遺跡

　岡山県教育委員会 1972『埋蔵文化財発掘調査報告』

142. 関遺跡

　石坂敏郎 1990「岡山市関遺跡出土の縄文晩期土器」『古代吉備』

第 12 集　古代吉備研究会

143. 備前高島遺跡

　鎌木義昌 1986「備前高島遺跡」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡

山県

144. 沼貝塚

　木村幹夫 1973『上道町史』原始古代編　岡山市 

　髙橋護 1986「沼貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山県 

　間壁忠彦 1985「岡山県児島湾岸の遺跡群」潮見浩編『探訪縄文の

遺跡西日本編』有斐閣 

　藤原健蔵ほか 1986「広島大学メタノール－液体シンチレーション

14C 年代測定」『瀬戸内海地域における完新世海水準変動と地形変化』

広島大学文学部

145. 竹原貝塚

　木村幹夫 1953「岡山上道郡竹原貝塚について」『吉備考古』第 87

号　吉備考古学会 

　間壁忠彦 1980「縄文後期彦崎 KⅡ( 竹原 ) 式土器をめぐって」『倉

敷考古館研究集報』第 15 号　倉敷考古館

146. 里前遺跡

　岡山市教育委員会 2013『里前遺跡』

147. 金山西貝塚

　遠部慎ほか 2014「西大寺新発見の縄文貝塚」『第 60 回考古学研究

会　研究集会資料集』考古学研究会

148. 真徳貝塚Ｂ

　岡山県教育委員会 1988『熊山田散布地ほか』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告 68 

　年代測定報告は本報告

149. 大橋貝塚（豊原貝塚 )

　木村幹夫 1955「岡山県邑久郡豊原貝塚について」『吉備考古』第

90 号　吉備考古学会 

　岡山県教育委員会 1979『大橋貝塚発掘調査報告」『岡山県埋蔵文

化財報告』９ 

　藤原健蔵 ･白神宏 1986「岡山平野中部の沖積層層と海水準変化 -

瀬戸内海沿岸平野の古地理変遷に関する研究 ( ２)-」『瀬戸内海地域

における完新世海水準変動と地形変化』藤原健蔵 

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

150. 宮下貝塚

　長瀬薫 1936『吉備考古』第 29 号　吉備考古学会 

　岡山県教育委員会 1979『大橋貝塚発掘調査報告」『岡山県埋蔵文

化財報告』９ 

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

151. 山手貝塚（山田辻畑遺跡 )

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

152. 山田辻畑遺跡

　瀬戸内市教育委員会 2009『福里遺跡・大谷口遺跡・北池向遺跡・

山田辻畑遺跡』瀬戸内市埋蔵文化財発掘調査報告２
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153. 下笠加遺跡　

　岡山県教育委員会 1997『下笠加遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告 122 

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

154. 熊山田遺跡（月ノ木遺跡 )	

　邑久町教育委員会 2004『熊山田遺跡』邑久町埋蔵文化財発掘調査

報告１

155. 円張東貝塚

　岡山県教育委員会 1988『熊山田散布地ほか』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告 68 

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

156. 下山田鳥博遺跡

　岡山県教育委員会 1988『熊山田散布地ほか』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告 68 

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

157. 本庄西の谷貝塚・本庄明見貝塚 (佐井田遺跡 )	

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町 

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第 6 分冊　岡山

地区〉

158. 堂免遺跡

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

159. 助三畑遺跡

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

160. 黒和貝塚

　木村幹夫 1952「岡山会邑久郡黒和遺跡略報」『吉備考古』第 84 号　

吉備考古学会 

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

161. 尻海長浜遺跡

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

162. 尻海才ノ峠遺跡

　岡本寛久 2006「縄文時代」『邑久町史』考古編　邑久町

163. 福里遺跡

　岡山県教育委員会 1994『土師東・福里遺跡』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告 95

164. 土師東遺跡

　岡山県教育委員会 1994『土師東・福里遺跡』岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告 95

165. 服部廃寺（丸山遺跡含 )

　岡山県長船町教育委員会 1997『服部廃寺』長船町埋蔵文化財発掘

調査報告２ 

　長船町史編さん委員会 1998『長船町史』史料編 ( 上 )　長船町

166. 新庄西畑田遺跡

　千葉豊 1987「備前市新庄西畑田遺跡採集の縄文土器」『古代吉備』

第９集　古代吉備研究会

167. 長縄手遺跡

　岡山県教育委員会 2005『長縄手遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査

報告 189

168. 鹿久居島千軒遺跡

　日生町教育委員会 1965『鹿久居島の歴史』日生町文化財資料第二

輯 

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館 "

169. 鹿久居島

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第９分冊　東備

地区〉

170. 鴻島

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第９分冊　東備

地区〉

171. 阿津走出遺跡

　岡山県教育委員会 1988『本州四国連絡橋陸上ルート建設に伴う発

掘調査 Ⅱ』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 71

172. 堀江遺跡

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館

173. 琴浦向山遺跡

　倉敷考古館 1972『倉敷の古代』 

　小野雅明 1996「向山遺跡」『新修倉敷市史』第 1 巻考古 付章　倉

敷市 "

174. 鷲羽山遺跡

　山本慶一 1969「鷲羽山採集の石器と土器」『倉敷考古館研究集報』

第６号　倉敷考古館 

　間壁忠彦 ･葭子 1996「縄文時代の始まり」『新修倉敷市史』第 1

巻考古　倉敷市

175. 菰池遺跡

　岡山県教育委員会 1988『本州四国連絡橋陸上ルート建設に伴う発

掘調査 Ⅱ』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 71

176. 城遺跡

　岡山県教育委員会 1977『倉敷市 ( 児島 ) 城遺跡発掘調査報告』岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告 19

177. 竪場島遺跡

　倉敷考古館 1972『倉敷の古代』

178. 竪場島海岸遺跡

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館

179. 柳谷遺跡

　倉敷考古館 1972『倉敷の古代』 

　倉敷考古館 1979「広江・浜遺跡」『倉敷考古館研究集報』第 14 号　

倉敷考古館 

　小野雅明 1996「六口島柳谷遺跡」『新修倉敷市史』第１巻考古　

付章　倉敷市

180. 出崎船越遺跡

　平井勝 ･保田義治 1987「玉野市出崎船越遺跡出土の縄文時代遺物」

『古代吉備』第９集　古代吉備研究会

181. 出崎船越南遺跡

　松本直子編 2007『出崎船越南遺跡発掘調査報告書』岡山大学文学

部考古学研究室

182. 波張崎遺跡

　平井勝 1980「玉野市波張崎遺跡確認調査報告」『常山城跡・波張

崎遺跡』玉野市教育委員会 

　間壁忠彦 1981「付 玉野市胸上波張崎の小貝塚採集の押し型文遺

物の紹介」『倉敷考古館研究集報』第 16 号　倉敷考古館 "

183. 田井１号台遺跡

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第６分冊　岡山

地区〉

184. 向日比遺跡

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館

185. 畑ノ浦遺跡（田井３号台地遺跡）
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　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館 

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第６分冊　岡山

地区〉

186. 長崎鼻遺跡（日の出遺跡）

　鎌木義昌 1949「岡山県玉野市長崎鼻遺跡」『日本考古学年報』２　

日本考古学協会 

　鎌木義昌 1986「田井長崎鼻遺跡」『岡山県史』第 18 巻考古資料　

岡山県

187. 大入崎遺跡

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第６分冊　岡山

地区〉

188. 坊子遺跡

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第６分冊　岡山

地区〉

189. 鉾島遺跡

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第６分冊　岡山

地区〉

190. 犬島貝塚

　遠部慎ほか 2009「犬島貝塚第１次発掘調査概報」『犬島貝塚の発

掘 2008』( 第２回研究会　講演会資料集 ) 犬島貝塚調査保護プロジェ

クトチーム 

　遠部慎ほか2008「瀬戸内海新発見の縄文時代早期貝塚」『LAGUNA』

15　汽水域研究会

191. 黒島貝塚

　近藤義郎 1986「黒島貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山県 

　遠部慎ほか 2005「広島県立歴史資料館所蔵資料紹介：岡山県瀬戸

内市黒島貝塚」『広島県立博物館紀要』８　広島県立博物館 

　小林博昭 1997「黄島貝塚」『牛窓町史』資料編 Ⅱ　牛窓町 

　遠部慎ほか 2005「広島県立歴史博物館所蔵資料の紹介：岡山県瀬

戸内市黒島貝塚」『広島県立歴史博物館紀要』8　広島県立歴史博物

館 

　遠部慎ほか 2019「黒島貝塚第 2 地点の研究」『半田山地理考古』7　

岡山理科大学地理考古学研究会 

　藤原健蔵ほか 1986「広島大学メタノール－液体シンチレーション

14C 年代測定」『瀬戸内海地域における完新世海水準変動と地形変化』

広島大学文学部

192. 黄島貝塚

　鎌木義昌 1949「備前黄島貝塚の研究」『吉備考古』第 77 号　吉備

考古学会 

　鎌木義昌 1986「黄島貝塚」『岡山県史』第 18 巻考古資料　岡山県  

　小林博昭 1997「黄島貝塚」『牛窓町史』資料編 Ⅱ　牛窓町 

　Crane, H. R. & Griffin, J. B. 1958. University of Michigan Radiocarbon 

Dates III. Science 128, 1117-1123. 

　遠部慎ほか 2009「広島県立歴史博物館所蔵資料の紹介：岡山県瀬

戸内市黄島貝塚」『広島県立歴史博物館紀要』11　広島県立歴史博

物館 

　遠部慎・宮田佳樹ほか 2007「瀬戸内海最古の貝塚－豊島礼田崎貝

塚の再評価－」『LAGUNA』14　汽水域研究センター 

　遠部慎・宮田佳樹・熊谷博志ほか 2007「瀬戸内海縄文時代早期貝

塚の炭素 14 年代測定」『日本第四紀学会講演要旨集』37　日本第四

紀学会 

　遠部慎・宮田佳樹 2008「黄島貝塚出土貝類の年代測定」『同志社

大学歴史資料館報』11　同志社大学歴史資料館

193. 黄島遺跡第１･２･４地点

　岡山県教育委員会 2003『改訂岡山県遺跡地図』〈第６分冊　岡山

地区〉 

　平井勝 1987「第３章縄文時代」『岡山県の考古学』吉川弘文館

【津島岡大遺跡の文献一覧】

津島岡大遺跡第２次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査室 1986『岡山大学津島地区遺跡群の調査

Ⅱ』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第２冊

津島岡大遺跡第３次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1992『津島岡大遺跡３』岡

山大学構内遺跡発掘調査報告第５冊�

　山本悦世 2006「構内遺跡における発掘調査資料の自然科学的分析」

『紀要 2004』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター�

　小林謙一 2019「津島岡大遺跡出土試料の炭素 14 年代・安定同位

体比の測定と較正年代」『紀要 2017』岡山大学埋蔵文化財調査研究

センター�

　（株）古環境センター 2019「岡山大学構内遺跡における放射性炭

素年代測定」『紀要 2017』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター�

　那須浩郞ほか 2020「津島岡大遺跡から出土した植物種子の再検討」

『紀要 2018』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

津島岡大遺跡第５次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1994『津島岡大遺跡４』岡

山大学構内遺跡発掘調査報告第７冊�

　工藤裕一郎 2011「津島岡大遺跡から出土したマメ圧痕土器の付着

炭化物の分析」『紀要 2009』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター�

　小林謙一 2019「津島岡大遺跡出土試料の炭素 14 年代・安定同位

体比の測定と較正年代」『紀要 2017』岡山大学埋蔵文化財調査研究

センター�

　（株）古環境センター 2019「岡山大学構内遺跡における放射性炭

素年代測定」『紀要 2017』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター�

　那須浩郞ほか 2020「津島岡大遺跡から出土した植物種子の再検討」

『紀要 2018』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

津島岡大遺跡第６次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1995『津島岡大遺跡６』岡

山大学構内遺跡発掘調査報告第９冊�

　那須浩郞ほか 2020「津島岡大遺跡から出土した植物種子の再検討」

『紀要 2018』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

津島岡大遺跡第７・８次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1995『津島岡大遺跡５』岡

山大学構内遺跡発掘調査報告第８冊

津島岡大遺跡第９次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1998『津島岡大遺跡 10』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 14 冊

津島岡大遺跡第 11 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1996『津島岡大遺跡７』岡

山大学構内遺跡発掘調査報告第 10 冊

津島岡大遺跡第 12 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2003『津島岡大遺跡 11』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 16 冊

津島岡大遺跡第 13 次調査
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　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1997『津島岡大遺跡８』岡

山大学構内遺跡発掘調査報告第 12 冊

津島岡大遺跡第 14 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1997『津島岡大遺跡９』岡

山大学構内遺跡発掘調査報告第 13 冊

津島岡大遺跡第 15 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2004『津島岡大遺跡 14』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 19 冊�

　古環境研究所 2004「津島岡大遺跡第 3・15 次調査における放射性

炭素年代測定」『津島岡大遺跡 14』　岡山大学埋蔵文化財調査研究セ

ンタ－ 

　小林謙一 2019「津島岡大遺跡出土試料の炭素 14 年代・安定同位

体比の測定と較正年代」『紀要 2017』岡山大学埋蔵文化財調査研究

センター 

　（株）古環境センター 2019「岡山大学構内遺跡における放射性炭

素年代測定」『紀要 2017』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

津島岡大遺跡第 17 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2005『津島岡大遺跡 16』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 21 冊

津島岡大遺跡第 19 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2003『津島岡大遺跡 12』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 17 冊

津島岡大遺跡第 21 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2003『津島岡大遺跡 12』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 17 冊

津島岡大遺跡第 22 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2005『津島岡大遺跡 16』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 21 冊

津島岡大遺跡第 23･24 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2006『津島岡大遺跡 17』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 22 冊

津島岡大遺跡第 24 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2004『津島岡大遺跡 14』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 22 冊 

　古環境研究所 2004「津島岡大遺跡第 3・15 次調査における放射性

炭素年代測定」山本悦世編『津島岡大遺跡』14　岡山大学埋蔵文化

財調査研究センター

津島岡大遺跡第 26 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2005『津島岡大遺跡 15』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 20 冊

津島岡大遺跡第 27 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2003『津島岡大遺跡 13』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 18 冊

津島岡大遺跡第 28 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2008『津島岡大遺跡 18』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 24 冊

津島岡大遺跡第 30 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2009『津島岡大遺跡 19』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 25 冊 

　古環境研究所 2009「放射性炭素年代測定」『津島岡大遺跡 19』岡

山大学埋蔵文化財調査研究センター

津島岡大遺跡第 31 次調査

　岩﨑志保 2010「第１章第１節１ 津島岡大遺跡第 31 次調査」『岡

山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2008』岡山大学埋蔵文化財

調査研究センター

津島岡大遺跡第 32 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2011『津島岡大遺跡 20』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 20 冊 

　古環境研究所 2011「放射性炭素年代」『津島岡大遺跡 20』　岡山

大学埋蔵文化財調査研究センター

津島岡大遺跡第 33 次調査

　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 2015『津島岡大遺跡 21』

岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 30 冊

試掘・確認調査

　山本悦世 2006「構内遺跡における発掘調査資料の自然科学的分析」

『紀要 2004』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

【広島】

1. 古城通一丁目遺跡

　広島県教育委員会 1999『広島県遺跡地図』6　広島県教育委員会

2. 古城遺跡

　広島県 1979『広島県史』考古篇 広島県

3. 時貞遺跡

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県 

　財団法人広島県埋蔵文化財調査センター 2003 『三太刀遺跡 (1)』広

島県埋蔵文化財調査センター調査報告書 206 集

4. 大将軍遺跡

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県 

　広島県教育委員会 1999『広島県遺跡地図』6　広島県教育委員会

5. 天神山遺跡

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県 

　広島県教育委員会 1999『広島県遺跡地図』6　広島県教育委員会

6. 二中学校校庭遺跡

　広島県教育委員会 1999『広島県遺跡地図』6　広島県教育委員会

7. 北浦遺跡（小佐木島遺跡）

　広島県教育委員会 1999『広島県遺跡地図』6　広島県教育委員会

8. 大田貝塚	

　清野謙次 1969『日本貝塚の研究』岩波書店 

　潮見浩 ･川越哲志 ･河瀬政利 1971「広島県尾道市大田貝塚発掘調

査報告」『広島県文化財調査報告』第９集　広島県教育委員会 

　稲葉明彦 1971「大田貝塚出土の貝類」『広島県文化財調査報告』

第９集　広島県教育委員会　 

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県 

　河瀬正利 2006『吉備の縄文貝塚』吉備考古ライブラリイ 14　吉

備人出版

9. 妙見山遺跡

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県

10. 下迫貝塚

　稲葉明彦 1971「大田貝塚出土の貝類」『広島県文化財調査報告』

第９集　広島県教育委員会　 

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県

11. 馬取遺跡

　松崎寿和 ･潮見浩 ･木下忠 ･本村豪章 ･藤田等 1959「松永市馬取

遺跡調査報告」『広島県文化財調査報告』第４集　広島県教育委員
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会 

　稲葉明彦 1959「馬取貝塚出土の動物」『広島県文化財調査報告』

第４集　広島県教育委員会 

　稲葉明彦 1971「大田貝塚出土の貝類」『広島県文化財調査報告』

第９集　広島県教育委員会　 

　福山市教育委員会 1973「馬取遺跡」『福山市遺跡調査総合記録集』 

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県

12. 洗谷貝塚

　稲葉明彦 1971「大田貝塚出土の貝類」『広島県文化財調査報告』

第９集　広島県教育委員会　 

　洗谷貝塚発掘調査団 1976『洗谷貝塚』福山市教育委員会 

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県

13. 浜貝塚

　稲葉明彦 1971「大田貝塚出土の貝類」『広島県文化財調査報告』

第９集　広島県教育委員会　 

　洗谷貝塚発掘調査団 1976『洗谷貝塚』福山市教育委員会 

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県

14. 本谷遺跡

　洗谷貝塚発掘調査団 1976『洗谷貝塚』福山市教育委員会 

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県

15. 木之庄貝塚

　稲葉明彦 1971「大田貝塚出土の貝類」『広島県文化財調査報告』

第９集　広島県教育委員会　 

　洗谷貝塚発掘調査団 1976『洗谷貝塚』福山市教育委員会 

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県

16. 大門貝塚

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県 

　洗谷貝塚発掘調査団 1976『洗谷貝塚』福山市教育委員会

17. 大宮遺跡

　神辺町教育委員会 1990「大宮遺跡発掘調査概報」『神辺町埋蔵文

化財調査報告 -1989 年度 -』Ⅹ 

　神辺町教育委員会 1992「大宮遺跡発掘調査概報」「神辺町埋蔵文

化財調査報告 -1991 年度 -』ⅩⅡ 

　神辺町教育委員会 1996「大宮遺跡発掘調査概報」『神辺町埋蔵文

化財調査報告 -1995 年度 -』ⅩⅥ 

　神辺町教育委員会 2000「大宮遺跡第 47 次調査」『神辺町内遺跡発

掘調査概要 1999 年度神辺町埋蔵文化財発掘調査報告第 24 集 

　神辺町教育委員会 2006「大宮遺跡第 48 次調査」『神辺町内遺跡発

掘調査概要 2004 年度』神辺町埋蔵文化財発掘調査報告第 29 集

18. 御領遺跡

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県 

　神辺町教育委員会 1998『神辺町埋蔵文化財調査報告 - 御領遺跡土

手樋町地点発掘調査報告 -」ⅩⅧ 

　神辺町教育委員会 2005「御領遺跡第 72 次調査」『神辺町内遺跡発

掘調査概要 2004 年度』神辺町埋蔵文化財発掘調査報告第 28 集 

　神辺町教育委員会 2006「御領遺跡第 81 次調査」『神辺町内遺跡発

掘調査概要 2004 年度』神辺町埋蔵文化財発掘調査報告第 29 集

19. 広谷小学校遺跡（寺の下西遺跡）

　広島県 1979『広島県史』考古篇　広島県 

　府中市教育委員会 2016『備後国府関連遺跡１』府中市埋蔵文化財

調査報告第 27 冊

【香川】

1. 殿山遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会

2. 伊喜末遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会

3. 神子浜遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』刊行企画委員会�

　香川県 1987『香川県史』別編Ⅰ 資料編第 13 巻　考古　四国新聞

社

4. 礼田崎貝塚

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会�

　遠部慎・宮田佳樹・加藤久雄・米田譲 2007「瀬戸内海最古の貝塚」

『汽水域研究 14』島根大学汽水域研究センター�

　丹羽佑一 2015「礼田崎貝塚」『中四国の縄文貝塚』第 26 回中四国

縄文研究会高知大会事務局

5. かいとく鼻貝塚

　間壁葭子 1968「香川県坂出市櫃石島採集の石器」『倉敷考古館研

究集報』第４号　倉敷考古館�

　香川県教育委員会 1988『大浦浜遺跡』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告５　香川県教育委員会 �

　丹羽佑一 2015「かいとく鼻貝塚」『中四国の縄文貝塚』第 26 回中

四国縄文研究会高知大会事務局

6. ガンド浜遺跡

　香川県教育委員会 1988『大浦浜遺跡』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告５　香川県教育委員会

7. ヤケヤマ遺跡

　香川県教育委員会 1983『初田遺跡・ヤケヤマ遺跡・大浦浜遺跡・

長崎通り遺跡・長崎古墳』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

概報６　香川県教育委員会

8. 大浦浜遺跡

　香川県教育委員会 1977『鳶の巣遺跡・がんどの凹地・がんどの凹

地後背尾根・石ノ塔・五輪塔・花見山遺跡・大浦遺跡・大浦浜遺跡・

しのだ遺跡』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財予備調査報告１　香川

県教育委員会 

　香川県教育委員会 1988『大浦浜遺跡』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告５　香川県教育委員会

9. 大浦遺跡

　香川県教育委員会 1981『塩浜遺跡　西方遺跡　花見山遺跡　大浦

遺跡　大浦浜遺跡』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報４　

香川県教育委員会 

　香川県教育委員会 1984『大浦遺跡』

10. 羽佐島遺跡

　香川県教育委員会 1980『塩浜遺跡・羽佐島遺跡・花見山遺跡・が

んど遺跡・北浦遺跡』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報

３　香川県教育委員会

11. 塩浜遺跡

　香川県教育委員会 1980『塩浜遺跡・羽佐島遺跡・花見山遺跡・が

んど遺跡・北浦遺跡』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報

３　香川県教育委員会
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12. しのだ遺跡

　香川県教育委員会 1977『鳶の巣遺跡・がんどの凹地・がんどの凹

地後背尾根・石ノ塔・五輪塔・花見山遺跡・大浦遺跡・大浦浜遺跡・

しのだ遺跡』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財予備調査報告１　香川

県教育委員会

13. 沙弥ナカンダ遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会

14. 原間遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2005『原間遺跡』県道大内白鳥インター

線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　香川県教育委員会

15. 金比羅山遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2000『金毘羅山遺跡 Ⅰ・塔の山南遺跡・

庵の谷遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

36

16. 庵の谷遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2000『金毘羅山遺跡 Ⅰ・塔の山南遺跡・

庵の谷遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

36

17. 石仏遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2008『尾崎西遺跡』県道高松長尾大内

線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　香川県教育委員

会 

18. 加藤遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2008『尾崎西遺跡』県道高松長尾大内

線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　香川県教育委員

会 

19. 森広遺跡

　大川地区広域行政組合埋蔵文化財係 2007『森広遺跡』さぬき市埋

蔵文化財調査報告書５ さぬき市教育委員会

20. 尾崎西遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1993『尾崎西遺跡』県道高松長尾大内

線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 香川県教育委員会 

　香川県埋蔵文化財センター 2008『尾崎西遺跡』県道高松長尾大内

線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　香川県教育委員

会

21. 八丁地遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2000『八丁地遺跡 本村・横内遺跡』

香川県教育委員会

22. 奥の坊奥池西遺跡

　高松市教育委員会 2004『奥の坊遺跡群 Ⅲ( 大空北遺跡・奥の坊奥

池西遺跡 )』高松市埋蔵文化財調査報告 79　高松市教育委員会

23. 小山・南谷遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1997『小山・南谷遺跡 I』県道高松志

度線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 香川県教育委員会 

　香川県埋蔵文化財センター 2006 『小山・南谷遺跡 Ⅱ』県道高松志

度線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 香川県教育委員会

24. 前田東・中村

　香川県埋蔵文化財センター 1995『前田東・中村遺跡』高松東道路

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告３　香川県教育委員会 

　香川県埋蔵文化財センター 2005『前田東・中村遺跡 Ⅱ』四国横断

自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 55　香川県教育委員会

25. 川島本町山田遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2007『家の浦遺跡・川島本町山田遺跡』

県道大浜仁尾線道路改良事業及び県道西植田高松線道路改良事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告　香川県教育委員会

26. 川島本町遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2007『田村遺跡 Ⅱ・川島本町遺跡・川

島本町南遺跡』県道高松善通寺線道路改修事業及び県道西植田高松

線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　香川県教育委員会

27. 三谷三郎池 C地区遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会

28. 竹元遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2006『竹元遺跡』県道塩江屋島西線道

路局部改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　香川県教育委員会

29. 林・坊城遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2004『中森遺跡　林・坊城遺跡 Ⅱ　東

山崎・水田遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告 53　香川県教育委員会

30. 𠗖・長池遺跡

　高松市教育委員会 1993 『𠗖・長池遺跡 1』高松市埋蔵文化財調査

報告 21 高松市教育委員会

31. 井手東Ⅰ遺跡

　高松市教育委員会 1995『井手東 Ⅰ 遺跡』一般国道 11 号高松東道

路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告４　高松市教育委員会

32. 井手東Ⅱ遺跡

　高松市教育委員会 1995『井手東 Ⅱ 遺跡』一般国道 11 号高松東道

路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告５　高松市教育委員会

33. 居石遺跡

　高松市教育委員会 1995『居石遺跡』一般国道 11 号高松東道路建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告７

34. 東中筋遺跡

　高松市教育委員会 2001『東中筋遺跡第１次調査』高松市埋蔵文化

財調査報告 57　高松市教育委員会 

　高松市教育委員会 2004『東中筋遺跡第２次調査』高松市埋蔵文化

財調査報告 70　高松市教育委員会

35. 大田下・須川遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1995『大田下・須川遺跡』高松東道路

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告４　香川県教育委員会

36. 上天神遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1995『上天神遺跡』高松東道路建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告６　香川県教育委員会

37. 松林遺跡

　高松市教育委員会 1996『松林遺跡』高松市埋蔵文化財調査報告

31　高松市教育委員会

38. 多肥松林遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1995『多肥松林遺跡・鹿伏・中所遺跡』

香川県教育委員会 

　香川県埋蔵文化財センター 1999『多肥松林遺跡』高校新設事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告１　香川県教育委員会

39. 川岡遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2004『川岡遺跡』県道円座香南線建設

に伴う埋蔵文化財発掘調査報告１　香川県教育委員会
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40. 西打遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2000『西打遺跡 I』サンポート高松総

合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報１　香川県教育委員会 

　香川県埋蔵文化財センター 2002『西打遺跡 Ⅱ』サンポート高松総

合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報２　香川県教育委員会

41. 鬼無藤井遺跡

　高松市教育委員会 2001 『鬼無藤井遺跡』高松市埋蔵文化財調査報

告 51　高松市教育委員会

42. 正箱遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2004『中間東井坪遺跡・正箱遺跡・八

幡遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 49　

香川県教育委員会

43. 中間東井坪遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2004『中間東井坪遺跡・正箱遺跡・八

幡遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 49　

香川県教育委員会

44. 川原遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2008『本郷遺跡 川原遺跡』県道円座

香南線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告２　香川県教育委員会

45. 本郷遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2008『本郷遺跡 川原遺跡』県道円座

香南線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告２　香川県教育委員会

46. 川津中塚遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1994『川津中塚遺跡』四国横断自動車

道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 14　香川県教育委員会

47. 川津下樋遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1996『川津下樋遺跡』四国横断自動車

道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 21　香川県教育委員会

48. 川津川西遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1999『川津川西遺跡・飯山一本松遺跡』

四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 33　香川県教

育委員会 

　香川県埋蔵文化財センター 2000『川津川西遺跡』国道 438 号川津

橋橋梁改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　香川県教育委員会

49. 道下遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1991『道下遺跡』香川県教育委員会

50. 中の池遺跡

　丸亀市教育委員会 2008『中の池遺跡第 13 次調査・平池東第 3 次

調査』丸亀市教育委員会

51. 平池東遺跡

　丸亀市教育委員会 2008『中の池遺跡第 13 次調査・平池東第 3 次

調査』丸亀市教育委員会

52. 平池南遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1996『平池南遺跡』香川県教育委員会

53. 平池西遺跡

　丸亀市教育委員会 1996『平成 7 年度丸亀市内遺跡発掘調査概要報

告書』丸亀市教育委員会

54. 龍川四条遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1995『龍川四条遺跡』四国横断自動車

道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 15　香川県教育委員会

55. 五条遺跡

　善通寺市教育委員会 1983『五条遺跡発掘調査資料』

56. 龍川五条遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1996『龍川五条遺跡 1』四国横断道自

動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 23　香川県教育委員会

57. 金蔵寺下所遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1994『金蔵寺下所遺跡　西碑殿遺跡』

四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 10　香川県教

育委員会　

58. 稲木遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1984『稲木遺跡』四国横断自動車道建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告６　香川県教育委員会　

59. 石川遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1990『永井遺跡』四国横断自動車道建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告９　香川県教育委員会

60. 永井遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1990『永井遺跡』四国横断自動車道建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告９　香川県教育委員会

61. 乾遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1987『中村遺跡・乾遺跡・上一坊遺跡』

四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告１　香川県教

育委員会　

62. 旧練兵場遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 1990『永井遺跡』四国横断自動車道建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告９　香川県教育委員会

63. 弘田川西岸遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2008『弘田川西岸遺跡』香川県教育委

員会

64. 北内遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2000『北内遺跡・池下遺跡・満濃バイ

パス予備調査・小塚遺跡』香川県教育委員会 

　香川県埋蔵文化財センター 2008『住吉遺跡 渡池跡 北内遺跡 池下

遺跡』一般国道 32 号綾歌バイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告２　香川県教育委員会

65. 池下遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2000『北内遺跡・池下遺跡・満濃バイ

パス予備調査・小塚遺跡』香川県教育委員会 

　香川県埋蔵文化財センター 2008『住吉遺跡 渡池跡 北内遺跡 池下

遺跡』一般国道 32 号綾歌バイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告２　香川県教育委員会

66. 北代遺跡

　香川県教育委員会 2003『埋蔵文化財試掘調査報告』16　香川県教

育委員会

67. 北代西遺跡

　香川県教育委員会 2003『埋蔵文化財試掘調査報告』16　香川県教

育委員会

68. 蟻の首遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』刊行企画委員会 

　香川県 1987『香川県史』別編 Ⅰ 資料編第 13 巻　考古　四国新聞

社 

　香川県埋蔵文化財センター 2007『家の浦遺跡・川島本町山田遺跡』

県道大浜仁尾線道路改良事業及び県道西植田高松線道路改良事業に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告　香川県教育委員会

69. 本村中遺跡
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　香川県教育委員会 1999『埋蔵文化財試掘調査報告』12　香川県教

育委員会 

　香川県教育委員会 2001『埋蔵文化財試掘調査報告』14　香川県教

育委員会 

　香川県埋蔵文化財センター 2017『本村中遺跡』県道紫雲出山線建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告１　香川県教育委員会

70. 須田・中尾瀬遺跡

　香川県埋蔵文化財センター 2018『尾の上遺跡　須田・中尾瀬遺跡』

県道紫雲出山線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告２　香川県教育

委員会

71. 大浜遺跡

　詫間町教育委員会 1981『大浜遺跡発掘調査概要』 

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会 

　香川県 1987『香川県史』別編 Ⅰ 資料編第 13 巻　考古　四国新聞

社

72. 船越遺跡

　香川県 1987『香川県史』別編 Ⅰ 資料編第 13 巻　考古　四国新聞

社

73. 箱遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会 

　香川県 1987『香川県史』別編 Ⅰ 資料編第 13 巻　考古　四国新聞

社

74. 生里遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会

75. 東風浜遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会 

　香川県 1987『香川県史』別編 Ⅰ 資料編第 13 巻　考古　四国新聞

社

76. 西浜遺跡

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会 

　香川県 1987『香川県史』別編 Ⅰ 資料編第 13 巻　考古　四国新聞

社

77. 小蔦島貝塚

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会 

　香川県 1987『香川県史』別編 Ⅰ 資料編第 13 巻　考古　四国新聞

社

78. 南草木貝塚

　香川県教育委員会 1983『新編香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会 

　香川県教育委員会 1988『香川県埋蔵文化財調査年報』

79. なつめの木貝塚

　笹川龍一 1993「なつめの木貝塚の縄文土器」『香川考古』第２号　

香川考古刊行会 

　渡部昭夫 1994「観音寺市なつめの木貝塚出土の縄文時代後期土

器（なつめの木式）について」『香川県埋蔵文化財センター紀要』Ⅱ　

香川県埋蔵文化財センター

80. 院内貝塚

　香川県教育委員会 1983『新篇香川叢書考古篇』新編香川叢書刊行

企画委員会
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